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C区 2 · 3 •6• 8 · 9 号住居跡出土弥生土器

1. 弥生土器観察表

C区 2号住居跡出土弥生土器（第421図）

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 追 存 出土位置備考
ロ 高 底榔 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外

］ 大型壺 a突起貼付文 b2止簾 ナデ ナデ D 橙 口H 床中央

2 （塾） b2止簾 ミガキ ミガキ A 赤橙 頸％ 埋土

3 甕 b3止波 c波 12/8 ナデ ミガキ A にぶい黄橙 被熱 頸～肩片 床中央

4 （壺） b等止簾 c6波 15/10 ナデ C 浅黄橙 被熱 肩片 埋土

c区 3号住居跡出土弥生土器（第422図 PL. 147) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻mm／本数 内 外

1 中型壺 178 b2止簾 c波 15/7 ミガキ ミガキ A 橙 肩煤 口～肩 貯穴内煮炊使用

2 小型斐 139 121 ミガキ ミガキ B 褐 胴下被熱 ロ～胴％ 床．炉付近

3 小壺 88 68 52 b波 C編紐 7/5 LR ミガキ ミガキ A にぶい橙 完形 床．炉付近

c区 6号住居跡出土弥生土器（第423図 PL. 147) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 百向 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

1 壺 (170) a棒貼4ヶ． 2波 b2止簾 13/10 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～頸 埋土．炉付近

2 甕 (176) a積上 b波 ミガキ ナデ A 灰黄橙 ロ｝ 埋土

3 小型甕 (106) a~clO波 5/3 ミガキ A にぶい黄褐 破片¾ 床奥

4 小型甕 (104) a波 b3止簾 c波 9/8 ミガキ A 灰褐 口～肩％ 埋土

5 壺 b2段 2止簾 c（羽） 12/6 ミガキ ミガキ A 明赤褐 肩片 埋土

6 壺 b2止簾 c短線垂下文 18/8 ミガキ ナデ B にぶい赤褐 煤付着 肩片 埋土

7 甕 (188) b波．簾 11/8 ミガキ ナデ A にぶい黄褐 ロ％ 埋土

8 高杯 ナデ ミガキ B橙 脚 埋土

9 器台 64 ナデ ナデ A にぶい黄橙 脚欠 埋土

10 小型鉢 (145) 53 32 a2孔 ミガキ ミガキ F浅黄橙 口～底½ 埋．床中央．床奥

11 小型鉢 115 51 37 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 ロ％欠 埋土

12 小型鉢 (132) ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 口～体½ 埋土

13 （小型鉢） 43 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 体～底 埋土

14 有孔鉢 49 孔l5| ミガキ ミガキ D にぶい橙 底 埋土

15 甕 76 ミガキ ミガキ A 黒褐 胴下被熱 破片％ 床中央

16 甕 57 ミガキ ミガキ A にぶい橙 底灰 胴～底 埋土

17 甕 78 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴煤．底灰 胴～底 床奥．床右

c区 8号住居跡出土弥生土器（第424図 PL. 148) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

歴色調 使用痕 逍 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 口(c) 輻mm／本数 内 外

1 大型壺 b2止簾 c斜縄のち垂下 15/11 LR ミガキ ミガキ D 橙 口～頸 貯穴周辺

2 （大型壺） 302 b2止簾 c波 13/10 ミガキ ミガキ D にぶい橙 床入口．貯穴．床中央

3 中型壺 b2止簾 c8波 15/8 ナデ ミガキ D にぶい褐 ロ．底欠 床中央．埋土

4 小型壺 52 176 40 ミガキ ミガキ A 橙 口唇一部欠 床右

5 甕 170 a波 b2止簾 c羽 23/12 ミガキ ハケメ F 黄橙 被熱 口～肩 床中央

6 甕 (158) b~c7波 10/5 ミガキ ミガキ c褐 胴被熱 口～胴 床中央

7 甕 164 a4波 b2止簾 c4波 14/7 ミガキ ミガキ B 明黄褐 口～胴 床中央．貯穴

8 小型甍 110 a~c7波 12/9 ミガキ ミガキ A 褐灰 被熱．胴煤 ¾ 埋土．貯穴

9 小型甕 136 185 46 ミガキ ミガキ A 暗赤褐 被熱．肩煤 ¾．口半欠 床中央．貯穴周辺

10 小型甕 llO a3波 b3止簾 10/6 ミガキ A にぶい褐 口煤 ロ 埋土

11 小型甕 95 119 45 ミガキ ミガキ A 灰褐 底摩滅 底一部欠 埋土

12 大型高杯 (192) 脚部三角透し 4ヶ所 ナデ ミガキ A にぶい黄橙 底剥離 脚灼 床右

13 尚杯 122 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 脚下部¾ 床中央．埋土

14 甕 ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 口片 埋土．内面籾圧痕

C区 9号住居跡出土弥生土器（第425図 PL. 147) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

口 尚 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 | 外
塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考

］ 中型壺 172 b等止簾 c直線文 14/9 Iミガキ A 明赤褐 口煤 口～胴 埋土

2 甕 145 a2波 b4止簾 c4波 15/9 ミガキ Iミガキ A にぶい橙 被熱 口～肩½ 埋土

3 甕 194 (126) a~clO波 13/10 ミガキ B にぶい橙 被熱 口～頸 炉周辺

1 



1. 弥生土器観察表

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の特徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 逍 存 出土位四備考
ロ 古IU 底郷 口（a) 頸（b) 眉(c) 幅mm／本数 内 外 土

4 小型甕 153 a積上 b4止簾 c3波 13/12 ミガキ ミガキ A にぶい褐 外面一部煤 口～胴 床中央

5 甕 (180) a積上 b簾 ミガキ ナデ A にぶい黄橙 口灼 床右

6 小型梵 135 ミガキ ミガキ A 橙．灰褐 被熱．胴煤 口～胴 埋土

7 翌 (170) (186) a積上 ミガキ ミガキ A にぶい褐 被熱 埋土

8 （甕） c5波 ミガキ ミガキ B 褐 被熱 肩～胴 床中央入口左

9 小型翌 146 a~c9斜縄 LR ミガキ ミガキ G浅黄 外面一部煤 ロ～胴 床奥

10 甕 180 a~c5編紐 ミガキ A 明黄褐 外面一部煤 埋土

11 斐 c2斜縄 ミガキ ミガキ A 褐 肩煤 床右

12 甕 a~C斜縄 ミガキ B にぶい黄橙 口灼 埋土

13 （高杯） 114 ミガキ ミガキ A 灰黄褐 ロ～体％ 埋土

14 高杯 (132) ナデ ミガキ B 明橙 脚％ 埋土 脚籾圧痕

15 方形鉢 底84X50 ミガキ ミガキ B 明黄褐～黒 底 埋土

16 小型台付褒 66 ナデ ミガキ D 橙 被熱 脚 埋土

17 （小型高杯） 86 ミガキ ミガキ D 灰黄 脚 埋土

18 台付甕 113 ナデ ミガキ B 黄橙 被熱 脚 床奥

19 台付嬰 95 ナデ ミガキ C 黄橙 被熱 脚 床奥

20 紡錘車 (41) 駆9 孔(5) 重8g| ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 ½ 埋土

c区 10号住居跡出土弥生土器（第426~428図 PL. 149 • 150) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位四備考
ロ 高 底憐 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外 土

1 中型壺 c4波 11/7 ミガキ ミガキ D 橙 胴¾ 埋土

2 （小型壺） 76 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ロ％ 埋土

3 小型壺 (132) 217 73 c斜縄 RL ミガキ ミガキ Fにぶい橙 底摩滅 ロ．胴½欠 埋土

4 短頸壺 204 ハ ケ ナ デ ミガキ Fにぶい黄橙 肩煤 ロ～肩H 埋土

5 甕 170 b2止簾 c3波 15/8 ミガキ ミガキ B にぶい橙 被熱 床中央

6 甕 (184) b2止簾 c5波 15/11 ミガキ ミガキ B 橙 肩煤 ロ～肩灼 埋土

7 甕 170 b2止簾 C 2波 12/9 ミガキ ミガキ A 明黄褐 口～胴煤 口～胴％ 埋土

8 甕 176 b2止簾 c4波 13/1 I ミガキ ミガキ B にぶい赤褐 肩煤 口¾ ． 胴 埋土．床中央

9 甕 166 b2止簾 c3波 12/11 ミガキ ミガキ B 赤褐 被熱 ロ～胴 埋土

10 甕 185 b2止簾 c3波 12/13 ミガキ ミガキ B 赤褐 被熱．胴煤 ロ～胴％ 埋土

11 甕 (152) b簾 c4波 13/8 ミガキ ミガキ B にぶい橙 被熱．胴煤 口～胴％ 埋土

12 小型甕 123 230 73 b2止波 c2波 10/7 ミガキ ミガキ B 橙 被熱痕なし ロ．胴一部欠 埋土

13 褒 (154) b~C 3波 18/10 ミガキ ミガキ B 褐 被熱 口～胴％ 床中央

14 甕 (160) 250 85 b4波 ミガキ ミガキ F橙 被熱．胴煤 ％ 埋土

15 甕 155 a積上 b~C 4波 11/6 ミガキ ミガキ B 橙 ロ胴煤 口～胴 埋土

16 甕 (130) 314 (96) a積上 b~C 6波 14/6 ミガキ ミガキ D にぶい橙 胴煤底灰 松口縁ki 埋土．床中央

17 甕 172 a4波 b2止簾 c4波 12/8 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 肩煤 埋土

18 甕 (230) (228) 75 a積上 ミガキ ミガキ F にぶい黄橙 頸煤 ロ～底灼 床中央．埋土

19 甕 140 ミガキ ミガキ B 赤褐 被熱 口～百灼 埋土

20 甕 (195) ミガキ ミガキ E橙 被熱．煤 ロ～肩％ 埋土

21 小型甕 146 ミガキ ミガキ B にぶい橙 被熱．頁煤 口～胴％ 埋土

22 小型甕 (138) b2止簾 c波 14/9 ミガキ ナデ A 赤褐 被熱 ロ～肩％ 埋土 口縁籾圧痕

23 台付甕 133 115 a2波 b2止簾 c波 14/10 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 胴下被熱 脚欠 埋土

24 甕 206 ミガキ ミガキ B 明黄褐 肩煤 ロ～肩 埋土

25 壺 b2止簾 clO波 16/10 ナデ D 淡黄 肩片 埋士

26 g ギ b2止簾 c横直線文 19/11 ナデ D 橙 肩片 埋土

27 壺 c波のち垂下文 13/8 ミガキ ミガキ A 淡黄 胃片 埋土

28 一豆 b2止簾 c羽 ナデ ナデ D 淡黄 胴煤 肩片 埋土

29 大型高杯 (274) ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 杯灼 埋士

30 高杯 186 a瘤突起 ミガキ ミガキ D 淡黄 杯％ 埋土

31 高杯か鉢 (1 70) ミガキ ミガキ A 淡黄～灰 体％ 埋土．床中央

32 （小型高杯） 124 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 口～胴灼 埋土

33 高杯 110 ナデ ミガキ F淡黄 脚 埋土

34 高杯 (204) ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 杯％ 埋土

35 高杯か鉢 (145) ミガキ ミガキ A 暗褐 口～胴灼 埋土

36 小型鉢 115 50 16 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口灼欠 埋土

37 小型鉢 142 75 43 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 完形 埋土

38 （中型壺） 70 ミガキ ミガキ D にぶい橙 底摩滅 胴～底 床中央底2ヶ所籾圧痕

39 （大型壺） 105 ハケナデ ミガキ B 橙 胴下被熱か 底 床中央
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c区 10 • 13 • 14号住居跡出土弥生土器

C区 13号住居跡出土弥生土器（第429図 PL. 150) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 幣 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm／本数 内 外 土

1 壺 (220) a斜縄．棒貼付 RL ミガキ C橙 口片 埋土内外面赤彩

2 甕 (194) a折返し b3止簾 c2波 20/11 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 肩煤 口～胴％ ピット

3 小型甕 134 175 68 C 4波 11/5 ミガキ ミガキ D 淡黄 被熱口肩煤 口～胴一部欠 床右

4 小型癌 45 C等止簾． 3波 ミガキ ミガキ F橙 被熱 胴～底％ 埋土

5 店杯 ナデ ミガキ E 明黄褐 脚 埋土

c区 14号住居跡出土弥生土器（第430~433図 PL. 151 • 152) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外 土

1 大型壺 (230) b3止簾 c羽 2波 15/9 ナデ ミガキ D黄橙 口屍．胴 埋土

2 中型壺 b3止簾 c羽 13/10 胴ナデ ミガキ A 橙 ロ％．胴 埋土．床中央．床右

3 壺 b羽（矢羽根） ヘフ ミガキ D にぶい黄橙 頸片 埋土

4 壺 (213) b2止簾 c5波 14/10 ミガキ 口ミガキ D橙 口～肩¾ 埋土

5 壺 (210) a折返し b3止簾 c波 12/9 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～肩怜 床奥．埋土

6 小型壺 158 223 50 b2止簾 c簾手法羽 8/5 ミガキ ロナデ肘ミガキ B にぶい黄橙 口一部欠 床中央

7 壺 190 a波折返し ミガキ ミガキ A 橙 ロ％ 床奥．埋土

8 小型短頸壺 135 a波 b2止簾 c波 13/10 ミガキ ミガキ F にぶい橙 胴一部．底欠 床中央．床左

9 小型壺 54 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 胴～底 埋土

10 甕 147 a2波 b2止簾 c2波 11/10 ミガキ ミガキ A 橙 被熱．肩煤 口～肩屍 埋土

II 甕 210 320 80 a2波 b3止簾 c3波 16/8 ミガキ ミガキ A 橙 肩胴煤 ％ 埋土

12 小型甕 (154) b3止簾 c2波 17 /8 ミガキ ミガキ D 明黄褐 口～肩％ 埋土

13 小型甕 b2止簾 C 2波 12/7 ミガキ ミガキ A 橙 頸～肩％ 床中央

14 甕 (196) a積上 c4波 13/8 ミガキ ミガキ A 褐灰 口～肩¾ 床奥．埋土

15 甕 (155) a積上 b2止簾 c波 13/7 ミガキ A にぶい橙 口片 埋土

16 小型甕 a波 b3止簾 c2波 16/8 ミガキ ミガキ C にぶい橙 被熱 頸～胴 埋土

17 梵 178 a4波 b2止簾 c7波 15/7 ミガキ ミガキか B明赤褐 下半被熱 胴汎欠 埋土

18 甕 (172) a~c波 ミガキ B にぶい橙 被熱 口～胴材 埋土

19 小型甕 137 a2波 b2止簾 c2波 13/8 ミガキ ミガキ A 橙 全体被熱 口％～胴 床奥．埋土

20 小型甕 (130) b2止波 c波 12/7 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴被熱 口～胴％ 床中央

21 小型甕 120 a波 b~c4波 12/5 ミガキ ミガキ D にぶい褐 全体被熱 底欠 埋土

22 小型甕 (136) 147 56 a波 b簾 C 2波 12/7 ミガキ ミガキ C にぶい赤褐 胴下被熱 口～胴½欠 埋土

23 小型梵 (135) a2波 b2止簾 c3波 16/10 ミガキ D にぶい褐 被熱 口～肩 埋土

24 小型甕 126 ミガキ 日ナデミガキ A にぶい赤褐 被熱 ロ～肩灼 床中央

25 小型甕 (100) (135) 45 b波 ミガキか D にぶい赤褐 胴被熱 口～胴½ 埋土

26 小型甕 148 a~clO波 ミガキ ミガキ B赤褐 胴内こげ 口～胴¾ 埋土

27 小型甕 142 a~c9波 ミガキ にぶい橙 被熱．胴煤 ロ～胴 埋土

28 小型甕 120 188 50 ミガキ ミガキ A 暗赤灰 被熱．底灰 埋土

29 （台付甕） (142) b2止簾 c波 18/7 ミガキ ミガキ A にぶい褐 被熱．肩煤 埋土

30 （台付甕） (150) b3止簾 11/7 ミガキ ナデ A 橙 胴内灰付着 口～胴％ 床左．入口

31 （台付甕） (145) b3止簾 c2波 20/13 ミガキ B明赤褐 底内こげ 口大部分欠 埋土

32 小型甕 80 b2止簾 c3波 14/9 ミガキ ミガキ A 明赤褐 胴下被熱 頸～底％ 床奥．埋土

33 小型甕 (136) 154 66 ミガキ ミガキ A にぶい橙 被熱．底灰 □¾欠 床中央

34 甕 78 ミガキ ミガキ A 橙 胴上煤 胴～底 ピット 4

35 癌 (160) 224 70 b2止簾 C 3編紐 12/6 ミガキ ミガキ C赤褐 口～肩煤 口½欠 埋土

36 甕 136 226 68 c2斜縄 R ミガキ ミガキ A にぶい橙 被熱．肩煤 ロ．胴一部欠 床右

37 甕 (62) ミガキ ミガキ A にぶい橙 被熱 胴～底¾ 埋土

38 大型壺 115 ナデか ナデミガキ A にぶい橙 底 床中央

39 （甕） 72 ミガキ A にぶい黄橙 底％ 埋土 木葉痕

40 甕 64 ミガキ ミガキか A にぶい橙 胴内こげ 胴～底 床奥

41 台付甕 (95) 屈ミガキ員ナデ ナデ C橙 被熱 脚 床中央

42 台付甕 (76) ナデ ミガキ A にぶい橙 被熱 脚％ 床中央

43 高杯 (250) a瘤突起 ミガキ ミガキ A 浅黄橙 杯％ 床右．埋土

44 高杯 (220) ミガキ ミガキ D 橙 杯％ 埋土

45 小型高杯 (141) 120 89 脚底中央穿孔 7ヶ所 ミガキ ハケメミガキ F にぶい黄橙 底内剥離 口 ½欠 10個前後の玉

46 小型尚杯 131 101 78 ミガキ ミガキ A 灰黄褐 被熱 ロ％欠 埋土

47 高杯 ミガキ ミガキ A 橙 杯％ 埋土

48 小型高杯 (130) ミガキ ミガキ A 橙 杯灼 埋土

49 高杯 (140) ナデ9＼ケメミガキ A 橙 脚灼 埋土

50 （小型高杯） (92) 脚ナデ．ミガキ ミガキ B にぶい褐 脚 埋土

51 小型鉢 153 49 34 a2孔 ミガキ ミガキ F にぶい橙 完形 埋土

52 小型鉢 123 50 38 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～底½ 埋土

53 小型鉢 (128) 60 33 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～底汎 床中央
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1.弥生土器観察表

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 開（c) 幅mm／本数 内 外

54 小型鉢 (138) 65 46 ミガキ ミガキ D にぶい橙 口～体¾ 床中央

55 小型鉢 (127) 64 47 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 口½欠 床右．埋土

56 小型鉢 120 70 42 ミガキ ミガキ A 明黄褐 口一部欠 床中央．埋土

57 小型鉢 137 81 52 ミガキ ミガキ A 橙 被熱 口一部欠 埋土

58 小型鉢 (127) 54 40 ミガキ ミガキ A 橙 口¾欠 床中央

59 小型鉢 128 70 35 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 ロ％欠 埋土

60 （小型鉢） 26 ミガキ ミガキ B橙～褐灰 底 埋土

61 有孔鉢 (190) 113 50 孔171 ヘラナデ ヘラナデ B橙 ロ．体¾欠 床奥

62 有孔鉢 40 孔12I ナデ ミガキ B にぶい黄橙 底 埋土

63 有孔鉢 60 孔20X161 ミガキ ミガキ A にぶい橙 底 埋土

64 有孔鉢 42 孔18X161 ミガキか ミガキ A 明赤褐 被熱痕なし 底 埋土

65 有孔鉢 60 孔161 ナデ ケズリナデ B にぶい橙 底 埋土

c区 15号住居跡出土弥生土器（第434図）

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
口 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm/本数 内 外

l 壺 b等止簾 c3羽 13/8 ミガキ C黄橙 ロ～頸怜 ピット 7

2 甕 (194) b2止簾 c波 11/6 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 口～頸％ ピット 7

3 小型甕 (142) b2止簾 c2波 10/6 （ミガキ） ミガキ A 橙 被熱 ロ％ 埋土

4 小型甕 115 ミガキ B 赤褐 胴内こげ 口～肩 埋土

c区 18号住居跡出土弥生土器（第435図 PL.153) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 尚 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm／本数 内 外

l 大型壺 265 a波 b2止簾 cl2波 11/8 口ミガキ桐ナデ ミガキ G 橙 口～胴 床右

2 小型甕 46 c波 ミガキ ミガキ B 明赤褐 被熱．底灰 ％ 床中央

3 中型壺 (192) b2止簾 c羽．3波 12/7 ミガキ ミガキ A 浅黄橙 口～肩片 床右．左

4 甕 156 b~C 3波 13/8 ミガキ ロナデ A 黒褐 口～頸屍 床右

5 小型台付甕 (95) ミガキ ミガキ D にぶい橙 胴被熱 ％ 床奥

C区 20号住居跡出土弥生土器（第436• 437図 PL. 153 • 154) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅皿／本数 内 外

l 甕 (235) a波 b2止簾 c3波 18/11 ミガキ ミガキ B にぶい橙 肩煤 口～胴½ 床貯穴周辺

2 甕 200 335 65 b2止簾 c4波 13/8 ミガキ ミガキ Dにぶい黄橙 肩胴煤 ¾ 埋土．床奥

3 甕 (180) b2止簾 c3波 12/8 ミガキ ミガキ D橙 被熱．肩煤 口～胴屍 埋土

4 塑 152 b2止簾 c3波 21/12 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴被熱 口～胴 床奥

5 甕 (174) 296 86 b2止波 c4波 12/6 ヘラナデ ミガキ Dにぶい黄橙 被熱．胴煤 日％厨下剖％欠 埋土

6 大型壺 (240) ミガキ A 橙 内面剥離 口½ 埋土

7 （甕） b2止簾 c5波 17 /8 ナデ．ミガキ ミガキ A にぶい褐 頸～胴½ 埋土

8 甕 167 a波 b2止簾 c4波 12/7 ミガキ 口ハケメ E 橙 口～肩½ 埋土

9 甕 190 a波 b2止簾 c3波 13/8 ハケ．ミガキ ハケ．ミガキ E 浅黄橙 口～肩¾ 埋土 頸籾圧痕

10 小型甕 (146) b2止簾 c3波 15/11 ミガキ ロナデ肘ミガキ A 灰黄褐 被熱．肩煤 口～胴灼 埋土

II 小型甕 (141) 183 60 b~c3波 17 /10 ミガキ ミガキ B にぶい橙 全体被熱 口～体½欠 埋土

12 甕 (175) a積上 c3波 13/7 ミガキ ミガキ B赤褐 胴被熱 ロ％～胴 埋土

13 小型甕 138 142 60 b~c4波 8/4 ミガキ ロナデ B赤褐 胴被熱 ロ胴一部欠 埋土

14 小型甕 (140) a4波 b2止簾 c3波 13/7 ミガキ A にぶい黄橙 口～胴％ 埋土

15 尚杯 ミガキ ミガキ F にぶい橙 杯 埋土

16 小型鉢 (151) 61 40 ミガキ ミガキ B明赤褐 口～底¾ 埋土

17 鉢 52 体中位］孔 ミガキ ミガキ F にぶい黄橙 体～底 埋土．床中央

18 台付甕 ナデ ミガキか D橙 被熱 脚 床左

19 台付甕 75 ナデ ナデ A 明褐～橙 被熱 脚 埋土

20 ミニチュア鉢 (43) 31 24 ナデ ナデ A にぶい橙 杞 埋土

21 （壺） 78 ナデ ミガキ Dにぶい黄褐 胴～底 埋土

22 紡錘車 (50) 厚12 孔(7) 重16gI にぶい黄橙 ½ 埋土

23 紡錘車 (48) 厚13 重15gI側縁刻み ナデ にぶい褐 ½ 埋土

C区 21号住居跡出土弥生土器（第438図 PL. 154) 

番号I器種 ロat1測:(m「い．脚 1 口（：様ご：（C) によ 整

可

形

可 爪I色調

1 I中型壺 I 216 a縄文 b4止簾 c羽 I LR18/9 Iミガキ Iロナデ肘ミガキ IDI明赤褐

使用痕 1 遺 存 1 出土位置備考

口～胴％ 床中央．床左． 埋土
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C区 15 • 18 • 20 • 21 • 22 • 23 • 25号住居跡出土弥生土器

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm/本数 内 外

2 甕 (170) a波 b等止簾 c波 17 /9 ミガキ ロナデ A にぶい黄橙 肩煤 口～肩％ 床中央．埋土

3 翌 92 c3波 17 /9 ミガキ ナデ D にぶい黄橙 胴～底 床左．埋土

4 小型鉢 (132) ミガキ ミガキ A 橙 口～底％ 埋土

5 小型鉢 132 54 40 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 ％ 埋土

6 蓋 鉦55 ナデ ナデ A 暗褐 紐部分 床中央

c区 22号住居跡出土弥生土器（第439• 440図 PL. 155) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm/本数 内 外

］ 中型壺 (266) b3止簾 c羽、 3簾 ミガキ ミガキ A 橙 口欠． 胴½欠 埋土．床右中央

2 小型壺 (83) a積上 ミガキ ミガキ Fにぶい黄橙 口～頸片 埋土

3 中型壺 (218) a折返b2止簾c斜線2簾 13/8 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 口～胴¾ 床右．埋土．床入口

4 壺 (172) a波 10/6 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 口～頸％ 埋土

5 壺 b羽（矢羽根状文） ヘフ ナデ A 橙 頸片 埋土

6 甕 168 b簾 c2波 14/- B 橙 口～胴 埋土

7 甕 174 b3止簾 ミガキ ミガキ B にぶい橙 被熱．頸煤 ロ％ 埋土

8 歴 155 220 55 b~c2波 17 /8 日ハケ肘ナデ ケズリ ．ナデ A にぶい褐 胴肩煤 胴％欠 床右．中央

9 甕 156 a~cl5波 9/6 ミガキ ミガキ D 褐 肩煤 日一部胴半欠 床奥

10 甕 153 a~b 8波 ミガキ D 浅黄 ロ 埋土．床入口

11 甕 (150) b2止簾 C 2波 15/7 ミガキ ミガキ A 暗褐 胴被熱 口～胴％ 埋土

12 小型甕 126 b3止簾 12/6 ミガキ ミガキ A 橙 被熱 口～胴 埋土

13 小型甕 140 182 55 ミガキ ミガキ A 赤褐 被熱．肩煤 胴一部欠 床中央．埋土

14 小型甕 96 105 40 a波 b2止簾 c波 10/6 ミガキ ミガキ B にぶい黄褐 肩煤 ロ．胴灼欠 床右．埋土

15 小型甕 (113) b2波 12/7 ナデ．ミガキ ミガキか B 灰黄褐 口～胴％ 埋土

16 小型甕 121 a積上 ミガキ ミガキ B にぶい赤褐 ロ～胴 床右

17 小型甕 132 b波 ミガキ ミガキ D 橙 ロ％ 埋土．床右

18 甕 (160) a~b羽 11/7 ミガキ A にぶい赤褐 外面煤 口％ 床右 佐久系

19 甕 a~b羽 12/8 ミガキ A にぶい橙 ロ 床右 18と同一か

20 小型甕 a波 b2止簾 c波 10/5 ミガキ D にぶい黄橙 口～頸％ 床直．埋土

21 小型扁平壺 130 89 43 b3止簾 16/8 ミガキ ミガキ B 黒褐 ロ．胴一部欠 埋土

22 高杯 175 122 110 ミガキ ミガキ D にぶい橙 ロ％欠 埋土

23 尚杯 ミガキ ミガキ B にぶい橙 杯～脚 埋土

24 高杯 (146) ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 杯％ 埋土

25 小型高杯 123 脚部に三角透し4ヶ所 ミガキ ミガキ D にぶい橙 脚半分欠 床右

26 小型高杯 (120) 85 (63) ミガキ ミガキ D 浅黄橙 ロ％．脚欠 埋土

27 小型高杯 103 ナデ ナデ D にぶい橙 脚欠 埋土 体下籾痕

28 小型高杯 103 75 77 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口裾一部欠 埋土

29 （小型高杯） 105 ミガキ ミガキ D にぶい橙 口一部．脚欠 埋土

30 高杯か鉢 llO ミガキ ミガキ D にぶい橙 埋土

31 小型鉢 141 74 36 ナデ 日ナデ体ミガキ A 橙 口¾欠 埋土

32 台付甕 105 ナデ ミガキ D 橙 被熱 脚％ ピット 1

33 ミニチュア壺 17 b~c編紐 ナデ ナデ A にぶい黄橙 ％ 埋土

34 小型無頸壺 (53) 54 37 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴～底¾ 床中央

35 甕 56 ミガキ ミガキ A 橙 胴中被熱 胴～底¾ 床中央

36 甕 70 ミガキ ミガキ B にぶい褐 胴内こげ 胴～底 埋土

37 小型翌 c斜縄 RL ミガキ ミガキ F灰褐 頸煤 頸～胴片 埋土

38 甕 c6斜縄 LR ナデ D 橙 肩片

39 紡錘車 48 厚18 孔6 重49g I ミガキ ミガキ 明黄褐 側縁怜欠 埋土

40 紡錘車 52 厚13 孔 7 重44gI ミガキ ミガキ にぶい橙 完形 床右

C区 23号住居跡出土弥生土器（第442図）

計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形
胎色調 使用痕 迫 存 出土位置備考

ロ I 高 I底．脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅血1本数 内 | 外 土

(14s) I | b2止簾 c3波 17 /10 ミガキ 1ロナデ A にぶい橙 ロ～肩％ 埋土

104 ナデ Iミガキ B橙 被熱 脚台 埋土

C区 25号住居跡出土弥生土器（第441図 PL. 156) 

番：＇1：]言言言言 整 形
塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考

内 外

ナデ ミガキ F にぶい橙 口～胴½欠 炉内．ビット 1．埋土

ミガキ ミガキ A 赤褐 肩煤 底¾欠 床入口

ミガキ ミガキ A にぶい褐 肩煤 口～胴％ 床入口
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1.弥生土器観察表

番号I器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 訂(c) 福mm／本数 内 外

小癌 (86) b2止簾 7 /5 ミガキ ミガキ D 橙～暗褐 被熱痕 口～胴％ 床入口

小型扁平壺 114 104 44 b2止簾 16/8 ミガキ ミガキ A にぶい黄褐 口一部欠 床入口

小型鉢 117 56 32 ミガキ ミガキ A 橙 口一部欠 炉周辺

104 ナデ ミガキ A 橙 脚 埋土

c区 27号住居跡出土弥生土器（第443図 PL. 156) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 追 存 出土位置備考
ロ 尚 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外 土

］ （甕） b2止簾 C 4波 16/11 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴被熱 頸～胴灼 埋土

2 大型壺 ミガキ ミガキ B にぶい赤褐 肩¾ 埋土

3 斐 b2止簾 c3波 15/9 ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 全体被熱 胴％ 埋土

c区 28号住居跡出土弥生土器 （第444~446図 PL. 157 • 158) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 追 存 出土位誼備考
ロ 尚 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm／本数 内 外

1 大型壺 266 a波 b2止簾 c4波 ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 被熱痕 ロ～肩灼 埋土

2 大型壺 305 a貼付文 5ヶ所．刻み ミガキ ミガキ D 明赤褐 ロ 埋土．床右

3 中型壺 (194) b簾 ミガキ ミガキ D 浅黄橙 口片 埋土

4 大型壺 142 b2止簾 c5波 ミガキ D にぶい橙 口欠 床右

5 壺 b3止簾 c4波 16/10 ナデ ミガキ D にぶい黄橙 胴％ 埋土

6 大型壺 ミガキ ミガキ D 橙 被熱痕 胴％ 埋土

7 大型壺 167 ミガキ D にぶい橙 一部被熱 底 埋土

8 甕 (162) 286 70 b2止簾 c3波 18/11 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴上煤 ロ¾欠 床中央

9 甕 166 295 85 b~c6波 15/8 ミガキ ミガキ D 浅黄橙 被熟、胴煤 完形 埋土

10 小型甕 (135) 197 73 b簾 c3波 12/6 ミガキ ミガキ c灰黄褐 被熱、胴煤 ロ．胴％欠 埋土

11 甕 204 84 b2止簾 c3波 15/7 ミガキ 胴ヘラナデ D 赤褐 被熱、肩煤 口～胴灼 埋土

12 甕 146 b2止簾 c2波 15/9 ミガキ ミガキ A 暗褐 肩煤 ロ～肩灼 埋土

13 小型甕 138 b~c3波 ミガキ ミガキ A 明赤褐 被熱 口～胴乃 埋土

14 甕 (160) b2止簾 ミガキ ミガキ A 暗灰黄 被熱 ロ 埋土

15 （台付甕） 130 b2止簾 12/7 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 胴煤 ロ～胴 埋土

16 小型甕 115 a~C波 10/6 ミガキ A 灰褐 被熱 口～胴¾ 埋土

17 甕 (160) a積上 ミガキ ナデ B 赤褐 口片 埋土

18 甕 b簾 c3波 12/6 ナデ ナデ B 明赤褐 肩～胴％ 埋土

19 甍 c3波 12/6 ミガキ ミガキ A にぶい黄褐 被熱．胴煤 頸～胴灼 埋土

20 小型甕 34 c3止簾 ミガキ ミガキ D 明黄褐 胴被熱 肩～底％ 埋土

21 小型短頸壺 142 ミガキ ミガキ D にぶい橙 底欠損 埋土

22 （有孔鉢） (216) ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 ロ～体％ 埋土

23 鉢 (I 75) ミガキ ミガキ A 明赤褐 口～体％ 埋土

24 小型鉢 143 62 46 ミガキ ミガキ F 浅黄橙 口一部欠 埋土

25 小型鉢 143 55 42 ミガキ ミガキ F にぶい黄橙 口大部欠 埋土

26 小型鉢 133 53 40 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ％ 埋土

27 小型鉢 119 58 35 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 口一部欠 床中央

28 紡錘車 39 厚14 孔 5 重19g ミガキ ミガキ 暗オリープ褐 完形 埋土

29 有孔鉢 (173) 127 47 孔13 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ½弱 埋土

30 有孔鉢 44 孔12 ミガキ ヘラナデ A 明赤褐 底 埋土

c区 31号住居跡出土弥生土器 （第447図 PL. 159) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脱 口（a) 頸（b) 開（c) 幅mm／本数 内 外

l 甕 (200) a~c!O波 ミガキ B にぶい黄橙 口～胴片 埋土

2 小型甕 147 b2止簾 c5波 JJ/7 ミガキ ミガキ B赤褐 被熱 ロ～胴％ 埋土．床奥

3 大型高杯 (320) ミガキ ナデか A 橙 口灼 埋土

4 高杯 158 ナデ ミガキ F 橙 脚 埋土

5 高杯 215 132 95 ミガキ ミガキ B 赤 口～底％ 埋土

6 （壺） 52 ミガキ ケズリ G にぶい橙 底％ 埋土 木葉痕

7 （壺） 74 ミガキ ミガキ D にぶい橙 底灼 床中央 籾痕
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c区 27 • 28 • 31 • 33 • 34号住居跡出土弥生土器

c区 33号住居跡出土弥生土器（第448図 PL. 159) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻mm/本数 内 外

l 壺 (250) a2波 14/9 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 煤 口¼ 埋土

2 小型甕 132 a波 b2止簾 c3波 22/12 ミガキ A 明褐 胴内こげ 口～肩％ 埋土

3 小型翌 150 a波 b2止簾 c波 19/11 ミガキ ミガキ A 灰褐 口～肩 埋土

4 大型壺 c羽．ポタン貼付 13/8 ナデ ミガキ D にぶい褐 肩片 埋土

5 甕 (150) a積上 b2止簾 ミガキ ナデ D にぶい褐 口％ 埋土

6 甕 a刻み ヘ フ ミガキ ナデ A にぶい黄褐 口片 埋土

7 高杯 b直線文 22/13 ミガキ ミガキ A にぶい褐 杯％ 埋土

8 高杯 156 ミガキ ミガキ A にぶい橙 杯％ 埋土

9 （高杯） ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 体％ 埋土

10 高杯 154 ハケナデ ミガキ A にぶい黄橙 脚 埋土

11 尚杯 ナデ ミガキ A 橙 脚中位 埋土

12 台付甕 (88) ナデ ミガキ A 明赤褐 被熱 脚％ 埋土

13 小型鉢 (145) 55 40 ミガキ ミガキ A にぶい橙 体¾欠 埋土

14 甕 65 ミガキ ミガキ D 明赤褐 被熱 底 埋土 木葉痕

15 高杯 脚部円孔 4ヶ所 ミガキ ミガキ A にぶい橙 脚中位 埋土

16 甕 70 ミガキ ミガキ D にぶい橙 被熱 胴～底 床左

c区 34号住居跡出土弥生土器（第449~452図 PL. 159~161) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 逍 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻mm／本数 内 外

1 中型壺 (212) 325 78 b3止燥 c5波 17/9 ミガキ ミガキ胴ナデ D 浅黄 被熱肩煤 完形 埋土．床中

2 （甕） (204) b2止簾 ナデか ミガキ D にぶい橙 ロ％ 埋土

3 中型壺 185 b2止簾 c波 15/10 ナデ ナデ D にぶい黄橙 口～頸 埋土

4 斐 156 b2止簾 c3波 18/13 ナデ ナデ D にぶい黄橙 肩煤 ロ～肩¾ 埋土

5 （甕） 198 b~C羽 17 /11 ミガキ ナデ D 橙 口～胴½ 埋土

6 甕 185 270 83 a波 b2止簾 c5波 14/8 ミガキ ミガキ A にぶい橙 肩胴煤 完形 埋土

7 甕 182 a2波 b2止簾 c2波 15/8 ミガキ ロナデ肘ミガキ A にぶい橙 肩煤 口～肩¾ 床中央．埋土

8 甍 161 a波 b2止簾 c波 17 /12 ミガキ ロナデ肘ミガキ D にぶい橙 肩煤 口～肩¾ 埋土

9 小型甕 130 a波 b2止簾 c2波 19/13 ミガキ ミガキ D にぶい赤褐 頸煤 口～胴 埋土

10 甕 172 295 85 b2止簾 c3波 15/11 ミガキ ロナテ•Ill ミガキ D にぶい黄橙 下半被熱 胴¾欠 埋土

11 甕 90 b2止簾 c4波 14/9 ミガキ ミガキ D 橙 底内こげ 胴～底屍 埋土

12 小型甕 124 b2止簾 c3波 15/11 ミガキ ナデ D 暗褐 被熱 口～胴 埋土

13 型 162 b2止簾 c2波 15/11 ミガキ ロナデ展ミガキ A にぶい橙 頸煤 口～肩 埋土

14 甕 160 b2止簾 c4波 17 /9 ミガキ ミガキ A 明黄褐 下位被熱 口～胴 埋土

15 甕 b2止簾 c4波 15/9 ミガキ ロナデ胴ミガキ D にぶい橙 被熱か 胴¾ 埋土

16 小型甕 114 167 69 b2止簾 c2波 13/10 ナデ ロナデ胴ミガキ D 灰黄褐 被熱肩胴煤 胴一部欠 埋土

17 甕 b等止簾 c6波 18/9 ミガキ ミガキ D 暗赤褐 被熱．胴煤 肩％ 埋土

18 甕 162 b~c6波 15/7 ミガキ ミガキ D にぶい褐 肩胴煤 底欠 埋土

19 甕 190 302 83 b~c3波 16/9 ミガキ ロナデ肘ミガキ B 明褐 胴被熱 胴¾欠 埋土

20 甕 178 b~c3波 12/7 ミガキ ロナデ胴ミガキ D にぶい黄橙 胴煤 口～胴％ 埋土

21 甕 158 214 68 b~c4波 10/5 ミガキ ロナデ胴ミガキ D 橙 胴被熱 ½胴欠 埋土．床中右

22 小型甕 132 196 74 b~c乱れた波（多段） 11/4 ミガキ ナデ D 灰黄褐 被熱肩胴煤 ロ～底％ 埋土．床中央

23 小型甕 137 190 67 b~c4波 8/5 ミガキ ロナデ肘ミガキ A にぶい橙 下半被熱 胴一部欠 埋土

24 甕 168 ミガキ 日ナデ肘ミガキ B 明赤褐 胴被熱 ロ～胴％ 埋土

25 甕 175 c4波 15/10 ミガキ ナデ B にぶい褐 肩煤 口～胴½ 埋土

26 甕 149 a刻．波 b3止燦 c波 15/10 ミガキ ナデ A 浅黄橙 胴被熱 ロ～胴灼 埋土

27 甕 142 ミガキ ミガキ D 灰褐 外面煤 口～胴％ 埋土

28 甕 150 b2止簾 c3波 18/9 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 肩煤 ロ～胴 埋土

29 甕 150 201 42 ミガキ ロナデ肘ミガキ D にぶい黄橙 胴煤 ロ． 胴一部欠 埋土

30 小型甕 102 135 52 ミガキ ミガキ D 黄橙 肩煤 口～体％ 埋土

31 小型褒 (124) b~c4波 ミガキ ナデ D にぶい赤褐 胴被熱 口～胴丑 埋土

32 小型甕 (135) b2止簾 ミガキ ロナデ肘ミガキ D にぶい橙 胴被熱 口～胴¾ 埋土

33 小型台付鉢 90 105 65 b2止簾 12/9 ミガキ ロナデ厨ミガキ D にぶい橙 脚下灰着 口～胴¾ 埋土

34 小型台付甕 (128) b2止簾 c波 ミガキ ロナデ厨ミガキ D にぶい橙 被熱 口～胴¾ 床中央

35 大型壺 118 ナデ ミガキ A にぶい橙 胴～底 床左

36 梵 66 ミガキ ケズリ D にぶい黄橙 被熱痕 胴～底 埋土

37 台付甕 100 ナデ ナデ D にぶい橙 脚％ 埋土

38 甕 73 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 被熱 胴～底 床左．埋土

39 大型短頸壺 (250) (310) 50 bヘラ描T字文 ミガキ D にぶい橙 胴煤 胴一部欠 埋土

40 高杯 (200) ミガキ ミガキ A にぶい橙 口片 埋土

41 品杯 (190) ミガキ ミガキ F にぶい黄橙 口～体％ 埋土

42 高杯 80 ミガキ ミガキ F にぶい橙 体～脚 埋土
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1.弥生土器観察表

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 追 存 出土位脱備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 眉(c) 幅mm／本数 内 外

43 大型鉢 (210) 93 60 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 ロ～底％ 埋土

44 小型鉢 (144) 63 45 ミガキ ミガキ D 橙 ロ．体％欠 埋土

45 大型鉢 (260) 150 (75) ミガキ ナデ D にぶい橙 ロ～底一部欠 埋土

46 小型鉢 (140) 63 54 ミガキ ケズリ A 橙 口～体½ 床中央

47 （小型高杯） (140) ミガキ ミガキ D赤褐 口～体％ 埋土

48 高杯か鉢 (156) ミガキ ミガキ F にぶい黄橙 口～体)/4 床左．埋土

49 翌 c2斜縄．中央結節 ミガキ A 眉片

50 紡錘車 厚II 重 8g | ミガキ ミガキ にぶい橙 ％ 埋土

c区 38号住居跡出土弥生土器（第453• 454図 PL. 162) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 追 存 出土位四備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm／本数 内 外 土

］ 大型壺 (350) a刻み． 2波 ミガキ ミガキ A 橙 口片 埋土

2 壺 c3波．楕円貼付文 ナデ ミガキ A 橙 肩片 埋土

3 褒 I 70 302 76 a積上 b3止簾 c4波 15/9 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 口肩煤 ロ．胴一部欠 床右．埋土

4 甕 202 325 82 b~c5波 14/8 ミガキ ミガキ B にぶい橙 胴煤 口一部欠 埋土

5 甕 150 230 65 b~c6波 13/7 ミガキ ミガキ A 明褐 屑煤．被熱 完形 床右

6 小型翌 (llO) 135 52 a~C波 ミガキ ミガキ A にぶい橙 被熱．底灰 ロ～底½ 埋土

7 高杯か鉢 162 ミガキ ミガキ B 浅黄橙 被熱 体％ 埋土

8 小型鉢 (140) 65 34 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 口怜欠 埋土

9 台付壺 122 190 130 ミガキ ミガキ A にぶい橙 完形 埋土．炉周辺

10 （小型高杯） 107 45 66 ミガキ ミガキ A 浅黄橙 杯灼欠 埋土

II 有孔鉢 49 孔101 ナデ ミガキ A 黄橙 底 埋土

12 ミニチュア裔杯 (40) ミガキ ナデ A にぶい橙 柱状部 埋土蓋つまみか

C区 39号住居跡出土弥生土器（第455• 456因 PL. 162 • 163) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 追 存 出土位四備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm/本数 内 外

1 中型壺 b2止簾 c羽．波 15/11 ナデ ミガキ A にぶい褐 ロ．底欠 床中央

2 壺 206 ミガキ ナデ F浅黄橙 ロ 床壁際

3 翌 (I 70) b~C 4波．櫛描短線文 17/10 ミガキ ミガキ A 褐 被熱 口～閃½ 床中央

4 中型壺 165 245 60 b3止簾c3波．円形貼文 16/9 ミガキ 口ハケ肘ミガキ A 暗褐 胴下被熱 ¾胴欠 埋土

5 （中型壺） (ISO) b2止簾 c波 14/10 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口煤 ロ％ 埋土

6 （壺） c波．直線文垂下 13/10 ナデ ヘラナデ D にぶい黄橙 胴煤 肩片 埋土

7 翌 182 b~C 7波 8/6 ナデ ナデ A にぶい黄 頸爵煤 口～百 埋土

8 大型壺 (230) b~c波．楕円形貼付文 ナデ ミガキ B橙 肩．ロ一部 床中央．埋土

9 癌 ミガキ ミガキ B明赤褐 下半被熱 胴％ 埋土

10 大型壺 ナデ ミガキ D 明赤褐 外面被熱 肩．胴 床中央．埋土

11 （台付褒） (142) b~C 3波 15/ (10) ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～胴灼 埋土

12 （台付甕） (140) ナデ ミガキ D にぶい黄橙 肩胴煤 ロ～胴k 床中央

13 （小型癌） (140) ミガキ A 灰黄褐 口～開H 床中央

14 小型甕 (llO) 104 45 ミガキ ミガキ D にぶい赤褐 被熱 ロ灼欠 床壁際

15 （小型甕） (120) b2止簾 13/9 ミガキ ミガキ B橙 頸胴煤 口～胴％ 埋土

16 小型台付甕 103 a波 b横線文 c波 ミガキ ミガキ D 褐灰 全体被熱 脚下部欠 床壁際

17 台付翌 (93) ナデ ミガキ D にぶい橙 被熱 脚％欠 床中央

18 高杯 (180) ミガキ ミガキ F にぶい橙 杯灼 床中央．埋土

19 小型短頸壺 150 130 45 b2止簾 15/8 ナデ ミガキ D にぶい橙 口一部欠 埋土

20 小型鉢 140 70 45 ミガキ ミガキ A 橙 ロ～体外欠 床中央

21 小型鉢 160 73 46 ミガキ ミガキ F浅黄橙 口％欠 埋土

22 高杯 90 ハ ケ ナ デ ミガキ A にぶい赤褐 脚¾ 埋土

23 鉢 50 ミガキ ミガキ D 橙 体～底 埋土

24 小型鉢 168 70 52 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～底½ 床南東

25 鉢 42 ミガキ ミガキ A 橙 体～底ki 床中央

26 高杯 (148) ナデ ミガキ A 橙 脚裾¾ 埋土

C区 44号住居跡出土弥生土器（第457図 PL. 163) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

墨色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 尚 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外

l 翌 (ISO) a波 b等止簾 13/8 ミガキ ナデ A 灰黄褐 外面煤 ロ灼 埋土

2 甕 (180) b2止簾 c波 16/9 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ロ～頸％ 埋土

3 甕 (190) b2止簾 10/7 ミガキ ナデ B橙 一部被熱 口％ 床中央

4 甕 (163) a4波 b4止簾 c波 20/10 ミガキ A にぶい黄褐 外面煤 ロ～肩灼 床入口
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C区 38 • 39 • 44 • 46 • 4 7 • 50 • 52号住居跡出土弥生土器

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外 土

5 小型甕 (132) b2止簾 c波 15/10 ミガキ ナデ D 褐 口片 埋土

6 小型甕 127 b2止簾 C 2波 20/11 ミガキ ロナデ月ミガキ A 黄橙 被熱 口～胴½ 床中央

7 小型甕 148 142 48 b等止簾 12/7 ミガキ ロナデ肘ミガキ D にぶい橙 被熱．胴煤 完形 床奥

8 小型甕 (148) 160 (66) ミガキ ナデ D にぶい褐 下半被熱 口～底½ 貯穴内

9 小型鉢 118 76 44 ミガキ ミガキ F にぶい橙 口一部欠 埋土

10 （小壺） 84 c波 11/8 ナデ ミガキ A にぶい褐 口～体乃 埋土

c区 46号住居跡出土弥生土器（第458図 PL. 163) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 尚 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm/本数 内 外

］甕 183 b2止簾 c波 17 /13 ミガキ ミガキ A 橙 口％ 床左

2 甕 b3止簾 C 2波 ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 被熱 肩 床左

3 小型鉢 118 59 22 ミガキ ナデ B 赤褐 被熱 ロ％欠 炉周辺

4 小型台付甕 90 c2波 ミガキ ミガキ D にぶい橙 胴中被熱 脚欠 床左

5 （癌） 60 ミガキ ミガキ A 橙 胴～底 床中央

6 台付甕 (124) ヘラナデ ヘラナデ A 橙 被熱 脚乃 床奥

7 尚杯 90 ナデ ミガキ A 橙 脚¾ 床入口

8 （小型鉢） (138) ミガキ ミガキ B 橙 ½ 床左

9 小型台付甕 66 ナデ ミガキ B にぶい黄橙 脚 埋土

c区 47号住居跡出土弥生土器（第459図 PL. 164) 

番局 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 逍 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm／本数 内 外

］ 台付甍 160 a波 b2止簾3波垂下円貼 15/10 ミガキ ミガキ B 橙 被熱．胴煤 脚欠 床中央．埋土

2 甕 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴乃 埋土

3 壺 (77) ミガキ ナデ A 橙 胴～底％ 床中央．埋土

4 小型甕 (130) b2止簾 c波 14/7 ミガキ ロナデ D にぶい橙 被熱 口～胴％ 埋土

5 （高杯） 156 ミガキ ミガキ F浅黄 杯屍 埋土

6 尚杯 (112) ナデ ミガキ A にぶい橙 脚％ 埋土

7 小型鉢 (l31) 50 48 ミガキ ナデ B にぶい赤褐 口～底％ 埋土

c区 50号住居跡出土弥生土器（第460• 461図 PL. 164) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

厚色調 使用痕 迫 存 出土位置備考
ロ 百I弔 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm/本数 内 外

1 中型壺 240 b2止簾 c羽．直線 15/13 ミガキ ミガキ B 橙 ロ～胴 不明

2 中型壺 190 b3止簾 c波 13/12 ミガキ ミガキ C 黄橙 ロ 不明

3 大型壺 b4止簾 16/8 ミガキ ミガキ D 浅黄 頸 埋土

4 壺 b等止簾 cT字文 18/12 剥離 ミガキ A 橙 頸～肩½ ピット 4

5 壺 c羽． 3止簾．円形貼文 12/7 ナデ ミガキ D にぶい黄橙 肩片 埋土

6 甕 165 277 84 a4波 b2止簾 c3波 15/8 ミガキ ミガキ C にぶい橙 胴下被熱 ロ．胴一部欠 ビット 4埋土

7 甕 82 c波 8/4 ナデ ミガキ A にぶい橙 胴下被熱 胴～底 不明

8 小型甕 108 b2止簾 c2波 16/10 ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 口～胴％ 不明

9 小型扁平壺 97 93 36 c斜縄 RL ミガキ ミガキ D にぶい橙 口½ 不明

10 尚杯 (ISO) 179 (120) ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 口～脚¾ 埋土

11 小型鉢 (134) 58 36 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 口～体¾ 埋土

12 小型鉢 133 48 44 ミガキ ミガキ D 浅黄橙 口～体½ 埋土

13 小型鉢 (140) 55 (30) ミガキ ミガキ A 浅黄橙 ロ～底材 埋土

14 器台 (llO) 脚部穿孔3ヶ所 ミガキ ミガキ F灰黄褐 脚％ 埋土

15 蓋 36 ナデ ナデ D 浅黄橙 鉦 埋土

16 小型甕 48 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴被熱 胴汎～底 埋土

17 小型高杯 脚89 ナデ ミガキ D にぶい黄橙 脚下半分 不明

18 （小型晶杯） 64 ナデ ミガキ A にぶい橙 脚下半分 ピット 2

19 大型壺 150 剥離 ミガキ D 明黄褐 底％ 埋土

20 有孔鉢 49 孔141 ナデ ミガキ A にぶい黄橙 埋土

21 甕 80 孔 SI底中央焼成後穿孔 ミガキ A にぶい橙 底 埋土紡錘車転用

C区 52号住居跡出土弥生土器（第462因）

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 1晶 I底．脚 ロ（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 I 外 土

1 大型壺 (275J I | 剥離 Iミガキ B 橙 口片 埋土

2 小型甕 (ll5)1 | b簾 ナデ 1ナデ A にぶい橙 被熱 ロ片 埋土
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1.弥生土器観察表

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 追 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm/本数 内 外

3 中型壺 90 ナデ ミガキ F にぶい橙 底片 床入口

4 有孔鉢 55 孔181 ミガキ ミガキ B 明赤褐 体～底 埋土

c区 53号住居跡出土弥生土器（第463図 PL.164) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻mm／本数 内 外 土

甍 (96) a~C斜縄 RL ミガキ A 褐 口片 床入口

甕 a編紐 b2止簾 ミガキ A 橙 頸片 埋土

3 尚杯 151 123 110 ミガキ ミガキ A にぷい黄橙 完形 埋土

4 甕 60 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 胴内面こげ 底 床入口

c区 54号住居跡出土弥生土器（第464図）

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

摩色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 百r戌l 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mrn／本数 内 外

］壺 (290) a折返し．刻み 板小口 ミガキ ナデ D 浅黄橙 口片 ピット

2 甕 a波 11/7 ミガキ A にぶい黄橙 口片 ピット

c区 56号住居跡出土弥生土器（第465図）

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

墨色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 眉(c) 輻皿／本数 内 外

l （壺） b2止簾 c波 13/9 ミガキ ナデ D にぶい黄橙 頸片 埋土

2 高杯 120 ナデ ミガキ D 橙 脚 埋土

3 有孔鉢 44 孔19I ミガキ ナデ A 橙 底 埋土

c区 57号住居跡出土弥生土器（第467~470図 PL. 165~167) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 眉（c) 輻mm／本数 内 外

I 壺 (240) ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 ロ～頸％ 埋土

2 大型壺 (488) a折返し ミガキ ナデ A 浅黄橙 ロ％ 埋土

3 壺 b羽（矢羽根） ヘフ ナデ．ハケメ ミガキ A にぶい橙 頸片 埋土

4 壺 (232) b3止簾 c羽 14/9 ミガキ ミガキ E にぶい黄橙 口～肩％ 埋土

5 壺 b簾 c波 13/ (6) ナデ ミガキ D にぶい橙 肩片 埋土

6 甕 234 b2止簾 c波 15/10 ミガキ ミガキ B橙 日～頸日唇欠 埋土．床中央

7 壺 c羽 ヘフ ナデ ミガキ F浅黄橙 肩片 埋土

8 甕 b2止簾 c5波 13/6 ヘラナデ ミガキ B明赤褐 肩煤 頸～胴 ピット 15

9 大型壺 310 b2止簾 ミガキ 剥離 D 橙 ロ 床中央

10 甕 157 b2止簾 c波 9/5 ミガキ ミガキ A 黄橙 口～肩％ 埋土

11 壺 a積上指頭押圧 ナデ A にぶい橙 口片 埋土

12 （壺） ミガキ ミガキ B橙 頸～胴 床中央

13 甕 (170) b2帯2止簾右左回り c波 16/7 ミガキ ミガキ A 赤褐 口～肩％ 埋土

14 甕 162 a波 b2止波 c2波 15/9 ミガキ F淡黄 肩煤 ロ～胴 埋土

15 甕 (158) 255 96 b3止簾 c5波 18/10 ナデ ナデ B にぶい橙 下半被熱 ロ．肩％欠 床右．埋土

16 甕 198 300 60 b2止簾 c2波 11/8 ミガキ ミガキ B 明赤褐 被熱．肩煤 口～底％ 埋土

17 小型甕 108 158 53 b2止簾 c波 12/10 ミガキ 日ナデ厨ミガキ A にぶい赤褐 胴被熱 完形 埋土

18 小型甕 148 b2止簾 c2波 20/10 ミガキ ミガキ A 黄橙 肩煤 口％．底欠 埋土

19 甕 (196) (345) b2止簾 c4波 18/8 ミガキ ミガキ B にぶい橙 下半被熱 ロ．胴怜欠 埋土

20 甕 (168) b2止簾 c2波 16/10 ミガキ 日ナデ肘ミカ’キ D 浅黄橙 ロ％～胴 床右．床中央

21 甕 145 b~c4波 8/5 ミガキ ミガキ B にぶい赤褐 被熱 口～胴％ 埋土

22 小型甕 115 180 63 b波． 等止簾 C2波 16/9 ミガキ 口ハケ肘ミガキ D 浅黄橙 胴被熱 口～頸灼欠 埋土 肩煤

23 甕 170 238 65 b等止簾 c5波 16/8 ミガキ ミガキ D 浅黄橙 肩煤 口～胴％欠 埋土

24 甕 175 b~c5波 ナデ ナデ C 橙 被熱 口～肩 床右．中央

25 甕 186 304 (72) b~c4波 ミガキ ミガキ B橙 胴被熱 口胴一部欠 埋土

26 甕 80 b~clO波 10/5 ナデ ミガキ B赤褐 下半被熱 口欠 不明

27 甕 144 a4波 b2止簾 c2波 16/9 ミガキ D 明赤褐 片面被熱 口～胴 埋土．床中央

28 甕 (220) b簾状 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 口片灼 埋土

29 癌 168 a2波 b2止簾 c4波 14/7 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 被熱 口～胴½ 床中央．埋土

30 甕 170 215 70 a5波 b2止簾 c5波 13/10 ミガキ （ミガキ） A にぶい赤褐 胴被熱 胴％欠 埋土

31 小型壺 55 b~c4斜縄 LR ミガキ ミガキ A 明褐 被熱か 口欠 胴中央に穿孔

32 甕 (170) ミガキ ミガキ D にぶい橙 被熱．胴煤 ロ～胴％ 埋土

33 甕 153 ミガキ ハケメ D にぶい黄橙 下半被熱 口～胴％ 埋土

34 甕 a斜縄 RLL A 橙 口片 埋土
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c区 53 • 54 • 56 • 57 • 59号住居跡出土弥生土器

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

附色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm/本数 内 外

35 小型甕 (120) b2止簾 17 /10 ミガキ ミガキ A 暗赤褐 ロ％ 埋土

36 小型甕 120 a積上 b簾 15/10 ミガキ ナデ A にぶい橙 肩被熱 口～肩％ 埋土

37 小型甕 112 125 49 ミガキ ミガキ A 暗褐 口％欠 埋土

38 小型甕 72 112 45 a~c単節斜縄 LR ナデ ミガキ B 明赤褐 口½欠 埋土

39 （台付甕） 132 a刻み 板木口 ナデ 浅いハケメ A 赤褐 胴被熱 ロ～胴 埋土

40 台付甕 163 b2止簾 c波 12/8 ミガキ ミガキ B 橙 口～胴％ 埋土．床中央

41 小型台付甕 (llO) a4瘤突起 ミガキ ミガキ D にぶい橙 被熱 口～胴片 埋土

42 小型台付塾 (114) a波 b2止簾 C 2波 14/7 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 被熱か 口～胴灼 床右．床中央

43 小型短頸壺 (106) ナデ ナデ F褐灰 胴煤 口快 埋土

44 台付甕 95 ナデ ミガキ A にぶい橙 被熱 脚％ 埋土

45 小甍 50 b簾 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口欠 埋土

46 高杯 (250) a4瘤突起 ミガキ ミガキ A にぶい橙 杯％ 埋土

47 高杯 (205) ミガキ ミガキ A 褐 内面炭化物 口～杯％ 埋土

48 小型台付鉢 (136) b3止簾 17 /11 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口～胴％ 埋土

49 高杯 (180) 脚部三角透し 4ヶ所 ハケナデ ミガキ F にぶい橙 脚片 埋土

50 局杯 170 ナデ ミガキ F にぶい橙 脚 埋土

51 小型台付鉢 100 114 64 a刻み ミガキ ミガキ D 橙 杯½欠 不明

52 台付壺 ミガキ ミガキ D にぶい赤褐 体免 埋土

53 高杯 (180) 脚部三角透し ミガキ ミガキ F にぶい橙 脚片 埋土 49と同一か

54 小型鉢 156 76 40 ミガキ ミガキ F浅橙 口～体％欠 ピット 15

55 小型鉢 (132) 62 42 a2孔 ミガキ ミガキ F にぶい橙 口～底％ 埋土

56 小型鉢 163 70 44 ミガキ ミガキ D 橙 底欠 埋土

57 小型鉢 160 90 55 ミガキ ミガキ B 橙 口～体％ 床左

58 小型鉢 (146) 81 57 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口～底灼 床中央

59 小型鉢 130 65 46 ミガキ ミガキ A 橙 口～体¾欠 埋土

60 小型鉢 (154) 78 52 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 口～体½ 埋土

61 小型鉢 120 66 38 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 口～底¾ 埋土

62 小型鉢 (135) 59 43 ミガキ ミガキ A 橙 口～底¾ 埋土

63 小型鉢 (123) 60 41 ミガキ ミガキ A 灰褐 口～底灼 埋土

64 有孔鉢 180 95 37 孔16I ロナデ体ミガキ ミガキ B 橙 口～底怜 埋土

65 有孔鉢 55 孔181 ミガキ ミガキ A にぶい黄褐 体～底 埋土

66 注口鉢 孔11 ミガキ ミガキ D にぶい橙 口～体片 埋土

67 器台 脚部穿孔 5ヶ所 ナデ ミガキ D 浅黄橙 脚 埋土

68 ミニチュア聾 35 b2止簾 ナデ ナデ A 橙 片面煤 口欠 埋土

69 ミニチュア鉢 56X48 23 30 ミガキ ミガキ Alこぶい黄橙 口屍欠 埋土楕円形

70 （壺） (75) ミガキ ミガキ A にぶい橙 底½ 埋土

71 甕 67 ナデ ミガキ B 灰褐 灰付着 底 埋土

72 笠ギ 68 ミガキ ミガキ F黄橙 胴～底 埋土

73 紡錘車 (54) 厚13 孔(7) 重16g ミガキ ミガキ にぶい赤褐 灼 埋土

74 紡錘車 50 厚19 孔 6 重67g ナデ ナデ にぶい橙 完形 埋土

75 紡錘車 53 厚17 孔 7 重60g にぶい黄橙 完形 埋土

76 紡錘車 43 厚15 孔(8) 重17g ナデ ナデ にぶい赤褐 % 埋土

C区 59号住居跡出土弥生土器（第471~474図 PL. 168~170) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

1 中型壺 (240) b3止簾 c羽 11/7 ナデ 日ナデ胴ミガキ D 明褐 口灼～胴 床中央

2 中型壺 (260) b2止簾 c羽 18/11 ナデ ミガキ D 橙 口屍～肩 床左

3 中型壺 246 a刻み b簾 c羽． 2波 13/8 ナデ ミガキ D にぶい橙 口～胴 埋土．床中央

4 中型壺 (270) b2止簾 c波 13/9 ミガキ ミガキ B橙 口被熱 口～頸¾ 埋土

5 壺 (268) a2波下端押圧 ミガキ ミガキ C 橙 口片 埋土

6 甕 (187) b波 ナデ ミガキ C 橙 ロ 埋土

7 小型吏 (133) b波 2止簾 C 2波 13/8 ミガキ ミガキ A 褐 口～肩％ 埋土

8 小型甕 150 a5波 b3止簾 c5波 15/10 ミガキ 胴ミガキ A 褐 下半被熱 ロ～肩％ 埋土

9 甕 a波 b波． 2止簾 c3波 13/10 ミガキ ミガキ A 橙 頸～胴 埋土

10 嬰 (188) a3波 b4止簾 c4波 12/9 ミガキ ミガキ A にぶい橙 被熱 ロ～胴汎 埋土

11 甕 184 b波． 2止簾 c3波 14/9 ミガキ ミガキ A にぶい褐 下半被熱 口～胴％ 床中央

12 甕 177 318 76 b~c5波． 2止簾 14/8 ミガキ ミガキ A 赤褐 下半被熱 胴一部欠 埋土

13 甕 182 305 90 b~c4波 12/8 ミガキ ミガキ B赤褐 下半被熱 胴一部欠 埋土

14 甕 196 290 92 b~clO波 17 /10 ミガキ ミガキ A 橙 下半被熱 ロ％欠 埋土

15 甕 160 240 70 a積上 b~C 4波 8/6 ミガキ ロナデIllミガキ A 赤褐 下半被熱 胴一部欠 埋土

16 甕 (158) 277 77 b~c4波 12/8 ミガキ ミガキ B明赤褐 胴下被熱 ロ％欠 埋土

17 小型甕 145 163 55 a5波 b2止簾 c4波 14/8 ミガキ ミガキ A赤褐 下半被熱 完形 埋土

18 甕 a積上 b~c7波 12/6 ミガキ ミガキ A赤褐 胴被熱 頸～肩 埋土
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1.弥生土器観察表

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 追 存 出土位闘備考
ロ 百I叫 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外

19 甕 b2止簾 c3波 15/8 ミガキ ミガキ A にぷい橙 頸～訂 埋土

20 小型梵 120 b2止簾 c波 11/6 ミガキ ミガキ A 褐 肩煤 ロ～肩 埋土

21 小型甕 125 146 50 b2止簾 7 /5 ミガキ ミガキ B 褐 全体被熱 胴％欠 埋土

22 翔瓦 64 c5波 (12/7) ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴下半被熱 胴¾ 埋土

23 甕 150 ミガキ ミガキ A 黄橙 外面煤 口 埋土

24 小型壺 137 189 56 a編紐 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 一部被熱 口灼欠 埋土

25 甕 (203) 244 70 a~b斜縄 Lの絡条体 ミガキ ミガキ A にぶい橙 下半被熱 ロ～底％ 埋土．床入口

26 小型斐 126 180 514 a梢上 b~c2編紐 ナデ 胴ミガキ A 黄橙 被熱 ％ 床中央

27 塾 (160) a積上． 2斜縄 LR ミガキ A 褐灰 口片 埋土

28 小型梵 130 a~C 2斜縄 LR ミガキ D 褐 肩煤 口～肩 床中央

29 甍 b~c3斜縄 LR ミガキ A にぷい橙 訂片 埋土

30 小型壺 80 b波 ミガキ ミガキ A 明赤褐 口～頸¾ 埋土

31 小型壺 (80) b簾 ミガキ ミガキ A 明赤褐 ロ～頸乃 埋土

32 小型壺 122 187 60 ハケナデ ハケナデ B 橙 口一部欠 貯蔵穴

33 小型壺 a2孔 ミガキ ミガキ F にぶい黄橙 ロ～胴半欠 埋土

34 台付嬰 100 ミガキ ミガキ A 橙 下半被熱 胴～底 埋土

35 小型高杯 130 ナデ ミガキ D 黄橙 杯 埋土

36 高杯 202 172 (120) a瘤突起 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～脚％ 埋土

37 尚杯 136 ミガキ ミガキ A 橙 口％．脚欠 埋土

38 小型高杯 121 82 76 ミガキ ミガキ A 黄橙 口一部欠 埋土

39 小型高杯 120 84 (85) 脚中央穿孔 6ヶ所 ミガキ ミガキ D 浅黄橙 ロ ． 脚¼欠 埋土

40 尚杯 92 ナデ ミガキ D 橙 脚 床中央

41 小型高杯 53 ミガキ ミガキ A 黄橙 脚 埋土

42 高杯 ミガキ ミガキ A 橙 ロ．裾欠 埋土

43 （高杯） ミガキ ミガキ D にぶい橙 杯¾ 埋土

44 小型鉢 (143) 55 32 ミガキ ミガキ D にぶい橙 口～体％ 埋土

45 小型鉢 140 60 41 ミガキ ミガキ C にぶい橙 完形 埋土

46 鉢 (ISO) a折返し．斜縄 RL ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～体片 埋土

47 小型鉢 040) ミガキ ミガキ A にぶい橙 ロ～体½ 埋土

48 小型鉢 (ll2) 41 26 ミガキ ミガキ D にぶい橙 灼 埋土

49 片口鉢 ミガキ ミガキ D にぶい橙 □片 埋土

50 （小型癌） 45 ミガキ ミガキ A 褐 底 埋土

51 小型鉢 120 53 28 剥離 ミガキ D にぶい黄橙 口一部欠 埋土

52 小型鉢 (128) ミガキ ミガキ A 淡黄橙 口～体％ 埋土

53 有孔鉢 48 孔161 ミガキ ミガキ A 橙 ロ．底一部欠 埋土

54 小型台付鉢 106 a積上 ミガキ ミガキ D 黄橙 口～体％ 埋土

55 台付甕 80 ナデ ミガキ A 橙 脚 埋土

56 台付褒 75 ミガキ ミガキ A 橙 被熱 脚 床入口

57 台付甕 92 ミガキ ミガキ A にぶい橙 脚 埋土

58 高杯 87 ミガキ ナデ D にぶい黄橙 脚 埋土

59 器台 (60) 67 (70) 脚部穿孔 5ヶ所 ミガキ ミガキ D 橙 受～脚怜 埋土

60 小壺 (82) 65 38 a2斜縄 LR ナデ ナデ A 褐 被熱 完形 床入口

61 小壺 42 c波 ミガキ ミガキ A 赤褐 胴～底 埋土

62 小型短頸壺 (100) ミガキ ミガキ A 淡黄橙 口～訂灼 埋土

63 蓋 紐径48 孔12 ミガキ ナデ C 橙 紐 床中央

64 大型壺 106 ミガキ ミガキ B 赤褐 胴～底 埋土

65 紡錘車 37 厚15 孔 4 重24gI ナデ 褐 完形 埋土

66 紡錘車 (50) 厄25 孔(8)重33gI ナデ にぶい橙 ％ 埋土

C区 60号住居跡出土弥生土器（第466図 PL. 170) 

計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形
予色調 使用痕 遺 存 出土位置備考

ロ 百回 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm／本数 内 外

136 70 52 ミガキ ミガキ A 橙 底怜欠 埋土

(130) ミガキ ミガキ A 橙 口～体¾ 埋土

(196) ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 ロ～体¾ 埋土

c区 64号住居跡出土弥生土器（第475図 PL. 170) 

番号 器種
U I V•J 9に、"""' 文様の特徴 施文具 整 形

息色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 尚 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm／本数 内 外

］ 壺 262 a波 b2止簾 15/9 ミガキ ハケメ A 淡橙 ロ 埋土

2 （壺） b等止簾 c3波 15/9 ミガキ ナデ A にぶい橙 口～胃¾ 埋土

3 甕 194 b~C 6波 ミガキ ナデ A 明赤褐 被熱 ロ～肩％ 床中央

4 斐 156 a波 b2止簾 c3直文 13/7 ミガキ ロナデ A にぶい橙 口～胴 床奥
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c区 60 • 64 • 65 • 68 • 71号住居跡出土弥生土器

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 尚 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm/本数 内 外

5 褒 170 a~c6波 ミガキ 胴ミガキ A にぶい褐 被熱 口～胴 床右

6 甕 (128) b~c5波 ミガキ ロナデ A にぶい橙 肩煤 口～頸 埋土

7 斐 ミガキ ミガキ B 橙 被熱 頸～胴％ 埋土

8 小壺 84 b2止簾 9/4 ナデ ミガキ A にぶい橙 口～胴灼 埋土

9 短頸壺 a2孔 b2止簾 c波 13/8 ナデ ナデ A にぶい橙 ロ 埋土

10 短頸壺 b3止簾 ac赤彩 19/12 ミガキ ミガキ D 橙 頸 埋土

11 塑 b2止簾 c3波 10/7 ミガキ A にぶい赤褐 被熱 肩 埋土

12 甕 A にぶい橙 底 埋土 木葉痕

13 小型壺 135 175 55 ミガキ ミガキ F にぶい橙 口～胴％ 埋土

c区 65局住居跡出土弥生土器（第476図 PL. 170) 

計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形
塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考

ロ I 高 I底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻mm／本数 内 外

(166) | | b2止簾 c4波 13/6 ミガキ ミガキ B橙 胴被熱 口～胴 床左

142 I | a波 b~c4波 (15/9) 不明 ミガキ B にぶい橙 被熱 ロ～頸％ 床左

c羽か 剥離 ミガキ B橙 被熱 胴 埋土

C区 68号住居跡出土弥生土器（第477因）

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 瑣 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 爵(c) 幅mm／本数 内 外

］ 小那甕 (138) b2止簾 ミガキ ナデ A にぶい黄橙 被熱 口～眉％ 埋土

2 （台付鉢） (130) ナデ （ケズリ） A にぶい橙 ロ～体％ 炉内

3 （高杯） (156) ミガキ ミガキ D 橙 口片 埋土

4 台付甕 76 ナデ ナデ A 橙 被熱 脚％ ピット］4

5 高杯 ミガキ ミガキ A にぶい橙 杯下部½ 埋土

c区 71号住居跡出土弥生土器（第478~480図 PL. 171 • 172) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm/本数 内 外

］ 中型壺 225 377 85 b波 c羽．波 18/8 ミガキ ミガキ D 橙 胴被熱 胴一部欠 床左．埋土

2 中型壺 (247) a折返し b2止簾 c羽 ヘラナデ ミガキ B橙 口～頸屍 埋土

3 大型壺 252 a波 b2止簾 c波 ハケメ D にぶい橙 ロ 炉周辺

4 大型壺 268 a波． 6ヶ所棒貼b3止簾 剥離 ミガキ D にぶい橙 ロ％ 埋土

5 壺 a2波． 3本棒状貼付 ナデ ナデ D 浅黄橙 口片 埋土

6 大型壺 (345) a積上 ナデ B橙 口祝 埋土

7 （壺） b等止簾 c3波 15/10 ミガキ ミガキ D 橙 ロ 床中央

8 甕 194 b2止簾 c4波 15/8 ミガキ ミガキ D 浅黄 肩煤 口～胴 埋土．床中央

9 甕 190 b~C 4波 ミガキ ミガキ D 橙 口煤 口～肩 床奥

10 （壺） 70 b2止廉 c3波． 2止簾 17 /10 ナデ ミガキ D にぶい橙 胴下被熱 頸～底 埋土

11 甕 195 244 70 a縄文押圧 b2止簾 c4波 13/6 ミガキ ミガキ A 橙 肩煤 ロ～胴h 埋土左回り簾状文

12 甕 168 a積上 b2止簾 c3波 12/10 ミガキ 胴ミガキ A にぶい橙 下半被熱 口～胴 埋土

13 小型甕 150 a波 b2止簾 c3波 20/14 ミガキ A 橙 胴被熱 口～胴％ 埋土

14 互＝ゴ＝ c波 11/7 ナデ ミガキ A 赤褐 胴 床中央

15 甕 a~C斜縄 RL ハケメ G 橙 ロ～肩 埋土

16 小型甕 125 150 55 b~c4波 ミガキ ミガキ E にぶい橙 完形 埋土

17 甕 b4斜縄 LR ミガキ A にぶい橙 破片 埋土

18 甍 166 270 78 a積上 b~C編紐 ナデ 胴ミガキ D にぶい橙 下半被熱 灼 埋土．床中央

19 小型癌 114 126 45 a~c編紐 ミガキ ミガキ A 灰褐 全体被熱 口一部欠 床左

20 甕 (180) ミガキ ナデ D 明赤褐 被熱煤 口片 埋土

21 ギ団 c4波．垂下 13/8 D 灰黄褐 破片 埋土

22 （甕） (80) ミガキ ナデ A 橙 内面こげ 胴～底％ 床中央

23 （甕） 88 ミガキ ナデ A 褐 外面被熱 胴～底 埋土 木葉痕

24 甕 78 ミガキ ミガキ A にぶい褐 外面被熱 胴～底 埋土

25 台付甕 115 b2止簾 c3波 12/8 ミガキ ミガキ B黒褐 下半被熱 脚欠 埋土

26 （台付甕） 150 b2止簾 ナデ ケズリ A 明赤褐 被熱．剥落 口～胴％ 埋土

27 台付甕 c波 ナデ ミガキ A にぶい橙 わずか被熱 胴½ 埋土

28 小型台付甕 (llO) a波 b3止簾 c波 12/7 ミガキ ミガキ A にぶい褐 下半被熱 口～胴％ 埋土

29 小型高杯 125 ミガキ ミガキ A にぶい橙 脚欠 埋土

30 高杯 ミガキ ミガキ F にぶい橙 口片 埋土 70住重複

31 高杯 (134) ナデ ミガキ D にぷい橙 脚½ 埋土

32 商杯 140 111 80 ミガキ ミガキ C にぶい橙 ％ 床中央

33 （高杯） (140) ミガキ ミガキ D橙 口～体％ 埋土

13 



1.弥生土器観察表

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位四備考
口 百回 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外 土

34 小型台付鉢 (120) a刻み b3止簾 へう］4/11 ミガキ ミガキ D 淡黄橙 口～体％ 埋土

35 高杯 103 ナデ ミガキ F にぶい橙 脚 埋土

36 小型高杯 114 ミガキ ミガキ A 橙 被熱痕 杯％ 埋土

37 小型高杯 (llO) 脚上部穿孔 3ヶ所 ミガキ D 黄橙 杯％ 埋土

38 （鉢） (200) a刻み ヘフ ミガキ ミガキ D にぶい橙 口～体灼 床左．埋土

39 （鉢） (184) a2孔 ミガキ ミガキ D にぶい橙 ロ～底灼 床左

40 小型鉢 144 58 40 ミガキ ミガキ A 橙 口¾欠 埋土

41 小型鉢 145 55 30 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口一部欠 埋土．床左

42 小型鉢 (128) 68 37 ミガキ ミガキ F黄橙 口～体怜 埋土

43 小型鉢 (142) 78 46 ミガキ ミガキ A 橙 ロ～底灼 埋土

44 小型鉢 (114) 43 46 ミガキ ミガキ A 橙 ½ 埋土

45 小型短頸壺 103 86 42 a対面2孔一対 ナデ 剥離 D 橙 口一部欠 埋土

46 台付甕 (130) ナデ ナデ A 橙 外面被熱 脚 床左

47 有孔鉢 28 孔161 ナデ ミガキ A にぶい橙 被熱か 底 埋土

48 ミニチュア壺 (20) ナデ ケズリ A 灰黄褐 胴～底½ 埋土

49 ミニチュア裔杯 ナデ A にぶい黄橙 杯～脚柱 床右

50 ミニチュア裔杯 ナデ ナデ D 淡黄 脚％ 埋土

51 紡錘車 72 厚15 孔 7 重56gI ミガキ 淡黄 怜 埋土

c区 72号住居跡出土弥生土器（第481図 PL. 172) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外 土

l 甕 80 ミガキ ミガキ Bにぶい橙 胴～底灼 炉周辺

2 裔杯 174 a4ヶ所突起 ミガキ ミガキ D 淡黄橙 脚欠 炉周辺

3 甕 c刺突による擬縄文 ミガキ A にぶい黄橙 肩片 埋土

4 甕 c刺突による擬縄文 ミガキ A にぶい褐 肩片 埋土 3と同一か

5 紡錘車 43 厚17 孔 7 重35gI 橙 完形 埋土

6 紡錘車 57 厚20 孔 8 重87g| ナデ にぶい黄橙 完形 埋土

C区 73号住居跡出土弥生土器（第482図 PL. 172) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
口 高 底脚 口（a) 頸（b) Rai(c) 幅mm／本数 内 外

1 甕 152 b2止簾 c4波 16/8 ミガキ ミガキ A にぶい橙 肩煤 口～胴½ 埋土

2 甕 (180) b2止簾 c3波 13/7 ミガキ ハケメ A 褐 胴被熱 ロ～胴½ 埋土

3 高杯 (140) ミガキ ミガキ A 橙 口～杯¾ 埋土

4 （小型高杯） (98) ハケメ ナデ A にぶい黄橙 ロ～体片 埋土

5 有孔鉢 (230) llO 46 孔161 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～底灼 埋土

6 大型壺 b2止簾 c波 18/10 ナデ ロナデ D にぶい褐 頸～屑片 床中央

7 小型鉢 (130) 69 (36) ミガキ ミガキ A 橙 口～底¾ 埋土

8 蓋 100 26 a対面 2孔 ミガキ ミガキ D 赤褐 完形 埋土

C区 75号住居跡出土弥生土器（第483図）

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ I高 I底．脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm／本数 内 I 外

l 小型甕 04o) I | c3波 ミガキ 1ナデ A にぶい橙 ロ～肩％ 埋土

2 （甕） I I 70 ミガキ Iミガキ A にぶい橙 底 埋土

C区 76号住居跡出土弥生土器（第484図）

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

1 壺 b2止簾 c3波 ミガキ ミガキ B 橙 頸～肩％ 埋土．床中央

2 壺 b2止簾 c羽 18/10 ナデ A にぶい橙 肩片 埋土

3 高杯か鉢 (129) ミガキ ミガキ A 橙 口％ 床右

4 小型壺 56 剥離 ミガキ B にぶい橙 胴～底 埋土

c区 80号住居跡出土弥生土器（第485• 486図 PL. 173 • 174) 

口1 大型壺
2~測:(m|` :̀口:9)1竺知」離内整 □：外

息1 色調 1 使用痕 1 遺 存 1 出土位置備考

D にぶい黄橙 口～閂％ 埋土

14 



C区 72 • 73 • 75 • 76 • 80 • 81 • 83 • 86号住居跡出土弥生土器

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 爵（c) 幅mm／本数 内 外

2 大型壺 228 b2止簾 c3波 15/8 ナデ ナデ B 橙 口～肩 埋土

3 小型甕 (120) a波 b2止簾 c3波 14/12 ミガキ ロナデ D にぶい橙 下半被熱 口～胴¼ 埋土

4 甕 (213) a波 b2止簾 c4波 15/11 ミガキ ロナデ E にぶい橙 肩煤 口％～胴 床左

5 甕 (196) a波 b~c4波 24/ (IO) ミガキ ミガキ D にぶい橙 肩煤 口½～胴 床右

6 小型癌 138 a波 b2止簾 c4波 15/9 ミガキ ヘラナデ A にぶい橙 肩煤 口～胴 床

7 甕 (206) a波 b波 c5波 15/ (10) ミガキ ナデ D にぶい橙 下半被熱 ロ～胴％ 埋土．床中央

8 甕 184 283 79 b等止簾 c4波 15/ (9) ミガキ ロナデ目ミガキ D にぶい褐 下半被熱 胴下部％欠 埋土

9 小型甕 154 b等止簾 c波 15/8 ミガキ （ナデ） D 明褐灰 ロ～頸 床中央

10 甕 165 295 75 a波 b~C3波 ミガキ ミガキ D 橙 下半被熱 胴一部欠 床中央

11 甕 (198) 303 100 b~c4波 12/6 ミガキ ナデ B にぶい橙 肩煤 口大部分欠 埋土

12 甕 170 b~c5波 15/8 ミガキ ミガキ G にぶい褐 爵煤 口～胴 埋土

13 小型甕 152 c4波 15/8 ミガキ （ミガキ） D 褐 下半被熱 口汎～胴 床面

14 甕 (187) b~c3波 14/8 ミガキ ミガキ A にぶい褐 下半被熱 口～胴 埋土

15 喪 167 a~b3羽 12/4 ミガキ A にぶい橙 被熱 □¾～胴％ 床左

16 小型甕 93 126 50 b乱れた波 10/5 ミガキ ナデ C にぶい赤褐 被熱底灰 胴材 埋土

17 高杯 (318) ミガキ ミガキ F浅黄橙 口片 床左

18 高杯 (68) ナデ ミガキ D 黄白 脚 埋土

19 大型尚杯 280 ミガキ ミガキ A 淡褐 杯～脚％ 埋土

20 （大型高杯） (296) ミガキ ミガキ F淡黄 ロ¾ 床左．入口

21 尚杯 258 ミガキ ミガキ F淡黄 ロ％ 床左20と同一か

22 小型鉢 146 68 40 ミガキ ミガキ F浅黄橙 ½ 埋土

23 小型鉢 135 67 48 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口一部欠 床入口

24 小型鉢 (140) 70 58 剥離 ナデ A 浅黄橙 口～底％ 埋土

25 小型鉢 (119) 56 45 ミガキ ミガキ E 橙 口～底屍 埋土

26 小型鉢 (137) 56 40 ミガキ ミガキ E 橙 ロ～底％ 埋土

27 甕 68 ミガキ D にぶい橙 外面被熱 胴～底屍 埋土

28 小型鉢 (114) ナデ ケズリ A 橙 口～体％ 埋土

29 有孔鉢 212 133 40 孔22I ナデ ケズリ A にぶい黄橙 口～底¾ 埋土

30 匙形土製品 長78 幅45 ナデ ナデ A にぶい橙 把手欠 床面

31 ミニチュア扁杯 38 33 29 ナデ ナデ A にぶい橙 完形

c区 81号住居跡出土弥生土器（第487図 PL. 174) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻Dllll1本数 内 外

1 小型壺 132 b2止簾 13/10 剃離 ナデ A 明赤褐 被熱 口 埋土

2 小型鉢 (140) 60 43 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口屍欠 埋土

3 有孔鉢 (220) 132 (40) 孔181a折返し ナデ ミガキ C にぶい橙 口～底汎 埋土

4 大型壺 llO ナデ ミガキ A にぶい橙 胴～底％ 埋土

5 匙形土製品 ナデ ナデ A 浅黄橙 把手部 埋土

c区 83号住居跡出土弥生土器（第488因 PL. 172) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 古r口j 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

1 癌 155 a波 b~c3波 ミガキ ミガキ 褐 片面被熱 口～胴 埋土

2 甕 158 a2波 b~c波 ミガキ 剥離 A にぶい橙 口～肩 不明

3 小型甕 60 b2止簾 c波 10/ (3) ミガキ （ミガキ） A 褐 下半被熱 頸～底 床壁際

4 （尚杯） (190) 剥離 剥離 B 橙 口～体％ 埋土

5 甕 58 A にぶい橙 胴～底 埋土

6 台付甕 98 ナデ ミガキ A 橙 上部被熱 脚 埋土．炉周辺

c区 86号住居跡出土弥生土器（第489図 PL. 174) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻mm／本数 内 外 土

1 甕 175 b~c3波 12/7 ミガキ ロナデ洞ミガキ B赤褐 被熱 口～胴 床左

2 小型台付甕 111 b~C 2波 15/7 ミガキ ミガキ B 赤褐 下半被熱 口一部欠 床左

3 高杯 ミガキ ミガキ A 橙 脚上部半分 埋土

4 小型鉢 (122) 55 38 ナデ ケズリ B 橙 口大部分欠 ビット 15

5 小壺 93 91 48 b2止簾 c波 10/7 ナデ ミガキ A 橙 胴被熱 口一部欠 埋土

6 （小壺） 73 ナデ ナデ B橙 底 埋土

15 



1.弥生土器観察表

c区 91号住居跡出土弥生土器（第490図 PL. 172) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 尚 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

］ （大型壺） 232 b簾 剥離 剥離 B 浅黄橙 口¾ 床入口

2 甕 164 b~c4波 11/7 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～胴 床入口

3 甕 (160) b2止簾 c波 13/- ミガキ 剥離 B 明赤褐 被熱 口～胴材 埋土

4 小型甕 122 ナデ ナデ A にぶい橙 被熱か ロ％～胴 床入口

5 甕 b~c4波 11/7 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴煤 頸～肩 床入口

6 甕 64 c波 17 /7 ナデ ミガキ A にぶい橙 胴～底 埋土

7 大型鉢 (250) llO 70 ナデ ナデ A にぶい赤褐 口～底灼 床入口

8 小型台付壺 84 ミガキ ミガキ D 橙 脚部被熱 胴～台部 床奥

9 高杯 ナデ ミガキ B 明赤褐 脚 埋土

10 有孔鉢 (50) 孔181 ミガキ ケズリ A にぶい橙 底％ 埋土

c区 93号住居跡出土弥生土器（第491図 PL. 174) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位四備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 稲mm／本数 内 外

］壺 c羽．波 剥離 D 淡黄 肩片 埋土

2 高杯 160 125 95 ミガキ ミガキ F橙 ロ．脚一部欠 床中央

3 （高杯） 90 ナデ ミガキ A にぶい橙 被熱か 脚½ 床右

4 有孔鉢 40 孔14I ミガキ ミガキ A 橙 体～底 床中央

c区 94号住居跡出土弥生土器（第492• 493図 PL. 175) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

皐色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外

1 大型壺 b3止簾 c波 18/10 剥離 ミガキ C 黄橙 ロ～頸％ 埋土

2 小型壺 115 ミガキ ナデ A 橙 口½ 埋土．床壁際

3 ミニチュア鉢 (66) ミガキ ナデ A 橙 ロ～体怜 埋土

4 壺 176 a~c波 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～胴 埋土．床壁際

5 甕 (164) b2止簾 c4波 剥離 剥離 B 橙 胴煤 ロ～胴％ 埋土．床壁際

6 （台付甕） 165 a面取部に刻みか ナデ ハケメ B 浅黄橙 一部被熱 口～胴 埋土．床壁際

7 小型甕 118 a積上 （ミガキ） ナデ A 黄橙 被熱か ロ％ 埋土

8 尚杯 222 ミガキ ミガキ A にぶい橙 脚欠 埋土

9 器台 脚上部 3ヶ所に穿孔 ナデ ミガキ B 淡黄褐 脚上 床壁際

10 台付塑 (80) ミガキ ナデ B 橙 被熱 脚裾％欠 床壁際

11 有孔鉢 (52) 孔15 I ナデ ミガキ A 淡黄 底½ 埋土

12 紡錘車 (44) 厚15 孔(7) 重17gI 刺突列点 橙 材i 埋土

13 小型甕 (134) a~C 2斜縄 LRR ミガキ A にぶい赤褐 口片

14 型 a斜縄 LRL ナデ A 橙 被熱 口片

C区 95号住居跡出土弥生土器（第494図 PL. 175) 

番号 器種
計剃値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 百回 底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外 土

l 甕 (240) a波 b~c波 8/5 ミガキ ミガキ D 明黄褐 同煤 口～胴H 埋土

2 甕 204 b2止簾 c5波 15/7 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 下半被熱 胴汎～底欠 埋土

3 小型鉢 (136) 53 (54) ミガキ ミガキ A 黄褐 口～底坂 埋土

4 小型鉢 136 55 50 ミガキ A 橙 全体被熱か 口～体％欠 埋土

5 有孔鉢 44 孔151 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 ロ外面煤 体～底¾ 埋土

6 甕 (168) 207 (78) b2止簾 c3波 14/10 ミガキ ミガキ A 明赤褐 被熱 口～胴½ 埋土

7 石製紡錘車 29 厚 4 孔5 重 6g I 灰白 完形 埋土

C区 97局住居跡出土弥生土器（第495図 PL. 176) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 尚 底抑 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm／本数 内 外 土

l 小型甕 (133) b3止簾 c2波 13/9 ミガキ B 赤褐 下半被熱 ロ％～胴 床中央

2 小型癌 (140) b~cb波 11/6 ナデ ナデ A 橙 肩被熱 口～頸％ 床壁際

3 甕 (200) a積上 b2止簾 c波 14/10 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ロ½ 埋土

4 甕 (151) a~C 6編紐 ミガキ A にぶい橙 肩被熱 口～肩½ 床中央．埋土

5 小型鉢 (140) 60 39 ミガキ ミガキ F にぶい橙 口～底灼 床壁際

6 高杯 (130) ナデ ミガキ A 淡黄橙 脚灼 床壁際

7 甕 (240) ハケメ ハケメ B にぶい橙 口片ki 床壁際．埋土

8 尚杯 (230) 152 141 脚上部穿孔 4ヶ所 ミガキ ミガキ G 橙 口～底％ 床壁際．埋土
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C区 91 • 93 • 94 • 95 • 97 • 104号住居跡出土弥生土器

口9 紡錘車
口］］n］L:I 重~8(：し頸:b門：（C) ごIナT内整 1 : :  

ロ色調
使用痕 I 遺 存 I 出土位置備考

完形 I埋土

c区 104号住居跡出土弥生土器（第496~499因 PL. 176、177)

番号 器種
計洞値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

息色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻mm／本数 内 外

1 大型壺 (376) b3止簾 ミガキ ミガキ D にぶい橙 口屍 埋土

2 壺 b2止簾 c3波 16/10 ナデ ミガキ A 橙 頸～胴 埋土

3 大型壺 238 a2波 12/6 ミガキ ミガキ B淡黄 ロ 埋土

4 大型壺 (270) ミガキ ナデ A にぶい橙 ロ¾ 埋土

5 壺 b3止簾 c羽 13/8 ミガキ ナデ D にぶい黄橙 頸～肩 埋土

6 甕 179 b2止簾 c4波 15/10 ナデ ミガキ A にぶい黄橙 口～肩怜 埋土

7 （壺） b2止簾 c3波 24/14 ミガキ D にぶい黄橙 頸～胴 埋土

8 嬰 155 b2止簾 c3波 13/8 ミガキ ミガキ A 橙 胴被熱 口～胴 埋土

9 甕 180 b2止簾 c2波 15/8 ミガキ ミガキ A 橙 口～肩％ 埋土

10 甕 185 b2止簾 c波 16/11 ミガキ ミガキ D にぶい橙 口～頸 埋土

11 小型甕 126 b2止簾 c2波 13/8 A にぶい赤褐 胴被熱 口～胴 埋土

12 小型甕 135 b2止簾 c波 14/11 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴被熱 口～胴屍 埋土

13 小型甕 (144) b3止簾 c2波 9/7 ケズリ ナデ A 淡黄橙 下半被熱 口～胴％ 埋土

14 小型甕 132 b2止簾 C 5波 13/8 ミガキ ミガキ A にぶい黄褐 胴被熱 ロ～胴 埋土

15 （甕） 84 b2止簾 c3波 11/6 ミガキ ミガキ C にぶい橙 下半被熱 頸～底 埋土

16 甕 78 b2止簾 c4波 19/13 ミガキ A 橙 全体被熱 頸～底砂 埋土

17 甕 72 b2止簾 c3波 12/7 ミガキ ミガキ A 明黄褐 下半被熱 胴％～底 埋土

18 甕 172 b~C 3波 13/9 ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 胴被熱 口～肩 埋土．床左

19 甕 186 b~C 4波 10/10 ミガキ ミガキ A 褐 胴被熱 口～肩％ 埋土．床入口周辺

20 甕 168 b~C 3波 12/ (8) ミガキ ミガキ A にぶい橙 被熱か 口～肩屍 埋土

21 甕 b~C 3波 15/7 ミガキ ナデ A にぶい褐 下半被熱 頸～胴％ 埋土．床奥

22 中型壺 178 (73) bT字文 14/7 ミガキ ミガキ A 橙 ロ％ 埋土

23 小型甕 133 b2止簾 C 2波 12/8 D にぶい橙 全体被熱 口～胴¾ 埋土

24 小型甕 (115) a2波 b2止簾 c5波 11/7 ミガキ ナデ A 暗褐 ロ～肩½ 埋土

25 小型甕 130 a2波 b波 (12/8) ミガキ A 明赤褐 口煤 ロ 埋土

26 小型甕 60 b2止簾 c羽 11/ (7) ミガキ ミガキ C 橙 全体被熱 胴～底 埋土

27 甕 153 c羽縄文 LとR ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 ロ～肩 埋土

28 甕 a擬縄文 櫛歯状具 ミガキ A にぶい橙 口～肩 埋土

29 （壺） b2止簾 c3斜縄 17 /12RL ナデ ナデ A にぶい黄橙 頸～肩灼 埋土

30 堕 (160) b~C 2斜縄 RLL ミガキ ナデ A にぶい橙 口～胴 埋土

31 甕 b~C 3斜縄 LR ナデ A 灰黄 肩片 埋土

32 大型壺 c5波 15/6 ミガキ D 橙 肩片 埋土

33 大型壺 b2止簾 C 3羽 14/8 A 橙 被熱 肩片 埋土

34 並―← cT字文 17 /12 ミガキ A 淡黄 肩片 埋土

35 小型壺 (155) b2止簾 19/10 ミガキ ミガキ F浅黄橙 口～頸％ 炉内．床左

36 小型壺 60 ミガキ ミガキ F にぶい橙 胴～底 床左．炉周辺．埋土

37 台付鉢 134 b2止簾 11/10 ミガキ ミガキ F にぶい橙 口汎 埋土 39と同一か

38 尚杯 (246) ミガキ ミガキ A 褐 杯％ 床右．埋土

39 台付鉢 ミガキ ミガキ F橙 体～脚柱 埋土

40 （台付鉢） (84) ミガキ ミガキ A にぶい橙 体～脚 埋土

41 高杯 (260) ミガキ ミガキ D にぶい赤褐 杯％ 埋土

42 小型鉢 150 67 42 a(2孔） F淡黄橙 口一部欠 埋土

43 小型鉢 (142) 70 40 ミガキ ミガキ D 褐 ロ％欠 床奥 2ヶ籾痕

44 小型鉢 144 a2孔 ミガキ ミガキ F橙 口～体灼 埋土

45 小型鉢 130 60 39 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～体½ 埋土

46 小型鉢 144 63 26 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～底％ 床右

47 大型鉢 (256) ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～胴％ 床奥．炉内．埋土

48 尚杯か鉢 166 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 全体被熱 杯％ 埋土

49 高杯か鉢 (162) ミガキ ミガキ C にぶい橙 口～体ki 埋土

50 小型壺 104 a刻み b2止簾 c羽 板 11/6ナデ ナデ A 暗灰黄 ロ 埋土

51 小型壺 114 133 43 a縄押圧 b~c2帯燥 LR 11/6 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～胴％ 埋土

52 （小壺） (69) ナデ ナデ A 浅黄 口～胴½ 埋土

53 小型壺 46 b2止簾 13/7 ミガキ ミガキ A 黒褐 胴被熱 口～胴 床左．埋土

54 小型台付癌 (104) （ミガキ） （ミガキ） D にぶい褐 被熱か 口～胴¾ 床左

55 小型台付甕 (120) b3止簾 c波 11/7 ミガキ ミガキ A 明赤褐 脚被熱 口～脚怜 埋土

56 小壺 43 b2止簾 c2波 12/7 ミガキ ミガキ D 浅黄 頸～底 埋土

57 有孔鉢 60 孔101 （ミガキ） ミガキ A にぶい橙 孔～底灰着 底½ 埋土

58 癌 68 ミガキ ミガキ A 橙 被熱 胴～底 床奥

59 甕 68 c波 5/4 ミガキ ミガキ A 橙 胴～底灼 埋土
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1．弥生土器観察表

c区 108号住居跡出土弥生土器（第500• 501因 PL. 178 • 179) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

窟色調 使用痕 迎 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外

l 斐 (218) (163) b2止簾 c波 17 /II ミガキ ナデ A にぶい黄橙 ロ％～胴灼 床中央．埋土

2 癌 186 a波 b3止簾 c波 23/11 ミガキ ミガキ D にぶい橙 肩まで被熱 ロ～肩灼 埋土

3 甕 (187) b2止簾 13/9 ミガキ ミガキ C にぶい橙 ロ 埋土

4 小型壺 (1 48) 191 52 b3止簾 c3波 14/10 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 口欠 ビット8

5 小型甕 80 c6波 ミガキ ミガキ B にぶい橙 下半被熱 頸～底 埋土

6 小型褒 145 192 62 ミガキ ミガキ A 橙 被熱 完形 床中央

7 中型壺 140 315 (60) ハケメ ハケメ C にぶい橙 胴片面被熱 底％欠 埋土

8 小型甍 (100) 138 50 a栢上 C 2波 17 /8 ナデ ナデ C 橙 胴下被熱 ％ 埋土

9 小型歴 126 112 50 a積上 ナデ （ミガキ） C 橙 全体被熱 完形 埋土

10 褒 a積上．a～b編紐 ミガキ A 淡黄 口片 床中央

ll 斐 b簾 c斜縄 RL+2L （ミガキ） A にぶい橙 訂片 床入口

12 甕 226 337 75 ハケメ ミガキ C にぶい橙 口¾胴％欠 埋土 底木葉痕

l3 甕 (165) ハケメ ハケメ B にぶい橙 肩煤 ロ～胴 ピット 4．埋土

14 小型甕 152 160 52 ナデ ハケメ B浅黄橙 ロ．胴一部欠 埋土

15 小型斐 145 151 35 ハケメ ハケメ C にぶい橙 胴被熱 ％ 埋土

16 壺 172 232 66 ナデ ロナデ肩ハケメ B橙 下半被熱 胴一部欠 埋土

17 甕 150 209 30 ナデ 日ナデ胴ハケメ B橙 下半被熱 胴一部欠 埋土

18 甕 160 ナデ ナデ C にぶい黄橙 被熱 口¾～胴 埋土

19 高杯か鉢 40 ミガキ ミガキ F にぶい橙 底 埋土

20 小型短頸壺 58 ナデ ミガキ D にぶい橙 頸¾～底 埋土

21 商杯 (174) （ミガキ） （ミガキ） A 浅黄橙 口片 埋土

22 小型高杯 146 脚部穿孔 3ヶ所 ミガキ ミガキ D橙 口裾一部欠 埋土

23 高杯 (110) 脚部三角孔 7ヶ所 ナデ ミガキ A 橙 被熱 脚片 埋土

24 高杯 143 脚部穿孔 3ヶ所 ナデ ミガキ G 明赤褐 脚 埋土

25 台付翌 98 ナデ ハケメ c橙 被熱 脚 埋土

26 台付甕 104 ナデ ハケメ C黄橙 被熱 脚 埋土

27 器台 ナデ ミガキ C橙 脚柱 埋土

28 蓋 178 164 紐37 ミガキ ミガキ C にぶい橙 口内よごれ 口一部欠 埋土

29 有孔鉢 178 90 孔 8| ハケメ ナデ C 橙 完形 埋土

30 有孔鉢 (52) 孔17I ナデ ミガキ D にぶい黄橙 底％ ピット 2

C区 114号住居跡出土弥生土器（第502図 PL. 179) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 追 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

1 大型壺 (276) a斜縄 LR ミガキ ミガキ B橙 ロ％ 埋土

2 甕 190 (120) a積上 b3止簾 c波 18/12 ナデ ロナデ C にぶい橙 口～開 床中央．床奥．埋土

3 小型甕 127 b2止簾 16/9 ミガキ ミガキ A 橙 ロ～肩 ピット 1

4 梵 c4斜縄 RL ミガキ A にぶい黄橙 頸片 埋土

5 甕 c2斜縄 LRR ミガキ A にぶい褐 肩片 埋土

6 鉢 31 ミガキ ミガキ F浅黄橙 底 埋土

7 尚杯 209 a3止簾 14/10 ミガキ ミガキ F浅黄 杯 床右．埋土

8 高杯 (198) ミガキ ミガキ D 褐灰 ロ灼 埋土

9 小型尚杯 (122) ミガキ ミガキ D 浅黄橙 杯片 埋土

10 台付甕 ミガキ ナデ C明赤褐 胴内面こげ 胴下部～脚上 埋土

11 ミニチュア壺 (41) 15 ナデ ミガキ A 灰黄褐 頸灼～底 埋土

12 紡錘車 43 厚22 孔 6 菫44g I ミガキ D にぶい褐 完形 床左

C区 116号住居跡出土弥生土器（第503~510図 PL. 180~185) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

歴色調 使用痕 追 存 出土位四備考
口 尚 底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

1 中型壺 190 b~C 3段簾 16/8 ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 底欠 埋土

2 中型壺 253 b2止簾 c9波 15/9 ミガキ ミガキ F浅黄橙 ロ一部．底欠 埋土

3 大型壺 280 b3止策 c羽．波 16/11 ミガキ ミガキ C橙 ロ～胴灼 埋土

4 大型壺 295 b2止簾 c羽．波 12/10 ナデ ミガキ D 橙 口～肩 埋土

5 大型壺 (288) ミガキ ミガキ B橙～灰 口灼 埋土

6 大型壺 (235) a斜縄 b4止簾 c羽 LRR ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～頸 埋土

7 壺 b~C羽．横線文 11/7 ミガキ ミガキ A 橙 胴％ 埋土

8 大型壺 (364) a2波 ミガキ ミガキ G にぶい橙 口片 埋土

9 大型壺 b2止簾 c3羽．波 19/11 ナデ A にぶい橙 肩片 埋土

JO 大型壺 b2止簾 c羽 13/11 ナデ A にぶい黄橙 肩片 埋土

11 壺 c(T字文） (13/5) ナデ C灰白 肩片 埋土
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c区 108 • 114 • 116号住居跡出土弥生土器

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 尚 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm／本数 内 外 土

12 （壺） c波 15/8 ナデ ナデ A 橙 肩片 埋土

13 （壺） c波 ナデ ナデ A 浅黄橙 肩片 埋土

14 （壺） c波 l5/8 ナデ ナデ A 浅黄橙 肩片 埋土

15 大型壺 b2止簾 c羽 14/8 ミガキ A にぶい橙 肩片 埋土

16 中型壺 250 370 78 b2止簾 c波 13/9 ミガキ F橙 ロ．底一部欠 埋土

17 歴 (215) 322 (80) b2止簾 c6波 14/8 ミガキ ミガキ C にぶい橙 下半被熱 口大器分肘一器欠 埋土

18 直」 (140) b2止簾 c6波 12/7 ミガキ ミガキ B にぶい橙 下半被熱 口～胴下½ 埋土

19 梵 (170) a2波 b2止簾 c波 14/8 ミガキ A にぶい橙 頸被熱 ロ～肩％ 埋土

20 小型甕 (123) b2止簾 c6波 13/8 ミガキ ミガキ A 明褐 胴被熱 口～胴½ 埋土

21 癌 b2止簾 c3波 12/7 ミガキ ミガキ A にぶい褐 頸～胴％ 埋土

22 甕 b3止簾 C 7波 13/8 ミガキ ミガキ A 明赤褐 全体被熱 頸～胴％ 埋土

23 甕 182 312 80 a5波 b2止簾 c2波 14/10 ミガキ ミガキ A 赤褐 胴被熱 肩一部欠 埋土

24 褒 (171) a5波 b2止簾 14/8 ミガキ A 浅黄橙 口½ 埋土

25 甕 168 a4波 b2止簾 c波 12/9 ミガキ A 橙 ロ～肩％ 埋土

26 甕 (176) a4波 b2止簾 c3波 17 /12 ミガキ C 橙 口～肩½ 埋土

27 小型甕 140 109 c4波 12/16 ミガキ ミガキ A にぶい橙 肩煤 ロ～胴灼 埋土

28 褒 (155) b~c5波 13/6 ミガキ ミガキ A 明褐 肩煤 口～肩％ 埋土

29 甕 178 b波 6/4 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 口片 埋土

30 小型梵 150 126 64 c3波 10/6 ナデ ミガキ A 褐 全体被熱 ロ．胴一部欠 埋土

31 甕 183 238 78 a~cl2波 14/8 ミガキ ミガキ C橙 下半被熱 胴一部欠 埋土

32 甕 (156) a~cl2波 10/6 ミガキ ミガキ D 褐 口～胴 埋土

33 甕 (160) b~c2波 12/7 ミガキ ミガキ B褐 下半被熱 ロ～胴％ 埋土

34 甕 157 225 62 a積上 b4止簾 c3波 12/8 ミガキ ミガキ A にぶい橙 肩煤．被熱 胴¼欠 埋土

35 甕 188 a梢上 b2止簾 c5波 14/9 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 煤付着 ロ～胴％ 埋土

36 小型梵 60 b~c波 11/6 ミガキ ミガキ A 橙 胴被熱 頸～底 埋土

37 甕 (184) a積上 b3止簾 c波 15/9 ミガキ ミガキ A にぶい橙 被熱 ロ～胴 埋土

38 甕 180 a積上 b2止簾 c波 12/7 ミガキ A にぶい黄褐 肩煤 口～肩½ 埋土

39 甕 144 a積上 b~c!O波 13/8 ミガキ A にぶい橙 ロ～胴 埋土

40 甕 (138) a積上 b~c4波 19/13 ミガキ ミガキ C にぶい橙 口～肩灼 埋土

41 斐 206 380 95 a6編紐 b3波 c縄文 LRI0/6 ミガキ ミガキ A 灰黄褐 洞下被熱肩煤 胴一部欠 埋土

42 甕 165 260 85 a~C 4斜縄 L3条 ミガキ ミガキ A 赤褐 底灰付着 ロ胴一部欠 埋土

43 甕 158 a~b斜縄 LR ミガキ A にぶい橙 口～頸 埋土

44 小型甕 62 a積上 C編紐 ミガキ ミガキ A にぶい褐 胴被熱 ロ～肩¾欠 埋土

45 甕 130 a積上 a~C 2斜縄 LR ミガキ ミガキ A 赤褐 胴被熱 口～胴 埋土

46 塾 (160) a~C 6編紐 ミガキ A 褐 ロ～肩¾ 埋土

47 小型甕 (150) C 2編紐 ミガキ ミガキ B赤褐 口～胴½ 埋土

48 小型甕 (62) b2止簾 c2波 13/9 ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 被熱 頸～底灼 埋土

49 褒 167 (93) ミガキ ミガキ A 橙 口～頸 埋土内外面赤彩か

50 梵 170 255 80 ナデ ミガキ D にぶい橙 ほぼ完形 埋土

51 甕 c6波 12/6 ミガキ ミガキ C橙 胴½ 埋土

52 小型甕 130 a積上 ミガキ ナデ A 赤褐 肩煤．被熱 口屍．底欠 埋土

53 翌 (160) b4止簾 14/6 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口％ 埋土

54 小型甕 140 (60) ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 ロ～頸灼 埋土

55 小型甍 (100) b2止簾 10/5 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口～胴H 埋土

56 小型甕 120 b2止簾 c波 10/6 ミガキ ミガキ A 褐 ロ～胴％ 埋土

57 小型甕 110 a積上 ナデ ナデ A 橙 口～頸 埋土

58 小型甕 (126) b2止簾 c2波 12/9 ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 口煤 ロ～胴 埋土

59 台付甕 138 153 83 b2止簾 c波 13/10 ミガキ ミガキ A 赤褐 脚被熱 ロ胴灼欠 埋土

60 台付甕 (140) b3止簾 c波 13/9 ミガキ ミガキ A 褐 胴被熱 ロ～胴怜 埋土

61 台付甕 a波 b2止簾 c波 10/6 ナデ ハケメ A 灰褐 口片 埋土

62 小型台付甕 93 a2波 b2止簾 C2波 12/6 ミガキ ミガキ A 橙 全体被熱 ロ～胴¾ 埋土

63 小型甕 (100) ナデ ナデ A にぶい赤褐 胴被熱 口～胴灼 埋土

64 小型甕 (135) ミガキ ミガキ A 褐 胴被熱 口～胴灼 埋土

65 壺 a刻み ヘフ ミガキ ミガキ A にぶい橙 口片 埋土

66 （鉢） a刻み ミガキ ミガキ A にぶい橙 口片 埋土

67 甕 a~b羽 12/ (7) ミガキ D橙 被熱 口片 埋土 佐久系

68 梵 b羽 ミガキ D灰褐 頸片 埋土 67と同一

69 壺 cT字文 (20/10) ナデ D浅黄橙 肩片 埋土

70 大型壺 c波 剥離 （ミガキ） A にぶい橙 肩片 埋土

71 小型癌 50 c波 ミガキ ミガキ A 暗褐 被熱 胴～底 埋土

72 小型甕 52 ミガキ ミガキ A にぶい橙 下半被熱 底 埋土

73 大型壺 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 胴下部 埋土

74 大型短頸壺 (200) a2孔 b編紐 ミガキ ミガキ A 浅黄橙 口～体)/4 埋土

75 小型扁平壺 (110) b横線文 ミガキ ミガキ A 赤褐 ロ～肩材 埋土

76 小型短頸壺 (140) b2止簾 c波 14/10 ミガキ A にぶい橙 ロ～頸％ 埋土
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1.弥生土器観察表

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

覧色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 尚 底脚 口（a) 頸（b) 開(c) 幅mm/本数 内 外

77 （大型商杯） (300) ミガキ ミガキ A 橙 口片 埋土

78 （大型高杯） (306) ミガキ ミガキ A にぶい橙 口片 埋土

79 的杯 (160) ミガキ ミガキ F にぶい橙 口～脚½ 埋土

80 小型高杯 108 90 78 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口½欠 埋土

81 尚杯 (175) ミガキ ミガキ A 明赤褐 ロ～体灼 埋土

82 小型高杯 121 101 64 ミガキ ミガキ B橙 口一部欠 埋土

83 （大型高杯） (289) ミガキ ミガキ A 橙 口片 埋土

84 高杯 145 136 104 ミガキ ミガキ C 橙 口大部分欠 埋土

85 高杯 (130) ナデ ミガキ D 橙 脚 埋土

86 高杯 (104) ナデ ミガキ A にぶい黄橙 体～脚％ 埋土

87 局杯 脚部三角孔 7ヶ所 ナデ ミガキ A 赤褐 脚柱 埋土

88 高杯 (80) ナデ ミガキ A にぶい黄橙 脚 埋土

89 高杯 76 ナデ ミガキ A 淡黄 脚 埋土

90 高杯 122 ナデ ミガキ A 橙 脚 埋土

91 小型台付甕 90 ナデ ミガキ A にぶい橙 脚 埋土

92 尚杯 89 ナデ ミガキ C橙 脚 埋土

93 高杯 67 ナデ ミガキ A 橙 脚 埋土

94 台付甕 84 ナデ ミガキ D 橙 脚灼 埋土

95 台付甕 (116) ナデ ミガキ B橙 脚％ 埋土

96 小型鉢 (132) 55 32 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～底％ 埋土

97 ミニチュア鉢 (80) ナデ ナデ C橙 ロ％ 埋土

98 小型鉢 (170) 64 42 ミガキ ミガキ A 浅黄橙 口～底灼 埋土

99 片口鉢 156 50 38 ミガキ ミガキ A 橙 口一部欠 埋土

100 小型鉢 (150) 52 40 ミガキ ミガキ F にぶい橙 ½弱 埋土

IOI 小型鉢 (136) 59 38 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～底％ 埋土

102 小型鉢 137 65 40 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口屍欠 埋土

l03 小型鉢 138 60 34 ミガキ ミガキ A 橙 口屍欠 埋土

104 小型鉢 107 49 25 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ロ％欠 埋土

105 小型鉢 (140) 51 38 ミガキ ミガキ B橙 ロ．体％欠 埋土

106 小型鉢 132 55 36 ミガキ ミガキ B にぶい橙 ロ％欠 埋土

107 小型鉢 126 54 45 ミガキ ミガキ A 浅黄橙 口一部欠 埋土

108 小型鉢 (104) 35 30 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口～底灼 埋土

109 小型鉢 (145) 61 (37) ミガキ ミガキ A 橙 口～底％ 埋土

llO 小型鉢 (llO) 58 38 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 口½欠 埋土

Ill 小型鉢 110 47 31 ミガキ ミガキ A にぶい橙 完形 埋土

112 高杯か鉢 (130) ミガキ ミガキ A 橙 口～体¾ 埋土 口縁籾痕一ヶ所

113 高杯か鉢 (I 19) ミガキ ミガキ A 橙 口～体灼 埋土

114 小型鉢 (140) a2孔 ミガキ ミガキ C橙 口～体¾ 埋土

115 片口鉢 142 103 46 ミガキ ミガキ B明赤褐 体下半被熱 ロ．体H欠 埋土

116 片口鉢 ナデ ナデ A 橙 片口部 埋土

117 有孔鉢 (188) 102 38 孔 8| ミガキ ミガキ B橙 口～体灼 埋土

118 有孔鉢 40 孔91 ミガキ ミガキ A にぶい橙 体～底 埋土

119 （甕） 82 ミガキ ミガキ Eにぶい橙 底 埋土

120 大型壺 145 ミガキ ミガキ B橙 底 埋土

121 有孔鉢 44 孔23 ミガキ ミガキ B橙 底 埋土

122 紡錘車 53 厚19 孔 6 重64g ミガキ 赤褐 中央欠 埋土

123 紡錘車 47 厚14 孔 5 重27g ミガキ ミガキ 橙 完形 埋土

124 紡錘車 52 厚12 孔8 重19g ミガキ ミガキ 灰 ½ 埋土

C区 148号住居跡出土弥生土器（第511• 512図 PL. 186) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 幼 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

1 大型壺 (285) b2止簾 ミガキ ミガキ D にぶい橙 ロ％ 埋土

2 大型壺 220 a波 b2止簾 ミガキ ミガキ A 橙 口片 埋土

3 中型壺 186 ミガキ ミガキ B橙 口¾ 埋土

4 小型壺 55 ハケメ ミガキ D 橙 胴～底½ 埋土胴外面に籾痕

5 小型壺 (98) 191 50 ミガキ ミガキ C 橙 ロ胴½欠 床面中央

6 大型壺 (222) a波 14/8 ミガキ ミガキ A 橙 口片 埋土

7 甕 b2止簾 c5波 16/10 剥離 ミガキ B橙 全体被熱 頸～肩 埋土

8 短頸壺 (197) b2止簾 20/10 ナデ ミガキ D 橙 口～胴½ 床面

9 甕 (190) c5波 ナデ ミガキ A にぶい黄橙 ロ～胴½ 埋土

10 甕 174 a~c波 16/7 ミガキ ミガキ D にぶい橙 下位被熱 口～胴¾ 埋土

11 甕 b3止簾 c3編紐 15/8 ミガキ ミガキ A 橙 肩％ 床中央．埋土

12 小型甍 127 190 64 b2止簾 c2波 10/8 ミガキ ミガキ A 明赤褐 胴下半被熱 ロ．胴％欠 床面
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C区 148 • 149 • 150 • 163号住居跡出土弥生土器

番号 器種
計洞値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 局 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外 土

13 甕 (150) a波 b3止簾 c4波 9/6 ミガキ ミガキ A 橙 下半被熱 ロ～胴怜 埋土

14 小型癌 (124) a波 b6止簾 c波 10/8 ミガキ A にぶい褐 口～肩％ 埋土

15 甕 (150) a波 b3止簾 c波 28/14 ミガキ A 褐 ロ片¾ 埋土

16 小型塾 (130) a~c波 (11/8) ミガキ A 赤褐 口～胴％ 埋土

17 甍 (140) a~C波 (12/7) ミガキ A にぶい橙 下半被熱 ロ～胴ki 埋土

18 小型甕 119 b~c波 (12/ 4) ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～肩 埋土

19 甕 (180) a積上 b2止簾 c波 13/10 ミガキ ロナデハケメ C にぶい橙 被熱 ロ％ 床入口

20 甕 a積上 b3止簾 c3波 11/7 ミガキ A 暗褐 頸～同％ 埋土

21 高杯 (192) b3止簾 15/10 ミガキ ミガキ A 褐 口片 埋土

22 高杯 (106) ナデ ナデ A 橙 裾被熱 脚％ 埋土脚内小豆状圧痕

23 晶杯 100 ナデ ミガキ A にぶい橙 脚 埋土

24 ミニチュア裔杯 60 ナデ ナデ A 橙 被熱 脚 埋土

25 有孔鉢 (43) 孔 9| ナデ ナデ C 橙 底片屍 埋土

26 甕 67 ミガキ ミガキ A 赤褐 胴～底 埋土

27 甕 100 ナデ ナデ B にぶい橙 底％ 埋土 底に籾痕

28 不明品 (32) ナデ ナデ C 灰 乃 埋土有孔鉢底か

c区 149号住居跡出土弥生土器（第513~515図 PL. 187) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

l 壺 (180) ミガキ ミガキ C にぶい橙 口乃 埋土

2 甍 (170) (75) b2止簾 c波 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口煤付着 口～頸％ 埋土

3 甕 (182) a波 b4止簾 c4波 15/8 ミガキ ミガキ A にぶい橙 肩被熱 ロ～胴 床中央

4 吏 b4止簾 c5波 16/8 ミガキ ミガキ B にぶい橙 頸～肩½ 埋土

5 甕 (175) b2止簾 c4波 15/10 ミガキ ミガキ C にぶい橙 口～肩％ 埋土

6 小型甕 60 ミガキ ミガキ C 橙 下半被熱 胴～底 埋土

7 小型壺 96 a積上 a~C編紐 ミガキ A にぶい橙 口～肩 埋土

8 小型甕 (120) a~c波 ミガキ ミガキ C にぶい橙 肩煤 口～胴屍 埋土

9 小型甕 125 ミガキ ミガキ A 橙 胴被熱 底欠 埋土

10 甕 a~C編紐 ミガキ A にぶい褐 ロ～肩 埋土

11 高杯 (172) ミガキ ミガキ A 橙 被熱か 口片％ 埋土

12 高杯 ミガキ ミガキ A にぶい橙 杯～脚 埋土

13 高杯 F にぶい橙 鍔片 埋土

14 高杯 120 ナデ ミガキ A にぶい橙 脚 埋土

15 高杯 F橙 脚柱 埋土

16 尚杯 88 ナデ ミガキ F にぶい黄橙 脚 埋土

17 高杯 123 ナデ ミガキ B にぶい橙 脚 埋土

18 尚杯 (72) ナデ ケズリ A にぶい黄橙 杯下～脚½ 埋土

19 鉢 a斜縄 RL ミガキ ミガキ C 橙 口片 埋土

20 大型壺 120 ナデ ミガキ D にぶい橙 胴～底 床左

21 甕 60 C にぶい赤褐 被熱 底 埋土

22 小型鉢 160 72 40 ミガキ ミガキ B にぶい橙 ロ～体％欠 埋土

23 小型鉢 155 57 41 ミガキ ミガキ D にぶい橙 ロ％ 埋土

24 小型鉢 (165) 56 40 ミガキ ミガキ A にぶい橙 怜 埋土

25 小型台付翌 ミガキ ミガキ A 褐 脚被熱 胴～底½ 埋土

26 蓋 ナデュピオサエ C 橙 紐 埋土

27 ミニチュア 22 ナデ B にぶい橙 体汎欠 埋土

28 紡錘車 61 厚27 孔 7 里85g ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 完形 埋土

29 紡錘車 58 厚23 孔 6 重68g ミガキ ミガキ A 橙 側縁欠 埋土

30 紡錘車 55 厚27 孔 7 重64g ミガキ ミガキ A 浅黄橙 側縁欠 埋土

31 紡錘車 43 厚20 孔 6 菫30g ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 完形 埋土

c区 150号住居跡出土弥生土器（第516図 PL. 187) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 幣 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 1 尚 I底．脚 ロ（a) 頸（b) 肩（c) 輻mm／本数 内 | 外

］甕 (217J I | b2止簾 c5波 15/9 ミガキ Iミガキ A 橙 口～胴屍 床左

2 台付甕 120 I | a波 b2止簾 c3波 17 /8 ミガキ Iミガキ D 橙 胴被熱 脚欠 埋土

c区 163号住居跡出土弥生土器（第519~521図 PL. 188 • 189) 

口］ 中型壺
2:2計1測:(rn|m；脚 1；( ` [ | - 、 ガ：整

形

外

ミガキ
口ー調
D 浅黄橙

使用痕 1 遺 存 1 出土位置備考

口～胴 床中央．埋土

21 



1.弥生土器観察表

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位四備考
ロ 尚 底憐 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

2 甕 (169) b等止簾 c3波 16/10 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口～腕 床左

3 癌 (1 84) b等止簾 c3波 18/10 ミガキ ミガキ B 黄橙 肩煤 口～頸％ 床奥

4 壺 221 b等止簾 c羽 16/10 ミガキ ナデ A 浅黄橙 ロ ピット 3.床中央

5 癌 180 b2止簾 c波 16/10 ミガキ ミガキ A 褐 胴被熱 口～胴 床中央

6 甕 (166) b3止簾 c4波 10/7 ミガキ ミガキ A 橙 肩煤 口～胴¾ 埋土

7 甕 136 a2波 b2止簾 c波 20/11 ミガキ ミガキ D にぶい黄橙 胴被熱 口～胴 ピット 2.埋土

8 吏 186 287 83 a波 b~C 4波 14/11 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴被熱底灰 完形 床左

9 甕 163 a波 b~c4波 15/ ミガキ A 明褐 全体被熱 口～肩 床奥

10 甕 (156) a波 b~C 3波 16/10 ミガキ ナデ A にぶい黄橙 口～肩％ 床左．入口

1] 甕 164 224 75 a波 b~c波 12/8 ミガキ ナデ D にぶい赤褐 胴被熱 胴下部½欠 炉周辺．埋土

12 甕 185 297 82 b~c8波 15/10 ミガキ D 橙 ロ．胴汎欠 床奥

13 甕 182 317 82 b~c5波 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口一部欠 埋土

14 小型竪 138 164 (52) a波 b2止簾 C 2波 13/10 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴被熱 口～胴灼欠 床中央．埋土

15 甕 175 303 78 b~c5波 ミガキ ミガキ D 褐 肩煤付着 ロ～胴 埋土

16 甕 (175) b~c4波 20/10 ミガキ ナデ A にぶい橙 口～胴 床入口．ピット 2

17 小型甕 142 b2止簾 c2波 11/8 ナデ ナデ A にぶい褐 眉煤 ロ～肩％ 床中央．埋土

18 堕 b2止簾 c波 ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 訂煤 口～肩片 埋土

19 甕 (165) b~c3波 ミガキ ナデ A にぶい橙 ロ～肩½ 床右．埋土

20 甍 (160) a4波 b3止簾 C2波 ll/8 ミガキ D にぶい橙 口縁煤 口～肩％ 埋土

21 小型甕 (140) a3波 b4止簾 c2波 ミガキ ミガキ A 褐 胴被熱 口～底履 埋土

22 甕 b2止簾 c3波．円形貼付 16/10 ナデ ハケメ D にぶい橙 胴煤 頸～胴％ ビット 3．床中央．埋土

23 甕 78 a波 b3止簾 c2波 12/8 ミガキ D にぶい黄橙 底灰 頸～底％ 炉周辺

24 甕 (214) a2波 b2止簾 c波 13/7 ミガキ ハケメ A にぶい黄橙 ロ％ 埋土

25 （台付甕） 142 ミガキ ナデ B にぶい橙 胴被熱 ロ～胴 炉周辺

26 小型癌 (132) ナデ ナデ D にぶい黄橙 頸外煤 口～胴H 埋土

27 小型甕 (95) 123 50 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 胴被熱 ロ胴％欠 埋土

28 小型褒 (113) B 赤褐 外面被熱 口～胴％ 埋土

29 台付甕 173 b2止簾 c3波 15/9 ミガキ ナデ D にぶい橙 下半被熱 脚欠 埋土

30 （壺） ミガキ B にぶい橙 肩片 ピット 3

31 高杯 ミガキ ミガキ F にぶい橙 杯～脚 埋土

32 大型高杯 (296) ミガキ ミガキ C 明黄褐 口～体％ 床中央．床左．ピット 2

33 小型鉢 (154) 74 ミガキ ミガキ A 淡橙 口～底¾ 床左．埋土

34 小型鉢 165 78 55 ミガキ ミガキ A 橙 ％ 床左

35 小型鉢 (156) 83 50 ミガキ ミガキ F にぶい橙 底 床中央

36 小型鉢 136 78 45 ミガキ ミガキ A 橙 ロ～底％ 床中央．床左

37 小型鉢 (122) 63 40 ミガキ ミガキ F灰白 口～底％ 床中央．埋土

38 有孔鉢 194 100 67 孔16I ミガキ ミガキ C にぶい黄橙 口～底 ピット 3．床左

39 小型甕 60 ミガキ ナデ A 褐 下位被熱 胴～底 床中央

40 大型壺 120 ミガキ C にぶい橙 胴～底 床左

41 褒 66 ナデ ナデ D にぶい黄橙 被熱 底 埋土

42 （壺） 85 ミガキ ミガキ A にぶい褐 底 埋土

43 甍 (84) ナデ ミガキ A 底灰 破片 埋土

c区 164号住居跡出土弥生土器（第517区）

番号器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅皿／本数 内 外

1 要 c4波 ナデ ミガキ B 褐 下半被熱 肩～胴片 埋土

C区 173号住居跡出土弥生土器（第518図）

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅皿／本数 内 外 土

］ 台付甕 ミガキ ミガキ D にぶい橙 脚被熱 体～脚上 埋土

2 壺 c羽 ナデ ナデ D にぶい赤褐 肩片 埋土

3 壺 c波の上に直線垂下文 A にぶい赤褐 肩片 埋土

C区 180号住居跡出土弥生土器（第522図 PL. 190) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 尚 底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

l 甕 (191) 335 51 b~C波 ミガキ ミガキ B にぶい橙 下半被熱 口～胴％欠 埋土

2 甕 (135) b2止簾 c2波 15/8 ミガキ B にぶい橙 肩煤 ロ～胴％ 埋土

3 甕 b等止簾 c4波 13/7 ナデ A 浅黄橙 頸～肩¼ 床左．埋土

4 小型甕 (130) a波 ミガキ 剥離 A 赤褐 全体被熱 ロ～胴％ 埋土
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番号 I 器種

言
5

6

7

 

計測値(mm)

ロ丁斎「盲．脚

(128) 

40 

C区 164 • 173 • 180 • 185 • 186 • 192号住居跡出土弥生土器

文様の特徴 施文具 整 形
惰色調 使用痕 遺 存 出土位置備考

口（a) 頸（b) 肩（c) 輻mm／本数 内 外

b3止簾 c波 14/6 ミガキ A 赤褐 全体被熱 口～肩％ ビット 9

ミガキ ミガキ B 橙 杯¾ ピット 14

ミガキ ミガキ B 橙 底 埋土

C区 185号住居跡出土弥生土器（第523• 524図 PL. 190) 

番号 器種
計洞値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 追 存 出土位置備考
ロ 吉「叫 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外

1 大型壺 (261) a2波 18/10 ミガキ C 橙 口片 埋土

2 甕 155 255 65 a~c8波 16/12 ミガキ ミガキ C にぶい橙 ロ～底¾欠 埋土

3 甕 180 a波 b~c4波 ミガキ ミガキ c暗赤褐 肩煤 口～胴 埋土

4 甕 (165) a積上 b波 ミガキ C にぶい橙 口片 埋土

5 甕 (180) ミガキ ミガキ Eにぶい橙 全体被熱 口％胴欠 床奥

6 小型翌 (138) b~C乱れた波 ミガキ ミガキ B にぶい褐 ロ～肩灼 埋土

7 小型甕 125 ミガキ A 黒褐 口～肩 埋土

8 小型甕 (102) b多止簾 10/5 ミガキ ケズリ C にぶい橙 被熱 ロ～肩片 埋土

9 梵 c直線文 A 赤褐 同片 埋土

10 g ー会一

b2止簾 c羽 12/8 A 赤褐 肩片 埋土

11 甕 c3斜縄 LR ミガキ A 赤褐 肩片 埋土

12 小型甕 (110) a~C斜縄 RL G 赤褐 被熱 口～肩片 埋土

13 高杯 (243) ミガキ ミガキ F にぶい黄橙 口杯％ 埋土

14 尚杯 (215) ミガキ ミガキ A 橙 口¼ 埋土

15 高杯 c3止簾 A 褐 被熱 杯¾ 埋土

16 小型高杯 120 95 79 ミガキ ミガキ A 浅黄橙 完形 埋土

17 高杯 (IOI) ナデ ミガキ A にぶい黄橙 脚片 埋土

18 高杯 (90) ナデ ミガキ D にぶい橙 脚裾 埋土

19 （台付甕） 85 ナデ ミガキ B 橙 被熱 脚¾ 埋土

20 （高杯） 65 ナデ ミガキ B 橙 脚 埋土

21 （台付翌） ナデ ケズリ A 浅黄橙 脚％ 埋土

22 小型鉢 (160) (50) ミガキ ミガキ D 浅黄橙 ロ～底¾ 埋土

23 小型鉢 (160) A 浅黄橙 口～体灼 埋土

24 小型鉢 (137) 53 38 ミガキ ミガキ B 橙 ロ％欠 埋土

25 有孔鉢 58 孔18| ナデ B にぶい橙 底 埋土

26 有孔鉢 40 孔131 ナデ ナデ A 浅黄橙 底 埋土

27 甕 80 ミガキ ナデ A 灰黄褐 被熱 胴～底¾ 床中央

28 ミニチュア壺 ナデ ミガキ A にぶい黄橙 胸片 埋土

29 紡錘車 64 厚15 孔 7 重46gI にぶい橙 ½ 埋土

c区 186号住居跡出土弥生土器（第525図 PL. 190) 

口
計測値(mm)

ロ I 高 I底．脚 I 口（a) 頸（b) 爵（C） I輻mm／本数

(175) 

文様の特徴 I施文具

b~C 2斜縄

内

LR Iナデ

整 形

可

ナデ

こ色調 使用痕 1 遺 存 1 出土位置備考

胴被熱 口屑½ 埋土

c区 192号住居跡出土弥生土器（第526• 527因 PL. 191) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外

1 大型壺 b3止簾 c羽 15/10 ミガキ G 橙 頸～肩 埋土

2 大型壺 b~c3斜縄 LR ミガキ ミガキ D 橙 片面被熱 口～肩 埋土

3 甕 168 b2止簾 c5波 ミガキ ミガキ A 明黄褐 ロ～胴 埋土

4 小型甕 (156) b3止簾 c2波 14/9 ミガキ ミガキ A 明灰褐 口～胴½ 埋土

5 小型甕 140 213 60 b~c3波 ミガキ ミガキ A にぶい橙 肩煤 胴½欠 埋土

6 甕 a栢上 b~c4波 ミガキ ミガキ A 褐 肩煤 頸～肩½ 埋土

7 甕 148 220 65 a~clO波 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴被熱肩煤 完形 埋土

8 褒 151 a3波 b2止簾 c3波 21/11 ミガキ ミガキ A 黒褐 ロ～胴 埋土

9 甕 177 ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 肩煤 底欠 埋土

10 小型壺 (94) C編紐 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ロ～肩片 埋土

11 • g c波羽 ミガキ A 明赤褐 屈片 埋土

12 壺 c羽 1波 ミガキ ミガキ A にぶい黄褐 肩片 埋土

13 高杯 ナデ ミガキ A 橙 脚 埋土

14 高杯 (1 15) ミガキ ミガキ A 橙 脚％ 埋土

15 小型短頸壺 180 165 60 a対面2孔一対 b3止簾 21/14 ミガキ 剥離 Fにぶい橙 ロ．肩灼欠 埋土

16 小型鉢 (140) 65 40 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ロ～底灼 埋土

17 台付甕 98 ナデ ミガキ A にぶい橙 被熱 脚½ 埋土
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1.弥生土器観察表

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

息色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻mm／本数 内 外

18 （器台） 脚部穿孔 3ヶ所 ミガキ ミガキ D にぶい橙 器受部被熱 器受部～脚 埋土

19 鉢 40 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 底 埋土

20 尚杯 (156) ミガキ ミガキ A 浅黄橙 口～体％ 埋土

21 小壺 b簾 C 2波 10/9 ナデ ミガキ B にぶい橙 胸煤 胴％ 埋土

22 小型無頸壺 52 63 41 a対面 2孔一対 ケズリ ミガキ B橙 完形 埋土

23 甕 75 ミガキ ミガキ B褐 被熱 胴～底h 埋土

24 甕 67 c波 ミガキ ミガキ A にぶい橙 被熱底灰 胴～底½ 埋土

25 甕 86 ミガキ ミガキ A にぶい橙 被熱底灰 胴～底 埋土

26 紡錘車 47 匝16 孔 5 即 7gl ミガキ ミガキ にぶい橙 完形 埋土

27 紡錘車 49 厚17 孔 6 頂s4g I ミガキ ミガキ にぶい黄橙 完形 埋土

c区 194号住居跡出土弥生土器（第528図 PL. 192) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 逍 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm／本数 内 外

1 中型壺 (218) ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 □H 埋土

2 甕 a~c斜縄 RL ミガキ A にぶい橙 口～肩片 埋土

3 高杯 80 ナデ ミガキ C 橙 脚 埋土

4 （高杯） 脚部穿孔 5ヶ所 ナデ F 浅黄 脚上部半分 埋土

5 小型甕 142 188 60 a積上 b~C 2斜縄 LR ミガキ ミガキ B にぶい橙 胴下被熱 口¾欠 床壁際

6 甕 152 a3波 b2止簾 c3波 19/10 ミガキ ミガキ D褐 肩煤 口～胴 埋土

c区 197局住居跡出土弥生土器（第529図 PL. 192) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻rnm／本数 内 | 外

1 甕 a波 b簾 ミガキ | E 橙 口片 床中央

2 （大型高杯） 278 ミガキ Iミガキ F 浅黄橙 脚欠 ピット

C区 199号住居跡出土弥生土器（第530図）

番号器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

1 小型甕 (140) a波 b2止簾 c波 16/12 ミガキ ナデ A にぶい橙 体被熱 口片¾ 埋土

C区 200号住居跡出土弥生土器（第531• 532図 PL. 192 • 193) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

厚色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm/本数 内 外

］ （壺） b2止簾 c4波 11/8 ミガキ C にぶい黄橙 口～底汎 埋土

2 梵 180 a積上 b疑似簾 c4波 17 /10 ミガキ ミガキ B赤褐 胴下被熱 底欠 床中央．埋土

3 甕 150 b3止簾 C 2波 13/9 ミガキ ミガキ C橙 全体被熱 口～肩％ 埋土．床中央

4 小型壺 165 b2止簾 C 2波 13/9 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口～肩％ 床中央．埋土

5 壺 b~c3多簾 13/11 ナデ ミガキ B にぶい橙 頸～肩 埋土

6 壺 c3止簾．波．斜短線 ミガキ ミガキ B褐 被熱 肩％ 床中央

7 小型甕 140 a波 b3止簾 c3波 15/11 ミガキ ミガキ B橙 口～胴 埋土

8 甕 a積上 b~c波 C にぶい橙 被熱 口～肩¾ 埋土

9 小型甕 126 186 65 a3波 b簾 c2波 ミガキ ミガキ B にぶい褐 胴被熱 ロ．胴％欠 埋土

JO 小型甕 (140) a波 b3止簾 c5波 12/8 ミガキ ミガキ B橙 胴被熱 口～胴¾ 埋土

11 吏 188 c2斜縄 R ミガキ ミガキ B にぶい橙 ロ～胴％ 埋土

12 小型甕 (128) a積上 b~C 2斜縄 LR B にぶい橙 口～肩材 埋土

13 小壺 (86) 101 31 b2止簾 13/7 ミガキ ミガキ C にぶい黄橙 口～肩½欠 埋土

14 台付甕 120 ナデ E 橙 被熱 脚 埋土

15 高杯 (160) ナデ ナデ E 橙 被熱 脚片％ 埋土

16 片口鉢 156 79 38 ミガキ ミガキ C橙 口一部欠 埋土

I 7 小型鉢 134 57 35 ミガキ ミガキ F浅黄橙 口一部欠 埋土

18 小型鉢 170 61 4 4 F浅黄橙 口一部欠 埋土

19 嬰 70 ミガキ ミガキ E にぶい褐 底灰 胴～底 床中央．埋土

20 大型壺 100 ナデ ミガキ E にぶい橙 胴～底¾ 埋土

c区 201号住居跡出土弥生土器（第533図）

番］；竺 (1::1測：（rn|m;脚 1碑］：策詈C) 1竺、ガ：整

形

外 こ色調
使用痕 遺 存 I出土位置 備考

口¼ I埋土
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c区 194 • 197 • 199 • 200 • 201 • 204 • 207 • 208 • 225 • 227号住居跡出土弥生土器

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外

2 鉢 35 ナデ ナデ A にぶい橙 体～底 埋土

3 台付甕 112 ケズリ ケズリ A 灰白 台％ 埋土

c区 204号住居跡出土弥生土器（第534図）

番号器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

厚色調 使用痕 逍 存 出土位置備考
ロ 高底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻mm／本数 内 外

］斐 b簾 c斜線文 10/4 ミガキ ミガキ A にぶい赤褐煤付着 頸～胴片 埋土

C区 207号住居跡出土弥生土器（第535図 PL. 193) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 辿 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm/本数 内 外

1 大型壺 200 b2止簾 ミガキ ミガキ A 橙 口～頸 埋土

2 大型壺 (280) a波 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口¾ 埋土

3 高杯 76 ナデ F 橙 脚 埋土

4 ミニチュア器台 44 44 53 ミガキ ミガキ A 橙 口一部欠 埋土

c区 208号住居跡出土弥生土器（第536図）

口
計測値(mm) 文様の特徴 I施文具

ロ I 高 I底．脚 I 口（a) 頸（b) 肩(C) I輻mm／本数

70 

整
阿

形
言

塵I色調 使用痕 I遺 存 I出土位置備考

ミガキ Iミガキ IAIにぶい黄橙I被熱 胴～底 I埋土

c区 225号住居跡出土弥生土器（第537図）

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 曲 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻mm／本数 内 外 土

l 甕 (180) b簾 ミガキ ミガキ F浅黄橙 口片％ 埋土

2 壺 c簾．羽 ナデ A 橙 肩片 埋土

3 小型斐 (llO) a~c8波 ミガキ A 橙 口～胴％ 埋土

4 甕 a刻み．斜縄 ヘラ RL ミガキ A にぶい橙 口片 埋土

5 小型鉢 (144) ミガキ ミガキ F にぶい橙 ロ～体％ 埋土

6 （高杯） (53) 80 ミガキ ミガキ A 橙 脚 埋土

c区 227号住居跡出土弥生土器（第538• 539図 PL. 193 • 194) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 商 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外

1 中型壺 240 a2波 b2止簾 c7波 14/9 ミガキ ミガキ A 橙 口～屑 床中央．床右

2 甕 150 b2止簾 c5波 10/9 ミガキ ミガキ A にぶい橙 肩煤 口～肩％ 床右

3 小型斐 (128) (64) a2波 b2止簾 c波 17/13 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴煤 ロ汎 埋土

4 中型壺 185 a積上 b3止簾 c5波 12/8 ミガキ ミガキ B にぶい橙 下半被熱 底欠 床左

5 塾 185 330 72 b~C編紐 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 下半被熱 完形 床左．埋土

6 小型甕 (130) a梢上．斜縄 LR ミガキ A にぶい橙 口煤 口％ 埋土

7 甕 c簾．斜縄 LR ナデ D にぶい黄橙 屑片 埋土

8 壺 C編紐のち波．直線文 ナデ G にぶい黄橙 肩片 埋土

9 吏 184 b直線 C 2斜縄 10/6 LRR ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 口片側煤 口～頸 埋土

10 壺 222 C編紐 ミガキ ミガキ A 橙 口～頸 埋土

11 （台付甕） 160 a~c編紐 ミガキ ミガキ F にぶい橙 胴被熱 脚欠 床左

12 小型壺 56 c4編紐 ミガキ ミガキ F 浅黄橙 胴～底％ 埋土

13 小型癌 140 165 75 a~c編紐 ミガキ ミガキ B 赤褐 肩わずか煤 口兄欠 埋土

14 高杯 (230) ミガキ ミガキ D 橙 □片 埋土

15 尚杯か鉢 123 ミガキ ミガキ F にぶい黄橙 ロ沈底欠 埋土 籾圧痕

16 高杯か鉢 110 ミガキ ミガキ F浅黄橙 ロ～体屍 床左．埋土

17 小型台付甕 76 ミガキ ミガキ A 橙 被熱 胴～脚 埋土

18 尚杯 (100) ミガキ ミガキ A 橙 被熱か 体～脚％ 床中央．埋土

19 小型高杯 135 93 100 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ロ¾欠 埋土

20 小型尚杯 125 100 (107) ミガキ ミガキ A にぶい橙 裾大部分欠 埋土

21 高杯 (100) ミガキ ミガキ F橙 裾怜 埋土

22 小型台付甕 (70) ミガキ ミガキ F にぶい黄橙 脚％ 床左

23 蓋 (98) 天井縁に 1孔 ミガキ ナデ A 橙 天井¾ 埋土

24 （台付甕） (78) ミガキ ミガキ A 明赤褐 脚砂 埋土

25 片口鉢 100 140 70 ミガキ A 赤褐 灰状物質付 完形 埋土

26 甕 68 ミガキ B 橙 下半被熱 胴～底 埋土
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1.弥生土器観察表

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 尚 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外 土

27 翌 67 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴～底 床中央．埋土

28 （壺） (78) ナデ ミガキ A にぶい黄橙 底％ 埋土

29 大型壺 (170) ナデ ミガキ A にぶい橙 底 埋土

c区 231号住居跡出土弥生土器（第540図 PL. 194) 

番号 器種
計消値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位四備考
ロ 尚 底．脚 口（a) 頸（b) 同（c) 輻mm／本数 内 外

l 甕 185 a積上 b~c波 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口～肩 床左

2 甕 168 b3止簾 c波 17 /11 ミガキ ミガキ A 橙 片側被熱 口～肩 床右

3 小型台付甕 006) b2止簾 18/6 ミガキ ミガキ A 明赤褐 胴被熱 口～胴¾ 床左

4 短頸壺 (181) (43) b3止簾 19/11 ミガキ ミガキ F にぶい黄橙 口片 埋土

5 小型鉢 178 72 40 ミガキ ミガキ F橙 口灼欠 床中央

6 小型無頸壺 60 57 42 ナデ ミガキ A にぶい橙 完形 床中央

7 壺 b横線文 （竹管） A にぶい橙 頸片 埋土

8 壺 80 ミガキ ミガキ A にぶい橙 底灰 底 床壁際．貯穴周辺

c区 232号住居跡出土弥生土器（第541図）

番号 器種
計剃値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ I 高 I底．脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 | 外

1 大型壺 (312) I | bT字文 ミガキ Iミガキ A 橙 ロ～頸％ 貯穴周辺．埋土

2 甕 (150) | | b4止簾 c波 ミガキ Iミガキ B 褐 ロ％ 床中央

c区 234号住居跡出土弥生土器（第542図 PL. 195) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

息色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 屑（c) 幅mm／本数 内 外

1 小型甕 148 b2止簾 c斜線文．波 17 /9 ミガキ ミガキ D 明黄褐 口～頸怜 床中央

2 甕 (158) a積上 b3止簾 c波 16/12 C 橙 肩煤 ロ～肩怜 埋土

3 壺 b3止簾 18/12 ミガキ A にぶい橙 口～肩¾ 床左

4 小壺 92 97 43 ミガキ ミガキ B 淡橙 片面被熱 完形 ピット 6

5 高杯 170 ミガキ ミガキ F にぶい橙 脚欠 238住と重複

6 小型高杯 78 ナデ ミガキ A にぶい橙 脚 埋土

7 甕 68 ミガキ ミガキ A にぶい橙 被熱か 胴～底 埋土

C区 240号住居跡出土弥生土器（第543図 PL. 195) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

蟹色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 局 底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻mm／本数 内 外

1 小型甕 (136) b波 ミガキ ナデ A 橙 口灼 床奥

2 （甕） C編紐 ナデ ミガキ A にぶい黄橙 肩片 床右

3 小型鉢 140 62 32 ナデ ナデ B にぶい黄橙 口汎欠 床中央

c区 246号住居跡出土弥生土器（第544図 PL. 195) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

l 甕 (168) b波 ミガキ ミガキ B 橙 口片 260住と重複

2 （甕） a編紐 b波 ナデ ミガキ B 褐 口片 床壁際

3 （甕） a積上 C 橙 口片 埋土

4 （甕） b簾 c4波 11/8 ミガキ B にぶい橙 肩片 埋土

5 甕 b斜縄 LR ミガキ A にぶい黄橙 頸片 埋土

6 台付甕 101 ナデ ミガキ A にぶい橙 被熱 脚 埋土

7 高杯 (150) ナデ ミガキ A にぶい赤褐 脚¾ 埋土

8 紡錘車 46 厚14 孔 7 重20gI ナデ ナデ B褐 ½ 埋土

c区 261号住居跡出土弥生土器（第545• 546図 PL. 196) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm／本数 内 外

1 大型壺 272 b2止簾 c羽 13/10 ナデ ミガキ B橙 ロ～肩％ 埋土

2 壺 (200) a2波 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口片％ 埋土

3 大型壺 (304) a口唇口縁下端刻み ヘフ ミガキ ミガキ D 淡黄 口片 埋土

4 壺 (205) a積上 ミガキ ナデ A 橙 口片 埋土
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C区 23 1 · 232 · 234 · 240• 246 • 261 • 262 · 267号住居跡出土弥生土器

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

5 甕 (225) a~cl2波 ミガキ ミガキ B にぶい橙 片面被熱 口絃底欠 埋土

6 甕 (228) a~cl3波 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴下被熱 口～胴％ 床中央

7 小型甕 137 170 57 a波 b3止簾 c波 17 /9 ミガキ ミガキ Eにぶい黄橙 胴被熱 胴％欠 埋土

8 小型甕 52 a波 b3止簾 c3波 19/11 ミガキ ミガキ B にぶい橙 胴被熱底灰 ロ．胴¾欠 床中央．埋土

9 甕 (149) a~C横位羽 b3止簾 ミガキ C 橙 被熱 ロ～肩汎 埋土

10 小型甕 131 ミガキ ミガキ A 橙 全体被熱 口～開 埋土

11 小型翌 120 100 45 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 口一部欠 埋土

12 小型甕 86 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口～胴 埋土

13 （壺） c羽状縄文 LRRL交 ミガキ G にぶい黄橙 肩片 埋土

14 甕 c2編紐 ミガキ A にぶい褐 肩片 埋土

15 （壺） c波II種 ナデ A 灰黄 肩片 埋土

16 小型無頸壺 (70) ミガキ ミガキ A 褐 口～底％ 埋土

17 大型高杯 (352) ミガキ ミガキ C にぶい黄橙 口片 埋土

18 品杯 (226) ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 口～体¾ 埋土

19 小型高杯 (127) 86 70 ミガキ ミガキ B 橙 杯％欠 埋土

20 小型尚杯 98 75 65 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 口灼欠 床中央

21 高杯 84 ミガキ ミガキ B 橙 脚 埋土

22 高杯 130 ナデ ミガキ A 橙 脚％ 埋土

23 高杯 86 ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 脚 埋土

24 高杯か鉢 (146) ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 口～体灼 埋土

25 小型鉢 148 65 26 ミガキ ミガキ Fにぶい橙 ロ％欠 埋土

26 小型鉢 (160) 55 (36) ミガキ ミガキ B 橙 口～底灼 埋土

27 蓋 ナデ ナデ B にぶい黄橙 天井 埋土

28 紡錘車 43 匝18 孔5 直40gI ミガキ ミガキ C にぶい黄橙 一部欠 埋土

C区 262号住居跡出土弥生土器（第547• 548図 PL. 195) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

息色調 使用痕 追 存 出土位置備考
口 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻m／本数 内 外

l 壺 (240) b3止簾 ミガキ ミガキ C橙 ロ％片 床左．埋土

2 壺 (199) ミガキ ミガキ F浅黄橙 口灼 埋土

3 小型壺 73 ナデ ナデ B にぶい橙 被熱 口 埋土

4 小型台付甍 (100) c2波 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 下半被熱 ロ～胴汎 埋土

5 大型壺 (285) a3棒浮文 ミガキ D橙 口材 床左．埋土

6 甕 (146) b3止簾 c羽 3止波 17 /II ミガキ ミガキ D にぶい橙 頸～胴 埋土

7 甕 172 b3止簾 C 2波 14/9 ミガキ ミガキ B にぶい橙 胴被熱 口～胴 埋土

8 甕 (196) b4止簾 c波 15/8 ミガキ ミガキ B 橙 口片 埋土

9 小型甕 115 142 57 b~c3波 ミガキ ミガキ B 浅黄橙 胴下被熱 ロ胴一部欠 埋土

10 甕 a積上 b3止簾 c3波 14/8 ミガキ A にぷい橙 頸％ 埋土

11 甕 a積上．2波b2止簾c7波 13/8 ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 胴被熱 頸～胴％ 埋土

12 小型甕 (122) 131 48 a~c6波 12/7 ミガキ ミガキ A にぶい褐 胴被熱 口炒欠 床奥

13 小型梵 (95) b~C斜縄 LR ミガキ ミガキ D褐 胴煤 口～胴％ 埋土

14 （壺） c2斜縄 LR中央 ナデ ミガキ D にぶい橙 肩片 埋土

15 甕 (150) a~c5斜縄．口唇刻み ヘラ RLミガキ A にぶい橙 胴被熱 口～胴％ 埋土

16 甕 (150) a口唇刻み ヘフ ミガキ ミガキ A 橙 ロ片 埋土

17 （甕） b2止簾 c斜縄 LR ナデ D にぶい橙 肩片 埋土

18 小型高杯 112 78 (73) ミガキ ミガキ F明黄褐 ロ．裾％欠 埋土

19 高杯か鉢 (176) ミガキ ミガキ B にぶい橙 口～体¾ 埋土

20 高杯か鉢 152 ミガキ ミガキ B 橙 底欠 埋土

21 小型高杯 ミガキ ミガキ F にぶい橙 杯 埋土

22 高杯 120 脚部三角透かし 4ヶ所 ナデ A 橙 脚％ 埋土

23 ミニチュア裔杯 ナデ A 橙 脚柱 埋土

24 高杯 llO ナデ ミガキ A にぶい橙 脚 埋土

25 （高杯） 75 ナデ ミガキ F にぶい黄橙 脚 埋土

26 台付甕 (76) ナデ ミガキ B にぶい橙 被熱 脚¾ 埋土

27 小型鉢 (160) (58) (36) a2孔 ミガキ ミガキ B にぶい橙 被熱 ロ～底％ 埋土

28 片口鉢 ナデ ミガキ B 橙 口～体片 埋土

c区 267号住居跡出土弥生土器（第549、550図 PL. 197) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位四備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外 土

1 小型壺 (166) b2止簾 c羽．直線文 14/10 ミガキ FDにぶい橙 口～月½ 床中央

2 甕 189 b波 ミガキ C にぶい橙 頸煤 口 床左

3 斐 b~c4波 ミガキ ミガキ B 赤褐 全体被熱 口～胴 床左
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1.弥生土器観察表

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

舟色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 晶 底脚 口（a) 頸（b) 開(c) 輻mm/本数 内 外

4 甕 (181) b~c5波 ミガキ ミガキ C にぶい橙 肩煤 口～肩％ 床左

5 小型甕 (130) b2止簾 c2波 12/8 ミガキ ミガキ B にぶい赤褐 被熱 口～胴％ 貯蔵穴

6 甕 (158) a~C 7波 ミガキ ハケメ C 黒褐 口～胴％ 埋土

7 甕 (ISO) a積上 b~c8波 ミガキ ミガキ C 橙 口煤 口～胴 床中央．埋土

8 中型壺 b簾 c4波 ミガキ ミガキ E 橙 頸～底屍 埋土

9 小型嬰 138 175 55 b2止簾 c波 14/9 ナデ ミガキ A にぶい橙 片面被熱 胴一部欠 貯蔵穴．床中央．埋土

10 小壺 82 b~c編紐 ミガキ A にぶい橙 口～胴 埋土

11 小型高杯 (148) ミガキ ミガキ A 橙 口～体％ 床奥

12 小型高杯 106 ナデ ミガキ F橙 脚 床中央．床奥

13 小型台付甕 105 176 80 b2止簾 c波 13/10 ミガキ ミガキ B橙 胴下被熱 胴一部欠 床左

14 小型扁平壺 100 90 40 b3止簾 17 /9 ミガキ ミガキ B淡黄橙 口一部欠 床中央

15 小型鉢 127 53 29 ミガキ ミガキ A 橙 口一部欠 ピッ ト4.埋土

16 大型鉢 255 140 (56) ミガキ ミガキ D浅黄橙 口～体％欠 床中央．床左

17 裔杯か鉢 (140) ミガキ ミガキ G 橙 ロ％ 床中央

18 小型甕 50 b波 ミガキ ミガキ B褐 胴被熱 胴～底 埋土

19 片口鉢 117 35 28 ミガキ ミガキ B橙 口一部欠 炉周辺．埋土

c区 270号住居跡出土弥生土器（第551• 552図 PL. 198) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 逍 存 出土位置備考
ロ 尚 底脚 口（a) 頸（b) 眉（c) 幅mm/本数 内 外

1 中型壺 230 a刻み b4止簾c羽．横線 ヘラ 15/9 ミガキ ミガキ D にぶい橙 口～胴 床中央．埋土

2 大型壺 271 (188) b2止簾 c3直線文 20/11 ミガキ ミガキ A 橙 口～体屍 床右

3 大型壺 (260) b2止簾 ミガキ ミガキ C 橙 口～頸½ 床奥

4 壺 a積上指頭押圧 D にぶい橙 口片 埋土

5 壺 a刻み ヘフ ミガキ A にぷい橙 口片 埋土

6 小型甕 (148) b直線文 c波 11/9 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ロ％ 炉周辺

7 甕 159 (145) a積上 b3止簾 c波 17/8 ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 頸肩煤 口～胴％ 埋土

8 （翌） 180 b2止簾 c羽 15/10 ミガキ ミガキ B にぶい橙 肩被熱 口～胴 床奥

9 甕 (180) a積上 b2止簾 c波 14/10 ミガキ B褐 肩煤 口～胴％ 床奥．埋土

10 小型甕 60 c波 ミガキ ミガキ B にぶい赤褐 胴中被熱 頸～底 床中央．床奥．埋土

11 甕 66 c波 ミガキ ミガキ A にぶい橙 被熱 胴～底 埋土

12 甍 66 b波 ミガキ ミガキ B赤褐 胴被熱 胴～底 炉内．埋土

13 小壺 100 100 40 a~c波 ミガキ ミガキ A 褐 胴被熱 口～底屍 炉内

14 高杯 (202) ナデ ミガキ A にぶい橙 口片％ 埋土

15 小型高杯 (96) ミガキ ミガキ C 褐灰 脚 埋土

16 小型鉢 128 57 40 ミガキ ミガキ B明褐 口％欠 埋土

17 小型鉢 (1]2) 41 38 ミガキ ミガキ B にぶい橙 口～体½ 床奥

18 小型高杯 105 80 75 ミガキ ミガキ D 橙 杯％欠 埋土

19 有孔鉢 48 孔16I ミガキ ミガキ D 橙 底 埋土

C区 275号住居跡出土弥生土器（第553~555図 PL. 199 • 200) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

息色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底肺 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm／本数 内 外

］ 大型壺 (260) b2段 4止簾 c波 14/9 ナデ ミガキ B にぶい黄橙 口～肩 埋土

2 壺 a波 b2止簾 c4波 13/8 ミガキ ミガキ A にぶい橙 頸～胴 埋土

3 壺 b2止簾 c9波 12/8 ナデ ミガキ D 橙 被熱 頸～胴 床右

4 甕 160 a積上 b2止簾 c4波 15/10 ミガキ ミガキ B橙 ロ～胴¾ 炉周辺．床面

5 小型甕 145 a積上 ミガキ ミガキ A にぶい橙 被熱 ロ 埋土

6 壺 a斜縄．刺突痕 LR ナデ ミガキ A 橙 口片 埋土

7 壺 a波 ミガキ ミガキ F橙 口片 埋土

8 甕 150 b波 ミガキ ミガキ D にぶい橙 肩煤 口～胴 床右．埋土

9 甕 158 b2波 ミガキ ミガキ A 明赤褐 胴被熱 口～肩屍 埋土

10 壺 c羽． 2止簾 A にぶい橙 肩片 埋土

11 小型甕 93 134 50 b2止簾 c波 18/14 ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 胴被熱 完形 埋土

12 小型甕 (87) 114 43 a積上 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴下被熱 ロ％欠 埋土

13 有孔鉢 215 122 48 孔 91 ミガキ ミガキ B浅黄橙 ％ 埋土

14 ＝ 罪 c斜行文 ミガキ B橙 肩片 埋土

15 甕 c波 ミガキ ミガキ F にぶい黄橙 胴下部％ 埋土

16 大型壺 145 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴～底 床右．埋土

17 高杯 241 脚部穿孔 3ヶ所 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 口¾欠．裾欠 埋土

18 高杯 114 脚部穿孔 4ヶ所 ミガキ ミガキ F にぶい橙 口欠 床右．埋土

19 台付翌 70 ナデ ケズリ B 橙 脚 埋土

20 小型高杯 132 116 81 ミガキ ミガキ C にぶい橙 口欠 埋土
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C区 270·275·277•297•300号住居跡出土弥生土器

c区 277号住居跡出土弥生土器（第556図 PL. 197) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 尚 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

1 甕 182 286 64 b4止簾 c5波 12/7 ミガキ ミガキ B 橙 胴下被熱 ロ％欠 埋土

2 甕 a編紐 b簾 ナデ ナデ B にぶい黄橙 口片 埋土

3 小型台付鉢 82 111 (70) b2止簾 14/7 ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 脚欠 埋土

4 高杯 (226) 脚部三角透し 4ヶ所 ミガキ ミガキ B 橙 杯～脚

C区 297号住居跡出土弥生土器（第557図 PL. 200) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
口 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

］甕 (210) b横線文 c斜線 ミガキ ミガキ B 橙 被熱 ロ～頸¾ 埋土

2 甕 (155) ミガキ ナデ B 橙 胃煤 口～胴¾ 埋土

3 甕 b~c4波 ナデ ミガキ A にぶい橙 肩被熱 肩乃 埋土

4 小型甕 (122) 137 46 b3止簾 16/9 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴被熱 口～底½ 埋土

5 小型鉢 (125) 59 40 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口½欠 炉局辺．埋土

c区 300号住居跡出土弥生土器（第558~560図 PL. 201 • 202) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

1 中型壺 215 b2止簾 c3波 15/11 ナデ ミガキ B 橙 口～胴 床入口．埋土

2 短頸壺 (128) (170) 62 ミガキ ミガキ C にぶい赤褐 被熱か 口～底½ 埋土

3 小型甕 (132) 192 70 b2止簾 C 2波 15/9 ミガキ ミガキ B にぶい橙 胴下こげ 口～胴％欠 埋土

4 中型壺 (210) a2波 b4止簾 c3波 18/11 ミガキ ミガキ B 灰褐 被熱 口～肩½ 埋土

5 壺 195 a2波 b2止簾 c波 14/9 ミガキ ミガキ A 橙 ロ 埋土

6 壺 225 a斜縄 b2止簾 LRR ミガキ ミガキ B にぶい橙 ロ 埋土

7 壺 167 b3止簾 c波 16/11 ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 口～肩％ 埋土

8 壺 (220) b3止簾 c波 15/13 ミガキ ミガキ B にぶい橙 ロ¾ 埋土

9 壺 b3止簾 c2波 11/7 ナデ ミガキ C 灰黄褐 被熱 口～肩 埋土

10 小型壺 (112) b2止簾 12/7 ミガキ ミガキ C にぶい橙 口～胴員 埋土

11 壺 a編紐 ナデ F橙 口片 埋土

12 甕 160 a積上 b~c5波 ミガキ ミガキ B 橙 口～肩 埋土

13 大型壺 122 c羽．波 ナデ ミガキ A 橙 頸～底 埋土

14 小型甕 (146) a7波 b2止簾 c4波 10/8 ミガキ ミガキ B にぶい赤褐 肩煤 口～肩 床右

15 小型甕 120 b3止簾 c3波 16/12 ミガキ A 橙 肩煤 口～胴¾ 埋土

16 中型壺 b3止簾 C 7波 15/7 ナデ ミガキ B にぶい橙 頸～胴％ 埋土

17 大型壺 b3止簾 c羽 ナデ ミガキ B 橙 胴¾ 埋土

18 甕 153 ミガキ ミガキ B 橙 胴被熱 胴％～底欠 埋土

19 甕 (150) a刻み a~C波 b4止簾 16/8 ミガキ A にぶい赤褐 被熱 口～肩½ 埋土

20 甕 155 a積上 ミガキ ミガキ A 橙 肩煤 口～頸 床右．埋土

21 甕 (180) ミガキ ミガキ A 橙 頸被熱 口灼 埋土

22 小型甕 45 b3止簾 c波 15/8 ミガキ ミガキ A 褐 胴被熱 胴¾ 埋土

23 小型甕 (128) 121 60 ミガキ ミガキ D 褐 胴被熱 口～肩％欠 埋土

24 小型甕 (150) a~c3編紐 ミガキ C 橙 全体被熱 口～胴％欠 埋土

25 甕 152 a積上 a~c3斜縄 LR ミガキ B 赤褐 ロ片¾ 埋土

26 甕 a編紐 b2止簾 C編紐 ミガキ A にぶい橙 口片 埋土

27 （小型鉢） ナデ ハケメ F橙 □片 埋土

28 甕 (214) ハケメ ハケメ B にぶい褐 口片 埋土

29 g = c羽．円形貼付文 ナデ ミガキ B にぶい褐 肩片 埋土

30 甍 a口唇刻み 板 ハケメ ハケメ F浅黄 頸片 埋土

31 甕 c横位斜縄 LRR ミガキ F にぶい橙 肩片 埋土

32 甕 c斜縄後垂下文． 3止簾 LR ミガキ D 灰黄 肩片 埋土

33 高杯 (184) ミガキ ミガキ F にぶい橙 口～体％ 床中央．埋土

34 小型高杯 (123) ミガキ ミガキ F にぶい橙 ロ～体％ 埋土

35 小型尚杯 (131) 105 (57) ミガキ ミガキ B にぶい橙 ½ 埋土

36 高杯 135 ミガキ ミガキ B にぶい橙 脚 埋土

37 小型高杯 90 ミガキ ミガキ A 明赤褐 脚 埋土

38 高杯 80 ナデ ミガキ E 橙 脚 埋土

39 高杯 66 ナデ ミガキ A 橙 脚 埋土

40 台付甕 ハケメ ハケメ B 赤褐 被熱 脚 埋土

41 高杯か鉢 (140) ミガキ ミガキ B 橙 ％ 埋土

42 ミニチュア（壺） (39) 42 30 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 ロ％欠 埋土

43 ミニチュア（甕） 40 42 25 ミガキ ミガキ A 橙 完形 埋土

44 ミニチュア（鉢） 40 ナデ ミガキ B 黄橙 完形 埋土
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1.弥生土器観察表

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 品 底脚 口（a) 頸（b) 百（c) 幅mm／本数 内 外

45 小型鉢 (128) 50 34 ミガキ ミガキ B 橙 ロ％欠 埋土

46 小型鉢 (135) 57 35 ミガキ ミガキ B にぶい橙 灼 埋土

47 有孔鉢 (44) 孔ll| ミガキ ミガキ E 橙 体～底灼 埋土

C区 303号住居跡出土弥生土器（第561• 562図 PL. 203 • 204) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

胎色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底憐 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外 土

1 大型壺 292 ミガキ C 橙 ロ 埋土

2 大型壺 (230) a棒状貼付 ナデ ミガキ A 橙 口片 埋土

3 褒 (196) a2波 b簾 ミガキ ケズリ A にぶい橙 被熱 □)/4 貯蔵穴

4 壺 b2止簾 c櫛描T字文 17/9 ナデ ミガキ A にぶい橙 百片 埋土

5 甕 (160) a波 b3止簾 c波 15/12 ミガキ ミガキ A 橙 胴被熱 口～肩灼 床右

6 甕 156 b2止簾 c3波 11/6 ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 口～肩煤 口～H祝i 埋土

7 小型甕 130 a羽 b2止簾 c羽 15/7 ミガキ c明赤褐 胴内こげ ロ～肩％ 埋土

8 小型竪 132 217 50 b2止簾 14/9 ミガキ ミガキ A にぶい褐 胴被熱 胴一部欠 埋土

9 梵 (154) b3止簾 c2波 14/8 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 胴被熱 ロ．胴怜欠 埋土

10 小型甕 (144) b2止簾 c2波 20/12 ミガキ ミガキ D灰褐 口煤 口～胴片 埋土

II 甕 (160) a積上 b等止簾 12/8 ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 全体被熱 ロ～肩％ 埋土

12 小型甕 (148) 186 60 ミガキ ミガキ B 明赤褐 下半被熱 口½欠 埋土

13 小型甕 (45) b2止簾 c5波 ミガキ ミガキ C 橙 胴～底灼 埋土

14 （台付甕） 161 b乱れた簾 c斜線 ミガキ ミガキ B 赤褐 胴被熱 口～胴 埋土

15 小型甕 142 185 62 a積上 ミガキ ミガキ C にぶい橙 下半被熱 ロ胴％欠 埋土

16 台付甕 152 b3止簾 16/10 B にぶい橙 下半被熱 脚欠 埋土

17 （大型高杯） (282) ミガキ ミガキ A 橙 ロ～体灼 埋土

18 台付甕 40 ミガキ ミガキ A 橙 被熱 脚～胴下 埋土

19 小型高杯 115 90 64 ミガキ ミガキ D浅黄橙 ロ％．底％欠 埋土

20 （小型尚杯） (140) ミガキ ミガキ A 橙 口～底％ 埋土

21 小型鉢 (160) ミガキ ミガキ F にぶい橙 ロ～体％ 埋土

22 小型鉢 (134) 50 (30) ミガキ ミガキ B にぶい橙 口～底片 埋土

23 小型鉢 (118) 52 30 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ％ 床中央

24 （台付甕） 65 ナデ ミガキ B 赤褐 脚 埋土

25 台付甕 90 ナデ ミガキ B にぶい橙 脚 埋土

26 小型鉢 136 70 40 ミガキ ミガキ B 浅黄橙 口％欠 埋土

27 小型鉢 (124) 68 34 ミガキ ミガキ A 橙 口％欠 埋土

28 （小型甕） 43 剥離 ミガキ A 赤褐 胴～底 床右．埋土

29 （小壺） (81) a積上 A にぶい黄橙 被熱か 口～頸¾ 埋土

30 小型鉢 148 51 39 ミガキ ミガキ A 橙 ロ～体¾欠 埋土

31 小型鉢 (115) 53 28 ミガキ A 橙 口～底¾ 埋土

32 小型鉢 (116) 58 28 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ロ％欠 埋土

33 （小壺） (90) b2止簾 c波 8/6 ミガキ ミガキ A 褐 口～体¾ 埋土

34 小型鉢 116 44 29 a2孔 ミガキ ミガキ B 橙 ロ～体怜 貯蔵穴．床右．埋土

35 小型鉢 94 49 35 ミガキ ミガキ B 橙 完形 埋土

36 蓋 206 ミガキ ミガキ D褐 ％ 埋土

37 蓋 74 45 紐34 a積上 ナデ A にぶい橙 紐灼 床中央

38 小壺 30 ナデ ナデ D にぶい橙 頸～底 貯蔵穴周辺

39 片口鉢 (132) 116 60 a2孔 剥離 剥離 A 明赤褐 炭化物付着％ 埋土

40 甕 67 ミガキ ミガキ A 橙 被熱 胴～底½ 埋土

41 有孔鉢 194 89 50 孔221 ミガキ ミガキ A 橙 全体被熱 口悦欠 埋土

c区 324号住居跡出土弥生土器（第563~565図 PL. 205) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅皿／本数 内 外

1 大型壺 (221) b等止簾 c5波 12/7 ミガキ ミガキ B にぶい橙 ロ～胴 埋土

2 甕 180 b3止簾 c7波 12/7 ミガキ ミガキ A にぶい橙 肩煤 口～胴 床入口．埋土

3 大型壺 (206) a2波 D にぶい黄橙 口片 埋土

4 壺 剥離 ミガキ F黄橙 頸％ 埋土

5 小型壺 (80) b2止簾 11/8 ナデ ミガキ B にぶい橙 口～肩％ 埋土

6 小型甕 b4止簾 c羽．簾 10/6 ミガキ ミガキ A 褐 口～肩％ 埋土

7 小型壺 113 b3止簾 c6波 16/10 ミガキ ミガキ B 橙 ロ～肩灼 埋土

8 小型甕 (116) b3止簾 12/9 ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 胴下被熱 口～胴％ 埋土

9 甕 (170) b2止簾 c3波 13/8 ミガキ ミガキ A 橙 ロ～肩％ 埋土

10 甕 (210) b3止簾 c波 13/9 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～月％ 埋土

11 小型甕 134 b3止簾 c3波．3止簾 10/5 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴被熱 ロ～胴 埋土
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c区 303 • 324 • 332号住居跡出土弥生土器

番号 器種
計側値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 展 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外

12 小型甕 (130) a積上 b2止簾 c波 11/7 ミガキ A 赤褐 全体被熱 口～肩½ 埋土

13 甍 150 ミガキ ミガキ A にぶい褐 ロ 埋土

14 小型甕 138 207 58 a~c波 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴被熱 完形 貯蔵穴周辺

15 甕 (220) a波 b波 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 一部被熱 口片汎 埋土

16 甕 (162) a3波 b波 ミガキ A にぶい橙 口片 埋土

17 （台付甕） (160) a波 b2止簾 c2波 11/9 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～胴 埋土

18 （台付甕） (136) b2止簾 c波 ミガキ ミガキ A 赤褐 全体被熱 口～胴上％ 床中央．埋土

19 （台付甕） (180) b2止簾 c3波 14/7 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 胴下煤 口～胴％ 床右．埋土

20 甕 (202) a積上 （ミガキ） ナデ B 浅黄橙 口片 埋土

21 甕 (182) a積上 b波 ミガキ A にぶい橙 一部被熱 ロ％ 埋土

22 甕 (184) a積上 ミガキ A にぶい褐 内面こげ 口％ 埋土

23 小型甕 147 97 44 b2止簾 c2波 14/8 ミガキ ミガキ B にぶい橙 胴下被熱 完形 床中央

24 小型甕 (108) a積上 b~c波 ミガキ ナデ A 橙 口～頸乃 埋土

25 甕 a編紐 ミガキ A 褐 口片 埋土

26 甕 a編紐 （ミガキ） A 褐 被熱 口片 埋土

27 甕 a一部斜縄．波 RL ミガキ A 褐 被熱 口片 埋土

28 甕 C編紐 ミガキ ミガキ A にぶい橙 肩片 埋土

29 s字甕 a弱い面取り ハケメ ナデ (A)褐 口片 埋土

30 壺 b簾 c羽 17 /9 ナデ ミガキ B にぶい橙 肩片 埋土

31 甕 C編紐 ナデ ミガキ A 褐 頸片 埋土

32 甕 b斜縄 無節R A 橙 頸片 埋土

33 甕 c太沈線の三角連繋文 （丸棒） A 灰褐 体片 埋土 中期

34 小型甕 42 ミガキ ミガキ A 黒褐 胴下被熱 口～体¾欠 埋土

35 （小壺） b2止簾 c波 12/9 ミガキ ナデ A にぶい橙 頸～胴 埋土

36 宜= (54) ハケメ ミガキ A にぶい橙 胴½ 埋土

37 甕 75 ミガキ ミガキ A 橙 全体被熱 体～底％ 床中央．床入口．埋土

38 甕 70 ミガキ ミガキ A にぶい橙 被熱色変 胴～底 埋土

39 高杯 (260) ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～体片 埋土

40 大型尚杯 (328) ミガキ ミガキ A 浅黄橙 口片 埋土

41 高杯 (240) ミガキ ミガキ A にぶい橙 口片 埋土

42 高杯 (260) ミガキ ミガキ A 浅黄 口片 埋土

43 高杯 195 164 97 ミガキ ミガキ B 橙 ロ％欠 埋土

44 高杯 ミガキ B 橙 脚上半 埋土

45 蓋 ミガキ ミガキ A にぶい橙 天井部 埋土

46 鉢 (22) ミガキ ミガキ A 橙 体～底％ 埋土

47 高杯 (181) ミガキ ミガキ B にぶい褐 脚％ 埋土

48 尚杯 脚部三角透し 4ヶ所 ミガキ ミガキ B 橙 脚柱 埋土

49 （小型高杯） (100) ミガキ ミガキ F にぶい橙 杯 床中央．埋土

50 小型鉢 (121) a2孔 F 淡黄 口片 埋土

51 小型鉢 (148) 64 (30) ミガキ ミガキ F にぶい橙 易 埋土

52 小型鉢 (130) 60 30 ミガキ ミガキ A 赤褐 被熱 口¾欠 床面

53 小型鉢 133 54 35 ミガキ ミガキ A 黄橙 ½ 埋土

54 小型鉢 050) 63 42 ミガキ ミガキ A 黄橙 口～底½ 埋土

55 小型鉢 (122) 53 34 ミガキ E 浅黄橙 ロ～底 埋土

56 小型鉢 (124) 40 33 ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 口～底％ 埋土

57 高杯 脚部穿孔 5ヶ所 ミガキ ミガキ C 灰黄褐 脚％ 埋土

58 ミニチュア器台 36 44 74 ナデ ナデ A にぶい橙 脚灼欠 埋土

59 窃一 80 ミガキ ミガキ A 灰褐 胴％ 埋土

60 有孔鉢 54 孔14I ナデ ナデ D にぶい橙 胴～底 埋土

61 窃士 88 ミガキ ミガキ B にぶい橙 底 埋土

62 大型壺 110 ミガキ ミガキ E 橙 底 埋土

63 紡錘車 40 厚18 孔 6 重32gI ミガキ ミガキ A 赤褐 完形 埋土

c区 332号住居跡出土弥生土器（第566図 PL. 206) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 古回 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外

l 大型壺 (122) c羽．直線文 12/7 剥離 ミガキ C にぶい黄橙 胴¼ 床奥

2 甕 b2止簾 c波 11/7 ミガキ B にぶい橙 胴被熱 頸～胴％ 埋土

3 梵 b~c波 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴被熱 頸～胴乃 床右

4 高杯 190 ミガキ ミガキ A 明赤褐 杯沼 埋土

5 小甕 105 87 40 ナデ ミガキ B 橙 口～体％ 埋土

6 有孔鉢 42 孔15 | ミガキ ミガキ A 黒 底 埋土
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1.弥生土器観察表

c区 336号住居跡出土弥生土器（第567• 568図 PL. 206) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 姐 存 出土位置備考
ロ 尚 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻血1本数 内 外

l 壺 (212) a羽 ヘフ ミガキ ミガキ D にぶい橙 ロ％ 床右．埋土

2 壺 (250) 剥離 ミガキ A 橙 ロ 埋土

3 壺 b3止簾 c羽． 2止簾 ll/8 ミガキ ミガキ A 橙 頸～胴 床右．埋土

4 塑 (213) b簾 ミガキ ミガキ A 橙 口屍 埋土

5 甕 182 a4波 b2止簾 c3波 18/13 ミガキ ミガキ A にぶい褐 胴被熟 口～肩 床奥．埋土

6 小型台付甕 (96) a~c波 ミガキ ミガキ A にぶい褐 胴被熱 口～胴％ 埋土

7 小型甕 ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 頸～胴 床奥

8 甕 70 b3止簾 c3波 21/12 ミガキ ミガキ B 明橙 胴下こげ 頸～底 埋土

9 甕 156 c波 ミガキ ミガキ A 橙 胴内面こげ 口～胴％ 埋土

10 小型甕 132 ミガキ ミガキ A 黒褐 全体被熱 口～胴％ 床中央．埋土

11 小型甕 100 ミガキ ミガキ C 橙 口～胴屍 埋土

12 高杯 (140) a瘤状突起 4ヶ所 ミガキ ミガキ F にぶい橙 口片 埋土

13 小型品杯 104 ミガキ ミガキ B にぶい橙 杯¾ 埋土

14 小型高杯 (139) ミガキ ミガキ A にぶい橙 杯易 埋土

15 晶杯か鉢 (178) ミガキ ミガキ A にぶい橙 口 ½ 床中央．埋土

16 小型台付甕 (114) b3止簾 10/7 ミガキ ミガキ C にぶい橙 口～体¾ 埋土

17 台付甕 90 ナデ ミガキ A 橙 脚 埋土

l 8 尚杯 90 ケズリ ミガキ A 浅黄橙 脚怜 埋土

19 蓋 (76) ミガキ ミガキ A 赤褐 紐 埋土

20 蓋 48 ナデ ミガキ A にぶい黄橙 紐 埋土

21 壺 69 c波 ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 胴～底 埋土

22 小型壺 40 ナデ ミガキ A 橙 底 床右

23 甕 84 ミガキ ミガキ B にぶい褐 内面こげ 胴～底 埋土

C区 338号住居跡出土弥生土器（第569図 PL. 204) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

皐色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅四／本数 内 外

］甕 175 b2止簾 c波 15/9 ミガキ ミガキ B にぶい橙 頸煤 口～肩 床右．埋土

2 甕 210 b2止簾 c波 17/9 ミガキ ミガキ A 橙 口煤 口～肩 埋土

3 甕 a積上 a~C斜縄 L A 赤褐 口片 埋土

4 甕 a斜縄 b簾 LR ミガキ A にぶい褐 口片 埋土

5 甕 (162) a積上 b3止簾 c波 16/10 ミガキ A 褐 口～頸½ 床左．埋土

6 甕 190 ミガキ ミガキ B にぶい橙 頸煤 口 埋土

7 小型甕 (110) ミガキ ミガキ A 灰黄褐 内面こげ ロ～胴¼ 床中央

8 甕 b4波 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 下半被熱 頸～胴¾ 埋土

9 甕 c波 18/7 ミガキ ミガキ B にぶい褐 胴煤 肩 埋土

10 小型壺 50 ナデ ナデ B 淡黄 胴～底 埋土

11 尚杯 180 ミガキ ミガキ B にぶい橙 杯％ 床中央

12 高杯か鉢 (190) ミガキ ミガキ A にぶい褐 破片 埋土

13 小型鉢 151 53 44 ミガキ ミガキ A 灰褐 ¾ 埋土

14 小型鉢 135 68 46 ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 体被熱 口一部欠 埋土

15 器台 55 脚部穿孔 3ヶ所 ナデ ナデ B にぶい橙 口～台 埋土

16 ミニチュア鉢 29 ミガキ ミガキ A 淡黄 口欠 床中央

C区 339号住居跡出土弥生土器（第570図 PL. 206) 

番号I 器種 □ill脚 I 口：様頸:b「:(C) 1：：：：よ

整

内

形

外
剛色調 使用痕 I 遺 存 I 出土位置備考

I I小型高杯 I 137 ミガキ Iミガキ I Fl淡黄 杯¾ 埋土

C区 344号住居跡出土弥生土器（第571• 572図 PL. 207 • 208) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻mm／本数 内 外

l 甕 (214) 373 97 b2止簾 c3波 12/8 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 胴一部欠 埋土

2 甕 (179) b2止簾 c5波 15/10 ミガキ ミガキ B にぶい橙 全体被熱 口～胴¾ 埋土

3 甕 (200) b2止簾 c3波 ミガキ ミガキ B 橙 口～胴 埋土

4 甕 58 b3止簾 c羽 10/7 ミガキ ミガキ A 褐 頸～肩煤 口欠 床中央．埋土

5 癌 165 269 80 b2止簾 c4波 14/7 ミガキ ミガキ A 褐 肩煤 完形 埋土

6 甕 185 b2止簾 c6波 11/8 ミガキ ミガキ A 褐 肩煤 口～胴 埋土

7 小型甕 133 b波 c羽 12/9 ナデ ナデ A 橙 頸煤 ロ～肩 埋土

8 小型甕 132 ナデ ミガキ A 赤褐 口～胴 埋土
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C区 336·338•339•344·345·347•353号住居跡出土弥生土器

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

屋色調 使用痕 遺 存 出土位四備考
ロ 吉向 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

9 甕 165 258 72 b3止簾 C 2波 19/10 ミガキ ミガキ D 橙 胴下被熱 胴一部欠 埋土

10 甕 211 295 82 b~c4波 ミガキ ミガキ C 橙 胴中煤 胴一部欠 床中央．埋土

11 甕 a斜縄 R ミガキ A 橙 口片 埋土

12 甕 182 281 90 b~c4波 ミガキ ミガキ B橙 ロ～肩煤 胴口％欠 埋土 底灰

13 （壺） b2止簾 c直線的な波 13/7 ナデ ミガキ D 淡黄 肩～胴 埋土

14 高杯 (240) A にぶい橙 口片 埋土

15 台付甕 (85) ナデ ミガキ A にぶい橙 被熱 脚 埋土

16 小型鉢 (150) 68 54 ミガキ ミガキ A 明赤褐 ロ～底玲 埋土

17 小型鉢 148 71 50 ミガキ ミガキ F にぶい橙 口底一部欠 埋土

18 小型鉢 (150) a2孔 ミガキ ミガキ A 橙 口～体片 埋土

19 小型鉢 (116) 60 34 ミガキ ミガキ A 淡黄 口体¾欠 埋土

20 有孔鉢 42 ミガキ ナデ B にぶい橙 底 埋土

21 士g 90 ナデ ミガキ F にぶい橙 底片 埋土 木葉痕

22 大型壺 164 ナデ ナデ D 浅黄橙 底¾ 埋土

c区 345局住居跡出土弥生土器（第573図）

番号 I 器種
計測値(mm) 文様の特徴 I施文具

ロ I 高 I底．脚 I 口（a) 頸（b) 肩(c) I輻mm／本数

整

内

形
冒

ー 壺
b2止簾 c羽 ミガキ

口色調

A 橙

□： 存 I 出土位置備考

肩片

C区 347号住居跡出土弥生土器（第574• 575図 PL. 208 • 209) 

番号 器種
計刹値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 古r司 底脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 幅mm/本数 内 外

］ 大型壺 264 b4止簾 c6波 15/8 剥離 ミガキ A 橙 口～肩½ 床中央．埋土

2 大型壺 (270) 剥離 ミガキ B 淡黄 口灼 埋土

3 小型壺 157 245 60 b2止簾 c羽 16/8 ミガキ ミガキ B 明褐 口灼欠 埋土

4 小型甕 139 203 54 b3止簾 c2波 16/9 ミガキ ミガキ A 橙 胴一部欠 埋土

5 小型甕 (145) a~c5波 ミガキ A 橙 口～胴 床中央．埋土

6 癌 164 a積上 b波 c簾 B 橙 口～頸 埋土

7 甍 c斜縄 LR ミガキ C 灰黄褐 被熱 頸 埋土

8 小型甕 110 150 40 a~c4波 ミガキ ミガキ A 灰黄褐 胴被熱 口一部欠 埋土

9 甕 65 b波 ミガキ ミガキ A にぶい橙 肩煤 肩～底 床中央．埋土

10 台付甕 139 197 90 b2簾 c斜線 ミガキ ミガキ A 橙 胴被熱 脚％欠 埋土

11 高杯 60 ナデ ミガキ B 明赤褐 脚 埋土

12 ミニチュア裔杯 54 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口欠 埋土

13 小型鉢 130 46 38 ミガキ ミガキ A 淡黄 ロ％欠 323住と誼複

14 小型鉢 (160) 56 (40) ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～底灼 埋土

15 鉢 34 ミガキ ミガキ A にぶい橙 体～底 埋土

16 小型鉢 150 66 34 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口～底½ 埋土

17 甍 93 ミガキ ミガキ C にぷい橙 胴下被熱 胴～底％ 埋土

18 中型壺 95 ミガキ D にぶい橙 胴～底 埋土

19 斐 ミガキ ミガキ B にぶい橙 胴～底 埋土

20 大型壺 134 ナデ ナデ E にぶい橙 底 埋土

21 紡錘車 43 厚16 孔 6 重33g ミガキ ミガキ B 明赤褐 完形 埋土

22 紡錘車 56 厚14 孔 6 菫28g ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 ½ 埋土

23 紡錘車 (73) 厚19 孔(8) 頂51g ミガキ ミガキ A 橙 ％ 埋土

24 紡錘車 63 厚］6 孔 6 菫77g ミガキ ミガキ D 明赤褐 完形 床左．埋土

c区 353号住居跡出土弥生土器（第576~578図 PL. 210) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 尚 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 稲mm／本数 内 外

l 壺 (262) a積上 ミガキ ナデ B 黄橙 口片 埋土

2 壺 a積上．刻み．爪押圧 ヘフ ミガキ A 浅黄橙 口片 床奥．埋土

3 甕 155 a積上 b3止簾 c4波 10/7 ナデ ナデ B にぶい赤褐 肩胴被熱 口～胴 埋土

4 壺 b3止簾 c簾．T字文 ミガキ F にぶい橙 肩片 埋土

5 大型壺 b~c5斜縄 RL ミガキ ミガキ G にぶい橙 頸～屈片 埋土

6 嬰 185 280 75 b3止簾 c4波 16/8 ミガキ ミガキ B にぶい褐 胴下被熱 ％ 埋土

7 小型甕 (120) 120 48 b2止簾 c波 18/11 ミガキ ミガキ B 明赤褐 胴被熱 口～肩灼欠 埋土

8 型 (155) b3止簾 c4編紐 13/9 ミガキ ミガキ A 明褐 爵胴煤 口～胴¾ 床左．埋土

9 壺 C大きな波 ナデ ミガキ B にぶい橙 肩～胴片 埋土

10 壺 c波 ミガキ ミガキ A 明赤褐 胴片 床中央．埋土

11 小型甕 (98) 100 42 ミガキ ミガキ A にぶい褐 全体被熱 口～体％欠 埋土
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1.弥生土器観察表

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 追 存 出土位訟備考
ロ 尚 底脚 口（a) 頸（b) 同(c) 幅mm／本数 内 外

12 甕 233 303 70 b~c斜縄 RL ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴下被熱 口体一部欠 床中央ピット ］貯穴埋土

13 （台付聾） 148 b簾＋斜線文 ミガキ ミガキ A 褐 口煤付着 ロ～胴 埋土

14 鉢 (210) ミガキ ミガキ A 褐 被熱 口体於 床左

15 鉢 a2孔 ミガキ ミガキ F浅黄橙 口片 埋土

16 ミニチュア壺 22 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 口欠 埋土

17 （高杯） 100 ミガキ ミガキ A 橙 脚 埋土

18 台付斐 (88) ミガキ ミガキ B 橙 被熱 脚½ 埋土

19 高杯 ミガキ ミガキ F浅黄 脚％ 埋土

20 高杯 (200) ナデ ミガキ F灰白 脚 床左

21 有孔鉢 45 孔12I ミガキ ミガキ A 褐 胴～底 床左

C区 354号住居跡出土弥生土器（第579図 PL. 210) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 辺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm/本数 内 外

］ 中型壺 232 382 90 b3止簾 C 4波 15/9 ミガキ EA橙 肩灼欠 床右

2 中型壺 (182) b波 ミガキ ミガキ C 橙 口片¾ 埋土

3 甕 (166) b4止簾 c波 15/9 ナデ A にぶい橙 口～肩％ 床中央．埋土

4 小型甕 (117) 138 54 b2止簾 14/6 ナデ A にぶい橙 全体被熱 ％欠 埋土

5 小型甕 (135) a~c波 ミガキ ナデ A 橙 肩被熱 口～肩¾ 床奥．埋土

6 甕 155 265 75 a積上 b~c5波 15/7 ミガキ ミガキ A にぶい橙 胴下被熱 胴一部欠 床右

7 高杯 (150) ナデ ハケメ A 淡黄 脚½ 床奥

8 小型高杯 138 104 (82) ミガキ ミガキ C にぶい橙 脚％欠 床左

9 （晶杯） 73 ナデ ナデ C 橙 脚 埋土

10 g 士 85 ミガキ ミガキ A 橙 胴～底 床中央

C区 361号住居跡出土弥生土器（第580図 PL. 211) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 逍 存 出土位置備考
ロ 高 底脱 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外

l 甕 195 250 75 ハケナデ ハケメ A 褐 胴被熱 ロ½欠 埋土

2 梵 (175) b~c8波 ミガキ ミガキ B 褐 胴下被熱 口一部．底欠 埋土

3 兜 186 b波 ミガキ ミガキ B にぶい橙 外面煤 口 埋土

4 小型甕 140 168 70 C編紐 ミガキ ミガキ A 明赤褐 頸～胴煤 口一部欠 埋土

5 甕 162 220 61 C 3波 17 /12 ミガキ ミガキ B 橙 胴下被熱 胴一部欠 埋土

6 小型鉢 162 a2孔 ミガキ ミガキ F にぶい橙 口～体¾ 埋土

7 小型鉢 152 67 60 ミガキ ミガキ F橙 ％ 埋土

8 片口鉢 (113) 78 60 ミガキ ミガキ D 橙～黒褐 被熱 口¾欠 埋土

9 有孔鉢 57 孔111 ミガキ ミガキ A 明橙 胴～底 埋土

10 鉢 58 ミガキ ミガキ A にぶい橙 被熱 胴～底 埋土

11 紡錘車 43 厚12 孔 6 頂22g I ミガキ A 橙 側縁欠 埋土

C区 364号住居跡出土弥生土器（第581図 PL. 211) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

璽色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
口 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻瓢1本数 内 外

l 壺 (264) a2波 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 口片 埋土

2 甕 150 a積上 b波．4止簾 c波 11/6 ミガキ A にぶい褐 被熱 ロ％ 床奥

3 小型塾 (130) a~c波 ミガキ A にぶい橙 口％

4 小型甕 122 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ロ 床奥

5 壺 a積上刻み ヘフ ミガキ ナデ A 赤褐 口片 床左

6 甕 a積上斜縄 RL ミガキ D 橙 □片 埋土

7 （壺） c2斜縄 LR D 淡黄 肩片 床奥

8 小型斐 132 115 50 b2止簾 14/8 ミガキ ミガキ A にぶい褐 胴被熱 完形 床奥

9 甕 85 ミガキ ミガキ C にぶい褐 被熱 胴～底 貯穴．床左

10 高杯 (200) ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 杯％ 埋土

11 高杯 (96) ミガキ ミガキ A 淡黄 脚灼 埋土

12 ミニチュア甕 (44) 46 26 ナデ ナデ A にぶい黄橙 ロ％欠 埋土

c区 366号住居跡出土弥生土器（第582図 PL. 211) 

］ l::1測：（m|m; 脚□9b::(C)1-| ：：：整 1::  ：1：色調 1全二 I；こ： I：□こ
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c区354• 361 • 364 • 366, DS区103・109号住居跡出土弥生土器

DS区 103号住居跡出土弥生土器（第583~586図 PL. 212 • 213) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位四備考
ロ 高 底脚 ロ（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

1 大型壺 (271) ミガキ ミガキ A 褐 口頸％ 埋土

2 大型壺 (260) ミガキ ミガキ F にぶい橙 口灼 床中央

3 中型壺 180 b3止燦 C 2波 15/8 ミガキ A にぶい橙 被熱 ロ～胴 埋土

4 大型壺 220 b2止簾 c羽波 12/9 ミガキ ミガキ A にぶい橙 一部被熱 口～胴 埋土

5 無頸壺 (160) C 2斜縄 RL ミガキ ミガキ A 橙 ロ～体 入口左隅

6 小型壺 70 b2止簾 c4波 12/11 ミガキ ミガキ A にぶい橙 頸～底 埋土

7 甍 (210) b2止簾 c3波 14/8 ミガキ ミガキ A 橙 ロ～肩k 埋土

8 甕 (176) b2止簾 c6波 12/10 ミガキ ミガキ A 明赤褐 口～爵怜 埋土

9 甕 180 b2止簾 c波 14/11 ミガキ ミガキ A 橙 口頸％ 埋土入□左隅

10 小型梵 153 197 58 b3止簾 c2波 15/9 ミガキ ミガキ C 橙 胴被熱 胴一部欠 床奥中央

11 小型吏 (140) b2止簾 c3波 12/11 ナデ ミガキ A 橙 胴被熱 口～胴怜 埋土

12 小型甕 148 (270) 78 b~c4波 8/5 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口煤 口～胴 床右埋土

13 小型翌 158 233 72 b~c3波 14/7 ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 胴下被熱 完形 埋土

14 小型甕 155 22 67 b~c3波 10/5 ミガキ ミガキ A 橙 胴下被熱 口～底％ 埋土

15 更 168 a5積上b2止廉c5波 14/10 ミガキ D にぶい褐 胴被熱 ロ～肩ki 埋土

16 甕 (22) a波 b2止簾 c波 15/9 ミガキ ミガキ A にぶい橙 全体被熱 ロ～胴乃 床入ロピット7埋土

17 翌 剥離 ミガキ A にぶい黄橙 胴上煤 頸～胴灼 床中央埋土

18 甕 (178) ミガキ ミガキ C にぶい橙 肩煤 ロ～胴 埋土

19 小型甕 (120) b~c3波 12/5 ミガキ ミガキ A 橙 胴被熱 口～胴 埋土

20 小型甕 127 a3栢上 b4止簾c3波 14/8 ミガキ C にぶい橙 肩煤 ロ～胴 埋土

21 小型甍 (140) a3波 b3止簾 c波 14/9 ミガキ ミガキ A 褐 訂煤 口～肩¾ 埋土

22 小型甕 (126) a3波 b2止簾 c波 15/10 ミガキ A 暗赤褐 ロ～肩％ 埋土

23 小型斐 119 b3止簾 c直線文 16/10 ミガキ ミガキ A 灰褐 胴被熱 口～胴 埋土

24 小型甕 127 165 55 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ロ～胴被熱 胴一部欠 埋土

25 小型甕 (123) b3止簾 8/4 ミガキ ミガキ A にぶい褐 眉煤 口～肩怜 埋土

26 小型甕 46 a積上 b2止簾 c3波 10/7 ミガキ ミガキ D 橙 胴中被熱 胴～底一部欠 床入口左隅

27 小型甕 (110) 144 48 a~C 2斜縄 LR ミガキ ミガキ A にぶい橙 口灼欠 埋土

28 甕 b2止簾 C 5波 13/9 ミガキ ミガキ A 褐 胴被熱 肩～胴 埋土

29 甕 c波 ミガキ ミガキ A 褐 肩煤 開片 埋土

30 甕 c波 ミガキ ミガキ A 橙 胴上煤 胴灼 埋土

31 高杯 (227) ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 ロ～体材 埋土

32 小型高杯 (114) ミガキ ミガキ A 明赤褐 口％ 埋土

33 （小甕） (68) b簾か ナデ ナデ A 橙 口頸¾ 埋土

34 高杯 (150) 脚部三角透し 4ヶ所 ナデ ミガキ F にぶい黄橙 脚％ 埋土

35 高杯 (76) ミガキ ナデ A 明赤褐 脚灼 埋土

36 高杯 ミガキ ミガキ C にぶい黄橙 杯灼 埋土

37 小型高杯 68 ナデ ミガキ F にぶい橙 脚 埋土

38 小型高杯 89 ナデ ナデ A 橙 脚¾ 埋土

39 小型鉢 (136) 45 32 ミガキ ミガキ F 橙 口大部分欠 埋土

40 小型鉢 (26) ミガキ ミガキ C 灰褐 体～底¾ 埋土

41 小型鉢 (130) ミガキ ミガキ F 明赤褐 口片 埋土

42 小型鉢 141 63 40 ミガキ ミガキ E 橙 口½欠 埋土

43 小型鉢 (140) 60 38 ミガキ ミガキ F 橙 ロ～底％ 埋土

44 ミニチュア鉢 94 35 36 ナデ ナデ A にぶい橙 口％欠 埋土

45 片口鉢 (152) 70 35 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ロ～底灼 埋土

46 鉢 40 ミガキ ミガキ A にぶい橙 底 埋土

47 小型鉢 24 ミガキ ミガキ A 橙 底 埋土

48 有孔鉢 262 133 40 孔16I ミガキ ミガキ B 橙 口％欠 埋土

49 有孔鉢 44 孔141 ミガキ ミガキ B にぶい黄褐 底 埋土

50 鉢 31 ミガキ ミガキ C にぶい黄橙 体～底 埋土

51 紡錘車 (55) 厚19 孔 7 重29gI ミガキ ミガキ A 橙 灼 埋土

52 甕 57 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 胴下被熱 胴～底 埋土

53 大型壺 101 ミガキ ミガキ A 橙 胴～底 埋土

54 大型壺 174 ナデ ミガキ A 明赤褐 底 埋土

55 大型壺 92 ミガキ ミガキ G 赤褐 底 ピット 17

DS区 109号住居跡出土弥生土器（第587図 PL. 214) 

番号 器種
u卜測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

1 大型壺 244 a波 b6止簾 ミガキ ミガキ B 浅黄橙 口頸％ 埋土

2 小型壺 (160) ミガキ ミガキ F浅黄橙 口頸％ 埋土

3 甕 160 a2波 b2止簾 C2波 14/8 ミガキ ミガキ B 赤褐 胴被熱 ロ～胴 埋土
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1.弥生土器観察表

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

塁色調 使用痕 追 存 出土位置備考
ロ 古回 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻mm／本数 内 外

4 甕 (164) a3波 b2止簾 c3波 15/12 ミガキ ミガキ B にぶい橙 胴被熱 口～胴½ 埋土

5 小型壺 72 b2止簾 c斜線 15/6 剥離 ミガキ C にぶい黄橙 口欠．洞一部欠 埋土

6 小型甕 (140) b3止簾 c波 10/7 ミガキ ナデ C橙 被熱 口～同片 埋土

7 小型甕 137 160 60 b3止簾 C編紐 16/7 ミガキ ミガキ C 橙 胴被熱 胴下部¾欠 埋土

8 高杯 (210) ミガキ ミガキ A 褐 杯％ 埋土

9 高杯 208 ミガキ ミガキ B橙 杯¾ 埋土

10 小壺 105 116 55 b3止簾 11/6 ミガキ ミガキ A にぶい橙 完形 埋土

11 高杯 ハケメナデ ミガキ F橙 脚片 埋土

12 甕 (98) ミガキ ミガキ A にぶい褐 被熱か 底 埋土

13 尚杯 くびれ部に凸帯．櫛施 ナデ ミガキ A 橙 脚ki 埋土

文具による刺突．脚に

3列 4段列点文 4ヶ所

14 紡錘車 53 厚15 孔 7 重5lg| ナデ ナデ A にぶい橙 完形 埋土

15 紡錘車 40 厚20 孔 6 重32g I ミガキ ミガキ F橙 完形 埋土

DS区 111局住居跡出土弥生土器（第588~590図 PL. 215 • 216) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

墨色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 尚 底．脚 口（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外

1 斐 (160) b2止簾 16/9 ミガキ ミガキ B にぶい橙 被熱 口～胴½ 埋土

2 大型壺 a3斜縄 LR ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 口片 埋土

3 甕 b2止簾 12/10 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ロ

4 大型壺 b3止簾 c羽 20/12 剃離 ミガキ D 橙 口頸¾ 床奥埋土

5 （甕） (198) b2止簾 ミガキ 日ナデ ミガキ B にぶい橙 口頸％ 奥右埋土

6 甕 168 ミガキ ナデケズリ A にぶい橙 ロ 埋土

7 甕 164 a3波 b2止簾 c3波 20/12 ミガキ ミガキ A 浅黄橙 胴被熱 口～胴 埋土

8 褒 (180) b2止燦 c波 11/6 ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 肩被熱 口～肩％ 埋土

9 甕 152 b~c7波 ミガキ ミガキ A 浅黄橙 口～肩 床中央埋土

10 甕 (158) a積上 ミガキ ミガキ A にぶい橙 口頸灼 埋土

11 甕 (162) a2波 b3止簾 C2波 15/9 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 胴被熱 口～胴H 床中央埋土

12 小型甕 (140) b~c2斜縄 R ミガキ ミガキ A 褐 胴被熱 底欠 埋土

13 小型甕 (130) 205 60 a積上 ミガキ ミガキ A 褐 肩煤胴被熱 ロ．胴％欠 埋土

14 甕 a積上b2止簾c4斜縄 RL 18/9 ミガキ ミガキ C にぶい黄橙 頸～胴 床中央床右埋土

15 小型甕 (1 18) b3止簾 16/10 ミガキ ミガキ A にぶい橙 肩煤 口頸％ 埋土

16 小型甕 (120) a~c5波 12/7 ミガキ A 橙 口～胴灼 埋土

17 小型甕 102 b2止簾 c波 13/8 ミガキ ロナデ B橙 口頸％ 埋土

18 小型壺 (40) b簾 c2波 11/7 ナデ ミガキ A 赤褐 胴～底％ 埋土

19 甕 a積上 b3斜縄 R ミガキ ナデ A 褐 頸肩片 埋土

20 小型壺 b2止簾 c羽．波 12/10 ナデ ミガキ A 橙 被熱 頸～胴½ 埋土

21 甕 c波 16/10 ナデ A にぶい橙 被熱か 胴片 埋土

22 一g c羽．波 15/10 ナデ F黄褐 肩片 埋土

23 立・= c羽．波 11/10 ナデ ミガキ F にぶい橙 百片 埋土

24 高杯 154 ミガキ ミガキ A 橙 杯 埋土

25 小型高杯 120 ミガキ ミガキ B橙 脚欠 埋土

26 小型高杯 123 ミガキ ミガキ B にぶい橙 脚欠 埋土

27 小型台付甕 ミガキ ミガキ B にぶい橙 内面こげ 体～脚 埋土

28 小型高杯 62 ナデ ミガキ F灰褐 脚％ 埋土

29 台付甕 10 ナデ ミガキ C にぶい橙 被熱か 脚下半分 埋土

30 台付甕 82 ナデ ミガキ B にぶい黄橙 脚 床中央埋土

31 高杯 (1]4) 脚部三角透し 4ヶ所 ミガキ ミガキ B にぶい橙 脚片 埋土

32 ミニチュア裔杯 42 33 40 ナデ ナデ A 橙 口一部欠 埋土

33 商杯 (128) ナデ ナデ A にぶい橙 脚％ 埋土

34 高杯か鉢 148 ミガキ ミガキ B にぶい黄橙 杯 埋土

35 鉢 (134) ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 口～底½ 埋土

36 小型無頸壺 62 83 37 ミガキ ミガキ A にぶい橙 ％ 埋土

37 （小壺） ミガキ ミガキ B にぶい褐 胴 埋土

38 （小甕） 82 ミガキ ミガキ A にぶい褐 口～肩½ 床中央

39 有孔鉢 60 孔12 ミガキ ミガキ A 明赤褐 底 埋土

40 有孔鉢 48 孔12 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 底 床中央

41 紡錘車 42 厚16 孔 8 重32g ミガキ ミガキ A にぶい橙 完形 埋土

42 紡錘車 43 厚21 孔 8 重19g ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 ½ 床中央

43 紡錘車 68 厚29 重40g ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 ％ 埋土

44 壺 80 ミガキ ミガキ B にぶい橙 胴～底 埋土

45 甕 60 ミガキ ミガキ A にぶい橙 被熱 胴～底％ 埋土

46 甕 90 ミガキ ミガキ B にぶい橙 底 埋土
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DS区111・112号住居跡， C区1• 2号方形周溝墓，土坑，グリット・トレンチ出土弥生土器

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

塵色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 晶 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 輻mm／本数 内 外

47 翌 65 ミガキ ミガキ A にぶい赤褐 底 埋土

48 甕 75 ミガキ ミガキ A にぶい黄褐 煤付着 底 埋土

DS区 112局住居跡出土弥生土器（第591図 PL. 214) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
ロ 高 底．脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm/本数 内 外

1 壺 b3止簾 cT字文 18/11 ナデ ミガキ F にぶい橙 頸屍 埋土

2 甕 (170) b3止簾 c4波 16/10 ロナデ胴ミガキ D にぶい橙 肩煤 口～胴 床壁際左

3 小型甕 136 180 66 b2止簾 11/5 ミガキ ロナデ肘ミガキ A 赤褐 頸肩煤 胴％欠 埋土

4 小型甕 128 b~c波 ミガキ ナデ D にぶい黄橙 口～頸煤 口～胴 埋土

5 甕 b2止簾 c6波 14/9 ミガキ ミガキ A にぶい橙 被熱か 頸～胴 床中央

6 高杯 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 脚上部 埋土

7 小型高杯 66 ミガキ ミガキ A 橙 口一部欠 埋土

8 片口鉢 (165) 63 40 ミガキ ミガキ F にぶい橙 口～底¾ 埋土

9 （小型鉢） ナデ ミガキ A にぶい黄橙 底 床入口左

C区 1号方形周溝墓出土弥生土器（第592図 PL. 217) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
口 尚 底脚 口（a) 頸（b) 百（c) 幅mm／本数 内 外

l 甕 (134) a刻み積上 b~C斜縄 ヘラ LRミガキ A にぶい黄橙 下半被熱 口～胴½ 周溝埋土

2 壺 c羽 15/9 ミガキ ミガキ A 橙 肩片 周溝埋土

3 壺 b2止簾 c羽 15/9 A 橙 肩片 周溝埋土

4 ミニチュア鉢 56 38 34 ロナデ胴ミガキ ナデ F淡黄 口～底屍 周溝埋土

5 （蓋） ナデ ミガキ A にぶい褐 鉗・ 周構埋土 ミニ和ア篇杯か

c区 2号方形周溝墓出土弥生土器（第593因 PL. 217) 

番号 器種
計測値(mm) 文 様 の 特 徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土位置備考
口 尚 底脚 ロ（a) 頸（b) 肩(c) 輻mm／本数 内 外

1 大型壺 (300) ミガキ 剥離 A にぶい橙 口¾ 埋土

2 壺 (22) b3止簾 ミガキ A 橙 口¼ 埋土

3 壺 b羽（矢羽根） ヘフ 剥離 F にぶい橙 頸％ 埋土

4 甕 (20) b2止簾 c波 16/IJ ミガキ ミガキ A にぶい橙 口片 溝底

5 甕 (170) a4積上．編紐 A にぶい橙 口片 埋土

6 小型甕 (112) a波 b簾 c波 ロナデ肘ミガキ D にぶい橙 口～頸片 不明

7 （小型壺） 44 ナデ ミガキ A 明赤褐 胴～底½ 溝底

8 高杯 (190) 脚部三角透し 4ヶ所 ナデ A 橙 脚％ 埋土

9 高杯 (75) ナデ ミガキ A 橙 脚片 埋土

10 台付甕 106 ナデ ミガキ B 橙 被熱 脚％ 埋土

11 ミニチュア鉢 36 ナデ ナデ A にぶい橙 口大部分欠 溝底

C区土坑出土弥生土器（第594図 PL. 217) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 逍 存 出土位置備考
ロ 高 底絨 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

1 台付甍 90 ナデ ハケメ D にぶい橙 被熱 脚 38土坑埋土

2 蓋 53 ナデ ナデ A 赤褐 紐 79土坑埋土

3 壺 b2止簾 c羽．2波 13/8 A 赤褐 肩片 79土坑埋土

4 甕 c3波 ミガキ A 赤褐 肩片 79土坑埋土

5 甕 182 a7積上 b3止簾 c波 15/11 ミガキ A にぶい褐 口～肩 87土坑埋土

c区グリット・トレンチ出土弥生土器（第595• 596図 PL. 217) 

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 遺 存 出土グリッド 備考
口 高 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 幅mm／本数 内 外

l 壺 c縄文地に連続山形文 LR ナデ A 褐灰 肩片 Cc b ~38.39 

2 （壺） c平行沈線．斜縄 LR A にぶい橙 （胴片） Cd-40.41 

3 甕 c沈線による直線文様 ナデ C にぶい橙 頸～体 Cf e-42 43 

4 壺 c沈線連弧文 F橙 胴片 Ce d-40 41 

5 壺 c沈線連弧文 A 橙 胴片 Cc d-38.39 

6 大型壺 (350) a棒状貼付文． 口指押圧 ナデ B にぶい黄橙 口片¼ Cf-31 

7 甕 056) a~c羽状縄文 b2止簾 LR・ RL ミガキ A にぶい赤褐 胴被熱 ロ～胴汎 Ct-39 

8 甕 (170) b~c波 ミガキ ナデ A 灰褐 口～肩¼ Ce-33 
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1.弥生土器観察表 2.装身具類観察表 3.縄文時代住居出土石器観察表

番号 器種
計測値(mm) 文様の特徴 施文具 整 形

爪色調 使用痕 逍 存 出土グリッド 備考
口 尚 底脚 口（a) 頸（b) 肩（c) 福mm／本数 内 外

9 甕 (144) a多段波 b2止簾 c多段波 12/9 ミガキ ミガキ A 橙 口～胴％ Ct-44 

lO 甕 (184) a積上 ミガキ ミガキ A 橙 開煤 口～頸履 Cc-41 

II 小型壺 (120) b4止躁 c波 13/5 ミガキ A 橙 口～肩片 Ca b-34 35 

12 小型甕 (130) a積上 ミガキ D 橙 被熱 ロ％ Ca b-34 35 

13 寝 a波 ミガキ ナデ A 淡黄橙 口片 Cf g-32 

14 小型甕 110 a波 b簾 C 2波 15/10 ミガキ A にぶい赤褐 肩煤 ロ％ 試掘トレンチ

15 壺 b3止簾 cT字文 15/9 剥離 F淡黄 頸片 Ct-41 Cs-44 

16 壺 cT字文 18/9 ナデ にぶい黄橙 肩片 Ca-38 

17 壺 a栢上．刻み ヘフ ミガキ A 明赤褐 口片 Cn-50 

18 壺 a縄押圧 剥離 ナデ F浅黄橙 口片 Cg-41 

19 壺 b簾 c3羽 15/14 A 橙 眉片 Cbc-33 34 

20 （甕） b2止簾 c波 ミガキ A にぶい赤褐 被熱 肩片 Cf g -32 

21 （癌） b2止簾 c4波 ミガキ A 淡黄橙 肩片 Cf g -32 

22 g 士 a2積上 A 淡黄 口片 Ca b-34 35 

23 竺ギ c羽状縄文＋結節 LR+RL ナデ A にぶい黄橙 胃片 Cs-48 

24 甕 c斜縄 R ミガキ A にぶい橙 肩片 Crn-49 

25 甕 A にぶい橙 炭化物付着 ロ Bs-35 36内面籾圧痕

26 尚杯 (220) ミガキ ミガキ B 橙 口片 Cb c-33 34 

27 高杯 (210) ミガキ ミガキ A にぶい褐 一部被熱 口H Ca b-34.35 

28 （小型甕） (11) (80) a刻み ヘフ ミガキ ミガキ A 褐 胴煤 ロ～体％ Cd-40 41 

29 高杯 92 ミガキ ミガキ A 浅橙 脚¾ Cc-35.36 

30 高杯 96 ナデ ミガキ F にぶい橙 脚 試掘トレンチ

31 小型鉢 110 35 30 ミガキ ミガキ A 橙 ロ％欠 Cl-40 

32 片口鉢 ミガキ ミガキ A にぶい黄橙 ロ～体H Cc-35 36 

33 有孔鉢 150 82 46 孔11 ミガキ ミガキ A 赤褐 口¾欠 Cl m-44 45 

34 有孔鉢 50 孔 8 ナデ ナデ B にぶい橙 底

35 有孔鉢 53 孔18 ミガキ ミガキ A 褐 被熱 底 Cb c-33 

36 紡錘車 47 厚16 孔 7 重18g ミガキ ミガキ A 明赤褐 ½ Cc~35 36 

37 紡錘車 47 厚12 菫20g ミガキ ミガキ A 橙 ½ Ca b-34 35 

38 紡錘車 48 厚12 孔6 重31g ミガキ ミガキ c淡黄 完形 Ch 1-30 31 

39 石製紡錘車 51 厚 9 孔6 重13g 灰黒 ％弱 Cf-29 30 

2.装身具類観察表

装身具（第597因 PL. 216) 

番号・ 器種
計測値(mm)

材 質 色 調 遺 存 出土位置 整 形 等
長さ 厚さ 孔径

1 勾玉 14 9X5 ひすい 緑～白 完形 C-57住—Sl 埋土 全面研磨片側穿孔

2 勾玉 22 J5X5 滑石 乳白色 完形 C-80住—S3 埋土 両側穿孔

3 土製勾玉 17X 16 D にぶい黄橙 胴～尾 C-71住 埋土

4 土製勾玉 51 22X 13 A にぶい橙 完形 C-116住 埋土 目は貫通せず

5 土製勾玉 33 12 5 5 A にぶい黄橙 完形 DS-103住埋土 ナデ焼成前穿孔

6 管玉 32 11 I 5 緑色珪質岩 濃緑 Ce-35 36 Cf-36グリッド 全面研磨片側穿孔

7 管玉 25 7 3 緑色珪質岩 濃緑 C-80住—S4 全面研磨両側穿孔

8 管玉 28 II 2 緑色珪質岩 深い緑 完形 Ck-37グリッド 全面研磨一方向穿孔， 管玉 12 5 3 1 赤色珪質岩 赤褐 Ca b~34 35グリッド 全面研磨片側穿孔

IO 管玉 17 3 I 赤色珪質岩 暗赤 Ck.j-45グリッド 全面研磨片側穿孔

11 ガラス小玉 3 9 2 5 1 淡緑青透明 C-68住 埋土

12 ガラス小玉 38 28 0 9 淡緑青透明 C-303住—S2 埋土

13 ガラス小玉 54 42 1 5 藍 色 半透明 C-338住 埋土
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c 区グリッド ・ トレンチ出土弥生土器，装身具， C 区30•37 • 77号住居跡出土石器

3.縄文時代住居出土石器観察表

c区 30号住居跡出土石器

N(l 器種
出土 残存 計測値（cm・g) 

石材名 特 徴 図No.PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重拡

1 ss 上位 完形 8.8 13 9 2.5 320.5 硬泥 剥片の一側腹面側に刃部形成。他辺は切断や粗い調整。 599 218 

2 石匙 床下 完形 6 8 3 8 1.0 28.1 硬泥 縦長剥片の主に側面に調整。扶り部以外は調整不規則。 599 218 

3 磨斧 中位 ½ 9.7 5 7 3.1 324.8 変玄 裏面に敲打痕残す。基部欠損。 599 218 

4 二次 中位 完形 10.0 8 2 3.5 294.0 硬泥 剥片の一側両面に粗い調整。 218 

5 二次 中位 完形 7.7 5 4 2.2 85.1 硬泥 剥片端部に不規則な調整。 218 

6 二次 床下 完形 6.4 10.4 3.9 157.8 硬泥 剥片の周辺に粗い調整。先端を細く作り出す。 218 

7 二次 中位 ½ 6.3 6 2 2.3 78.1 硬泥 剥片周辺主に腹面に不規則な調整。上半欠損。 599 218 

8 二次 下位 完形 5.2 8.0 0. 7 106.9 硬泥 剥片端部背面に不規則な調整。 599 218 ， 二次 中位 灼 8.4 5.1 1.5 43.1 硬泥 剥片の左側背面に調整。下半欠損。 218 

10 二次 覆土 完形 5.0 5.5 1 8 46. 7 硬泥 剥片の折れ面に不規則な調整。 218 

11 二次 覆土 ％ 5.5 5.9 1 6 44.3 硬泥 剥片の周辺に不規則な調整。左側欠損。 218 

12 二次 籾土 破片 4.1 4.8 1.5 37.1 硬泥 剥片の両側に調整。下部欠損。 218 

13 石核 中位 完形 14.1 8.8 3.6 438.0 硬泥 盤状の石核の表裏で周辺から剥片剥離。 218 

14 石核 中位 完形 10.5 5.1 3.6 198.0 硬泥 剥片の腹面 ・折れ面を打面とし少数の剥片剥離。 218 

15 ＊ 中位 完形 5.2 4.0 1 0 32.4 流紋 ＊不明石製品。表面に弱い研磨面。小型の砥石か。 218 

16 凹石 下位 完形 10. 2 7.5 4.4 474.2 粗安 盤状の円礫。表面に凹み ・研磨、裏面に敲打 ・研磨。 599 218 

17 敲石 中位 灼 9.2 7.5 4 5 392.2 粗安 盤状の円礫。表面 ・上端に敲打痕。裏面 ・下部欠損。 218 

18 敲石 中位 完形 9. 7 7.9 5 4 607.4 粗安 球状の円礫。表面に敲打痕、一部に弱い研磨面。 599 218 

19 敲石 疫土 完形 11. 6 7.1 5.0 489.0 粗安 棒状の円礫。表面に敲打痕。外面の風化激しい。 599 218 

20 敲石 下位 k 8 2 9.9 3 4 331.8 砂岩 盤状の円礫。表裏 ・上端に敲打痕。下半欠損。 218 

21 磨石 下位 完形 16 0 14.2 7.3 2080.0 粗安 円盤状の円礫。表面に弱い研磨面。 600 218 

22 磨石 中位 完形 12 0 7.8 3 0 416.8 粗安 表裏 ・側面に研磨面。剥離 ・敲打による整形後研磨。 600 218 

23 磨石 下位 怜 11. 7 5.6 4 9 334.5 粗安 盤状の円礫。表裏に研磨 ・敲打痕。両端敲打痕。 218 

24 磨石 中位 破片 8.4 5.6 4 8 221.2 デイ 表裏に研磨面。表面右側に横方向の線状痕。 218 

c区 30号住居跡出土石器器種組成表

器 種 I* I石匙 1ss1磨斧 I二次 I微細 I石核 I凹石 I敲石 I磨石 I＊不明石製品

個数 I1 9 I 7 I 2 4 I 4 

c区 37号住居跡出土石器

NQ 器種
出土 残存 計測値（cm・g) 

石材名 特 徴 図No.PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重品

1 ss 中位 完形 7 6 8 6 2 3 168 1 珪頁 円盤状の円礫の両面に調整。下端に刃部形成。 601 219 

2 打斧 下位 怜 8 6 4 2 0.4 49 5 硬泥 裏面大きく欠損。 III類？ 219 

3 打斧 中位 完形 11.3 5 8 2 3 148 2 硬泥 刃部先端磨耗。 I類。 601 219 

4 二次 下位 ％ 10 6 0 8 2.0 115 9 チャ 剥片周辺に不規則な調整。上部欠損。 219 

5 二次 下位 完形 4.3 4.4 2.0 41.9 硬泥 剥片端部に不規則な調整。 219 

6 二次 覆土 完形 4.2 5 0 1.5 36.1 硬泥 剥片の折れ面に不規則な調整。 219 

7 二次 覆土 破片 4. 7 7.7 1. 4 6.6 珪頁 剥片周辺に調整。上部欠損。 219 

8 石核 床直 完形 7 3 7.0 5. 7 307.6 硬泥 在子状。打面 ・作業面を90゚転移しながら剥片剥離。 219 ， 敲石 下位 ％ 7.0 6.7 3.6 186.3 粗安 盤状の円礫。表面に敲打痕。 601 219 

10 敲石 床直 破片 7 2 5 7 3.2 174.0 粗安 表面に敲打痕。襄面欠損。 219 

11 磨石 翌土 完形 4.5 4.0 3.0 68 0 粗安 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 601 219 

c区 37号住居跡出土石器器種組成表

I: :I l S I打3斧「こ5次|：□I石1ttI敲2石1磨1石I
c区 77号住居跡出土石器

Na 器種
出土 残存 計測値（cm・g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNQ 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

1 ss 覆土 完形 6 8 7 9 2.5 93.8 硬泥 剥片の端部腹面に調整加え刃部形成。 602 219 

2 打斧 下位 完形 11 6 6 9 2.1 158.9 硬泥 調整は主に腹面側で背面に大きく自然面残す。 IIa類。 602 219 

3 二次 床直 ％ 6. 7 11 3 3.8 299.7 硬泥 器体の左側に不規則な調整。下部欠損。 219 

4 二次 床直 完形 8.2 8 1 2.5 162.7 硬泥 剥片の一側～下辺に不規則な調整。 219 
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3.縄文時代住居出土石器観察表

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図No PLNn 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重輩

5 二次 疫土 完形 5 9 3 9 1 4 22.0 硬泥 剥片の背面の一部に不規則な調整。 219 

6 磨石 覆土 ％ 12 0 8 9 4 7 582.6 デイ 盤状の円礫。表面に研磨・敲打痕、裏面に敲打痕。 219 

7 磨石 下位 完形 10 5 6 2 5 5 481.1 デイ 棒状の円礫。表裏研磨、表面線状痕、両端・裏面敲打。 603 219 

8 砥石 下位 ½ 14 4 8 4 5.1 1606 3 砂岩 板状の角礫。表面に弱い研磨面。 603 219 ， 台石 床下 破片 14 3 14 0 4.9 1177 2 砂岩 盤状の亜角礫。表面に敲打痕。 603 219 

C区 77号住居跡出土石器器種組成表

I: :I l s 1打斧 1二次1磨石 1砥1石I1石I← I 

C区 79号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値（cm・ g) 

石材名 特 徴 図No PLN(l 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 石鏃 下位 完形 2.4 1 6 0.5 1 0 黒曜 凹基無茎鏃。 604 220 

2 石匙 下位 完形 3.9 7.1 1.1 39 9 黒頁 つまみ部の調整粗く未製品の可能性高い。 604 220 

3 石匙 裂土 ％ 2.7 3 2 0 7 4 8 珪頁 つまみ部は両面に調整、刃部は背面のみ。右側欠損。 604 220 

4 石匙 授土 ％ 3.5 4.7 I 2 14. 0 チャ 横形の石匙。右側欠損。 604 220 

5 石匙 覆土 完形 3.3 5.8 1 0 11.1 チャ 横形の石匙。縦長剥片を素材。 604 220 

6 石匙 覆土 完形 4 2 4.9 1 0 16.1 珪頁 剥片の打面部を残し両面に調整。 604 220 

7 ss 下位 完形 6 7 10.0 3 5 245.3 硬泥 剥片の一側に刃部形成。打面側も調整し台形状に整形。 604 220 

8 ss 下位 完形 5.3 12.9 2 2 101. 2 硬泥 横長剥片の端部に不規則な調整加え刃部形成。 605 220 ， ss 中位 完形 6 5 7.2 0 8 35.8 珪頁 横長剥片の端部に調整加え刃部形成。 220 

10 ss 覆土 破片 2 0 3.2 0.8 4.2 チャ 横長剥片の主に背面側に調整加える。石匙の破損品か。 605 220 

11 ss 下位 完形 7 2 3 4 1. 2 24.4 硬泥 剃片の両側に調整加える。 220 

12 ss 床直 ほぽ完 5 6 2 8 1. 3 16.2 黒安 剥片の両側に調整。 220 

13 ss 授土 完形 3.9 5 8 0.7 14.8 珪頁 剃片端部に調整加え刃部形成。 220 

14 ss 覆土 ％ 4.8 6 3 2.0 32 9 硬泥 剥片端部に浅い調整。左半欠損。 220 

15 ss 下位 完形 7 0 5 5 1.3 24 8 硬泥 剥片の左側を除く腹面側に調整。刻片の形状変えない。 605 220 

16 ES 中位 完形 6.2 5.2 1.0 35 1 黒頁 剥片の両側両面と端部背面に調整。刃部撥状。 605 220 

17 打斧 覆土 ％ 8.6 4 4 2.1 91 5 硬泥 刃部欠損。形状不明。 220 

18 磨斧 床直 完形 17 0 5 9 4.7 683.4 粗安 棒状の円礫の下半部を研磨し刃部作成。基部は未加工。 605 220 

19 二次 下位 破片 2.9 6 6 1.9 30 1 硬泥 剃片周辺に不規則な調整。 220 

20 二次 床直 破片 4.1 4 9 1.9 20 3 硬泥 剥片の左側に調整。 上半欠損。 220 

21 二次 下位 ％ 8.0 5 7 3.3 95 5 硬泥 剃片の右側に不規則な調整。上半欠損。 220 

22 二次 中位 完形 4.8 4 8 0.8 23 2 硬泥 剥片周辺に調整。両側上部に小さな扶り。石匙未製品か。 220 

23 二次 中位 完形 4.2 3 7 0.8 12 3 硬泥 剃片端部に調整。 220 

24 二次 下位 完形 4.0 4 3 1. 7 25 2 硬泥 剥片右側に不規則な調整。 220 

25 二次 下位 完形 4.4 3 8 0.7 9 6 硬泥 剃片周辺に不規則な浅い調整。 220 

26 ーー小、E、 下位 ほぽ完 6.6 8 0 2.0 93 7 硬泥 剥片左側に調整。 220 

27 二次 下位 ほぽ完 6.4 4.8 1. 9 37.6 硬泥 剥片先端両側に調整。 220 

28 ーーグ、E 下位 完形 6.7 8 4 3.3 146 0 硬泥 剥片端部に不規則な調整。 220 

29 二次 中位 一部欠 9.2 8.5 3 3 205 3 硬泥 剥片の左側に調整。下部欠損。 221 

30 二次 下位 完形 6.8 9.0 1. 4 91 9 硬泥 剥片の主に打面側に調整。 221 

31 ーーグ、E 床下 完形 7.0 4 7 1 5 60.5 硬泥 剥片の右側・端部に不規則な調整。 605 221 

32 二次 覆土 完形 9.2 9.2 2 3 189. 9 珪頁 剥片の周辺に不規則な調整。 221 

33 二次 覆土 完形 8.0 9.4 2 6 163 2 硬泥 剥片端部背面に不規則な調整。 221 

34 ーーグ、E 覆土 完形 5.1 7.8 1 6 50 8 珪頁 剥片周辺に不規則な調整。 221 

35 ーーグ、h 床直 ½ 5 8 6.7 2 4 94.4 粗安 剥片の周辺に粗い調整。右半欠損。 221 

36 二次 中位 完形 6 4 8.1 2 7 124. 6 硬泥 剥片端部に不規則な調整。 221 

37 二次 下位 材i 8.3 7.1 2.5 142. 4 珪頁 剥片の上端に調整。左半欠損。 221 

38 二次 床下 完形 7 2 7.1 2 0 110.1 硬泥 剥片左側 ・折れ面に不規則な調整。 221 

39 二次 床下 完形 7.5 8.4 2.2 144. 9 硬泥 剥片端部に調整。 221 

40 二次 床直 完形 10 4 7.2 2.4 115.9 硬泥 剥片の右側上位％程の両面に調整。 221 

41 二次 下位 ％ 8.7 7. 9 2.4 183.1 珪頁 剥片の一側に不規則な調整。下半欠損。 221 

42 二次 覆土 ほぽ完 5.4 7 3 0.7 30.1 珪頁 剥片周辺に不規則な浅い調整。 221 

43 二次 覆土 ½ 5.3 5 8 1.5 47.8 硬泥 剥片端部に調整。左半欠損。 221 

44 二次 床直 完形 4.9 7 9 2.8 60.3 珪頁 剥片周辺に一部不規則な調整。 221 

45 二次 床直 完形 4.8 2.8 1. 2 15. 4 チャ 剥片の主に背面周辺に鋸歯状の調整。 221 

46 二次 中位 完形 11. 9 6.7 3.1 268.3 硬泥 剥片の一側に不規則な調整。 221 
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c区 77 • 79 • 88号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm• g) 

石材名 特 徴 図No PLNo・ 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重籠

47 二次 中位 完形 15.1 8.9 5 0 758.2 硬泥 剥片の一側に不規則な調整。 221 

48 石核 中位 完形 11. 8 10.0 7 6 844 9 硬泥 賽子状。打面・作業面を90゚転移して剃片剃離。 222 

49 石核 下位 完形 11. 7 10 3 3 1 397 3 珪頁 盤状石核の両面で周辺から剥片剥離。 222 

50 石核 中位 ％ 12. 2 7.2 3 5 327 6 粗安 剥片の腹面側で周辺から剥片剥離。左半欠損。 222 

51 石核 中位 完形 9.2 6.3 4 3 239 4 硬泥 剥片の周辺を折り取るように剃片剥離。 222 

52 石核 下位 完形 15 6 12 5 8 I 1666 8 硬泥 盤状の礫の周辺両面で剥片剥離。 222 

53 石核 中位 完形 12 0 6.8 2.6 272 1 硬泥 剥片端部で少数の剥片剥離。 222 

54 石核 床下 完形 9 4 5 4 5.7 345 2 硬泥 剥片の分割面を打面として剥片剥離。 222 

55 石核 下位 完形 14 0 8.2 6 7 820 0 硬泥 礫の一端で交互に剥片剥離。 222 

56 石核 中位 完形 10 2 5 4 4.9 255 3 硬泥 角柱状の石核の両端で縦長の剃片剥離。 222 

57 石核 中位 完形 10 9 9 1 3.7 364 9 硬泥 剥片の一側で交互に剥片剥離。 222 

58 石核 覆土 ％ 9 6 6.6 3.4 189.5 硬泥 剥片の両面周辺で刻片剥離。下半欠損。 222 

59 石核 中位 完形 6.8 5.6 4.4 177.8 硬泥 礫の分割面打面とし、少数の剥片剥離。 222 

60 石核 床下 完形 17. 9 5.6 4.0 322.0 硬泥 剥片の両側両面で小型の剥片剥離。 222 

61 凹石 下位 完形 12.5 6.3 3.6 372.4 粗安 盤状の円礫。表面に凹み、両端に敲打痕。 223 

62 凹石 下位 完形 10.5 8.0 2.6 278.0 粗安 円盤状の円礫。表面に 1、裏面に 2個の凹み。 605 223 

63 凹石 下位 完形 14.1 7.0 2.2 352.9 変玄 盤状の円礫。表裏に凹み、両端に敲打痕。 223 

64 敲石 中位 ％ 14. 9 9.4 5 9 808.6 デイ 盤状の円礫。表裏に敲打痕。下半欠損。 223 

65 敲石 下位 完形 15.5 4 5 4 0 316.6 粗安 棒状の円礫。表面・両端に敲打痕。 223 

66 敲石 下位 一部欠 13.0 5 7 4 7 306 I 粗安 棒状の円礫。表面 ・両端に敲打痕。 223 

67 磨石 下位 完形 17.1 8.8 6 0 1361.9 変安 盤状の円礫。表面に研磨、下端に敲打痕。 223 

68 磨石 下位 完形 16.5 8 5 4 9 822 8 粗安 盤状の円礫。表面に弱い研磨、両端に敲打痕。 223 

69 磨石 下位 完形 12 7 8 2 5.0 699 6 変安 盤状の円礫。表裏に研磨、両端に敲打痕。 223 

70 磨石 床直 完形 8 9 7.9 5 0 421 4 デイ 円盤状の円礫。表裏に研磨、両端に敲打痕。風化激しい。 223 

71 磨石 床直 完形 7 8 7 6 5 7 419 6 粗安 球状の円礫。表裏に研磨面。 605 223 

72 磨石 覆土 兄 4 3 2.9 3 4 45 6 デイ 小型球状の円礫。ほぽ全面に弱い研磨。 223 

73 磨石 下位 完形 10 1 4 5 3.8 261 4 変安 棒状の円礫。表裏・両側に弱い研磨。 223 

74 磨石 床直 完形 7 2 6.5 5.4 287 3 粗安 円盤状の円礫。表面に弱い研磨、ほぽ全周に敲打痕。 223 

75 磨石 床直 完形 7 0 6 3 5.5 347 2 粗安 ほぼ全面に弱い研磨。下端に敲打痕。 223 

76 磨石 床直 完形 5 6 3 6 3.5 85.7 砂岩 棒状の円礫。ほぽ全周に弱い研磨、両端に敲打痕。 223 

77 磨石 下位 完形 7 8 6 3 4.1 272.8 砂岩 盤状の円礫。表裏に弱い研磨、両端に敲打痕。 223 

78 磨石 悶土 完形 5.8 4 7 0.5 145.3 デイ 棒状の円礫。ほぽ全面に弱い研磨。 223 

79 磨石 下位 完形 6 6 6 4 1.8 74.9 粗安 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 223 

80 磨石 下位 ほぽ完 1 4 7 9 6.4 580.6 粗安 盤状の円礫。表面に弱い研磨。器表面風化激しい。 223 

81 磨石 上位 完形 12 0 8 7 3.8 494.9 デイ 盤状の円礫。表裏全面に弱い研磨面。 605 223 

82 磨石 中位 完形 7 0 6 5 1. 7 105.0 流紋 円盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 223 

83 磨石 床下 完形 9.6 2.7 2.1 67.3 硬泥 棒状の円礫。表裏に弱い研磨。側面に横方向の線状痕。 605 223 

84 磨石 授土 ％ 10.4 7.1 4.0 346.9 粗安 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。周辺剥落。 223 

85 石皿 下位 完形 20.0 24.1 3.3 1975.6 砂岩 盤状の亜角礫。表面に使用面。 223 

86 台石 疫土 破片 16.8 10.9 3.9 616. 7 緑片 表面に研磨面、裏面に敲打痕。石皿の破損品か。 223 

87 石核 下位 完形 1.2 2.4 0 6 1. 7 黒曜 剥片の腹面側で打面 ・作業面固定して小型の剥片剥離。

c区 79号住居跡出土石器器種組成表

器 種 I石鏃 I石匙 Is s IE s I磨斧 I二次 I微細 I石核 I凹石 I敲石 I磨石 I石皿 I台石 I剥片

個 数 I1 I 5 I 9 31 I 18 I 15 I 3 I 3 I 18 I 1 8
 

c区 88号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図No. PLNo. 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

l 石匙 下位 ¾ 4.0 5.3 1 2 22 7 黒安 横形の石匙。右側を欠損。 606 224 

2 ss 競土 完形 8.4 11.9 7 0 502.2 硬泥 厚手の横長剥片の端部に調整加え刃部形成。 606 224 

3 二次 下位 ％ 11.8 9.3 4 5 481 2 硬泥 剥片の一側腹面に不規則な粗い調整。 224 

4 二次 中位 炭 11 9 8.8 4 2 443.8 硬泥 剃片端部に不規則な粗い調整。上部欠損。 224 

5 ーーグ、E、 中位 完形 5.7 7.6 3.0 129 4 硬泥 剥片の背面側周辺で剥片剥離。 224 

6 二次 下位 屍 6.9 6.9 2 0 75 8 硬泥 剥片の左側に細かな調整。 224 

7 二次 下位 ％ 6.7 6.2 1 5 67 0 硬泥 剥片の周辺に不規則な調整。右側欠損。 224 

8 二次 下位 ほぼ完 5.4 6. 7 2 0 68 0 硬泥 剥片のほぽ全周両面に不規則な調整。 224 ， 二次 中位 破片 7.8 4.2 1. 9 45 8 硬泥 剃片の周辺に不規則な調整。破損により形状不明。 224 

10 二次 覆土 完形 5.2 7.9 2 2 40 0 硬泥 剥片の端部腹面に不規則な調整。 224 
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3.縄文時代住居出土石器観察表

Na 器種
出土 残存 計測値（cm・g) 

石材名 特 徴 図No.PLN(l 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重益

11 二次 床直 破片 3.1 5 0 1 4 20 7 硬泥 剥片周辺に調整。破損により形状不明。 224 

12 二次 床下 破片 4.3 2 4 0 9 6.5 硬泥 剥片の周辺に細かな調整。破損により形状不明。 224 

13 石核 下位 完形 12.3 9 6 6 3 823 9 硬泥 在子状。打面 ・作業面を90゚転移しながら剥片剥離。 224 

14 凹石 中位 完形 12. 4 6 9 3 4 428.9 デイ 盤状の円礫。表裏に凹み ・研磨面。ほぼ全周に敲打痕。 224 

15 凹石 床直 ½ 10. 2 7.0 3 7 395.6 緑片 盤状の円礫。表面に凹み 1個。下半欠損。 606 224 

16 凹石 覆土 完形 12.0 5.9 3 5 435.4 粗安 棒状の亜円礫。表面に凹み、両端に敲打痕。 224 

17 凹石 床直 完形 12 4 7.2 4 5 582.0 粗安 盤状の円礫。表面に凹み ・敲打痕。表面の風化著しい。 606 224 

18 敲石 下位 完形 10 8 8.8 4.8 575.5 粗安 盤状の円礫。表裏 ・全周に敲打痕。器表面の風化激しい。 224 

19 敲石 下位 完形 8 8 6.7 4.7 378.6 粗安 盤状の円礫。表面 ・右側 ・下端に敲打痕。 225 

20 敲石 下位 完形 8 5 5.2 4.2 211 8 粗安 盤状の円礫。表面 ・両端に敲打痕。 225 

21 敲石 中位 ％ 7 2 8.4 3.8 297 8 粗安 盤状の円礫。上端・右側に敲打痕。下半欠損。 225 

22 磨石 下位 完形 7 2 6 6 3.5 218.7 砂岩 円盤状の円礫。表面に研磨面、下端に敲打痕。 606 225 

23 磨石 覆土 完形 6 0 3.6 1.3 39.0 変安 盤状の円礫。表裏に研磨面。 225 

24 磨石 下位 ％ 11 3 8.4 4.4 552 0 粗安 盤状の円礫。表裏に研磨 ・敲打痕。熱により一部破損。 606 225 

25 磨石 覆土 ほぽ完 9 8 7 2 4.7 425 6 デイ 盤状の円礫。表裏に研磨面、ほぼ全周に敲打痕。 225 

26 磨石 中位 ほぽ完 5.8 4 6 4.4 158. 9 粗安 球状の円礫。表裏 ・左側に弱い研磨。 225 

27 磨石 匹土 完形 6.1 5 1 3.4 158 6 粗安 円盤状の円礫。ほぼ全面に弱い研磨。 225 

28 磨石 中位 一部欠 8.9 8.4 2.2 204 1 デイ 円盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 225 

29 磨石 中位 ほぽ完 5.2 4.3 3 8 100.6 粗安 球状の円礫。ほぽ全面に弱い研磨。 225 

30 台石 床直 破片 8.2 6. 7 2.3 126.8 砂岩 盤状の角礫。表面に敲打痕。 225 

C区 88号住居跡出土石器器種組成表

器 種 1石匙 Iss|二次 1微細 1石核 I凹石 1敲石 1磨石 1台石 1剥片

個数 I 1 10 I 6 4 I 4 I 8 

C区 89号住居跡出土石器器種組成表： 
C区 96号住居跡出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図NQ PLNa 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 石鏃 覆土 一部欠 2 1 1.1 0 3 0.3 黒曜 凹基無茎鏃。右脚欠損。 607 225 

2 楔 覆土 完形 1 2 1. 7 0 6 1.0 黒曜 剥片の側辺に一部調整。両端に使用時の剥離痕。 225 

3 石匙 授土 完形 3.8 3.2 1 0 5.2 チャ 縦長剥片素材。縦型の石匙。調整は主に背面側。 607 225 

4 ss 下位 完形 5 1 7.8 2 3 75.6 硬泥 横長剥片の端部に調整加え刃部形成。 607 225 

5 ss 床直 炒 4 1 3.1 0 6 9.7 硬泥 縦長剥片の両側背面側に調整加え刃部形成。上半欠損。 608 225 

6 ss 床直 完形 6 2 8.6 2.2 114.0 硬泥 横長剥片の端部背面側に調整加え刃部形成。 608 225 

7 ss 床下 完形 4 2 7.5 1.8 75.2 硬泥 主に剣片の折れ面から背面側に調整加え刃部形成。 608 225 

8 打斧 下位 完形 10 0 4 7 3.5 158.6 硬泥 III類。 608 225 ， 二次 蜀土 完形 5.3 5 8 1.5 40.0 砂岩 剥片の両側に不規則な調整。端部を粗い調整で切断。 608 225 

10 二次 床直 怜 6.0 4 7 0.9 32.9 変玄 剥片の両側に不規則な浅い調整。 225 

11 二次 下位 完形 8.0 6 4 2.7 115 8 硬泥 剥片の両側に不規則な調整。 225 

12 二次 下位 破片 3.5 4.8 2.2 35 9 硬泥 剥片の周辺に粗い調整。上部欠損。 225 

13 二次 床直 完形 6.2 3 9 1. 7 36 6 硬泥 剥片右側背面に不規則な調整。 225 

14 石核 裂土 完形 8.7 7.7 3.3 209 4 硬泥 剥片の背面で周辺から剥片剥離。 225 

15 凹石 床直 完形 10.5 7.2 4.6 471.5 粗安 棒状の円礫。表面に凹み ・敲打痕。裏面に弱い敲打痕。 608 225 

16 敲石 床直 灼 7.5 5.8 4 1 203.6 デイ 棒状の円礫。表面に敲打痕。外面の風化激しい。 608 225 

C区 96号住居跡出土石器器種組成表

器種 I石鏃 I楔 I石匙 1ss1打斧 I二次 I微細 I石核 I凹石 I敲石 I剥片

個数 I 1 4
 

6 I 3 I 3 7
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C区 88·89·96·100·101 ・ 115•118号住居跡出土石器

c区 100号住居跡出土石器

No・ 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図No PLN(l 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重斌

1 打斧 下位 ％ 8.5 7.1 3.3 226.2 硬泥 刃部破片。形状不明。調整粗く未製品の可能性。 226 

2 ss 下位 完形 6 2 7.0 2.7 109.0 硬泥 剥片の右側～端部の腹面に調整加え刃部形成。 609 226 

3 二次 下位 完形 3.0 1.6 0.5 2.0 珪頁 剥片の一側両面に調整。 226 

4 二次 中位 完形 20.1 13.9 3.0 736.8 硬泥 剥片の左側に不規則な調整。 226 

5 石核 下位 完形 10.6 8.4 6 2 525.3 硬泥 礫の分割面で少数の剥片剥離。 226 

6 凹石 中位 完形 11.3 6.7 4 0 391.1 流紋 盤状の円礫。表裏に凹み 2個、両端 ・両側に敲打痕。 226 

7 敲石 床直 完形 11.5 9.1 7 3 946. 7 粗安 球状の円礫。下端に敲打痕。外面の風化激しい。 609 226 

8 台石 覆土 屍 12. 5 14.2 6 2 1663.1 変安 盤状の円礫。表面に弱い研磨面。 226 ， 石核 床下 完形 2.0 3.0 1 3 6.5 黒曜 剣片の打面側を折り取るように剥片剥離。

c区 100号住居跡出土石器器種組成表

: :I ss |打：□|□I石2ttI凹石 1敲石 I台石 I鉗l片

c区 101号住居跡出土石器

No. 器種
出土 残存 計測値（cm・g) 

石材名 特 徴 図Nu PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 董量

1 石匙 下位 完形 9.6 4.9 1.4 48.8 硬泥 縦長剥片素材。調整は主につまみ部に加えられる。 610 226 

2 二次 疫土 完形 6.5 4 8 1.1 24.4 硬泥 剣片の端部に一部細かな調整。 226 

3 二次 下位 破片 6.2 4 5 1.0 34.1 硬泥 剥片の両側に粗い調整。両端欠損。 226 

4 磨斧 下位 ％ 6 9 5 6 3.2 119.6 変玄 未製品の破片。一部剥離による整形あり 。刃部破片か。 226 

5 磨斧 中位 材； 7.2 4 7 3.0 161. 4 変玄 未製品の破損品。全面敲打により整形。両端欠損。 610 226 

6 石核 床直 完形 9.7 5.4 4.7 231 6 チャ 礫の分割面で少数の剥片剥離。 226 

7 石核 下位 完形 12.6 5.9 5.4 376 0 硬泥 礫の分割面打面とし側面で剥片剥離。 226 

c区 101号住居跡出土石器器種組成表

I: :I石9|磨2斧□1門細I石211{|
c区 115号住居跡出土石器

N。I器種|孟 |閂 |長さ［：直］言 1)重絨 I石材名 特 徴

I I磨石 I床直 I完 形 I13.l I 11.1 I 4.21 635.6 I 変安 I 円盤状の円礫。表裏両面弱い研磨面。 三゚611 I 226 

c区 118号住居跡出土石器

N(l 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 因No PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重輩

1 ss 中位 完形 7.2 9.0 2 2 89 2 硬泥 剥片の端部に鋸歯状の刃部形成。 227 

2 ss 床下 完形 5 8 12. 4 2.6 187 7 硬泥 横長剥片の端部に調整加え刃部形成。 612 227 

3 ss 下位 完形 6 0 4.5 1 2 37.6 硬泥 剥片の両側両面、端部背面に調整加え刃部形成。 612 227 

4 打斧 下位 完形 8.5 6.0 2.2 101.2 硬泥 調整は主に背面側。 IIb類。 612 227 

5 打斧 下位 屍 7.0 5 6 1. 2 61. 7 珪頁 基部欠損。IIa類。 227 

6 磨斧 床直 ％ 8.2 3 9 2.2 101.6 変玄 表裏に敲打痕残す。両端欠損。 612 227 

7 二次 床下 破片 6.7 2.5 2.2 33.5 硬泥 剥片の周辺に調整。 227 

8 ーーグ、h 下位 完形 3.1 5 1 1.5 19.7 黒頁 剥片端部に不規則な調整。 227 ， 二次 床下 ほぽ完 4.1 4.9 1.2 21.6 硬泥 剥片周辺に不規則な調整。表面熱により大きく剥落。 227 

10 二次 下位 ½ 6.6 5 2 2.1 43.0 硬泥 剥片の端部に不規則な浅い調整。右半欠損。 227 

11 二次 覆土 破片 3.5 3.9 1. 2 12.7 黒安 剥片周辺に調整。上半欠損。 227 

12 石核 中位 完形 11.1 8 5 5.2 333.3 硬泥 剥片の折れ面を打面として剥片剥離。 227 

13 石核 床直 破片 5.5 4 4 2.1 36.8 硬泥 剥片の端部で剥片剥離。 227 

14 原石 床下 完形 5.6 4.9 3.2 92.2 赤珪 盤状の円礫。一端で剥片剥離。 227 

15 原石 床直 完形 4.4 2 4 0.8 13. 9 石英 盤状の亜角礫。脈状に産出したもの。水磨の痕跡あり。 227 

16 凹石 中位 ほぼ完 12.5 7 6 4.4 529.6 砂岩 盤状の円礫。表面に凹み 2個、裏面・両側に敲打痕。 227 

17 凹石 下位 一部欠 10.6 8 2 3.5 328.5 粗安 円盤状の円礫。表裏に凹み各 2個。外面の磨滅激しい。 613 227 

18 凹石 中位 % 8.4 9.2 3.5 249. 7 溶凝 盤状の円礫。表裏に 2個の凹み。下半欠損。 227 
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3.縄文時代住居出土石器観察表

No I器種 I悶嚢 悶 I長さ9:直]:;|)重誠 1石材名 特 徴

贋 1~二：：：二二打痕。
7. 3 I 10. 2 I 4. 3 I 353. g 粗安 両側を面取り。表裏に研磨面、上端に敲打痕。

胃
C区 118号住居跡出土石器器種組成表

器種 IssI打斧 1磨斧 I二次 I微細 1石核 1原石 I凹石 1磨石 1剥片

個数 I 3 I 2 5 I 6 I 2 I 2 2 I 2 

c区 152号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図Nn PLN(l 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重批

1 石鏃 毅土 完形 1 8 1 2 0.3 0.3 黒曜 凹基無茎鏃？左脚欠損後再調整。 614 227 

2 ss 毅土 完形 10 3 5 5 1.8 90.4 硬泥 横長剥片の端部背面側に調整。打面側は切断。 227 

3 ss 床直 完形 7 9 9.3 1.2 89.9 硬泥 剃片のほぽ全周に調整。端部を除き調整不規則。 614 227 

4 打斧 毅土 完形 8 8 3.8 1.9 66.9 硬泥 刃部に磨耗。 IIb類。 228 

5 二次 中位 完形 7 9 6 8 3.3 164 1 硬泥 厚手の剃片端部両面に調整。 228 

6 二次 翌土 完形 5 8 4 8 1. 7 37 6 硬泥 打斧の調整剥片。 228 

7 二次 疫土 破片 6 5 5 7 2.1 64 0 硬泥 両側両面に調整。両端欠損。打斧の破損品か。 228 

8 二次 獨土 ½ 6 1 4 7 1.6 44 8 硬泥 剥片背面右側・先端に調整。上半欠損。 228 ， 石核 下位 完形 9.1 8 1 2.3 207 2 硬泥 剥片素材とし、腹面側で小型の剥片剥離。 228 

10 石核 疫土 完形 6.0 5 7 I. 9 67 3 硬泥 剥片素材とし、小型の剃片剃離。 228 

II 敲石 下位 完形 14.0 9.5 5.0 1049 2 閃緑 盤状の円礫。表面中央 ・両端に敲打痕。 228 

12 敲石 疫土 完形 8.2 2 2 1.8 54 2 硬泥 棒状の円礫。両端に敲打痕。 228 

13 敲石 中位 一部欠 15.1 7. 2 4.1 595 4 デイ 盤状の円礫。上端に敲打痕。下部欠損。 228 

14 多孔 下位 完形 32.5 31 3 11. 7 13.4kg 粗安 盤状の円礫。表裏に凹み。 615 228 

15 多孔 下位 完形 25 6 18 2 10.5 6140 0 粗安 盤状の円礫。表裂に凹み、炭面に敲打痕。 614 228 

16 台石 下位 完形 23.4 13 5 7.9 3460 0 粗安 盤状の亜角礫。表面使用により内湾。 228 

17 台石 中位 完形 22 8 10 7 4.3 1575 6 砂岩 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 228 

18 台石 下位 破片 16 6 12 6 8.0 2800.0 閃緑 盤状の亜角礫。表面使用により平滑、裏面に敲打痕。 228 

c区 152号住居跡出土石器器種組成表

器種 I石鏃 1ss1打斧 I二次 I微細 I石核 I敲石 I多孔 I台石 I剥片

個数 I 1 I 2 2 I 3 I 2 I 3 I 12 

c区 165号住居跡出土石器

No・ 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図No・ PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

1 二次 中位 ½ 8 5 3.7 3.8 275.8 硬泥 剥片の周辺に不規則な調整。上半欠損。 229 

2 二次 四土 破片 4 1 7.0 1.6 59.2 硬泥 剥片の周辺に不規則な調整。 229 

3 二次 床下 破片 2 6 3.0 1.6 9.9 硬泥 剥片周辺に調整。 229 

4 二次 覆土 完形 8 5 3.6 0.9 26.9 硬泥 剥片の両側に不規則な浅い調整。 229 

5 原石 中位 完形 8 2 7.3 3.4 215.4 硬泥 円盤状の亜円礫。 229 

6 原石 毅土 完形 9 0 8.3 5.3 463.1 石英 円盤状の亜角礫。 229 

7 石核 中位 完形 11 6 8.0 3 3 457.4 変玄 扁平な円礫の一端で交互に剥片剥離。 229 

8 凹石 下位 完形 17 5 7.2 6 3 918.6 変安 棒状の円礫。表裏に凹み ・敲打痕。下端に敲打痕。 616 229 ， 磨石 中位 ほぽ完 10.1 6.7 4.6 457.4 粗安 盤状の円礫。表面に研磨面、表裏に敲打痕。 229 

10 敲石 中位 灼 9.0 7.1 5 8 416.1 粗安 盤状の円礫。表裏上端に敲打痕。下半欠損。 229 

11 磨石 下位 完形 5 6 4.7 4.0 120.6 粗安 小型球状の円礫。ほぽ全面に弱い研磨。 229 

12 石皿 中位 ％ 15 6 11. 7 6 3 1343. 6 粗安 石皿の周辺部破片。外面敲打により整形。 616 229 

13 台石 上位 灼 35 2 12.5 5 3 3300.0 雲片 盤状の円礫。表裏に敲打痕。 229 

c区 165号住居跡出土石器器種組成表

器種 I二次 I微細 I石核 I原石 I凹石 I敲石 I磨石 I石皿 I台石 I剥片

個数 1 4 | 5 2
 

2
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c区 169号住居跡出土石器

N(l 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 ss 上位 完形 7.1 4.5 1.2 35.4 硬泥

2 打斧 中位 ％ 10.0 10.1 3 9 391 3 硬泥

3 二次 下位 完形 6.3 8.3 1 9 65 6 硬泥

4 ーーグ、h 上位 完形 7.5 9.3 3 7 268 9 硬泥

5 二次 中位 完形 5.4 7.6 3 5 149.6 硬泥

6 ーーグ、E 覆土 破片 4.1 5.6 1.4 24.5 硬泥

7 凹石 上位 完形 11 7 7 8 3.6 442.3 粗安

8 凹石 上位 完形 10 2 7 9 4.0 455.9 デイ， 敲石 下位 ¾ 10.3 9 0 3.7 429.8 粗安

10 敲石 中位 完形 15 0 6 9 5.3 620.9 デイ

C区 169号住居跡出土石器器種組成表

I: :I ss 1オIl斧［こ4次 |ll'&2MII凹2石1敲：I鉗Jl片I
c区 170号住居跡出土石器

Na 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 磨斧 床直 ％ 10.4 4.7 2 9 196.5 変玄

2 二次 床下 完形 7.7 7.5 2 8 126.2 硬泥

3 二次 床直 完形 6.7 9.0 3 0 126 9 硬泥

4 磨石 床直 完形 10.4 9.3 5.1 663 9 粗安

c区 170号住居跡出土石器器種組成表

I: :I磨1斧□1門I敲t5|
c区 172号住居跡出土石器

N(l器種出土 残存 計測値 (cm• g) 石材名

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量：

1 二次 床直 完形 8.3 7.6 2.2 123.7 硬泥

2 石核 床下 完形 8.4 4.4 1.9 78 8 珪頁

3 石核 下位 完形 2.7 3 3 1.3 12.6 黒曜

c区 174号住居跡出土石器

Nn 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 二次 下位 完形 7.3 8.4 2 0 143 6 硬泥

2 二次 床直 完形 9.3 8.8 4.3 325.3 硬泥

3 二次 下位 完形 3.6 5.6 2 3 38 0 硬泥

4 二次 床直 完形 6.5 5.3 1 9 45 9 硬泥

5 石核 下位 完形 10.4 9.4 5 4 561 2 硬泥

6 石核 下位 完形 9.1 5.9 4 7 267 1 硬泥

7 石皿 床下 完形 31. 7 28.5 4 2 5650 0 緑片

8 凹石 床直 完形 9.2 8.2 4.4 414 9 デイ， 磨石 床直 完形 10.0 8.4 3.8 472.9 粗安

10 磨石 床直 完形 13.8 8 2 4.3 662.6 粗安

11 磨石 下位 完形 10.4 7 9 4.6 513.3 変安

12 台石 床下 材i 32.3 34.5 4.6 6600.0 緑片

c区 174号住居跡出土石器器種組成表

I: :I二4次|戸:I石2rt|凹t5|磨3石1石lJIIl|台1石1知Jl片I

C区 ll8•152•165•169 ・ 170·172·174号住居跡出土石器

特 徴

剥片右側背面に調整加え刃部形成。

基部欠損。 IIa類。

剥片端部腹面側に不規則な調整。

剥片端部に不規則な調整。

剥片端部にわずかに調整。

剃片の周辺に不規則な調幣。

表に 2、裏に 3個の凹み・研磨面、表面左側に線状痕。

盤状の円礫。表面凹み、裏面に敲打痕。

円盤状の円礫。表裏の中央に敲打痕。

盤状の円礫。両端に敲打痕。

特 徴

刃部欠損。器表面かなり風化。

剣片の一側腹面にノッチ状の調整。

剥片端部に不規則な調整。

盤状の円礫。表裏 ・両端に敲打痕。裏面に研磨面。

特 徴

剃片の左側に不規則な調整。

剥片端部裏面に不規則な調整。右半欠損

剃片の背面で周辺から小型の剥片剥離。

特 徴

剥片右側に不規則な粗い調整。端部にも細かな調整。

剥片の端部背面側に粗い調整。

剥片端部に不規則な調整。

剥片の周辺に不規則な浅い調整。

盤状の石核の両面で周辺から剥片剥離。

剥片の腹面側で周辺から剥片剥離。

盤状の亜円礫。表裏が凹み中央部で貫通。裏面に凹み。

円盤状の円礫。表面に研磨 ・敲打、裏面に凹み ・敲打痕。

円盤状の円礫。表面に敲打痕・弱い研磨。器表面風化。

盤状の円礫。表裏に研磨面、両端に敲打痕。

盤状の円礫。表裏に弱い研磨、両端に敲打痕。

盤状の円礫。表裏に敲打痕。裏面大きく剥落。

図No PLNu 

229 

617 229 

617 229 

229 

229 

229 

229 

229 

617 229 

229 

図Na PLNo. 

618 230 

230 

230 

230 

~Q 

図No

619 

619 

620 

620 

620 

620 

230 

230 

PLNo. 

230 

230 

230 

230 

230 

230 

230 

230 

230 

231 

231 

231 
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3.縄文時代住居出土石器観察表

C区 176号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図NQ PLNo. 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重址

1 二次 中位 完形 10.1 10.5 3.8 309 0 硬泥 剥片の周辺に一部不規則な浅い調整。 231 

2 二次 上位 完形 8.2 7.5 2.4 154 3 硬泥 剥片の左側背面、端部腹面に調整。 621 231 

3 二次 中位 ％ 9.3 9.3 4.0 441.3 砂岩 縦長剥片の右側背面側に調整。上部欠損。 621 231 

4 石核 床直 完形 2.6 2.6 0 7 2.3 黒曜 剥片の背面で少数の剥片剃離。

C区 176号住居跡出土石器器種組成表

I: : I二次1石1ttI鉗j片I
C区 178号住居跡出土石器器種組成表

］ 
C区 202号住居跡出土石器

N(l 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNu 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重凪

1 敲石 中位 完形 14. 7 8.4 6. 7 1188.0 粗安 盤状の円礫。両端に敲打痕。器表面かなり風化。 231 

2 磨石 下位 完形 10.3 8 7 5.2 630.0 粗安 円盤状の円礫。表面に研磨面。 622 231 

3 磨石 中位 完形 9.6 8 7 4.5 561.0 粗安 円盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 231 

4 磨石 中位 一部欠 9.7 9 0 3.5 391.4 デイ 円盤状の円礫。表面に研磨。 622 231 

5 台石 下位 ½ 13 5 14. 4 3.7 879. 7 粗安 盤状の円礫。表面に研磨面。 231 

C区 202号住居跡出土石器器種組成表

I: :I四I磨3石[9|
C区 203号住居跡出土石器

Nu I器種 I悶点 I:g |長さ「：直]:;|)重羅 I石材名 特 徴 図NoI PLN(l 

1 I磨石 I下位 I完 形 111.2 110. 6 I 3. g I 628. s Iディ I円盤状の円礫。表面に研磨面 ・線状痕。 623 I 231 

C区 206号住居跡出土石器

No. 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図N(l PLN(l 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重贔

1 凹石 覆土 破片 6 2 10.5 2 3 176.4 砂岩 盤状の亜角礫。表面に凹み。多孔石の破損品か。 232 

2 敲石 中位 完形 13 7 7.4 3 1 479.1 粗安 盤状の円礫。表裏 ・両端・両側に敲打痕。両端に剥離痕。 624 232 

3 磨石 上位 完形 9.2 9.0 5 8 629 2 デイ 円盤状の円礫。表面に弱い研磨痕。 624 232 

4 炉石 炉内 完形 25.5 9 0 7 2 195.0 粗安 棒状の亜円礫。整形の痕跡無し。熱により赤化。 232 

5 炉石 炉内 完形 21.0 11 5 5.8 2300.0 粗安 盤状の円礫。整形の痕跡無し。熱により裏面赤化。 232 

6 炉石 炉内 完形 30.0 11. 0 8.0 3605.0 デイ 棒状の亜円礫。整形の痕跡無し。熱により一部赤化。 232 

7 石核 下位 完形 2.4 3.3 1.5 13.5 黒曜 礫の分割面を打面とし、一面で少数の剥片剥離。

C区 206号住居跡出土石器器種組成表

I: :I二1次1←9|石11/$.ロ］t5|敲1石1磨t5[9|

C区 362号住居跡出土石器

NQ 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図Na PLN(l 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重拡

1 ss P内 ％ 3.8 8.8 1 0 32 0 硬泥 両端両面に調整加える。右側欠損。 625 232 

2 ss 床直 ½ 6.5 7 5 1. 4 77 0 硬泥 剥片の両側に調整加え刃部形成。下半欠損。 232 

3 ss 中位 完形 7.5 5.4 1. 7 91.5 珪頁 縦長剥片の一側両面に調整加え刃部形成。 232 

4 ss 下位 完形 5.4 12.0 2.1 113.4 硬泥 縦長剥片の一側両面に調整加え刃部形成。 625 232 
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C区 176·178•202·206•362•363号住居跡出土石器

N(l 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図No PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

5 二次 覆土 破片 5.8 1.5 1. 7 26.5 変玄 剥片の背面に調整。破損により形状不明。 232 

6 二次 床直 破片 3.7 8.0 2 5 70 4 硬泥 剥片の周辺に不規則な調整。形状不明。 232 

7 二次 中位 ほぽ完 7.0 5.0 2.4 51 4 硬泥 剥片の端部に不規則な調整。一部熱により器表面剥落。 232 

8 二次 床酉 完形 10.4 6 5 1.5 73 6 硬泥 剥片の一側に不規則な調整。 232 ， 二次 覆土 完形 8.5 6 2 1.2 595 0 細安 剥片のほぼ全周に不規則な調整。 232 

10 二次 上位 破片 7.6 5 7 2.8 1169 0 硬泥 剥片の周辺に不規則な調幣。形状不明。 232 

11 二次 床直 完形 7 8 4.7 1.8 62.5 硬泥 剥片の一側に一部不規則な調整。 232 

12 礫器 床直 完形 13 5 8.1 4.5 573.2 緑片 下端に不規則な粗い調整により刃部形成。表面敲打。 232 

13 石核 上位 完形 9 5 5.6 2.3 102.3 珪頁 偏平な円礫の表裏で剥片剥離。 232 

14 石核 下位 完形 8.5 6.0 3 4 177.1 硬泥 剃片の一端背面側で剥片剥離。 232 

15 石核 床下 完形 9 6 7.0 5.5 317.5 硬泥 盤状の石核。主に裏面で剥片剥離。 233 

16 凹石 床下 ％ 12.7 7.0 4.0 397.4 変玄 盤状の円礫。表面に凹み。 233 

17 凹石 床下 ％ 10.0 8.2 4 9 592 0 デイ 盤状の円礫。表裏に凹み 2個・敲打痕。上端に敲打痕。 625 233 

18 凹石 床下 完形 9.0 8.2 5 2 486 6 粗安 円盤状の円礫。表に 1、裏に 2個の凹み、表裏に研磨面。 625 233 

19 敲石 中位 ½ 8.7 8.0 6 2 547 3 変安 盤状の円礫。表裏・上端に敲打痕。下半欠損。 233 

20 敲石 上位 完形 16.9 8.3 3.9 1046. 3 粗安 両側面取り。器体右側表裏に剥離痕。両端に敲打痕。 625 233 

21 敲石 床直 ％ 8.2 7.6 6 3 401 9 粗安 球状の円礫。右側に敲打痕。 233 

22 敲石 床下 完形 10.6 7 1 5.0 601.8 粗安 両側面取り。裏面・両端に敲打痕。 625 233 

23 敲石 床下 ％ 11. 6 8 5 4.0 427.4 デ凝 両側面取り。表面に敲打痕。両端・裏面欠損。 233 

24 敲石 床直 完形 10.5 5.4 2.6 238.8 緑片 盤状の円礫。両端に敲打痕。 233 

25 磨石 P内 完形 9 3 5 8 1.8 157.1 変玄 盤状の円礫。ほぽ全周に研磨面・線状痕。 625 233 

26 磨石 上位 兄 9 2 8.2 4.1 387.8 砂岩 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 233 

27 磨石 中位 ¾ 6 1 8.1 5.2 412.5 粗安 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 233 

28 磨石 床下 完形 7.8 6.5 5.3 347.8 デイ 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 233 

29 磨石 下位 破片 7.2 7.5 2.6 187.2 粗安 右側面取り。表面に研磨面。裏面・下半欠損。 233 

30 台石 床下 外 12.9 17.3 9.1 3000.0 粗安 盤状の亜円礫。表面に敲打痕。 233 

31 石核 床直 完形 1 8 1. 4 0 7 1.3 黒曜 剃片の片面で小型の剥片剥離。

c区 362号住居跡出土石器器種組成表

: :I 4 S 1了I門l礫9|石4ft|凹3石1敲：I磨515|台l0|鉛ょ：

C区 363号住居跡出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値（cm• g) 

石材名 特 徴 図No・ PLNo・ 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重星

1 ss 下位 ％ 4.1 8.9 1.0 44.9 雲片 剃片の両端両面・右側に調整加える。左側欠損。 626 233 

2 ss 床直 完形 8.1 6.1 2.1 84.8 硬泥 剥片端部背面に細かな調整加える。 233 

3 打斧 下位 ％ 6 3 9.9 2 8 218.4 硬泥 刃部破片。調整は粗く未製品の可能性あり。形状不明。 233 

4 打斧 床直 完形 10 8 5.6 3 1 161.0 硬泥 II b類。 626 233 

5 打斧 下位 完形 9 3 3.8 1 6 56.5 硬泥 刃部磨耗。 Ilb類。 626 233 

6 打斧 覆土 ほぼ完 8.0 4 3 1.6 54 7 硬泥 器面熱により一部剥落。小型のIIb類。 233 

7 打斧 床直 完形 8.9 4. 7 2.5 136.1 硬泥 刃部磨耗。 II]類。 626 233 

8 打斧 下位 ％ 6.8 4 1 1.8 60 6 硬泥 刃部表面に磨耗。基部欠損。 III類。 234 ， 打斧 下位 ½ 7.5 5 2 2.3 79.8 硬泥 裏面下半に磨耗。両端欠損。 IIb類。 234 

10 打斧 下位 ％ 7. 7 5 1 1.8 67 1 硬泥 基部欠損。 IIb類。 234 

11 打斧 床直 ％ 7.0 7.9 3.0 160.2 硬泥 扶り部側辺に一部敲打痕。基部欠損。 IIa類。 626 234 

12 打斧 床直 ½ 7. 7 6 0 1.8 102.6 珪頁 刃部磨耗を切って再調整加える。 Ill類。 626 234 

13 打斧 覆土 ％ 7.8 5 5 1.6 89 6 砂岩 基部欠損。 IIb類。 234 

14 打斧 中位 ½ 13. 2 11.8 2.7 447 1 硬泥 刃部表面磨耗。基部欠損。大形のIlb類。 234 

15 打斧 下位 ％ 7.3 6 0 2.5 129.2 硬泥 刃部の調整は裏面のみで片刃状。基部欠損。 IIb類。 234 

16 打斧 中位 ％ 7.8 7.4 2.3 110.6 硬泥 熱による破損激しい。形状不明。 234 

17 磨斧 床直 屍 10.6 4.8 3.5 252.7 変玄 基部破片。敲打により整形してるが研磨施されず。 234 

18 磨斧 中位 破片 4.2 3.8 1.3 22.9 変玄 破損により形状不明。刃部破片か。 234 

19 二次 覆土 破片 4 6 2.8 0.8 9.5 硬泥 刻片の先端を切断するように調整。破損により形状不明。 234 

20 ーーグ、片 覆土 ％ 3.6 2.7 0.3 3.1 硬泥 小型の剥片周辺に不規則に浅い調整。 234 

21 ーー グ、h 覆土 破片 4 6 3.8 1 0 16.6 硬泥 剥片の背面に不規則な調整。 234 

22 ーーグ、E 覆土 完形 4.0 5. 7 0.7 18.4 珪頁 剥片周辺に不規則な調整。表面に磨耗。 234 

23 二次 床直 完形 4.7 4.6 1.8 43 6 硬泥 剥片の腹面打面側・背面右側に調整。 234 

24 二次 中位 破片 3.9 4.0 0.5 6.4 硬泥 剥片の背面に調整。破損により形状不明。 234 
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3.縄文時代住居出土石器観察表

N(l 器種
出土 残存 計測値 (cm • g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重屈

25 二次 覆土 破片 3 6 4 5 0.9 11 8 硬泥 剥片の腹面に一部調整加える。 234 

26 二次 覆土 破片 3 8 5 5 0.9 25.4 硬泥 剥片の周辺に浅い調整。裏面に磨耗。 234 

27 二次 床直 破片 5 7 3.6 2.3 28.6 硬泥 剥片縁辺に調整。両側欠損し形状不明。 234 

28 二次 毅土 完 形 5.9 3 9 0.6 15.4 硬泥 剥片のほぽ全周に調整。端部は錐状にややとがる。 234 

29 二次 匹土 破片 3.5 6 0 1.2 22.6 硬泥 器体の右側表面に鋸歯状の調整。左側欠損。 234 

30 二次 下位 完形 7. 7 3 6 I 5 48.8 硬泥 剥片の腹面右側に調整。 234 

31 二次 翌土 完形 4.6 7 0 1. 8 35. 9 硬泥 剥片の周辺に一部不規則な調整。 234 

32 二次 下位 完形 7.4 4 6 1.6 62.3 硬泥 剥片右側の上部に調整。 234 

33 二次 床直 完形 7.6 6 0 2.5 149.5 硬泥 厚手の剥片の腹面上～右側に調整。 234 

34 二次 床直 完形 8.2 9.8 2 9 204. 7 硬泥 剥片の先端に不規則な調整。ノッチ状。 234 

35 二次 床直 完形 6.5 5.1 2.1 68.0 細安 剥片のほぽ全周に粗い調整。 626 234 

36 二次 床直 完形 5.9 7.1 1.1 39.4 硬泥 器体の下辺に調整。 234 

37 二次 床下 完形 6.6 9.2 3.4 183.0 細安 剥片の先端に不規則な調整。 234 

38 二次 床直 完形 6.8 8.5 2.1 123.1 珪頁 器体の右側に細かな調整。 235 

39 二次 床直 破片 6 3 9.1 2.6 181.0 粗安 剥片の背面に不規則な調整。破損により形状不明。 235 

40 二次 床直 完形 6 5 5.9 2.5 101.9 硬泥 器体の右側～下 ・左下半の両面に調整。 235 

41 二次 覆土 破片 8.8 5.9 1.6 77.8 硬泥 両側に調整。打斧の破損品か。 235 

42 二次 覆土 完形 9 7 5 6 3.0 145 0 硬泥 横長の剥片の先端部に不規則な調整。刃部は磨耗。 235 

43 石核 床直 完形 9 3 8.9 4.2 345.6 硬泥 厚手の剥片の両面で剥片剥離。 235 

44 石核 床直 ki 11. 3 6 3 3.4 240.8 硬泥 盤状の石核。両面で剥片剥離。下半欠損。 235 

45 石核 四土 完形 9.6 5 2 2.5 129.9 硬泥 剥片の端部で小型の剥片を 1枚剥離。 235 

46 石核 覆土 完形 6.6 5 0 3.9 137.1 硬泥 在子状の石核。打面 ・作業面入れ替えながら剥片剣離。 235 

47 石核 下位 完形 3.9 4 4 1. 9 31. 7 細安 小型の剥片の一端で剥片剥離。 235 

48 石核 下位 完形 10.4 6 1 5 2 350.2 硬泥 分割礫素材。分割面を打面として主に剥片剥離。 235 

49 石核 中位 完形 8.9 9.3 2.4 182.3 細安 剥片の両面で剥片剥離。 235 

50 石核 下位 完形 6.8 5.8 2 6 141. 5 硬泥 剥片の腹面側を打面とし、背面側で小型の剥片剥離。 235 

51 石核 床下 完形 9.4 6.1 3.2 205.6 硬泥 不定形。打面を不規則に転移して剥片剥離。 235 

52 石核 床直 完形 8.5 7.8 4 3 316.0 硬泥 分割礫の一端で剥片剃離。剥片の数は少ない。 235 

53 石核 覆土 完形 10.8 9.4 3.5 382.2 硬泥 厚手の剥片の主に腹面側で求芯状に剥片剥離。 235 

54 石核 床直 完形 12.5 12.0 6 6 1167.9 硬泥 厚手の盤状の石核。両面において求芯状に剥片剥離。 235 

55 石棒 床直 ½ 10.3 3.3 3 3 242.7 緑片 石棒の基部破片。全体を敲打により整形後、研磨。 626 235 

56 凹石 床直 一部欠 14 9 11. 7 9.3 2100.0 粗安 球状の円礫。表面に凹み ・敲打 ・研磨、両端に敲打痕。 235 

57 凹石 下位 完形 11 1 9.3 5. 7 850.2 粗安 表面に浅い凹み。裏面 ・右側に敲打痕。 235 

58 凹石 下位 ½ 8 1 7.9 5.1 375.1 閃緑 両側を面取り 。表面に浅い凹み、表裏に研磨面。下半欠。 235 

59 敲石 下位 完形 10.5 6.2 4.3 339.4 粗安 棒状の円礫。両端に敲打痕。 236 

60 敲石 覆土 完形 11. 4 7 3 3.3 375.5 変玄 盤状の円礫。裏面下 ・左側に敲打による剥離。 236 

61 敲石 床直 一部欠 7.8 7 3 2.2 171.6 珪頁 円盤状の円礫。表面 ・周辺に敲打痕。裏面剥落。 236 

62 磨石 下位 完形 11. 7 7 1 2.8 296.2 変玄 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 236 

63 磨石 床直 ほぼ完 10.9 10 1 5 0 654 5 粗安 円盤状の円礫。表裏に研磨 ・敲打痕。 236 

64 磨石 覆土 完形 7.6 2 3 1 5 32 6 流紋 小型棒状の円礫。ほぽ全面に研磨。 236 

65 磨石 床直 完形 5.5 4.7 4 0 130 3 粗安 小型の円礫。ほぼ全面に弱い研磨。 236 

66 多孔 床直 完形 19.1 17.1 11 5 4790 0 角安 盤状の円礫。表裏に多数の凹み。 626 236 

67 砥石 中位 完形 15.1 11. 3 1 9 427 2 砂岩 板状の亜角礫。表裏 ・上面 ・右側に研磨。裏面に浅い溝。 626 236 

C区 363号住居跡出土石器器種組成表

: :I ss |門|門|口|：：日[|石1~ 1 凹4石 1 竺9| 磨515| 多1孔 1 砥9| 叙]:

c区 368号住居跡出土石器

N(l 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図N(l PLN(l 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重絨

1 打斧 下位 完形 9.9 4 1 1.6 71.8 硬泥 両側わずかに内湾。 III類。 627 236 

2 打斧 中位 ％ 8.4 4.5 2.8 119.2 硬泥 基部破片。形状不明。表面基部付近に磨耗。 236 

3 二次 下位 一部欠 4.7 3.8 1 5 24 2 硬泥 小型の剥片の背面右側に調整。下部欠損。 236 

4 石核 下位 完形 9.5 5.3 4.2 265 7 硬泥 棒状の円礫の一端で連続して小型の剥片剥離。 236 

5 石核 下位 完形 13.1 8.3 4 4 614 9 珪頁 盤状の円礫の一端で小型の剥片剥離。 236 

6 石核 下位 完形 7.7 6.2 2.1 97.2 硬泥 剥片素材とし、腹面側で小型の剥片剥離。 236 

7 石核 床下 完形 13 1 6.4 5.4 371.6 硬泥 騨手の剥片素材とし、打面側で剥片剥離。 236 

8 石核 中位 完形 7 9 6.4 3.6 161.0 硬泥 打面 ・作業面転移しながら剥片剥離。 236 
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c区 363・368・368号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図No. PLNo. 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重拡， 石核 下位 完形 24 4 24.3 7.1 5060.0 デイ 盤状の円礫の一端において表裏で剥片剥離。 236 

10 敲石 下位 完形 8 7 6.8 3.6 341.6 変玄 盤状の円礫。表面と側面ほぽ全周に敲打痕。 627 236 

11 敲石 床下 一部欠 10 8 5.7 4.0 334.8 細安 盤状の円礫。表裏 ・両端に敲打痕。 627 236 

12 敲石 疫土 完形 7 9 6.6 2.5 202.6 細安 盤状の円礫。両端に敲打痕。 236 

13 敲石 中位 ％ 6 6 5.7 2.5 104. 7 細安 盤状の円礫。上端に敲打痕。下部欠損。 236 

14 敲石 下位 完形 11 0 9.5 6 7 859.5 細安 盤状の円礫。表裏・両端に敲打痕。 236 

15 敲石 下位 完形 11.3 7.6 4 2 483.5 細安 盤状の円礫。表裏・両端 ・両側に敲打痕。 236 

16 敲石 下位 完形 6.7 5.0 2.2 108. 9 細安 小型盤状の円礫。両端に敲打痕。 236 

17 敲石 下位 完形 7. 2 4.8 2 5 128. 7 細安 小型盤状の円礫。下端に敲打痕。 236 

18 磨石 下位 完形 11. 5 9.3 6 6 1040. 3 細安 盤状の円礫。両側を面取り。 627 236 

19 磨石 中位 完形 10.9 6 5 4 2 431.4 細安 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 237 

20 磨石 下位 完形 12.7 8.4 3 1 491.0 変玄 盤状の円礫。表袋に研磨面。右側表裏に剥離痕。 627 237 

21 磨石 下位 努 9.9 6.5 3 9 312 6 細安 棒状の円礫。表面に弱い研磨。裏面大きく欠損。 237 

22 砥石 裂土 破片 15.7 15 5 5 0 846 7 砂岩 板状の亜角礫。表面に弱い研磨面。 627 237 

23 多孔 中位 破片 27.3 15.7 6 0 2720 0 粗安 表面に小さな凹み 6個 ・敲打痕。災面に敲打痕。 237 

c区 368号住居跡出土石器器種組成表

: :I石1鏃1← In4斧［二3次1微:||石:I原91 1石 1敲9EI磨5石 1多1孔 1砥115|台115|知]:

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%) 0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100 (%) 
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30住 I•••: ・・．・：• ：... : : • :. • • :. :. •. • • : .. :... :・: {・: • •. •... •. ・.．・．． ：．．亘観鵬霞瓢疇J 169住lと萎：忍；； ：羞羞合・:誤・9.. ,’ •• 
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第 1図 縄文時代住居出土石器石材組成グラフ
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4.縄文時代集石・配石・埋甕・土坑出土石器観察表

4.縄文時代集石・配石・埋甕・土坑出土石器観察表

c区 2号集石出土石器

NQ 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 因No PLNo. 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重昼

1 打斧 床下 完形 9.5 5.4 2.4 131.9 粗安 刃部磨耗を切って再調整。 lII類。 237 

2 打斧 床直 ％ 11. 5 6.2 3.0 343.9 変玄 基部破片。表面一部敲打により整形。 ［II類。 237 

3 磨斧 床直 完形 15 2 5.5 3.2 427.4 変玄 礫の一端に剥離加え刃部形成。表裏に剥離 ・自然面広く 628 237 
4 二次 下位 完形 6.2 8.8 2.9 131. 7 硬泥 素材剥片の背面に一部不規則な調整。 237 

5 二次 床下 ％ 8 7 7.1 3.6 154. 2 硬泥 素材剥片の腹面左側～先端に不規則な調整。 237 

6 ーーグ、E 投土 一部欠 7 0 4.4 2.7 99.9 硬泥 素材剃片の両側に不規則な調整。先端一部欠損。 237 
7 石核 毅土 完形 12 7 9 3 6.4 1028.2 硬泥 礫の周辺両面で剥片剥離。 237 

8 石核 投土 完形 8 8 6 1 3.0 204.6 硬泥 剥片先端部で腹面を打面とし小型の剥片剥離。 237 ， 石核 床下 完形 9 3 8 6 6.1 706.5 粗安 礫の一端で自然面打面とし剥片剃離。 237 
10 凹石 覆土 完形 13 5 8 5 3.7 501.9 粗安 盤状の円礫。表面凹み、表裏に敲打 ・研磨、両側に敲打。 237 

c区 2号集出土石器器種組成表

I: :I四I磨1斧［二3次|：皿I石：I凹1石1り9|
C区 1号配石出土石器

No I器種|麟| ]:  I長さ9:直]:;|)重輩 I石材名 特 徴

1 1磨斧 I下位 1完 形 114.7 1 6.3 | 3.9 | 647.0 1 変玄 1敲打によって整形後研磨。刃部 ・両側に敲打痕残す。
2 二次下位完形 5.41 6.9 I 1.9 / 41.4 硬泥 素材剥片の腹面に一部不規則な調整。

言
C区 1号埋甕出土石器

NQ ： □ I［]円［］口円］ロニ~： I 厚手の剥片端部両：で剥片剥離。 徴

図NoI PLNo 

238 

土坑出土石器

土坑名 No 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図N(l PLN(l 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鉱

Cl4 I 石核 床直 完形 9.0 8.6 1.8 231 3 硬泥 盤状の石核。両面で求芯状に小型剥片剥離。 238 
Cl4 2 二次 下位 ％ 4.9 4.2 0.7 17 7 硬泥 剥片の背面両側に調整。上半欠損。 238 
C27 1 打斧 覆土 完形 11. 9 4.0 2.6 79.6 硬泥 刃部先端磨耗。lII類。 238 
C27 2 打斧 翌土 ％ 4.5 4.4 1.4 26 7 硬泥 刃部破片。形状不明。使用による磨耗激しい。 238 
C27 3 石核 覆土 完形 3.6 6.5 2.5 62 9 硬泥 不定形。剥片の折れ面打面に少数の剃片剥離。 238 
C30 1 凹石 翌土 ほぽ完 9.0 7.1 4.8 397.5 粗安 盤状の円礫。表面凹み ・研磨、裏面研磨 ・敲打。 238 
C33 1 打斧 床直 ¾ 9 2 6.8 2.4 162 8 細安 刃部磨耗。刃部かなり欠損。IIa類。 238 
C33 2 凹石 下位 完形 1 3 7.0 4.9 666.4 砂岩 棒状の円礫。表裏に 2個の凹み。両端に敲打痕。 630 238 
C33 3 原石 床直 完形 18.3 9.3 7.5 1426 7 石英 棒状の亜角礫。河原の転石か。 238 
C34 1 二次 下位 完 形 9 6 5.6 2.1 96.9 硬泥 剥片の腹面右側に不規則な調整。 238 
C36 1 磨石 床直 完形 10 3 7.5 5 9 619.4 粗安 盤状の円礫。表面に研磨面。 630 238 
C39 1 磨斧 中位 完形 12 2 6.4 3 7 490.3 変玄 未製品。表裏に剥離 ・敲打痕大きく残す。 630 239 
C40 1 台石 下位 一部欠 17 8 17 1 5 7 2250.0 デイ 円盤状の円礫。表裏に敲打痕。被熱し一部欠損。 238 
C81 1 石核 中位 完形 8.5 4 7 3 6 118.9 硬泥 厚手の剥片の一端腹面側で剥片剥離。 239 
C97 1 石錐 床下 完形 3.0 0 9 0.7 1.5 黒曜 刃部のみ両面調製。刃部断面三角形状。 239 
C97 2 ss 中位 材i 5.6 8 4 0.9 39.2 硬泥 剥片の両側両面に調整。左側欠損。 630 239 
C97 3 打斧 下位 ％ 7.1 7 3 2.6 157.4 粗安 刃部破片。形状不明。 239 
C97 4 打斧 中位 ％ 7.5 5.3 2.7 119.1 硬泥 刃部欠損。基部に磨耗みられる。IIb類。 630 239 
C97 5 打斧 中位 灼 7.0 5.3 2.4 112.0 硬泥 刃部破片。形状不明。 239 
C97 6 打斧 中位 ％ 6.6 4.1 1. 4 48 1 硬泥 基部破片。形状不明。 239 
C97 7 二次 下位 完形 8 9 7.5 2.6 115 5 硬泥 剥片の打面部にわずかに調整。 239 
C97 8 二次 下位 完形 11 6 8.2 3 2 368 2 硬泥 厚手の剥片の主に両側に調整。打斧の未製品か。 239 
C97 ， 二次 下位 完形 8 3 5.8 1 2 68 5 硬泥 剥片の側辺に調整。打斧の破損品か。 239 
C97 10 石核 中位 完形 4 4 3 0 2 3 19.0 黒曜 扁平な角礫の一端で横長の剥片剥離。

C97 11 石核 床直 ½ 2 3 2 1 1 1 2.7 黒曜 剥片の両面で周辺から小型の剥片剥離。

50 



C区2号集石.1号配石・ 1局埋甕・土坑出土石器

土坑名 No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図NQ PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量・

C 100 1 ーーグ、E 下位 完形 10.6 7.4 3.0 257 5 硬泥 剃片の背面右側・先端に不規則な調幣。 239 

ClOO 2 二次 床直 一部欠 8.3 6.1 2 4 163 9 珪頁 厚手の剥片の腹面左側に調整。先端一部欠損。 239 

C 100 3 石核 覆上 完形 18.3 16.0 6 3 2050.0 硬泥 盤状の石核。両面で求芯状に剥片剃離。 239 

C 100 4 石核 下位 完形 7.7 5.8 3 8 175 0 硬泥 小型の盤状。両面で求芯状に小型の剥片剥離。 239 

C 100 5 石核 覆土 完形 11.6 9.4 6.4 857.3 硬泥 賽子状。打面・作業面をほぽ90゚転移。 240 

C 100 6 凹石 下位 ほぽ完 13. 4 12.2 4 6 900 5 デイ 盤状の円礫。表面に凹み 1。器表面摩滅。 631 240 

C 100 7 砥石 下位 ％ 14. 2 13.8 2.6 632.9 砂岩 盤状の角礫。表面に研磨面。 631 240 

ClOl 1 ーーグ、E 上位 完形 6.3 8.4 2.6 95.9 硬泥 横長剥片の腹面先端に調整。 240 

C 101 2 敲石 床下 ％ 9.3 7.2 6.7 490.5 粗安 棒状の円礫。上端に敲打痕。下半欠損。 240 

C 108 1 楔 覆土 完形 1.3 2.7 0.8 2 2 黒曜 剥片の両端に使用時の剥離痕。 240 

C 108 2 ss 下位 完形 9.7 8.7 3.1 254.4 硬泥 素材剥片の左側と先端に調整。 240 

C 108 3 石核 下位 完形 10.5 10 4 4.4 570.6 硬泥 厚手の剥片の腹面側で剥片剥離。 240 

C 114 1 石核 中位 完形 10.5 6 2 5.5 436.0 硬泥 賽子状。大きく分割するように剃片を剥離。 240 

C114 2 石核 下位 一部欠 7.9 5.2 4.5 205.4 硬泥 賽子状。大きく分割するように剥片を剥離。 240 

C 114 3 多孔 下位 ほぼ完 23.2 15.8 5.1 2050. 0 砂岩 表裏に大小の凹み。裏面に連続する小さな凹み。 631 240 

C 114 4 多孔 下位 完 形 30.3 19. 9 15.6 11.1kg 粗安 盤状の円礫。表面に 5個、裏面に 6個の凹み。 631 240 

Cll5 1 磨斧 下位 ％ 11. 8 7.3 3.8 267.0 変玄 磨製石斧の未製品の刃部破片。剥離により整形。 240 

Cll5 2 凹石 床直 ％ 13 4 6.8 4.4 351.1 粗安 表面に凹み 2個。両側面取り。裏面欠損。 632 240 

C 119 1 石核 床下 完形 9.4 7 7 4.5 364.3 硬泥 扁平な礫の一端で、交互に剥片剥離。 240 

C 123 I 石鏃 下位 ½ 1 6 1.2 0.3 0.7 黒曜 下半欠損。形状不明。 241 

Cl23 2 打斧 下位 ½ 7.9 5 7 1.8 83.8 硬泥 基部破片。表面に自然面残す。形状不明。 241 

Cl23 3 石核 下位 完 形 6 2 5 5 4.0 180.0 粗安 賽子状。打面・作業面を90゚転移し剃片剥離。 241 

Cl23 4 石核 下位 完形 1. 8 1 7 1.0 2.8 黒曜 剥片の周辺を折り取るように剥片剥離。

C 127 1 打斧 上位 ½ 6 5 5 2 0 7 34.4 珪頁 基部破片。周辺両面に調整。形状不明。 241 

C 127 2 石核 上位 完形 2 9 2 1 1.1 5.2 黒曜 剥片の一端両面で小型の剥片剥離。

Cl32 1 石核 床直 ½ 7 3 7 7 4.8 293.1 変玄 礫の両面で剥片剥離。磨製石斧の未製品か。 241 

C 157 1 ss 覆土 完形 4.0 7 6 1.1 43.7 頁岩 剥片ー側に刃部形成。他の側辺の調整は不規則。 241 

C 157 2 打斧 下位 一部欠 9 9 5 4 3.1 151.6 凝灰 刃部磨耗。裏面刃部欠損。 IIb類。 241 

C 157 3 打斧 下位 ％ 12.6 5.2 2.4 168.6 硬泥 刃部欠損。 III類。 241 

C 157 4 打斧 中位 ％ 8.6 7 3 3 4 168.3 硬泥 両端欠損。形状不明。 241 

C 157 5 打斧 中位 ½ 13 3 5 8 1.8 103.2 細安 両端欠損。形状不明。 241 

C 157 6 二次 中位 ½ 6.0 4.5 1 6 46.3 珪頁 剃片周辺に不規則な調整。下部欠損。 241 

C 157 7 二次 下位 ½ 5 6 6.3 1.6 51.2 硬泥 剥片端部に調整。上半欠損。 241 

C 157 8 二次 覆上 怜 13.3 4.9 2.1 98.0 細安 剥片端部に不規則な粗い調整。右半欠損。 241 

C 157 ， 二次 床下 ％ 7 2 4.6 2.4 53.9 硬泥 剥片端部にわずかに調整。 241 

C 157 10 石核 床直 完形 9 0 10.1 3.7 297.0 硬泥 盤状の石核。両面で周辺から剥片剥離。 241 

C157 11 磨石 中位 完形 10.6 8 7 4.4 571.0 デイ 右側面取り。表裏に研磨面、左側・下端に敲打。 241 

C 157 12 石核 覆土 完形 1 9 2.5 1 0 4.7 黒曜 剥片の両面で周辺から小型の剥片剥離。

C 157 13 石核 覆土 完形 1.4 1.4 0 8 1. 7 黒曜 剥片の周辺を折り取るように剥片剥離。

C 159 1 磨斧 覆土 怜 7 9 6.0 3 6 258.4 変玄 刃部破片。先端表裏のみ研磨。他は敲打痕残す。 632 241 

C 160 1 二次 中位 破片 6.2 4.8 1 1 39.5 硬泥 剥片の背面周辺に調整。破損により形状不明。 241 

Cl60 2 二次 中位 完形 11. 2 7.6 2.9 321.0 粗安 剥片の周辺に不規則な調整。打斧の未製品か。 241 

Cl60 3 敲石 中位 完形 12.8 5.5 2.9 300 3 珪頁 盤状の円礫。両端に敲打による剥離痕。 241 

Cl67 1 二次 中位 破片 2.8 2.7 0.7 5.6 珪頁 素材剃片の翌面に不規則な調整。形状不明。 241 

Cl69 1 石核 上位 完形 7.5 5.4 3 6 168 3 硬泥 厚手剥片の腹面側で剥片剥離。 241 

C 171 1 ss 覆土 ％ 6 4 7.4 1 6 97 5 硬泥 剥片の打面側に調整加え刃部形成。右側欠損。 242 

C 175 1 敲石 下位 完形 10.6 10.1 5 0 667.4 珪頁 円盤状の円礫。表裏中央部に敲打痕。 242 

C 177 1 磨石 中位 ％ 12.4 8.0 3 8 584.2 粗安 盤状の亜円礫。表裏に弱い研磨・敲打痕。 242 

Cl80 1 凹石 上位 完形 20.2 9 5 5 8 1661.0 デイ 表面に凹み、裏面に研磨、下端に敲打痕。 242 

Cl88 1 石鏃 上位 ほぼ完 2.1 2 1 0.3 0.8 黒 曜 凹基無茎鏃。先端わずかに欠損。 242 

Cl88 2 石鏃 覆土 一部欠 2.1 1 7 0.3 0.5 黒曜 凹基無茎鏃。左脚欠損。 242 

C 188 3 ーーグ、E 中位 完 形 10.4 6.6 2.5 144.4 硬泥 主に器体の右辺に調整。打斧の未製品か。 242 

C 188 4 凹石 中位 ½ 8.1 7.6 3.8 319.8 粗安 表裏に凹み・研磨。周辺に敲打痕。下半欠損。 242 

Cl88 5 磨石 中位 一部欠 12.2 8.2 4.3 492.7 デイ 表面に研磨面。器表面風化激しい。 242 

C 188 6 磨石 中位 一部欠 14.8 11. 7 6.6 1322. 7 粗安 表裏に研磨面。熱により器表面剥落。 242 

C 188 7 敲石 中位 ％ 6.7 4.5 3 5 169.6 デイ 棒状の円礫。表面に敲打痕。下半欠損。 242 

C 188 8 砥石 下位 破片 10.5 8.8 4 3 490 4 粗安 表面に使用面。熱による破損激しい。 242 

C 190 1 石剣 床直 破片 6.5 4.9 3.2 90.1 かん 頭部破片。左右に小突起。区画部に綾杉紋。 632 242 

D892 1 石核 中位 完形 9.2 8.0 3 3 241. 9 硬泥 盤状石核の両面で周辺から剥片剥離。 242 

D893 I 打斧 覆土 完 形 8.8 4.5 2.0 83 5 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 632 242 
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4.縄文時代土坑出土石器観察表 5.弥生時代住居出土石器観察表

土坑名 No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

状況 状況 長さ

D893 2 打斧 毅土 ％ 7.0 

D894 1 二次 中位 完形 5.1 

D894 2 石核 中位 完形 14.8 

0895 1 打斧 中位 ％ 12.0 

D895 2 二次 下位 怜 13 0 

0895 3 石核 下位 完形 12 6 

D895 4 敲石 中位 完形 13.1 

0908 1 磨斧 床直 屍 8.9 

D925 1 打斧 下位 完形 8 0 

D929 1 磨石 授土 完形 5.1 

0930 1 打斧 毅土 ％ 7.0 

D930 2 打斧 下位 ½ 7.1 

D930 3 打斧 下位 破片 7 6 

D930 4 打斧 覆土 ％ 7.5 

D930 5 二次 中位 完形 7.0 

D930 6 石核 床直 完形 8.0 

D930 7 敲石 下位 完形 7.1 

0930 8 磨石 中位 完形 13.1 

D930 ， 磨石 下位 完形 6.0 

D933 1 石鏃 覆土 完形 2.3 

D933 2 ss 下位 完形 8 7 

D933 3 ーーグ、E 上位 一部欠 6 9 

D933 4 二次 上位 完形 7 3 

D936 1 磨石 覆土 ½ 9 8 

D953 1 敲石 下位 屍 8 8 

D953 2 凹石 下位 ％ 7.8 

D963 1 石核 上位 完形 7.6 

5.弥生時代住居出土石器観察表

c区 2号住居跡出土石器

幅 厚さ

4.9 2.3 

8.1 2.4 

10.6 5.4 

5.2 3.0 

7.5 2.9 

10. 2 3.5 

7.6 4.7 

5 5 2.3 

4.8 1.9 

4.8 4.4 

4 9 2.2 

4.9 1. 4 

5 5 1. 7 

4 6 1.3 

7 0 1 9 

8.9 5.0 

5.8 4 9 

9.4 4.5 

4.9 3.2 

1.8 0.5 

6.2 1. 2 

7 5 3.0 

8.9 3.9 

7 6 5.0 

7 3 5.1 

6.3 3.9 

9 8 4 6 

No 器種
出土 残存 計測値（cm・g) 

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

］ 打斧 床下 ½ 6.1 7.9 1 6 108.0 

2 二次 床下 破片 5.9 4.2 0 9 22.7 

3 ーー グ、E 床下 破片 8.4 4.6 2 2 85.4 

4 石核 下位 完形 13. 2 8.6 3 5 597.5 

5 凹石 床下 完形 12.9 8.8 3 8 453.8 

6 凹石 床下 完形 11.3 12.6 5.3 845.3 

7 多孔 覆土 破片 11 l 13.3 4.6 606.7 

8 多孔 覆土 破片 13 5 8.6 5 9 489.5 ， 磨石 床直 ほぽ完 8 8 5.2 2.0 110.9 

10 敲石 床下 完形 9 4 7.6 6. 7 604.0 

11 砥石 下位 完形 14 2 11.8 7.3 2100. 0 

c区 2局住居跡出土石器器種組成表

重菫

95.1 

80.0 

880.4 

207.5 

289.3 

619.6 

588.4 

134.7 

76.6 

137 0 

67 1 

52 5 

60 9 

40 1 

57 6 

384 7 

257 1 

784.5 

112.6 

2.2 

81. 7 

196.5 

235.8 

420.5 

449.5 

192. 9 

258 7 

石材名

硬泥

硬泥

硬泥

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

砂岩

デイ

デイ

硬泥

I: :I打：I二2次 1石：I凹2石 1敲1石 1磨9|ml石 1多:LI
c区 6号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重醤

1 二次 覆土 破片 3. 7 4.8 1.5 17.7 粗安

2 二次 覆土 完形 6.4 4 6 1.6 37 3 硬泥

3 二次 覆土 完形 4.0 5.1 0.7 12.7 細安

4 ーーグ、E 覆土 完形 2.4 3 7 0.6 5 4 珪頁

5 磨石 床直 完形 12. 2 10.1 6.0 910.8 デイ

6 台石 床直 ½ 15.9 18.6 6 0 2250 0 粗安

52 

石材名 特 徴

硬泥 刃部磨耗。基部欠損。 ［II類。

硬泥 剥片のほぽ全固に不規則な調整。

硬泥 大型の剥片の両端背面側で剥片剥離。

硬泥 刃部欠損。 lII類。

硬泥 剥片端部に不規則な調整。上半欠損。

硬泥 剥片の腹面側で周辺から剥片剥離。

流紋 盤状の円礫。表裏 ・両端敲打、下端に剥離痕。

変玄 表面 ・側面は研磨、裏面は未研磨。基部欠損。

硬泥 幅に比して長さ短い。刃部摩耗。 IIb類。

粗安 球状の円礫。表面 ・下面に弱い研磨。

硬泥 刃部欠損。IIb類。

硬泥 基部欠損。 III類。

硬泥 刃部破片。表裏被熱により大き く欠損。

変玄 基部破片。先端欠損し形状不明。

硬泥 剥片の背面右側下半に調整。

硬泥 円盤状の石核。両面で求芯状に剥片剥離。

砂岩 棒状の円礫。表製・両側に敲打痕。

砂岩 両側面取り。表裏研磨、表面・両端敲打。

デイ 小型の円礫。表面ほぽ全面に弱い研磨。

黒曜 未製品。 一側両面にのみ調整。

硬泥 剥片の周辺両面に調整。

硬泥 剃片両側の主に腹面側に調整。先端欠損。

硬泥 厚手の剥片の両側に調整。

粗安 棒状の円礫。表裏に敲打・研磨面。下半欠損。

デイ 上端に敲打痕。下半欠損。

デイ 表面に凹み。下半欠損。

硬泥 厚手の剥片端部で小型の剥片剥離。

特 徴

基部欠損。刃部磨耗を切って再調整。］類。

剥片の周辺に調整。

剥片の先端に不規則な調整。

盤状の亜円礫の両端で剥片剥離。

盤状の角礫。表面に凹み ・敲打痕。

板状の角礫。表裏に凹み各 1個。

盤状の角礫。表面に大小10個の凹み。

盤状の角礫素材。表面に凹み 2個。

盤状の円礫。表裏に弱い研磨。

球状の円礫。裏面・両端に敲打痕。

盤状の亜円礫。表裏に研磨面・線状痕。上面に敲打痕。

特 徴

素材剥片の背面に一部不規則な調整。

素材剥片の両端に調整。楔形石器か。

素材剥片の端部に不規則な調整。

小型の横長剥片の端部に不規則な調整。

盤状の円礫。表面に弱い研磨面。上端に敲打痕。

盤状の円礫。表裏に弱い磨耗？

図No. PLN(l 

242 

242 

242 

632 242 

242 

243 

243 

632 243 

632 243 

243 

243 

632 243 

632 243 

243 

243 
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C区 2 • 6 • 8 • 9 • 10• 13 • 14号住居跡出土石器

出土 残存 計測値（cm・g) 
石材名 特 徴

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

床直 ほぼ完 29.2 21 3 8.3 9100 0 粗安 盤状の円礫。熱により表面一部剥落。 | I 244 

床直 ％ 22.2 17 8 8.5 4250 0 粗安 盤状の円礫。裏面に敲打痕。 | I 244 

C区 6号住居跡出土石器器種組成表

器個 種数 I二4次 I微2細 I磨1石 I台3石

C区 8号住居跡出土石器

NQ 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 石材名

特 徴 図N(l PLNo. 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重輩

1 敲石 下位 完形 6.4 5. 7 4 4 234.0 粗安 球状の円礫。両端に敲打痕。 245 

2 砥石 床直 ％ 20.0 7.9 1. 7 293.8 砂岩 板状の角礫。表面に研磨面。 636 245 

C区 9号住居出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図NQ PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

1 打斧 下位 屍 7.7 5.8 2.0 115 3 変安 基部欠損。 IIb類。 245 

2 二次 覆土 完形 5.5 4.3 1.4 24.8 硬頁 剥片の右側腹面に調整。 245 

3 二次 下位 ½ 5.3 4.3 1.4 28 4 硬泥 剥片周辺に不規則な調整。右半欠損。 245 

4 石核 中位 完形 13.5 8.3 6.7 729 5 硬泥 礫の一端で交互に剥片剥離。 245 

5 敲石 下位 完形 7.7 5. 7 4.9 263 5 粗安 盤状の円礫。表面 ・下端に敲打痕。 245 

C区 10号住居跡出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値（cm・ g) 

石材名 特 徴 図Nu PLNCl 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 二次 裂土 完形 2.7 5.1 1.3 14 8 硬泥 素材剥片端部に不規則な調整。 245 

2 砥石 下位 完形 36.0 16 8 8.4 7000.0 デイ 盤状の円礫。表裏 ・右側に研磨面。両端に敲打 ・剥離痕。 638 245 

3 台石 床直 完形 17. 9 13 5 5.2 1715 5 粗安 盤状の円礫。表面一部わずかに摩耗。 245 

4 台石 床直 完形 18.6 19.8 9.3 4500 0 粗安 盤状の円礫。 245 

C区 10号住居跡出土石器器種組成表

I: :I二2次|：□I砥t5|台2石I
C区 13号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm • g) 

石材名 特 徴 図No PLNo. 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重址

1 石鏃 覆土 一部欠 1.5 1.2 0 3 0.4 黒曜 凹基無茎鏃。先端 ・左脚一部欠損。 245 

2 石鏃 覆土 一部欠 2 4 1.6 0.3 0.7 黒曜 凹基無茎鏃。左脚欠損。 637 245 

3 石鍬 下位 灼 9 5 8 1 4.5 387.0 硬泥 刃部撥形に広がる。両端欠損。 637 245 

4 二次 覆土 ½ 4.9 4 2 0. 7 19.5 硬泥 剥片の側辺に不規則な調整。左半欠損。 245 

5 敲石 下位 完形 10.0 6 1 3.5 348.7 流紋 盤状の円礫。裏面 ・下端に敲打痕。 245 

6 敲石 下位 完形 12.5 10 2 8.2 1350.0 変安 盤状の円礫。両面 ・両端に敲打痕。 245 

C区 13号住居跡出土石器器種組成表

I: :I石2'il!J.I石li!x|二3次I:9|石:I敲2石I
C区 14号住居跡出上石器

Nn I器種 Iば孟I:: I長さ9:直]:;|)重凪 I石材名 特 徴

] I臼： I ：立 I: % ;: I : ] | ] 5 1 ]こ 17::: 1 ::  1 ：ロニl両面に調整。
230.7 硬泥 刃部破片。基部には破損後に再調整がされている。

246 

竺
246 
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5.弥生時代住居出土石器観察表

No 器種
出土 残存 計測値（cm・ g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNo. 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重旦

4 打斧 床下 屍 7 2 5 1 2 1 83 1 硬泥 調整の頻度低く未製品の可能性。基部欠損。 246 
5 打斧 翌土 破片 5.9 4.8 1 9 42 5 硬泥 刃部破片。 IIa類。 246 
6 石鍬 上位 ％ 8.1 8.8 3 4 252 2 硬泥 刃部撥形に広がる。刃部の調整粗い。基部欠損。 639 246 
7 石鍬 覆土 破片 4.2 8.6 1 8 70. 7 硬泥 刃部破片。わずかに摩耗。 246 
8 磨斧 下位 ½ 8.5 5.5 2.1 154.7 変玄 基部欠損。刃部に使用による刃こぽれ。 639 246 ， 磨斧 下位 灼 7.6 4.6 1 5 71. 9 変玄 基部破片。 246 
10 磨斧 中位 怜 7.6 6.3 3.4 185.5 変玄 未製品の刃部破片。剥離による整形途中。 246 
11 二次 下位 完形 9.8 7.7 3.0 223.3 硬泥 器体の左側表面に粗い調整。 246 
12 ーーグ、E 下位 完形 7.2 9.1 1.1 79.8 硬泥 剥片端部に不規則な調整。 246 
13 ーーグ、E 床直 完形 7 5 5 9 1. 4 51.5 硬泥 剥片の周辺一部に不規則な調整。 246 
14 一ー小、E、 疫土 完形 9 4 10 1 2.3 230.2 硬泥 器体の右側に細かな調整。 246 
15 二次 中位 ％ 8 1 9 2 3.2 235.3 硬泥 器体の周辺両面に調整。上半欠損。石鍬の破損品か。 246 
16 二次 上位 完形 9 9 5 6 2.6 117.8 粗安 器体の右側に調整。 246 
17 二次 覆土 完形 5 4 8 0 1.5 75.2 硬泥 器体の下辺裏面と上辺表面に粗い調整。 246 
18 ーーグ、E、 中位 完形 11 1 10 8 3.8 505.0 硬泥 剥片端部に不規則な調整。表面線状痕、裏面下部に磨耗。 639 246 
19 二次 上位 完形 5 4 4 0 1. 4 23.1 硬泥 器体下辺に調整。 246 
20 ーーグ、E、 床直 完形 4 8 5.9 1 7 47 2 硬泥 剥片の左側～先端背面側に不規則な調整。 639 246 
21 石核 下位 完形 5.3 8.2 4 8 165 9 粗安 厚手の剥片の側辺から剥片剥離。 247 
22 石核 毅土 完形 8.0 11. 3 3 0 273 8 硬泥 剥片の腹面側で剥片剥離。 247 
23 石核 床直 完 形 7.1 7.4 2 6 133.3 硬泥 剥片の腹面側で周辺から剥片剥離。 247 
24 石核 中位 完形 7. 7 7.3 4 4 288.5 硬泥 盤状の石核。表裏で剥片剥離。 247 
25 石核 中位 完 形 11.0 12.5 4 6 590.1 硬泥 盤状の石核。表裏で求芯状に剥片剥離。 247 
26 石核 中位 完形 8.0 11.5 3.1 307.1 砂岩 剥片の腹面側で周辺から剥片剥離。 247 
27 石核 覆土 完形 7.8 10.3 4 2 227.6 硬泥 剥片の一端腹面側で剥片剥離。 247 
28 凹石 床直 完形 8.3 7.3 3.9 337.3 粗安 円盤状の円礫。表面に凹み。裏面に敲打痕・弱い研磨。 640 247 
29 敲石 床直 完形 15 0 7 0 4.6 589.6 砂岩 棒状の円礫。上下両端・右側面下部に敲打痕。 640 247 
30 敲石 上位 一部欠 23 6 10.6 7.4 2360.0 粗安 盤状の円礫。表裏 ・両端に敲打痕。 247 
31 敲石 下位 完形 8 0 7 4 5.2 481 3 粗安 円盤状の円礫。表裏に敲打痕。 247 
32 敲石 中位 一部欠 6 1 5 9 5.8 238 7 デイ 球状の円礫。上端に敲打痕。下部欠損。 247 
33 敲石 上位 完形 10 3 8 6 6.5 791.5 粗安 盤状の円礫。表裏 ・両端に敲打痕。 247 
34 敲石 中位 完形 6 6 5 4 4.5 191 4 粗安 球状の円礫。両端に敲打痕。 247 
35 磨石 中位 完形 7 7 6.6 4.9 287 7 粗安 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 247 
36 磨石 上位 完形 6.4 5.5 3.6 159 6 デイ 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 247 
37 多孔 中位 ほぽ完 24.0 18.5 14.0 780 0 粗安 盤状の円礫。表面 1個、裏面に 2個の凹み。 247 
38 砥石 上位 完形 14.6 4.5 4.0 338.1 粗安 棒状の亜円礫。表面に研磨 ・線状痕。 247 
39 台石 覆土 破片 16.8 10.4 8 6 2250 0 粗安 盤状の円礫。表面に一部敲打痕。 247 

C区 14号住居跡出土石器器種組成表

器種石錐 ss 打斧石鍬磨斧二次微細石核凹石敲石磨石砥石多孔台石剥片

個数 1 3 2 3 11 10 6 2 2 

c区 15号住居跡出土石器

出土 残存 計測値 (cm・ g) 石材名
特 徴 図No PLNu 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 I石鍬 上位 破片 7 9 9 2 3.1 259.6 硬泥 刃部が撥形に広がる。両端欠損。 641 248 

2 I敲石 下位 一部欠 12 9 8 0 2.5 358.9 変安 盤状の円礫。裏面・右側に敲打痕。 248 

3 I台石 中位 破片 13 5 8 6 3.4 675.7 デイ 盤状の円礫。表面に弱い磨耗。 248 

c区 15号住居跡出土石器器種組成表

器個種数石1鍬 I疇3 I 石1核］］王 I台1石鉗り I

c区 18号住居跡出土石器

NQ器種 出土 残存 計測値（cm・ g) 石材名
特 徴 図No PLNo 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重星

1 石鏃 覆土 完形 2 0 1 7 0.5 1. 4 黒曜 未製品。右側・下辺に調整。 248 
2 ss 床直 ％ 7.5 8.4 1.6 134.0 硬泥 剥片の周辺両面に調整加える。左側欠損。 642 248 
3 ss 覆土 完形 7.3 4.1 1 2 38 4 硬泥 剥片の左側に刃部形成。 248 
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c区 14•15•18•20·21 ・ 22号住居跡出土石器

NQ 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図Na PLNu 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

4 ーーグ、E 毅土 ％ 5.1 7.4 1 0 32.4 硬泥 剥片の打面側に調整。下部欠損。 248 

5 二次 四土 破片 3.0 3.6 1. 7 11. 8 硬泥 剥片端部に調整。 248 
6 敲石 床下 完形 7.6 6.5 3 5 227 5 粗安 円盤状の円礫。表面に敲打痕。 248 
7 敲石 床直 一部欠 10.1 8 0 4. 7 554. 7 粗安 盤状の円礫。表裏に弱い研磨、裏面・右側に敲打痕。 642 248 

8 台石 床直 ％ 14. 4 15 6 5 3 164.1 変安 盤状の円礫。表裏に敲打痕。下半欠損。 248 

c区 18号住居跡出土石器器種組成表

I: :I石1鏃Iss 1二2次□9|敲2石1台9I鉗げI
c区 20号住居跡出土石器

Na 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図Nu PLN(l 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重輩

1 石匙 中位 完形 8.8 7.0 2.9 95.9 硬泥 つまみ部と先端に調整。他の部分はほとんど未加工。 644 248 
2 打斧 中位 完形 14.5 7.8 3.2 381.6 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 643 248 
3 磨斧 床直 完形 10.3 4.1 2 2 159.1 変輝 表裏中央に敲打痕残る。 643 248 
4 二次 翌土 ほぽ完 6.0 7.6 2 5 10 7 細安 剃片端部に不規則な調整。 248 

5 二次 毅土 完形 6.3 4.7 2 2 58 5 硬泥 剥片のほぽ全周に不規則な調整。 248 

6 二次 中位 一部欠 6.1 7.4 2 9 121 6 硬泥 剥片周辺に不規則な調整。上部欠損。 248 

7 二次 覆土 破片 4. 4 5 5 3 2 45 6 硬泥 剥片の周辺に一部不規則な調整。 248 

8 二次 覆土 完形 6.0 4 9 1.8 38.9 硬泥 器体上辺に調整。打面部に磨耗。打斧の調整剥片か。 248 ， 二次 覆土 完形 4 1 8 6 3.3 77. 7 硬泥 剥片の一側に不規則な細かい調整。 248 
10 楔 中位 完形 4 4 4 8 0.8 21.2 珪頁 剥片の両端両面に調整。楔形石器か。 644 248 
11 石核 下位 完形 12 9 8 8 4.2 487.6 硬泥 扁平な礫の一端で交互に剥片剥離。 248 

12 石核 中位 完形 9 4 11 6 6.3 750.7 硬泥 現礫の両面で周辺から剥片剥離。 249 
13 石核 中位 ％ 9 3 10 7 4.4 574.0 変は 剃片の両面で周辺から剥片剥離。上半欠損。 249 

14 石核 覆土 完形 11 1 5 1 3.3 160.9 硬泥 剥片端部腹面側で剥片剥離。 249 

15 石核 覆土 完形 6 2 9.2 3.8 213.3 硬泥 剥片の一端背面側で剥片剥離。 249 
16 石核 中位 完形 5 5 7.3 3.3 139.8 硬泥 剥片端部の主に背面側で剥片剥離。 249 

17 砥石 下位 完形 14 8 7.0 3.4 501.1 硬泥 盤状の円礫。表裏に研磨面。裏面には敲打痕・線状痕。 644 249 

c区 20居住居跡出土石器器種組成表

I: :I石1J'&I打1斧1: I磨1斧|二:I戸□［9|砥9|知り］

c区 21号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNo 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 石核 下位 完形 12.0 8 9 4.9 562.9 硬泥 礫の分割面打面とし側面で剥片剥離。 249 

2 敲石 上位 完形 10.0 7 9 5.0 559.4 粗安 盤状の円礫。左側面取り。表裏 ・右側に敲打痕。 249 

3 磨石 下位 完形 5.5 5 2 2.9 95.5 流紋 円盤状の円礫。表面に弱い研磨。風化激しい。 645 249 
4 磨石 下位 材i 8.6 6.9 3.2 290.2 粗安 盤状の円礫。表面に弱い研磨面。 645 249 

c区 21号住居跡出土石器器種組成表

I: :I微tmI石9|敲1EI王I
c区 22号住居跡出土石器

No. 器種
出土 残存 計測値（cm・ g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNu 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重斌

1 ss 覆土 完形 6.9 5 0 1.3 44.6 硬泥 横長剥片のほぽ全周に調整。 249 

2 打斧 中位 完形 11. 5 5.5 2.0 126.3 細安 II b類。 646 249 

3 打斧 上位 完形 10.0 4.1 2.1 98.5 黒頁 刃部磨耗。[J[類。 646 249 
4 磨斧 匹土 完形 9.8 5.0 2.6 172. 9 変玄 未製品。剥離と敲打による整形途中。未研磨。 249 

5 二次 中位 ％ 9.8 4.7 0.9 48.2 緑片 剥片の左側に扶り。扶り部の側面は研磨。 646 249 

6 二次 覆土 完形 6. 7 5.4 1.4 57.6 硬泥 剥片のほぼ全周に不規則な調整。表面左側磨耗。 249 
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5.弥生時代住居出土石器観察表

出土 残存 計測値 (cm・g) 
石材名

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重星

7 I凹石 裂土 ％ 18.0 9.3 7.4 1874. 2 粗安

8 I敲石 覆土 ％ 8 7 6.9 4.1 251.2 粗安

9 I敲石 中位 完形 5.6 5.2 3.4 146.9 粗安

c区 22号住居跡出土石器器種組成表

器個 種数 s1s 1打2斧 1磨1斧 1二2次 1微3細 1凹1石 1敲2石

特 徴 図NuI PLN(l 

c区 27号住居跡出土石器

No I器種 I闊虐I:: I長さ↑：直]:;|g)重屈 I石材名

棒状の円礫。表面に凹み。

右側を面取り。表裏に敲打痕。両端欠損。

球状の円礫。両端に敲打痕。

特 徴

249 

249 

249 

図NoI PLNo 

1 I砥石 I覆土 I完 形 I14.7 I s.o I 4.o I 424.2 I砂岩 I棒状の円礫。表面に使用面。線状痕あり。 250 

c区 27号住居跡出土石器器種組成表

I: : I二欠1砥1石1鉗Jl片I

C区 28号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値（cm・ g) 

石材名 特 徴 図No PLNu 
状況 状況 長さ 輻 厚さ 重量

1 ss 下位 一部欠 5.4 8 3 2 7 107 5 硬泥 剥片の腹面打面側と一側の一部に調整。左側一部欠損。 647 250 

2 二次 覆土 完形 7.2 9.1 2.1 120.5 硬泥 剃片の先端にわずかに調整。 250 

3 ーーグ、h 覆土 完形 7 7 6.4 1 9 62.8 硬泥 剥片の右側に不規則な調整。 250 

4 二次 覆土 破片 4 2 2.2 0 9 8.7 チャ 剥片の背面周辺に調整。形状不明。 250 

5 凹石 中位 完形 11 1 9.9 5 1 761.8 粗安 円盤状の円礫。表裏に 2個の凹み。 250 

6 凹石 上位 完形 9 7 8.6 4 0 424.0 粗安 盤状の円礫。表裏中央に凹み。側面ほぽ全周に敲打痕。 647 250 

7 敲石 下位 一部欠 14 5 7.8 3. 7 559.3 粗安 盤状の円礫。表裏中央に敲打痕。 647 250 

8 敲石 下位 完形 10.5 9.3 3 3 468.2 砂岩 円盤状の円礫。ほぽ全周に敲打痕。 250 

C区 28号住居跡出土石器器種組成表

I: :I ss 1 3次1微：I 2核12石I2石I

C区 31号住居跡出土石器

No I器種 I闊ょI：ご I長さ［：直[:;|)重量 I石材名 特 徴 図NoIPLNo 

1 I凹石 I覆土 I完 形 I12.9 I 8.21 3.8 I 574.3 I凝砂 I盤状の砂岩。表面に 1個、裏面に 2個凹みあり。 648 I 250 

c区 33号住居跡出土石器

NQ 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図No PLNo・ 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重益

1 ss 覆土 一部欠 7 5 10.1 1 0 71.5 硬泥 器体の右側～下辺に調整加え刃部形成。 250 

2 打斧 床直 ％ 9 0 7.4 1 7 125. 7 硬泥 刃部欠損。 I類。 649 250 

3 打斧 中位 完形 8 2 4.5 2 0 89.0 硬泥 刃部磨耗。 III類。 650 250 

4 打斧 覆土 ％ 5 5 3.2 1.1 47.0 硬泥 基部破片。形状不明。 250 

5 二次 下位 ％ 3.0 3.9 0.6 16.5 珪頁 剥片の周辺に不規則な浅い調整。 250 

6 二次 下位 ％ 11.1 9.1 3.3 357.7 硬泥 剥片の両側に不規則な粗い調整。下部欠損。 250 

7 磨石 床直 完形 21. 7 9.0 5.2 1605.1 変安 盤状の円礫。両端に敲打痕。表面に弱い研磨。 250 

8 砥石 下位 完形 16.5 9 5 2.7 551 0 砂岩 盤状の円礫。表面に研磨面。 650 250 

， 砥石 下位 破片 5.7 7.1 2 4 150.8 硬泥 盤状の円礫。表裏に弱い研磨面・線状痕あり。 250 

10 砥石 下位 完形 15.8 8.0 3 5 528 4 硬泥 側面下半除き全面研磨、線状痕。両端・裏面下部に敲打。 650 250 

11 砥石 下位 完形 15.9 7 8 5 1 892 6 硬泥 盤状の円礫。表裏に研磨面、裏面には線状痕。 250 
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C区 22·27•28·31•33•34•38•39号住居跡出土石器

c区 33号住居跡出土石器器種組成表

I: :I ss 1打3斧□11l'&2ffilI王I砥4EI 

c区 34号住居跡出土石器

NQ 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量~

1 ss 中位 一部欠 7 1 4.1 1.9 47.8 硬泥 剥片の一側背面に調整加え刃部形成。上端一部欠損。 251 

2 石鍬 下位 ％ 12. 0 7.8 3.1 358 2 変安 刃部欠損。形状不明。 652 251 

3 二次 覆土 完形 5.2 5.4 0.9 21. 7 硬泥 剥片の左側に不規則な調整。 251 

4 二次 床直 一部欠 5.7 6.0 2.7 90.2 硬泥 剥片の打面部腹面側に不規則な粗い調整。下部欠損。 251 

5 二次 覆土 完形 4.2 5.5 0 9 22.8 珪頁 剥片周辺に不規則な調幣。 251 

6 二次 注？ 完形 4.8 6.0 0 9 31.6 硬泥 剃片の左側にノッチ状の調整。 251 

7 磨石 中位 ％ 4 3 7 2 2 5 84.6 硬泥 上部欠損し形状不明。表面に研磨。欠損部に凹みの痕跡。 652 251 

8 砥石 下位 完形 24 7 7 2 6 5 1653. 0 硬泥 棒状の円礫。表面に研磨面・線状痕あり。 652 251 ， 砥石 床直 完形 39.6 20 0 7 9 8350.0 砂岩 表裏に研磨。表面右側に沿って浅い皿状にくぼむ。 651 251 

c区 34号住居跡出土石器器種組成表

1: : I ss 1石lffl| 4次［？細 1磨石|lilJ;2石 I

c区 38号住居跡出土石器

No. 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図Nn PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

1 ss 覆土 ％ 8.3 6.4 1 7 121. 3 硬泥 剃片の両側腹面側に調整加え刃部形成。 251 

2 打斧 上位 完形 12. 4 11 7 3 6 523.1 硬泥 両端磨耗。 ［類。 653 251 

3 打斧 床直 完形 12.0 4 7 2 3 154.2 硬泥 刃部薄手。 II]類。 251 

4 二次 覆土 破片 3.9 2 5 1 4 11. 6 硬泥 剥片の側辺に浅い調整。下部欠損。 251 

5 二次 覆土 完形 4 2 3.7 0.7 9 3 珪頁 剥片周辺に不規則な浅い調整。 251 

6 二次 上位 破片 7.4 5 4 2.6 101 1 硬泥 剥片の側辺に浅い調整。下部欠損。 251 

7 二次 上位 完形 6 3 4 1 1. 7 45.8 珪頁 剃片左側に細かな調整。 251 

c区 38号住居跡出土石器器種組成表

I : : I S l S IオT2斧 1=4欠1微5fflJI

c区 39号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm • g) 

石材名 特 徴 図NQ PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

I 石鏃 床直 一部欠 2.4 1.5 0.4 0 6 赤珪 凹基無茎鏃。左脚欠損。 654 252 

2 打斧 下位 怜 8.6 4 7 2.3 91 0 硬泥 基部破片。形状不明。 252 

3 打斧 床下 ％ 8.3 5.8 2.5 6 8 硬泥 基部欠損。 IIb類。 654 252 

4 二次 下位 ％ 6.8 5 7 1.9 76 0 硬泥 器体の周辺に調整。打斧の破損品か。 252 

5 ーーグ、E、 覆上 完形 5.0 5.5 1 2 28 3 硬泥 素材剥片の周辺に不規則に調整。 252 

6 —ーぅ、片入 床直 ％ 6.6 4 2 1 2 43 1 硬泥 剃片の一側腹面に調整。下部欠損。 252 

7 石核 床下 完形 7.0 10.1 6.3 424 9 硬泥 分割礫から不規則に打面を転移しながら剥片剥離。 252 

8 磨石 床直 完形 14. 0 7.4 6.3 868.0 粗安 下面平坦で強い研磨。表面・上端にも研磨。左側に剥離痕。 655 252 ， 凹石 上位 完形 13.2 7.0 2 8 305 7 砂岩 盤状の角礫。表面に凹み 2個、裏面に敲打痕。 252 

10 敲石 中位 完形 13.3 6.8 2 5 328.1 変玄 盤状の円礫。両端に敲打痕。下端には敲打による剥離痕。 252 

11 敲石 中位 完形 9.9 8.0 5 2 577 3 粗安 両側を面取り。表裏・両端に敲打痕。 252 

12 敲石 下位 完形 12.3 6 5 5.4 607 3 粗安 棒状の円礫。両端に敲打痕。 252 

13 多孔 床直 完形 13.0 13.1 9.5 2400 0 流紋 石棒の破損品を転用。表面に 4、裏面に 1個の凹み。 655 252 

14 砥石 中位 完形 16.6 9 2 5.2 1086 9 粗安 盤状の円礫。表裏に研磨面。熱を受け一部赤化。 655 252 

C区 39号住居跡出土石器器種組成表

器 種 I石鏃 I打斧 I二次 I微細 I石核 l磨石 I凹石 I敲石 I多孔 I砥石

個数 I 1 I 2 I 3 I 3 3
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5.弥生時代住居出土石器観察表

c区 44号住居跡出土石器

NQ 器種
出土 残存 計測値（cm・g) 

石材名 特 徴
状況 状況 長さ 幅 貯さ 重屈

1 打斧 中位 完形 12.8 7.1 2 2 235.6 硬泥 刃部磨耗。 1類。

2 打斧 床下 完形 13.5 6.4 2 9 272.1 粗安 左側は剥片の折れ面。 1類。

3 打斧 床直 ％ 7 9 6.5 2.1 91.3 硬泥 基部磨耗。熱により器表面剥落。 1類。

4 打斧 中位 ½ 8 5 7.5 3.2 213.2 砂岩 刃部破片。 Ill類。

5 石鍬 中位 破片 7 2 9 3 3.4 270.7 硬泥 両端欠損し形状不明。両側に調整。

6 二次 中位 破片 8.2 8 5 2.2 202.5 硬泥 剥片周辺に調整。

7 石核 下位 完形 7.0 8 7 4.6 279.6 硬泥 在子状。打面 ・作業面を90゚転移しながら剃片剥離。

8 敲石 床直 ％ 9.0 6 0 4.7 256.5 粗安 盤状の円礫。表裏 ・両端に敲打痕。， 磨石 床直 完形 22.2 8.5 4 6 1234 1 珪変 棒状の円礫。表面に弱い研磨面。

10 砥石 中位 破片 9.0 7.0 1 3 129 6 砂岩 盤状の角礫。表面に使用面。

11 砥石 床下 完形 25.7 13.0 8 7 4600 0 流紋 盤状の円礫。右側面に研磨面。研磨の度合い強い。

c区 44号住居跡出土石器器種組成表

I: :Irr4斧[9]二1次「口廿□9I口I敲1石1磨91砥2石I
c区 46号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値（cm・g) 

状況 状況 長さ 幅 厚さ

1 石匙 床直 ほぽ完 10.6 4.1 1 0 

2 打斧 翌土 灼 7.8 4.3 1 5 

3 打斧 裂土 ½ 7 2 3.7 1.3 

4 二次 翌土 完形 9 1 7.7 2.7 

5 二次 投土 完形 8 1 5 9 1. 9 

6 石核 籾土 完形 6 7 5.5 2.0 

C区 46号住居跡出土石器器種組成表

I: :I石lfAf;|fT2斧1二2次Il1&2ffilI石9|
C区 47号住居跡出土石器

重星

48.3 

51 8 

45.3 

164.1 

95.3 

70.7 

Nu 器種
出土 残存 計測値 (cm• g) 

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重砧

1 二次 投土 完形 7.0 11. 0 2 4 158.5 

2 凹石 中位 完形 13.1 8.9 4.5 793 9 

3 敲石 床直 完形 10.6 8.4 7.1 902.7 

4 炉石 床下 完形 41 0 12.6 4.5 2800 0 

c区 47号住居跡出土石器器種組成表

I: :I二1次1凹9|王|炉1石|り-I
C区 50号住居跡出土石器

N()_ 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重屈

1 石鏃 覆土 一部欠 1 3 1. 4 0.3 0 3 

2 打斧 翌土 ％ 10 0 6.0 2 8 165 8 

3 打斧 上位 灼 6 5 5.7 3.2 134 4 

4 二次 上位 完形 7.4 6.5 2.3 119. 7 

5 二次 覆土 完形 2.5 2.9 1. 2 5.5 

6 二次 中位 ％ 14. 2 8.5 4.4 429.4 

7 ＊ 覆土 完形 3.0 1.8 0.3 2.3 

8 敲石 覆土 ¾ 12.0 4.6 3 9 258.2 ， 敲石 上位 完形 8.6 6.2 4.2 277.0 

10 磨石 覆土 完形 8.2 5.5 4 5 260.9 

58 

石材名 特 徴

硬泥 剥片の周辺両面に調整。表面熱により 一部剥落。

硬泥 刃部磨耗。基部欠損。 III類。

硬泥 基部破片。形状不明。

硬泥 剥片周辺に不規則な調整。

硬泥 剥片の両端 ・左側に不規則な調整。

硬泥 剥片の腹面側で両極打撃によって剥片剥離。

石材名 特 徴

硬泥 器体の下辺に調整。

デイ 盤状の円礫。表面に連続した 4個、裏面に 3個の凹み。

粗安 球状の円礫。表面 ・上端に敲打痕。

砂岩 盤状の亜角礫。

石材名 特 徴

黒曜 凹基無茎鏃。先端 ・左脚欠損。

硬泥 刃部欠損。 II]類。

硬泥 基部欠損。 IIb類。

硬泥 剥片端部背面側に不規則な粗い調整。

赤珪 剥片の両側に一部不規則な調整。

硬泥 剥片の一側両面に不規則な調整。下部欠損。

珪準 ＊不明石製品。表裏に研磨。磨製石鏃の未製品か。

砂岩 棒状の円礫。表裏 ・上端に敲打痕。下端欠損。

デイ 盤状の円礫。両端に敲打痕。

流紋 球状の円礫。表面に弱い研磨面、下端に敲打痕。

図NQ PLNa 

656 252 

656 252 

252 

252 

253 

253 

253 

253 

657 253 

253 

657 253 

図NQ PLNo 

658 253 

253 

253 

253 

253 

253 

図N(l PLNo. 

253 

659 253 

253 

253 

図NQ PLN(l 

254 

660 254 

254 

254 

254 

254 

660 254 

254 

254 

660 254 



c区 44 • 46 · 47 • 50 • 52 • 53•54 • 56号住居跡出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値（cm・ g) 

石材名 特 徴 図Nu PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

11 磨石 上位 完形 11 9 10. 7 3.3 639 5 ひん 円盤状の円礫。裏面に弱い研磨。 254 

12 磨石 上位 一部欠 6.8 7.4 1. 9 104 1 粗安 円盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 254 

13 磨石 上位 完形 5 8 5.3 I. 2 54 8 安凝 円盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 254 

14 磨石 中位 完形 6.9 6.9 1. 7 100.0 砂岩 円盤状の円礫。表面に研磨面 ・線状痕。 661 254 

15 磨石 中位 ¼ 16.8 8.0 6.5 1499 2 輝緑 盤状の円礫。表面に研磨面。 254 

16 台石 下位 ％ 16. 4 9.6 4.3 802.5 変安 盤状の円礫。表面に敲打痕。 254 

c区 50号住居跡出土石器器種組成表

器 種 I * I石鏃 I打斧 I二次 I微細 I石核 I敲石 I磨石 I台石 I剥片 I ＊不明石製品

個数 I1 213l6121216  5
 

c区 52号住居跡出土石器

No. 器種
出土 残存 計測値（cm・g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重屈

1 磨斧 床直 ％ 9.4 7 0 3 0 268.5 変玄 未製品の基部破片。剥離による整形途中。 663 254 

2 二次 床直 完形 7.6 7 6 2 6 116.8 粗安 剥片の端部に調整。下辺に沿って線状痕。 663 254 

3 二次 覆土 完形 6.5 7 7 1 4 58 1 硬泥 剥片端部に調幣。 254 

4 凹石 中位 ％ 6. 7 8 0 4.5 288 5 砂岩 盤状の円礫。表裏に凹み、上端に敲打痕。 663 254 

5 敲石 P内 完形 13. 9 6 8 4.3 633 7 粗安 盤状の円礫。上下両端に敲打痕。下端敲打により剥離。 663 254 

6 磨石 上位 完形 17 3 9 0 6.6 1808 6 粗安 盤状の亜円礫。下面に強い研磨。右側～裏面中央に磨耗。 663 255 

7 台石 床直 ％ 15.2 8 6 4.4 775.2 デイ 盤状の円礫。表面に敲打痕。 255 

8 台石 床直 ％ 25 0 22 7 6.7 4420.0 変安 盤状の円礫。表面に敲打痕。 255 

c区 52号住居跡出土石器器種組成表

I: :I磨1斧I二2欠I戸：I石1lf1:iI磨1石1凹91敲9|台215|

c区 53号住居跡出土石器

Nu I器種 I腐ょI:: I長さ［：直]:;|)重星 I石材名 特 徴

: I 竺ぢ I ぶ貫 I 完½形 1 3: : I l: : I ] ] | 3]芯： I ；し 1;:::::: ::i]こ胃；竺は：：器表面風化激しい。

竺 Q
255 

255 

c区 53号住居跡出土石器器種組成表

I: :I —］敲t5|四 I

C区 54号住居跡出土石器

Na I器種|孟|：塁 I長さ［：直［こ I)重星 ！石材名 特 徴 図NuIPLNu 

1 I原石 I覆土 I完 形 I 4.1 | 1.7 | 0.7 | 7.3 I 玉髄 I盤状の亜角礫。脈状に生成したもの。 255 

c区 56号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値（cm・g) 

石材名 特 徴 図Na PLNo. 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 打斧 下位 ½ 7 8 4.8 2 5 102 3 硬泥 刃部磨耗を切って再調整。基部欠損。 IIb類。 255 

2 石鍬 覆土 破片 4.0 8.1 1.4 51.4 硬泥 刃部破片。磨耗みられる。 255 

3 二次 覆土 完形 6 2 4.5 1 3 29 6 珪頁 剥片の全周に不規則な調整。 255 

4 凹石 床直 完形 12.4 7.9 4.5 581.8 輝安 盤状の円礫。表面に凹み 2個。 662 255 

c区 56号住居跡出土石器器種組成表

I: :I打1斧1石lm|万［口II凹tSI鉗↑片I
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5.弥生時代住居出土石器観察表

c区 57号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm• g) 

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重械

2 ＊ 投土 完形 1.9 1. 9 0.2 1 2 

3 ss 上位 完形 7.9 8.9 2.1 178 4 

4 ss 中位 一部欠 7 5 4.5 0.9 28.5 

5 打斧 覆土 免 6 4 6.1 0.7 59 8 

6 打斧 下位 ％ 9 5 7 6 2.2 165 5 

7 打斧 中位 破片 4 5 6.2 2.0 60 3 

8 石鍬 下位 ％ 13. 5 9.1 2.8 373.6 ， ーーグ、E 翌土 完形 13.0 8.7 1.9 162 4 

10 二次 上位 ％ 8 1 7 7 1.5 119.3 

11 ーーグ、E 覆土 完形 5 8 5 2 1.1 28 0 

12 二次 覆土 ％ 7 6 5 3 1.8 38.1 

13 ーーグ、h 閃土 完形 8.9 5.9 1.8 77.5 

14 二次 覆土 一部欠 6 0 4.7 1.3 35.2 

15 ーーグ、h、 疫土 破片 3 7 3.4 0.5 7 6 

16 二次 下位 完形 8 9 5 1 0.9 47 3 

17 ーーグ、E 下位 完形 6 3 5 7 1.4 65 2 

18 二次 覆土 完形 5 4 4 9 1.0 27.5 

19 石核 狡土 完形 5 1 3 3 1 9 32.6 

20 石核 中位 完形 8 8 8 9 7 3 605 8 

21 石核 下位 ほぽ完 27 4 13 5 4 9 1363. 3 

22 石核 中位 完形 10 3 6 8 4 6 385.5 

23 石核 床下 完形 12 0 7.4 1 9 64.1 

24 石核 上位 完形 9 3 8 7 4 8 506 0 

25 石核 中位 完形 9.7 10.8 5.3 7075. 0 

26 石核 床下 完形 10.9 13.0 7 3 1093. 7 

27 石核 中位 完形 11. 2 6.8 4.8 383.2 

28 原石 毅土 完形 4.8 6.1 2.9 88.0 

29 凹石 上位 完形 15.1 6. 7 4 1 567.7 

30 凹石 床直 完形 13.2 7.8 3.7 587.5 

31 凹石 下位 完形 10.5 8.0 4 I 423.1 

32 凹石 上位 ほぼ完 13.4 9.6 5.1 703.1 

33 凹石 中位 完形 13.6 11.1 4.4 795.1 

34 敲石 上位 完形 15.6 5.7 4.1 542.3 

35 敲石 床直 完形 13.0 7.4 3.3 522.5 

36 敲石 中位 完形 12.8 4.4 3.5 310.4 

37 敲石 中位 完形 17.9 3.8 2.4 310.0 

38 敲石 床直 ％ 9.7 7. 7 3.8 396.5 

39 敲石 下位 ％ 13 7 3.8 3.4 205.8 

40 敲石 上位 完形 10. 7 8.5 2.9 253.7 

41 敲石 中位 完形 13.1 5.6 4.3 415.3 

42 敲石 裂土 ％ 10.1 4.0 2.3 114.1 

43 敲石 床下 ½ 8 9 8.0 3.4 330.2 

44 敲石 中位 完形 9.3 10 1 3.4 315.9 

45 敲石 中位 怜 9 4 8 7 5.9 710.2 

46 磨石 下位 完形 8.9 4 8 2 1 163 6 

47 磨石 覆土 完形 8 0 2 I 1.8 41. 5 

48 磨石 床下 完形 6.4 5.3 4.7 227.8 

49 磨石 覆土 完形 7 6 8.9 9.0 661.8 

50 磨石 下位 完形 13. 9 7 6 3.2 455.8 

51 磨石 上位 完形 13.3 7 5 3 1 381. 9 

52 磨石 中位 完形 15.0 7 0 3 7 494 6 

53 磨石 上位 完形 13. I 6 9 3 2 287.0 

54 砥石 下位 ％ 15.5 16.3 2 1 541 2 

55 砥石 上位 完形 15. 4 13.3 4.9 1310 4 

56 砥石 上位 完形 16.7 9.4 4.0 842.5 

57 砥石 床下 ¼ 18.9 8.7 3.1 549.2 

58 砥石 床下 破片 8.8 6.9 1.1 64.6 

59 砥石 覆土 破片 8.2 6.9 4.0 302.0 

60 砥石 覆土 破片 10.0 6.4 1.8 126. 9 

60 

石材名 特 徴 図Nu PLN(l 

珪準 ＊円盤形石製品。表裏 ・側面を研磨して円盤状に整形。 664 256 

硬泥 剥片のほぽ全周に調整。下端に弧状の刃部形成。 664 256 

硬泥 剥片の右側両面に調整加え刃部形成。下部欠損。 664 256 

硬泥 刃部わずかに磨耗。基部欠損。 IIb類。 256 

硬泥 両端欠損。刃部磨耗。 1類。 664 256 

硬泥 刃部破片。形状不明。 256 

粗安 横長の剥片素材。刃部が撥形に広がる。基部欠損。 664 256 

硬泥 剥片左・端部に不規則な調整。裏面一部磨耗。 256 

細安 剃片両側に調整。下部欠損。 256 

頁岩 剥片ほぽ全周に不規則な調整。 256 

硬泥 剃片端部に調整。左側欠損。 256 

硬泥 剥片左側に一部不規則な調整。 256 

珪頁 剥片端部に不規則な調整。端部一部欠損。 256 

硬泥 剥片周辺の調整。形状不明。 256 

珪準 剃片ほぼ全周に不規則な調整。 256 

硬泥 剥片左側に不規則な粗い調整。 256 

珪頁 剥片ほぼ全周に不規則な調整。 256 

赤珪 礫の相対する縁辺から剥片剥離。両極打柴によるものか。 256 

硬泥 程子状。打面・作業面を90゚転移しながら剃片剥離。 256 

粗安 扁平な円礫の周辺両面で剥片剥離。 256 

硬泥 盤状の石核。周辺両面で剥片剃離。 256 

硬泥 扁平な円礫の一端で剥片剥離。 256 

硬泥 抒子状。打面 ・作業面180゚転移しながら剥片剥離。 257 

硬泥 礫の一端で剥片剃離。 257 

硬泥 礫の一端で交互に打面 ・作業面入れ替えて剥片剥離。 257 

変輝 礫の分割面を打面として少数の剥片剥離。 257 

珪頁 盤状の亜円礫。水磨の痕跡あり河原の転石。 257 

デイ 盤状の円礫。表裏に凹み・敲打痕。両端・右側に敲打痕。 257 

砂岩 表裏中央溝状にへこみ、両端に凹み。右半両面弱い研磨。 664 257 

粗安 盤状の円礫。表裏に連続した 3つの凹み。被熱。 664 257 

デイ 盤状の円礫。表裏に凹み、両側 ・上端に敲打。下端欠損。 257 

砂岩 盤状の円礫。表裏に凹み。 257 

変安 棒状の円礫。両端に敲打痕。 257 

石閃 盤状の円礫。表面・左側面に敲打痕。裏面にも弱い敲打。 664 257 

珪変 棒状の円礫。両端に敲打痕。 257 

変玄 棒状の亜円礫。両端に敲打痕。 257 

砂岩 盤状の円礫。上端に敲打痕。裏面欠損。 257 

粗安 両端に敲打痕。破損により形状不明。 257 

粗安 盤状の円礫。表面 ・両端・両側に敲打痕。 257 

デイ 棒状の円礫。両端に敲打痕。 257 

砂岩 盤状の円礫。両端に敲打痕。左側欠損。 257 

粗安 盤状の円礫。上端に敲打痕。下半欠損。 257 

粗安 円盤状の円礫。両端 ・両側に敲打痕。 257 

粗安 盤状の円礫。表面・上端に敲打痕。下半欠損。 257 

変玄 盤状の円礫。表裏に研磨面。 664 257 

不明 棒状の円礫。ほぼ全面に弱い研磨、両端に敲打痕。 257 

粗安 球状の円礫。全面に弱い研磨。 257 

粗安 球状の亜円礫。平坦部に弱い研磨、凸部に敲打痕。 257 

デイ 盤状の円礫。裏面に研磨面。 258 

粗安 盤状の円礫。表裏に弱い研磨 ・敲打痕、両端に敲打痕。 258 

デイ 盤状の円礫。表裏に研磨面。両端に敲打痕。 258 

砂岩 盤状の円礫。表裏に研磨面、両端 ・左側に敲打痕。 258 

砂岩 盤状の角礫。表裏に研磨面。表面の使用度より高い。 258 

粗安 盤状の亜円礫。裏面使用により平滑。 258 

変安 盤状の円礫。表面弱い研磨、左側上部線状痕。両端敲打。 664 258 

砂岩 板状の角礫。表裏 ・左側に研磨面。裏面断面U字状の溝。 665 258 

砂岩 表面に研磨面。破損により形状不明。 258 

砂岩 盤状の角礫。表裏 ・左側に研磨面。左側に線状痕。 258 

砂岩 表裂に研磨面。破損により形状不明。 258 



c区 57•59•60•64号住居跡出土石器

N(l器種出土 残存 計測値（cm・ g) 石材名
特 徴

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重絨

61 台石 床直 完形 14 2 11.9 4.5 1028 1 流紋 盤状の円礫。表面に敲打痕。

62 台石 中位 完形 20.5 13.5 5.6 2400. 0 砂岩 盤状の亜円礫。表裏に敲打痕。裏面上部に剥離痕

63 台石 P内 完形 22.3 25.0 6.3 5300.0 デイ 円盤状の円礫。

図NoI PLNo 

258 

258 

258 

c区 57号住居跡出土石器器種組成表

器 種 I* I s s I打斧 I石鍬 I二次 I微細 I石核 I原石 I凹石 I敲石 I磨石 I砥石 I台石 I鉗l片 I＊円盤形石製品

個数 I1 I z I 3 11 I 14 I 10 5 I 12 I 8 I 7 I 3 I 3 

C区 59号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図No. PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重斌

1 打斧 中位 完形 10.7 4.5 1 9 94.0 硬泥 刃部磨耗。 III類。 258 

2 打斧 床直 完形 9 2 6 7 2 4 162 6 硬泥 両端・扶り部に磨耗。］類。 666 258 

3 打斧 床直 完形 13 3 6.1 2 4 156 4 硬泥 II b類。 666 258 

4 打斧 床直 完形 16 8 11 0 5.0 847 6 硬泥 刃部欠損後再調整。 ］類。 666 259 

5 ーーグ、h 下位 完形 15.2 8.0 4.5 564.6 粗安 剥片端部両面に調整。 259 

6 二次 上位 完形 4.3 7 2 1.0 35.1 硬泥 剥片周辺に不規則な浅い調整。 259 

7 ーーグ、E 上位 完形 5.7 10.5 3.2 154.4 硬泥 剥片端部に粗い調整。 259 

8 石核 中位 完形 12. 2 3.9 2 5 122.3 硬泥 棒状の円礫の両端で交互に剥片剥離。 259 ， 凹石 下位 完形 18. 7 8.6 5.5 1422. 9 変安 棒状の円礫。表面ほぽ中央に凹み、下端敲打により剥離。 667 259 

10 敲石 床直 完形 5 4 4.8 4 1 108.9 粗安 球状の円礫。下端に敲打痕。 666 259 

11 敲石 床直 完形 17 1 6 4 4.4 560 4 変安 棒状の円礫。両端に敲打痕。下端には敲打による剥離痕。 259 

12 磨石 床直 完形 15 2 6 0 3.4 530 9 粗安 棒状の円礫。表面研磨・敲打、下端敲打で平坦に調整。 666 259 

13 磨石 下位 完形 8.4 6 7 4.4 341 4 デイ 盤状の円礫。表裏に弱い研磨、両端に敲打痕。 259 

14 砥石 中位 ½ 23 6 11 2 4.7 1516. 4 砂岩 盤状の亜角礫。表面に使用面。 667 259 

15 砥石 中位 怜 12 7 13.3 3.1 521.9 砂岩 盤状の亜角礫。両面に弱い使用面。 259 

16 台石 床直 完形 19. 4 13.5 3.9 1812.1 粗安 盤状の円礫。 259 

17 台石 中位 破片 17. 2 10.5 2.7 686.7 緑片 盤状の亜円礫。表面に敲打痕。 259 

18 台石 下位 破片 14.1 12.1 3 6 875.2 砂岩 盤状の角礫。表裏に敲打痕。風化激しい。 259 

19 台石 下位 ％ 24 9 27 3 5.8 4200 0 砂岩 盤状の角礫。表面に敲打痕。裏面剥落。 259 

c区 59号住居跡出土石器器種組成表

器種 1打斧 I二次 1微細 1石核 I凹石 1敲石 1磨石 1砥石 1台石

個数 I4 I 3 I 2 2 I 2 I 2 I 4 

C区 60号住居跡出土石器

N:i器種 1悶心I：こ I長さ［：直]:;|)重鼠 I石材名 特 徴

1 I台石 I床直 I完 形 I40.s I 24.3 I s.o 11300.0 Iデイ I盤状の亜円礫。表裏使用により溝状に内湾。

竺沌

260 

c区 64号住居跡出土石器

No. 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図No PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 ss 床下 完形 7 7 3.4 1 0 43.4 変玄 剥片の一側両面に調整加え弧状の刃部形成。 668 260 

2 磨斧 床下 一部欠 22 4 6.3 3 8 755.6 変玄 刃部に使用による刃こぽれ。基部一部欠損。炉石に転用。 668 260 

3 二次 床下 ％ 9 8 7.3 3 0 201.4 硬泥 節理面で分割した薄い円礫ー側に粗い調整。表面に敲打。 668 260 

4 二次 覆土 破片 6 0 6.4 0 8 30 4 硬泥 剥片周辺調整。裏面熱により剥落。 260 

5 二次 床下 完形 10.0 6.9 2.1 137 3 硬泥 器体左側にわずかに調整。 260 

6 石核 床下 完形 9.4 4.7 3.4 103.9 硬泥 厚手の剥片の側辺を折り取るように剥片剥離。 260 

7 石核 床下 完形 7.8 6.3 4.4 331.1 珪頁 棒状の亜円礫の一端で交互に剥片剥離。 260 

c区 64号住居跡出土石器器種組成表

I : :I ss 1磨1斧 13次1微1ffi1|石:I 

61 



5.弥生時代住居出土石器観察表

C区 65号住居跡出土石器

No・ 器種
出土 残存 計測値（cm・ g) 

石材名 特 徴 図No PLNu 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重絨

1 ss 中位 完形 6 5 4 8 1. 7 57.0 硬泥 剥片の左側～端部に調整加え刃部形成。 669 260 
2 ss 床下 完形 8 0 5 6 2.9 99.3 硬泥 剥片の一側に連続した細かな調整。 669 260 
3 二次 毅土 完形 8 7 6 7 1 8 126. 7 硬泥 器体の右側に調整。 260 
4 二次 覆土 破片 4.8 3.5 0 9 12.5 珪頁 剥片周辺に調整。左側欠損。 260 
5 二次 覆土 破片 2.6 3.9 0 6 5.7 硬泥 剥片の周辺背面に調整。 260 
6 二次 覆土 破片 3.7 5.7 1.4 18.0 硬泥 剥片の右側に不規則な調整。両端欠損。 260 
7 二次 中位 完形 7.5 6.4 2.8 108.7 硬泥 器体の左側表面と右側裏面に粗い調整。 261 
8 二次 覆土 破片 5.5 7.0 1.1 37 5 硬泥 剥片の右側に不規則な浅い調整。 261 ， 二次 覆土 破片 4. 7 6 2 0.6 21.2 硬泥 剥片周辺に浅い調整。 261 
10 二次 覆土 完形 4 7 5 8 0.9 27 9 硬泥 剥片の打面部に一部調整。 261 
11 石核 床直 完形 7.2 13 5 4.8 492.9 硬泥 剥片の腹面を打面とし少数の剥片剥離。 261 
12 敲石 床直 完形 9 8 7 2 2.3 188 8 デイ 表面中央と下端、裏面下端に敲打。両側表裏に剥離。 670 261 
13 磨石 床直 完形 8.7 4 6 2.1 113.4 砂岩 ほぽ全面に弱い研磨、細かな線状痕。下端両面に剥離。 670 261 
14 凹石 中位 完形 13.6 5.4 4 6 437.0 砂岩 棒状の円礫。表裏に凹み 2個 ・弱い研磨、両端に敲打痕。 261 
15 砥石 床直 ほぽ完 28.1 7.1 6.2 2240.0 砂岩 棒状の角礫。表面に弱い研磨面。 670 261 
16 台石 床直 完形 36.0 25.0 10 0 19 8kg 閃緑 盤状の亜円礫。表面使用により平滑。 261 

c区 65号住居跡出土石器器種組成表

器種 1ss1二次 I微細 I石核 I凹石 I敲石 I磨石 I砥石 I台石 1鉗l片
個数 I 2 I s I 2 I 2 3

 

c区 68号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図Nn PLN(l 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重菌

1 ss 覆土 完形 7.2 6.3 1.8 77.4 硬泥 剥片の端部腹面側に調整。 671 261 
2 磨斧 覆土 ％ 8.8 4 5 2.1 161 3 変玄 刃部欠損。表裏に剥離痕残す。 671 261 

3 二次 覆土 完形 6.7 6 2 1.9 82 2 硬泥 剥片の全周に不規則な調整。 261 
4 二次 覆上 完 形 7.8 4 2 0.8 24 0 硬泥 剥片の端部に浅い調整。 261 
5 凹石 下位 完形 14.5 6 4 3.8 423.1 デイ 盤状の円礫。表裏に凹み、両端に敲打痕。 671 261 
6 磨石 覆土 ％！ 10. 7 5 1 4.5 447 3 粗安 棒状の亜円礫。表面に弱い研磨面。下部欠損。 671 261 

C区 68号住居跡出土石器器種組成表

I: :I ss I磨1斧1二2次I:91凹91磨t5|知Jl片I
C区 71号住居跡出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値 (cm• g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNo 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重星

1 打斧 下位 灼 8.3 5.3 1. 7 72.4 硬泥 刃部欠損。 IIb類。 262 
2 打斧 覆土 破片 4.2 5.0 1 4 37 9 珪頁 刃部破片。形状不明。 262 
3 磨斧 匹土 破片 3.8 3.1 1.2 17.9 変玄 破損品。両端欠損。 262 
4 二次 床直 完形 6.1 5.6 1 7 73.1 硬泥 剥片の周辺腹面に不規則な調整。 262 
5 二次 覆土 破片 5.6 2.7 0.6 12.4 硬泥 剥片周辺に不規則な調整。 262 
6 二次 覆土 破片 4 6 2.9 0.7 12.0 珪頁 剥片周辺に不規則な調整。形状不明。 262 
7 二次 下位 破片 4 4 3 3 0.7 8.6 硬泥 剥片周辺に不規則な調整。形状不明。 262 
8 二次 覆土 ％ 4 8 3 5 1.0 17.0 硬泥 横長剥片端部に不規則な調整。右側欠損。 262 ， 二次 覆土 ½ 3.8 5.4 1 3 32 3 硬泥 器体の右側～下辺に不規則な調整。左側欠損。 262 
10 二次 床直 完形 10.2 5.2 1 5 122 9 変玄 剥片の一側に不規則な調整。 262 
11 二次 床下 完形 6.9 5.8 2.0 88. 7 硬泥 剥片の周辺両面に不規則な調整。 262 
12 二次 下位 完形 8 8 8.5 2.2 132.8 粗安 器体左側に調整加え弧状の刃部形成。 262 
13 二次 覆土 完形 7.8 6 0 2.0 89.6 硬泥 剥片のほぼ全周に不規則な調整。 262 
14 二次 中位 完形 10.8 7 8 3.8 287.0 硬泥 剥片の左側背面下部に不規則な調整。 262 
15 二次 中位 完形 9.5 8.8 4.3 306.2 硬泥 器体右側に不規則な調整。 262 
16 石核 下位 ほぽ完 10.0 9.3 4 7 444 9 硬泥 盤状の石核。表裏で求芯状に剥片剥離。 262 
17 石核 床直 完形 7.5 4.8 2 9 96 3 硬泥 不定形。剥片端部で少数の剥片剥離。 262 
18 石核 上位 完形 8.6 6.6 3.1 195.0 硬泥 剥片の腹面側で剥片剥離。 262 
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C区 65・68・71・72・73・75号住居跡出土石器

NQ 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図Nu PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重星

19 石核 床直 完形 6.4 7.1 3.5 151.1 硬泥 剥片の周辺を折り取るように剥片剥離。 262 

20 凹石 覆土 完形 13.7 11. 2 2 4 576.9 緑片 盤状の円礫。表面に浅い凹みと敲打痕、裏面に敲打痕。 672 262 

21 敲石 下位 ％ 11. 0 8.5 4 0 483.0 デイ 盤状の円礫。表裏・上端に敲打痕。 672 262 

22 敲石 下位 完形 9.7 8.0 4 4 461.4 粗安 右側を面取り。両端に敲打痕。器表面の風化激しい。 263 

23 磨石 下位 ¾ 15.5 11.4 8 6 1608. 8 デイ 盤状の円礫。表面に弱い研磨。器表面風化激しい。 263 

24 多孔 床直 完形 19.5 16 1 11 0 4850 0 粗安 盤状の円礫。表面に 8個、裏面に 3個の凹み。 672 263 

25 多孔 中位 完形 20.8 18. 0 9.8 5000.0 粗安 円盤状の円礫。表裏に凹み。 263 

26 砥石 床直 ％ 12 4 6.3 3.3 248 9 硬泥 ほぼ全面研磨。表裏に細い線状の溝、裏面に敲打痕。 672 263 

27 砥石 床直 完形 13 9 3.6 2.5 215 7 硬泥 棒状の亜角礫。ほぼ全面に研磨・細い線状痕。 672 263 

C区 71号住居跡出土石器器種組成表

: : I打斧 1磨:;| ]: I ：ヂ I石:{I凹t5|敲275| 1石 1多2孔 1砥275|知]:

c区 72号住居跡出土石器

Na 器種
出土 残存 計測値 (cm• g) 石材名

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 二次 下位 一部欠 7.3 7 8 1 3 76 4 硬泥

2 二次 覆土 完形 8.3 3 1 1 2 22 8 硬泥

3 石核 下位 完形 10.3 6.9 2.5 172 5 硬泥

C区 72号住居跡出土石器器種組成表

I: :I二2次|ii&lffiJI石ltt.I知り］
C区 73号住居跡出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重最

1 楔 覆土 完形 2.2 1 1 0 7 1.3 黒曜

2 石鍬 P内 完形 11. 8 7 0 3 8 425.6 変輝

3 ーー グ、E 下位 完形 11. 8 3 3 2 8 94 6 硬泥

4 ーーグ、E 下位 ％ 7. 7 6 1 1.8 92.6 硬泥

5 二次 覆土 完形 5.3 4 7 1.2 35 7 硬泥

6 台石 床直 ％ 22.1 13 3 5.4 1927 0 粗安

c区 73号住居跡出土石器器種組成表

I: :I :1四I二3次□□I台t5I
c区 75号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値（cm・ g) 

石材名
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 石鏃 覆土 一部欠 2.0 1.3 0.3 0 5 黒曜

2 石鏃 覆土 一部欠 2.6 1 6 0.5 1 2 黒曜

3 石鏃 覆土 一部欠 2.0 1 3 0.3 0.6 黒曜

4 石鏃 覆土 破片 1.3 1 0 0.2 2 0 黒曜

5 楔 覆土 一部欠 1. 9 0 6 0.4 0.4 黒曜

6 楔 覆土 ½ 1.2 1.3 0.3 0 5 黒曜

7 二次 床直 破片 7 7 5.3 1.8 61.3 硬泥

8 二次 下位 完形 4 8 5.0 1.1 24.3 硬泥， 二次 覆土 完形 6.7 5.4 1.5 44.4 硬泥

10 二次 覆土 破片 4 0 4.3 0.6 17.1 硬泥

11 二次 覆土 完形 4.1 2.3 1 1 6.9 褐珪

12 二次 覆土 破片 3.0 5.1 0.9 21.5 硬泥

13 二次 覆土 破片 5.9 4.7 1 5 40 2 硬泥

14 石核 床下 完形 12.3 10 1 7.0 1033. 2 硬泥

15 砥石 下位 坂 14.5 9 5 3.7 508 9 砂岩

特 徴

剥片の周辺背面に調整。

剥片の両側下部に調整。

剥片の一側両面で知」片剥離

特 徴

左側上半に調整。

扁平な礫素材。

横長剥片先端に不規則な浅い調整。

剥片端部両面に調整加え刃部形成。上部欠損。

剥片のほぽ全周に不規則な調整。

盤状の円礫。表面に敲打痕。

特 徴

凹基無茎鏃。左脚先端欠損。

凹基無茎鏃。右脚欠損。

凹基無茎鏃。先端・右脚欠損。

脚部破片。

両極打撃による剥片素材。下部欠損。

剃片の周辺両面に調整。下部欠損。

剥片両側に調整。両端欠損。

剃片の一側腹面に調整。

剥片の腹面に一部不規則な調整。

器体右側に調整。破損により形状不明。

剥片の一側背面・先端腹面に調整。

裏面左側に調整。破損により形状不明。

剥片の腹面に一部不規則な調整。

厚手の剥片の腹面を打面として周辺で剥片剥離。

板状の角礫。表面にごく弱い研磨面、幅 l~2mm程の溝。

図NuI PLNu 

図Nu

673 

673 

図N(l

674 

674 

674 

263 

263 

263 

PLNo 

263 

263 

263 

263 

263 

263 

PLNu 

264 

264 

264 

264 

264 

264 

264 

264 

264 

264 

264 

264 

264 

264 

264 
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5.弥生時代住居出土石器観察表

c区 75号住居跡出土石器器種組成表

I: :I石4鏃I:I二，次If,l¥:6;¥'lll|石:I砥t5|知]:I
c区 76号住居跡出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図No PLN(l 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重競

1 ss 覆土 完形 5.9 6.1 1. 9 57.5 硬泥 剥片端部に調整加え円弧状の刃部形成。 264 

2 磨斧 下位 ％ 11.3 4.4 2.5 222.8 変玄 全面丁寧に研磨。刃部節理面で欠損。 675 264 

3 磨斧 中位 ½ 8.5 5.6 3 6 265.7 変玄 両面に剥離痕残す。刃部欠損。 675 264 

4 二次 投土 完形 6 6 4.7 0.8 20.8 硬泥 剥片の周辺一部に不規則な調整。 264 

5 二次 中位 完形 7.8 6.5 1 4 70 3 硬泥 剥片の先端に不規則な調整。 264 

6 二次 下位 完形 8 7 II I 4.0 320 5 硬泥 剥片先端背面に不規則な調整。 264 

7 二次 覆土 完形 3 5 5.6 1. 2 192 0 硬泥 器体左側に不規則な調整。 264 

8 二次 覆土 破片 3 5 2 5 0.7 5 I 細安 剃片周辺に細かな調整。左上欠損。磨耗激しい。 264 ， 石核 覆土 完形 2.6 1 8 1. 7 10 6 玉髄 角柱状の原石の両端を打面として小型の剥片剥離。 264 

10 磨石 覆土 完形 7.1 5 7 2 6 136 8 流紋 盤状の小型円礫。表面に研磨面、ほぽ中央に浅い凹み。 675 264 

11 磨石 中位 完形 15.7 9.1 4.0 840.4 変安 盤状の円礫。表面に研磨面、上半に敲打痕。 675 264 

12 敲石 中位 完形 12.6 9.9 2.6 484.8 粗安 円盤状の円礫。上端に敲打痕。 264 

C区 76号住居跡出土石器器種組成表

I: :I ss 1磨2斧「こ5欠I亨□I石1tt-I敲1石1磨2石I
c区 80号住居跡出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図No PLN(l 

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鑓

1 石鏃 覆土 一部欠 1. 4 1.1 0.2 0.2 黒曜 凹基無茎鏃。脚部欠損。裏面に素材面残す。 265 

2 石鏃 覆土 完形 1.4 1.3 0.4 0.6 黒曜 平基無茎鏃。周辺両面に調整。未製品か。 265 

5 楔 上位 完形 4.7 2 9 0 7 12 0 珪頁 剥片の一側を折り取り、両端に調整。 265 

6 ss 覆土 完形 4.5 2.1 0 9 7 6 チャ 剥片の右側背面に調整加え弧状の刃部形成。 676 265 

7 ss 覆土 ほぽ完 4.1 8.6 1 4 47 8 頁岩 横長剥片素材とし、両端に刃部形成。 265 

8 二次 下位 完形 7.8 8. 7 2.6 228 3 変輝 剥片の周辺に粗い調整。表裏に磨耗。 676 265 ， 打斧 上位 完形 9.5 5.4 2 5 147.2 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 265 

10 打斧 床直 ％ 8.9 5.8 2.7 128.6 硬泥 刃部磨耗。基部欠損。 IIb類。 676 265 

JI 打斧 上位 ½ 7 0 4.9 1. 7 81.8 変玄 刃部破片。 III類。 265 

12 打斧 上位 完形 12 1 4.8 1. 4 88.2 硬泥 横長剥片素材。 IIb類。 265 

13 打斧 上位 一部欠 8 7 4.3 2.2 69.7 硬泥 刃部欠損。 IIb類。 265 

14 石鍬 下位 杞 8 1 8.1 3.4 218.9 粗安 刃部が撥形に広がる。基部欠損。 676 265 

15 石核 上位 完形 13 4 8.0 3.8 471. 7 硬泥 厚手の剥片の両面で周辺から剃片剃離 265 

16 石鍬 下位 破片 11. 7 6 8 2.9 172.5 細安 刃部破片。 265 

17 石鍬 下位 ％ 10.4 8 0 3.0 264.2 粗安 基部に比して刃部がやや広がる。基部欠損。 676 265 

18 石鍬 下位 ％ 10.7 7 0 3.1 247.1 硬泥 剥片の一側に調整。熱により器表面一部剥落。 265 

19 石核 上位 完形 9.5 6.5 4.4 193.8 変玄 剥片の主に背面側で知」片剥離。 265 

20 磨斧 下位 屍 9.5 6.6 4.3 419.2 変玄 未製品。剥離・敲打による整形途中。刃部欠損。 265 

21 磨斧 下位 ％ 10.8 6. 7 4 1 446 0 変玄 未製品の基部破片。剥離・敲打による整形途中。 265 

22 磨斧 上位 怜 6.8 6.5 3 9 250 5 変玄 未製品の刃部破片。剥離・敲打による整形途中。 265 

23 磨斧 下位 ½ 8 5 5.8 3.6 276.5 変玄 未製品の基部破片。剥離・敲打による整形途中。 676 266 

24 二次 覆土 破片 3 4 4.7 0.9 15.1 硬泥 剥片端部に一部調整。 266 

25 二次 覆土 破片 3.9 3.5 0.5 8.5 黒安 剥片側辺に調整。破損により形状不明。 266 

26 二次 覆土 完形 4 3 3.2 0.6 8.3 珪頁 小型の剥片端部に鋸歯状の加工。 266 

27 二次 床直 完形 4.9 5.9 1.5 39.7 硬泥 ほぼ全周の両面に不規則な調整。 266 

28 二次 覆土 破片 5.0 5 0 2.3 38.4 硬泥 剥片端部に一部調整。 266 

29 二次 覆土 完形 6.0 5.7 13.0 10.4 硬泥 器体の周辺に一部不規則な調整。 266 

30 二次 床直 完形 11. 7 5.8 2.3 185.5 硬泥 剥片の両端と左側に調整。左側中央に扶り。 676 266 

31 二次 上位 完形 8.1 9.5 2.3 131.6 硬泥 剥片先端に不規則な細かな調整。 266 

32 二次 上位 完形 12.0 5.9 4 3 202 1 硬泥 器体両側に不規則な調整。 266 

33 二次 上位 破片 3.2 6.3 0 9 15.2 硬泥 剥片端部に一部調整。 266 

34 二次 中位 破片 6.1 5.7 2.4 63 2 硬泥 剥片の側辺に不規則な調整。 266 
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c区 75•76·80·81•82•83号住居跡出土石器

N(l 器種
出土 残存 計測値（cm・ g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

35 二次 覆土 完形 4.0 7.3 1.8 37.6 硬泥 横長剥片端部に一部不規則な調整。 266 

36 二次 中位 完形 6. 7 5.9 2.0 91.5 硬泥 器体右側に不規則な調整。 266 

37 二次 上位 完形 9.2 6.2 2.5 11. 9 変玄 剥片端部に不規則な浅い調整。 266 

38 石核 中位 完形 11 2 10.7 4.8 622.8 変安 剥片端部背面側で剥片剥離。 266 

39 石核 中位 完形 6.6 11.1 6 2 406.8 硬泥 分割礫素材とし打面転移しながら剥片剃離。 266 

40 石核 下位 完形 6 9 10 9 10 8 1148. 3 粗安 分割礫素材。分割面打面とし剥片剥離。 266 

41 石核 覆土 完形 4 5 6.9 3.2 86 1 赤珪 不定形。熱により表面一部剥落。 266 

42 石核 中位 完形 9.6 6 3 5.6 276 8 硬泥 剥片周辺を折り取るように剥片剥離。 266 

43 石核 下位 完形 7.6 7.9 3.8 356 1 変玄 礫の分割面を打面として剣片剥離。 266 

44 石核 覆土 完形 9.0 5 6 3.6 148 4 硬泥 剥片端部両面で少数の剥片剥離。 266 

45 原石 下位 完形 2.1 3.1 1.5 11. 7 赤珪 球状の亜角礫。水磨の痕跡あり河原の転石か。 266 

46 原石 覆土 完形 6.8 3.5 2.5 69.3 赤珪 棒状の亜円礫。剥片剥離行われず。 266 

47 ＊ 覆土 破片 7 5 4.3 2.3 109.7 緑片 ＊不明石製品。敲打・研磨により整形。石棒の破片か。 266 

48 凹石 下位 ほぼ完 14 6 6.6 3.6 418.9 粗安 表面に連続する 3個の凹みと敲打、裂面 ・右側に敲打。 676 266 

49 凹石 下位 ほぽ完 9 7 9.2 3 5 420.8 粗安 円盤状の円礫。裏面に凹み、表面・ほぽ全周に敲打痕。 267 

50 凹石 下位 破片 9 7 5.9 3.4 187.8 変安 盤状の円礫。表面に凹み。 267 

51 敲石 床直 ½ 11.4 9.0 5.5 544. 9 粗安 盤状の円礫。両側・上端に敲打痕。下半欠損。 267 

52 敲石 上位 完形 16 8 10.8 9 7 2350. 0 粗安 棒状の円礫。表裏中央部・両端に敲打痕。 267 

53 磨石 上位 灼 7 0 7.1 3.9 188 8 デイ 盤状の円礫。左側を面取り、表裏に研磨面。 267 

54 磨石 中位 完形 9 9 8.4 7.8 904 9 粗安 球状の円礫。表裏に弱い研磨、両端に敲打痕。 267 

55 磨石 上位 完形 5 2 4.8 4.9 146 1 粗安 球状の円礫。全面に弱い敲打痕。 267 

56 磨斧 中位 ½ 12. 4 8 6 4.3 549 8 変玄 未製品。刻離・敲打による整形途中。基部欠損。 265 

c区 80号住居跡出土石器器種組成表

: :I : I王I肖門Iで1石4itl;|磨5斧［□|：9［9I原3EI凹3EI敲2石 1磨3E|鉗：叶＊不明石製品

c区 81号住居跡出土石器

N(l 器種
出土 残存 計測値（cm• g) 

石材名 特 徴 図Nu PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 石鏃 毅土 一部欠 1.8 1.4 0 3 0 4 黒曜 凹基無茎鏃。左脚先端欠損。 677 267 

2 楔 覆土 完形 1. 7 1.4 0.3 0.8 黒曜 剥片の両端に使用時の剥離痕。他はほとんど未加工。 267 

3 打斧 中位 完形 12.7 7 5 3.0 275.6 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 677 267 

4 石核 上位 完形 7.7 6 9 2.7 151.0 硬泥 剥片背面で剥片剥離。 267 

5 二次 上位 完形 9.9 6.4 3.1 147.0 硬泥 剃片の折れ面に調整。 267 

6 石核 上位 完形 7.5 6 1 5.2 266.3 硬泥 賽子状。打面 ・作業面を90゚転移しながら剥片剥離。 267 

7 石核 上位 完形 11. 5 8.8 5.1 582.9 変輝 石核の両面で周辺から剥片剥離。 267 

c区 81号住居跡出土石器器種組成表

I : :I石lffiI : I打：I二次1微：I石：I鉗りーI

C区 82号住居跡出土石器器種組成表

I : : I =I次I鉛]:I 

c区 83号住居跡出土石器

No. 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図NQ PLNo. 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重星

1 楔 床直 完形 6.4 4 2 1 9 47 6 硬泥 縦長剥片の相対する両辺に調整。 267 

2 二次 覆土 完形 5 3 4.3 1 6 35.9 硬泥 剥片の両端に調整。 267 

3 二次 覆土 ％！ 6 3 6.9 1 9 60.8 硬泥 剥片端部に不規則な調整。右半欠損。 267 

4 凹石 床直 ％ 6 5 7.3 4.6 273.2 デイ 下半を欠損し、形状不明。表面に凹み 1個。 678 267 

5 砥石 床下 完形 28 0 11.1 6.4 3350.0 デイ 盤状の円礫。表裏に弱い研磨面。 267 
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5.弥生時代住居出土石器観察表

c区 83号住居跡出土石器器種組成表

I: :I :I 2欠I1石1呼I
c区 86号住居跡出土石器

No. 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図No. PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重黛

1 楔 毅土 完形 1.5 1 1 0.5 0.9 黒曜 器体の両端・右側に調整。 679 268 

2 打斧 下位 完形 11. 2 8 3 2.3 214 5 硬泥 刃部磨耗。 ［類。 268 

3 打斧 下位 材i 6.7 6.5 2 1 115 1 硬泥 基部欠損。 IIa類。 268 

4 打斧 下位 破片 4.7 7.2 1 9 63.8 珪頁 刃部破片。形状不明。 268 

5 石鍬 上位 ％ 13.1 8.1 3 2 334 7 粗安 刃部に向かって撥形に広がる。刃部欠損。 268 

6 石鍬 床直 ½ JO 3 9.5 3.5 320 8 硬泥 器体左側に袂り。基部・右側欠損。 268 

7 石核 下位 完形 10 8 12.0 6 2 874 2 硬泥 礫の一端で交互に剥片剥離。 268 

8 石核 床直 完形 13 2 11.9 6.4 920. 7 硬泥 扁平な円礫の周辺両面で求芯状に剥片剥離。 268 ， 石核 上位 完形 6.5 9.4 5.7 326.2 硬泥 厚手の剥片の背面側で剥片剥離。 268 

10 原石 床直 完形 14. 8 9 3 6.2 963.2 硬泥 盤状の亜円礫。 268 

11 凹石 上位 ％ 9.4 6.1 4.5 3570.0 粗安 盤状の円礫。表面に凹み 2個、裏面に敲打痕。 268 

12 凹石 P内 一部欠 10. 2 5 8 4.6 373 3 砂岩 盤状の円礫。表面に凹み 1個と敲打、裏面・下端に敲打。 679 268 

13 敲石 下位 ½ 7.5 5.8 3 3 198 4 砂岩 球状の円礫。表面に敲打痕。晨面欠損。 268 

14 台石 P内 完形 20 7 14.0 7 2 2800 0 粗安 盤状の円礫。袈面に敲打痕。 268 

15 炉石 2炉 破片 33 2 10.3 7.0 2350.0 砂岩 盤状の角礫。表面に敲打痕。 268 

16 炉石 3炉 ほぽ完 31 3 12.0 8 7 3950.0 石閃 棒状の亜円礫。加工は見られない。 268 

c区 86号住居跡出土石器器種組成表

器 種 I 楔 I打斧 I石鍬 I微細 I石核 I原石 I凹石 I敲石 I台石 I炉石 1剥片

個 数 1113121314 2 I 7 

c区 91号住居跡出土石器

Na 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重蘇

1 磨斧 床直 材 10 1 5.9 2.9 240.5 変玄 裏面中央浅い溝状にくぼむ。基部欠損。 680 269 

2 磨石 覆土 完形 14.5 4 9 5.8 668.1 デイ 断面三角形の棒状の円礫。三面に弱い研磨、両端に敲打。 269 

3 凹石 下位 完形 12.0 8 5 4.7 684.5 粗安 表面凹み・研磨、裏面研磨・敲打、左側・両端に敲打。 680 269 

4 台石 床直 ％！ 13.1 13 6 4.8 940.6 デイ 盤状の円礫。表面に敲打痕。 269 

C区 93号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm• g) 

石材名 特 徴 因Nu PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 磨斧 覆土 一部欠 12.4 4.8 2 1 157 7 緑片 棒状の円礫。形状をほとんど変えず刃部のみ調整。 269 

2 二次 覆土 完形 10.0 7 I 2.1 137 5 変安 剥片先端に不規則な調整。 269 

3 二次 覆土 破片 6.2 5.4 1.3 51.1 硬泥 素材剥片の背面周辺に調整。破損により形状不明。 269 

4 二次 覆土 破片 5.0 4.6 1.3 42.9 細安 両側両面に調整。打斧の破損品か。 269 

5 二次 覆土 完形 6.3 6.0 2.1 75.7 硬泥 素材剥片の腹面に不規則な調整。 269 

6 凹石 床直 完形 13.8 7.2 4.0 444.8 砂岩 盤状の円礫。表面に連続した 2個の凹み ・敲打痕。 681 269 

7 石棒 下位 破片 10 0 12.6 9.0 1370.1 デイ 石棒の胴部破片。 269 

C区 93号住居跡出土石器器種組成表

I: :I磨：I二4次「口！［門I凹1石/|Jl}t|
C区 94号住居跡出土石器

Nu I器種 I悶心I:: I長さ「：直]:;|g)重鼠 I石材名 特 徴 図NoI PLNo. 

: I ；そI：主I:%:: I 1] : I ] ] | : : 立］ I竺； I :：：己：益え竺：：：し：り：：；：＜残す。刃部欠損。 1 ::: 1三笠
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C区 83•86•91•93•94•95•97•104号住居跡出土石器

No. 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図No. PLN(l 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

4 二次 毅土 完形 4 7 5.7 1.1 26.8 珪頁 素材剥片の周辺に不規則な調整。 269 

5 二次 中位 完形 6 3 3.1 2.4 17.2 硬泥 縦長剃片の両側に細かな調整。 269 

6 凹石 覆土 ½ 12 3 11. 0 5.6 1061 8 粗安 盤状の円礫。表面に浅い凹み。 上端に敲打痕。下部欠損。 269 

7 凹石 床直 完形 11 2 6.7 2.9 327.2 変玄 表面に凹み 2個。両側・両端剃離と敲打により整形。 683 269 

8 凹石 下位 ％ 15 7 5.3 3.0 347.8 変玄 磨製石斧の破損品を凹石に転用。表面に凹み。 683 269 ， 敲石 床直 完形 14 6 6.5 4.8 563.3 砂岩 棒状の円礫。表裏・両端に敲打痕。 683 269 

10 敲石 床下 完形 7 1 6.4 2.2 138 3 デイ 円盤状の円礫。ほぽ全周に敲打痕。 269 

11 磨石 床直 ％ 9.6 9.7 6.0 829.2 デイ 棒状の円礫。表面に弱い研磨面。 683 270 

12 磨石 翌土 完形 12.5 6.4 3.2 380 1 流紋 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。裏面に敲打痕。 683 270 

13 磨石 疫土 完形 13.0 7.1 4 1 540 6 デイ 盤状の円礫。表裏に研磨面、両端に敲打痕。 270 

C区 94号住居跡出土石器器種組成表

器種 I打斧 I磨斧 I二次 I微細 I石核 I凹石 I敲石 I磨石 I剥片

個数 I 1 3 I 5 3 I 2 I 3 I 4 

C区 95号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm• g) 

石材名 特 徴 図Nu PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 二次 中位 完形 9.0 7 1 2 1 116.9 硬泥 剥片の周辺一部両面に調整。上部両面に磨耗。 270 

2 二次 下位 完形 5.8 4 7 2 9 69.5 硬泥 剥片の周辺に不規則な粗い調整。 270 

3 二次 下位 破片 4.3 3.8 0 8 19.1 砂岩 剥片の一側に浅い調整。 270 

4 磨石 中位 完形 8 3 7 3 5.9 537.4 粗安 球状の円礫。表面に弱い研磨面。 684 270 

5 敲石 中位 完形 8.8 6.2 4.9 343.4 変安 盤状の円礫。表面・上端に敲打痕。 270 

6 敲石 覆土 完形 10.2 4 9 4. I 268 5 デイ 棒状の円礫。上端に敲打痕。 270 

7 砥石 中位 ％ 35.2 8.2 4.4 2100. 0 粗安 盤状の円礫。表面に研磨面。 270 

C区 95号住居跡出土石器器種組成表

I： ：□I敲2石 1王I砥t5|

c区 97号住居跡出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図Nu PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 石鏃 疫上 ¾ 1.8 1 3 0.2 0.4 黒曜 凹基無茎鏃。先端・左脚欠損。 270 

2 打斧 床直 完形 9.5 4.3 2.0 101 8 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 685 270 

3 二次 床直 完形 6 2 5.8 2.4 99.9 硬泥 剃片の両側腹面に粗い調整。刃部鋸歯状。 270 

4 二次 覆土 ½ 5.9 5 3 1.4 38 2 硬泥 器体下辺に粗い調整。右側欠損。 270 

5 二次 下位 完形 5 8 1.9 8.8 50 6 硬泥 器体下辺にわずかに調整。 270 

6 二次 覆土 完形 3.0 4.0 1. 2 8.8 硬泥 剥片端部に不規則な調整。 270 

7 砥石 床直 ％ 7.9 8.8 4.1 316.9 細安 盤状の亜角礫。表面に研磨面、細かな線状痕。 685 270 

c区 97局住居跡出土石器器種組成表

I : : I石鏃 1 1斧 I二4□可口可
C区 104号住居跡出土石器

N(l 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図No・ PLNo. 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 菫量

1 石鏃 覆土 ほぽ完 1 8 1.8 0.4 0.9 黒曜 凹基無茎鏃。先端・左脚わずかに欠損。 270 

2 楔 覆土 完形 2 6 1.3 0.5 2.1 黒曜 両端に使用時の剥離痕。 270 

3 打斧 床直 完形 11 2 7.7 4.0 287.4 硬泥 末製品。 270 

4 打斧 中位 完形 10 9 5 3 2.5 180.6 変玄 II b類。 686 270 

5 打斧 下位 完形 11 7 5.0 2.0 100.0 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 686 270 

6 磨斧 下位 完形 10.6 7.7 5.0 525.1 変玄 剥離と敲打により整形。 271 

7 打斧 中位 ％ 7 3 5.3 2.4 73.9 粗安 刃部破片。形状不明。 271 

8 打斧 上位 ％ 12.4 7.4 2.6 185.4 硬泥 刃部欠損。 IIa類。 271 
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5.弥生時代住居出土石器観察表

No 器種
出土 残存 計測値 (cm• g) 

石材名 特 徴 図No PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量， 打斧 疫土 ½ 6.2 4 3 2.9 79 5 硬泥 基部破片。 IIb類。 271 

10 打斧 床下 ％ 7 7 4.9 1.9 89 0 珪頁 刃部欠損。 IIb類。 686 271 

11 磨斧 床下 ½ 7.9 5 6 3.2 194 1 変玄 基部破片。器表面かなり風化。 686 271 

12 磨斧 中位 ％ 9 4 5 3 2 9 240 5 変玄 器表面に剥離・敲打痕残す。刃部欠損。 271 

13 磨斧 上位 破片 4 9 4 8 1 9 57 7 変玄 未製品の刃部破片。剥離により整形。未研磨。 271 

14 二次 上位 完形 8 3 7 8 2 2 170 4 変玄 器体両端に細かな調整。 271 

15 二次 下位 完形 5.1 6 5 1 9 48.9 硬泥 剥片右側に細かな調整。裏面上部磨耗。 271 

16 石核 床下 完形 14.8 10 3 4 5 993.3 粗安 盤状の亜円礫。両端両面で剥片剥離。 271 

17 石棒 上位 破片 14.5 11.0 9 7 2000.0 デイ 短部破片。表面に敲打痕。破損品を転用したものか。 271 

18 凹石 中位 完形 13.4 9.7 6 3 1107. 3 粗安 盤状の円礫。表面に凹み、下端に敲打痕。 271 

19 凹石 上位 ％ 9.6 7.6 3 4 359.7 デイ 表面に凹み。表裏に弱い研磨、上端に敲打痕。下端欠損。 271 

20 磨石 上位 完形 6.0 5.7 4 4 190.9 変安 球状の円礫。表裏に弱い研磨。 271 

21 磨石 中位 完形 6.0 5.0 4.3 193.8 粗安 球状の円礫。表面に弱い研磨。 271 

22 砥石 覆土 破片 6.9 5.0 1 3 80.1 砂岩 小破片で形状不明。表裏に研磨面。 271 

c区 104号住居跡出土石器器種組成表

器 種 I石鏃 I 楔 I打斧 I磨斧 I二次 I微細 I石核 I石棒 I凹石 I磨石 I砥石 I剥片

個数 I1 7 | 4 | 2 | 5 2 I 2 5
 

C区 108号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値（cm・g) 

石材名 特 徴 図No PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

1 打斧 中位 完形 10.7 6.0 1 4 99.2 硬泥 刃部磨耗。再調整により斜刃に。 IIb類。 271 

2 打斧 床下 ％ 7.6 6.2 2 7 190.0 変玄 基部欠損。 IIb類。 687 271 

3 ーーグ、E 下位 完形 9.4 7.8 3 8 265.6 硬泥 剥片の周辺腹面に不規則な粗い調整。 271 

4 ーーグ、E l炉 屍 9.3 6. 7 1.8 90.2 変安 剥片周辺に不規則な調整。下半欠損。 272 

5 二次 下位 完形 7.0 4.8 1. 9 61.8 硬泥 剥片の腹面に一部不規則な調整。 272 

6 二次 覆土 ％ 6.6 5.6 1.2 35.5 硬泥 剥片周辺に調整。上半欠損。 272 

7 二次 覆土 破片 5.8 4.8 1.3 28.5 硬泥 剥片周辺に不規則な調整。 272 

8 ーーグ、E 覆土 完形 2.5 3.9 0.6 4.7 硬泥 剥片腹面に不規則な調整。 272 ， 二次 床直 破片 5.7 3.7 0.8 16.8 珪頁 剥片周辺に不規則な調整。 272 

10 石核 下位 完形 9.9 9.2 3. 7 395.4 硬泥 盤状の石核。周辺両面で剥片剥離。 272 

11 原石 床直 完形 3.9 4.7 2.6 57.6 赤珪 盤状の亜角礫。水磨の痕跡あり河原の転石。 272 

12 凹石 下位 一部欠 12.3 8.5 6.3 800.2 粗安 盤状の円礫。表面に凹みと敲打痕、裏面・上端に敲打痕。 687 272 

13 凹石 下位 完形 12 5 4.5 3.0 199.4 凝砂 棒状の円礫。表裏に凹み各 1個 ・敲打痕。 687 272 

14 敲石 床直 完形 12.9 8.0 3.4 521.6 変安 盤状の円礫。表裏・両端に敲打痕。 272 

15 敲石 中位 完形 9 0 7.8 3.3 328.0 砂岩 円盤状の円礫。表裏・両端に敲打痕。 272 

c区 108号住居跡出土石器器種組成表

I: :In2斧［こ7次I:9[9|原t5|凹2石 1敲2石にJl片I
C区 114号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 石鏃 覆土 ¾ 1. 7 1. 2 0.3 0.7 黒曜 形状不明。両端欠損。 272 

2 楔 覆土 完形 2.2 1.8 0.7 1. 9 黒曜 剥片の両側に使用時の剥離痕。 272 

3 石核 下位 完形 8.6 13.3 5 6 471.2 硬泥 剥片の一側両面で鉗」片剥離。 272 

4 凹石 覆土 完形 16.1 5.1 4.0 457.3 粗安 棒状の円礫。表面上部凹み。表面下部と左側下部に敲打。 688 272 

5 凹石 床直 完形 13.6 7.2 5.2 745.6 デイ 棒状の円礫。表面凹み、周辺に敲打。裏面にも弱い敲打。 688 272 

6 敲石 床下 ¾ 10.8 8.4 5.6 684.5 変安 球状の円礫。表面中央と右側面に敲打痕。 688 272 

7 磨石 中位 ½ 10.8 8.1 3.4 419.2 デイ 両側を面取り、表裏に研磨面。裏面・下部欠損。 272 

8 磨石 床直 完形 9.0 8.5 3.2 331.3 変安 盤状の円礫。表裏に弱い研磨面。 688 272 

C区 114号住居跡出土石器器種組成表

I: :I石］鏃I: I露：「9|原tJI王I敲t5|磨25|鉗どI
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C区 104• 108• 114• 116・ 148号住居跡出土石器

C区 116号住居跡出土石器

NQ 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図NQ PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 石匙 覆土 破片 7.1 3.1 1.0 17.8 硬泥 石匙のつまみ部分。横長剥片素材。縄文時代遺物の混入。 272 

2 打斧 床直 ％ 10. 2 6 6 1 5 95 3 珪頁 熱により器表面大きく剥落し形状不明。刃部磨耗。 272 

3 打斧 中位 完形 10.1 7.6 3.1 223 8 硬泥 刃部磨耗。表面に線状痕。 IIb類。 689 272 

4 打斧 覆土 破片 6.3 4 3 1 8 64.9 硬泥 両端欠損し形状不明。 273 

5 打斧 上位 破片 6.7 5 7 1.8 82.6 粗安 両端欠損。形状不明。 273 

6 打斧 中位 ％ 6.9 6 0 I 5 59.6 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 273 

7 磨斧 上位 怜 6.6 5.3 3.7 239.0 変玄 未製品。剥離・敲打により整形。未研磨。 273 

8 石鍬 上位 破片 10.6 8.6 1.9 158.6 硬泥 基部・裏面欠損。形状不明。 273 ， 二次 上位 ％ 8.3 8 6 1. 7 160.4 粗安 横長剥片の両端に調整。 273 

10 二次 中位 一部欠 7.3 4 4 2.0 58.9 硬泥 剥片の一側背面に調整。右側一部欠損。 273 

11 二次 上位 完形 10.0 6.1 1. 4 90.3 硬泥 横長剥片の周辺に不規則な浅い調整。 273 

12 二次 上位 完形 6 8 5.8 1.6 73 2 硬泥 剥片の一側腹面に浅い調整。 273 

13 二次 上位 完形 6 5 5 2 0.7 26 9 珪頁 横長剥片の端部に不規則な調整。 273 

14 二次 覆土 完形 3.9 3.0 0.9 13 4 珪頁 剥片の上部に一部不規則な調整。 273 

15 ーーグ、E 覆土 完形 5.6 6 2 1.5 33.5 珪頁 剥片の背面両端に不規則な調整。 273 

16 二次 覆土 . ½ 6.3 2 1 1.5 13.8 粗安 剥片腹面左側に連続した調整。上下欠損。石錐破損品か。 273 

17 ーーグ、E 中位 完形 23 6 12. 4 6.4 1642 5 粗安 剥片の周辺一部に調整。 273 

18 二次 覆土 屍 7.0 4.0 1. 7 42 6 細安 剥片の周辺に不規則な調整。 273 

19 ーー小、E、 覆土 破片 5 1 3 4 1. 4 27 4 硬泥 剥片の先端に不規則な浅い調整。 273 

20 石核 上位 完形 10.6 9.7 5.1 29 0 硬泥 不定形。不規則に打面転移しながら剥片剥離。 273 

21 石核 上位 完形 7 6 5.3 4.5 192.8 粗安 不定形。不規則に打面転移しながら剥片剥離。 273 

22 原石 覆土 完形 3 3 3.3 1. 9 21.4 赤珪 球状の角礫。 273 

23 石棒 覆土 破片 13 0 11.5 11. 2 2400 0 デイ 胴部破片。表面は丁寧に整形。 273 

24 凹石 上位 完形 13.0 6.8 3. 7 449.0 粗安 盤状の円礫。表面に凹み・敲打痕、両端に敲打痕。 274 

25 凹石 中位 完形 10 6 8.2 2.7 199 4 牛砂 板状の砂岩。表面に連続した 2個の凹み。 689 274 

26 敲石 上位 ％ 12.1 5 0 4.7 485 7 粗安 棒状の亜円礫。上端に敲打痕。 274 

27 敲石 中位 破片 6 1 9.2 3.6 146.1 緑片 器表面に敲打痕。石棒の破片か。 274 

28 磨石 上位 完形 10 7 4.0 2.3 164.4 硬泥 盤状の円礫。ほぽ全面研磨。 274 

C区 116号住居跡出土石器器種組成表

: :I石：I打7;|石1鍬1磨1斧|]:I微：I石「て1原t5|石:;I2石1敲2石 1磨石 1知」片

C区 148号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図Nu PLNCl 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重輩

1 ss 覆土 完形 6 6 4.8 1 5 52.0 硬泥 下辺に薄い刃部形成。上辺は厚く調整。 274 

2 打斧 覆土 ％ 7 6 6.6 3.3 165.0 硬泥 刃部破片。刃部磨耗。形状不明。 274 

3 打斧 中位 ％ 8.0 4.7 1 4 74.3 珪頁 基部破片。形状不明。 274 

4 打斧 覆土 杞 7.0 4.9 1.9 173 4 細安 基部破片。 IIb類。 274 

5 二次 下位 完形 6.3 8 7 2.6 112 2 硬泥 剥片の両側に調幣。 274 

6 二次 下位 完形 6.3 8.6 1 6 77. 7 硬泥 剥片端部に不規則な調整。 274 

7 二次 覆土 破片 7.2 4.0 1 3 83.9 硬泥 剥片の周辺に不規則な調整。表面に磨耗。 274 

8 凹石 下位 完形 15.5 8.1 4 1 722.3 変安 盤状の円礫。表裏に横長の凹み各 1個。 690 274 ， 凹石 下位 ％ 13 8 6.8 3 9 449.1 変安 盤状の円礫。表面凹み 2個・敲打、裏面・上端に敲打。 691 274 

10 凹石 中位 完形 9 9 7.8 3.5 424.9 粗安 両側を面取り。表畏に凹み、両端に敲打痕。 274 

11 砥石 中位 ½ 13.9 8.5 7.4 840.2 砂岩 棒状の円礫。表面にごく弱い研磨面。熱を受け赤化。 691 274 

12 砥石 中位 破片 3. 7 6.0 1. 7 49.9 砂岩 板状の角礫。表面に弱い研磨。 274 

13 砥石 中位 完形 14.8 17.5 5.5 1743.9 砂岩 盤状の円礫。表面に弱い研磨面。 274 

C区 148号住居跡出土石器器種組成表

I: :I SS 1打3斧□1口I四I砥}:5|
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5.弥生時代住居出土石器観察表

c区 149号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値（cm・ g) 

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

1 ss 床直 完形 6.4 7.8 1.9 96.4 

2 打斧 投土 ％ 10.3 5 2 2 4 180 5 

3 打斧 翌上 完形 9.3 4. 2 1 3 62 8 

4 打斧 下位 材i 6.2 4.1 1.5 50 1 

5 打斧 下位 完形 8.5 6.7 3 2 195 7 

6 打斧 下位 破片 6.8 9.1 2.7 153.5 

7 石鍬 床直 ％ 10.8 7.9 2 1 221.4 

8 ss 床直 完形 14.3 8.5 3.4 496.9 ， 打斧 床直 完形 14 2 5 0 2.3 223.8 

10 二次 四土 ほぼ完 11.4 7.5 2.3 221.5 

11 ーー グ、E 床直 破片 6 2 6 5 1.6 59.2 

12 二次 覆土 ％ 6.9 5.6 1.5 74.8 

13 二次 覆土 完形 6 4 5.7 1.5 28.8 

14 ーー グ、E 覆土 完形 5 5 3.2 1.3 16.4 

15 ーー グ、E 下位 完形 4. 7 5 1 2.0 40.6 

16 二次 床直 破片 3.9 3 3 1.3 11.6 

17 石核 床直 完形 9.0 6.6 3 7 254 3 

18 凹石 床直 ％ 14.1 7.1 2 6 349 3 

19 敲石 下位 屍 7.6 6.6 2 9 185 7 

c区 149号住居跡出土石器器種組成表

石材名 特 徴

硬泥 横長剣片先端に調整加え弧状の刃部形成。

硬泥 基部破片。形状不明。

硬泥 裏面刃部磨耗。 IIb類。

細安 基部破片。形状不明。

硬泥 幅に比べ長さ短い。再調整の結果か。 II]類。

硬泥 両端欠損。形状不明。

硬泥 基部破片。形状不明。

硬泥 剥片の両側腹面側に調整加える。

緑片 LLL類。

砂岩 剥片の一側に不規則な調整。

細安 剥片の一側両面に調整。

細安 剃片の両側に調整。両端欠損。

硬泥 剥片両側に不規則な調整。

細安 剥片両側に不規則な浅い調整。

硬泥 剥片端部に粗い調整。

硬泥 剥片周辺に不規則な調整。形状不明。

硬泥 剥片の周辺で剥片剥離。

雲片 盤状の円礫。表面に凹み 2個。

粗安 盤状の円礫。表裏・上端に敲打痕。下半欠損。

: :I 2 s |門 |石1鍬［二8次1三9|石2ft|凹1石1敲9|鉗り

C区 163号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

状況 状況 長さ 福 厚さ 重鼠

1 ss 下位 材i 7.2 7.4 2 5 104.8 

2 二次 中位 完形 9.3 6. 7 2 5 152.8 

3 二次 床直 破片 5.3 7.2 1 4 70.3 

4 石核 床直 完形 5.5 9.1 4 0 188.4 

5 敲石 床直 完形 9.5 5.1 4 0 230.3 

6 磨石 床直 完形 8.1 5.4 1 7 92.8 

C区 163号住居跡出土石器器種組成表

I : : I ss 1二次1微3ffiJI石ttI敲石1磨9| 

C区 166号住居跡出土石器

No~ 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

状況 状況 長さ 幅 厚さ 菫量

1 石核 覆土 完形 4.1 3.5 2.4 52.4 

2 凹石 下位 一部欠 14.3 7 2 4.4 522.5 

3 凹石 床下 完形 10.8 4. 7 2.8 153.7 

4 敲石 床下 ％ 12.8 9.0 5.1 784.5 

5 磨石 床直 完形 8.4 7.1 4 6 394.1 

6 砥石 床下 完形 14.8 8.2 2.9 461.7 

C区 166号住居跡出土石器器種組成表

I: :I石9|凹2石1敲91王I砥9|
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石材名 特 徴

硬泥 横長剃片の端部に調整。

硬泥 器体の両端腹面側に調整。

硬泥 剥片の右側に浅い調整。

硬泥 剥片の周辺を折り取るように剥片剥離。

凝砂 棒状の円礫。表面上半に敲打痕。

砂岩 盤状の円礫。表面に研磨面。小型の砥石か。

石材名 特 徴

硬泥 小型の在子状。打面・作業面を90゚転移し剥片剥離。

砂岩 盤状の円礫。表裏に凹み、上端・両側に敲打。下部欠損。

砂岩 棒状の円礫。表面に敲打痕と凹み、裏面に研磨・敲打痕。

デイ 盤状の円礫。下端に敲打痕。

粗安 球状の円礫。表製に研磨面。

硬泥 盤状の円礫。表面に研磨面、弱い線状痕あり。

因No PLNu 
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c区 149 ・ 163·166·173•180•185号住居跡出土石器

c区 173号住居跡出土石器

N。I器種|芦|:g |長さ［：直]:;|)重凰 I石材名 特 徴

1 I二次 I裂土 I完 形 1 4.8| 4.8 | 1.7 | 37.8 I 黒安 I剥片の背面のほぼ全周に調整。 276 

c区 180号住居跡出土石器

No・ 器種
出土 残存 計測値（cm・g) 

石材名 特 徴 図No PLNo. 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重誠

1 ss 下位 完形 13.4 6 5 3.2 91 7 粗安 剥片の一側に粗い調整加え弧状の刃部形成。 695 276 
2 打斧 床直 灼 9.3 7 0 3.1 234 7 硬泥 刃部欠損。 III類。 695 276 
3 石鍬 疫土 ％ 13.5 10 0 2.4 323 5 粗安 刃部が撥形に広がる。刃部欠損。 696 276 
4 磨斧 下位 灼 10 7 6.4 5.6 475 3 変玄 未製品の基部破片。敲打による整形途中。未研磨。 276 
5 磨斧 下位 ％ 8 0 4.8 3.8 174.4 変玄 未製品の刃部破片。剥離 ・敲打による整形途中。 696 276 
6 磨斧 中位 灼 6.8 4.1 2.2 65.4 変玄 未製品の刃部破片。剥離による整形途中。 276 
7 磨斧 床直 ％ 6 8 4.9 2.6 121. 2 変玄 末製品の基部破片。敲打による整形途中。 276 

8 磨斧 床直 怜 12 4 8.5 4 1 748.8 変は 未製品の基部破片。剥離による整形途中。 696 276 ， 二次 中位 破片 5 2 7.2 2 3 71.4 硬泥 剥片側辺に粗い調整、端部に細かな調整。左上欠損。 276 
10 二次 下位 完形 5.7 7.2 1 2 50.9 硬泥 剥片のほぽ全周に不規則な調整。 276 
11 二次 下位 破片 6.8 6.9 1.8 78.3 硬泥 剥片端部裏面に粗い調整。左半欠損。 277 
12 二次 中位 完形 7.2 5 1 1 9 68.0 硬泥 剥片の左側背面に調整。 277 
13 石核 中位 完形 9.8 11.1 6.0 612.7 硬泥 厚手の剥片の両側で剥片剥離。 277 
14 石核 下位 完形 8.9 16 3 6.4 666 1 硬泥 厚手の剥片端部で交互に剥片剥離。 277 
15 磨石 下位 完形 13.2 8.8 6.7 856 2 デイ 棒状の円礫。下端は平坦で強い研磨。上端に敲打痕。 696 277 
16 多孔 下位 完形 27.2 16 6 12.7 7650 0 デイ 棒状の円礫。表面に 2個、裏面に 1個の凹み。 277 
17 敲石 床直 完形 9 2 5 0 3.1 176 6 粗安 盤状の円礫。両端に敲打痕。 277 
18 敲石 中位 ½ 10.5 9 5 4.2 468 6 粗安 盤状の円礫。表裏・両側に敲打痕。両端欠損。 277 
19 炉石 1炉 ほぽ完 28.5 15 0 12.0 7000.0 デイ 棒状の円礫。熱により表面一部剥落。下端欠損。 277 

c区 180号住居跡出土石器器種組成表

: :I ss |打:I石： I磨5斧 1二次 1石::I磨t5|多1孔 1敲石 I炉石

C区 185号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図NQ PLN(l 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重品

1 尖頭 床直 完形 6 0 4.1 0 9 23 4 黒頁 剥片の両側両面に調整加え尖頭状に整形。 697 277 
2 ss 上位 完形 4.5 9.0 1.6 56.5 硬泥 薄手の円礫素材。下辺と両側に調整加え長方形状に整形。 697 277 
3 ss 上位 完形 9.3 7 4 2.2 105 6 硬泥 剥片の左側に調整加え刃部形成。 697 277 
4 ss 上位 ％ 8.0 6.6 2.4 156 3 硬泥 器体左側～下辺に調整加え刃部形成。上 ・右側欠損。 278 
5 打斧 上位 完形 10.5 7 7 1.9 181 2 珪頁 刃部磨耗。器表面風化激しい。］類。 278 
6 打斧 下位 ½ 8.6 6.5 2.1 105.8 硬泥 刃部磨耗。韮部欠損。 IIb類。 698 278 
7 打斧 上位 完形 9.3 4.8 1.3 59.3 硬泥 刃部磨耗。 IIa類。 278 

8 打斧 上位 怜 8.0 4.9 2 2 101.0 変安 基部破片。形状不明。 278 ， 打斧 上位 ½ 6.8 4.4 2 5 93.0 硬泥 基部破片。形状不明。 278 
10 磨斧 上位 ％ 10.6 5 2 4.0 311.1 変玄 基部欠損。器表面かなり風化。 698 278 
1 1 磨斧 上位 完形 10.2 4 4 2.7 157.2 変玄 研磨後、裏面左側を剥離により整形。 698 278 
12 磨斧 中位 完形 8.2 4 7 3.0 156.6 変玄 未製品。破損品を再調整したものか。 278 

13 磨斧 上位 ½ 6.3 4 1 2.3 93 7 変玄 刃部破片。左側に再調整の痕跡。 278 
14 石鍬 上位 ％ 8.6 8.3 1.5 151.9 チャ 板状の亜円礫の周辺に調整。基部欠損。 278 
15 石鍬 下位 一部欠 14.1 11 1 2.8 396.2 デイ 刃部が撥形に広がる。刃部磨耗、一部欠損。 698 278 
16 二次 上位 ½ 7.8 7 1 1.6 89.2 粗安 器体右側に不規則な調整。 278 
17 二次 上位 完形 11. 9 10 3 1. 9 255.1 珪頁 器体上辺に不規則な調整。器表面風化激しい。 278 
18 二次 下位 完形 9.8 6.8 2.0 143.7 硬泥 剥片の周辺に不規則な粗い調整。 278 
19 二次 中位 完形 7.5 5.6 2.6 70.7 硬泥 剥片端部に不規則な調整。 278 
20 二次 下位 ％ 7.0 8.5 1 6 81.3 硬泥 剥片周辺に不規則な調整。下部欠損。 278 

21 二次 上位 ½ 5.9 8.3 2 0 119.8 粗安 剥片周辺に不規則な浅い調整。下半欠損。 278 
22 二次 下位 ほぼ完 7 6 4.6 0 9 28.0 珪頁 剥片の両側に不規則な調整。 278 

23 石核 中位 完形 10 5 9.1 2 7 308.4 硬泥 剥片の腹面側で剥片剥離。 279 
24 石棒 中位 破片 7 9 11. 6 11.1 1362 7 デイ 胴部破片。敲打・研磨により整形。 279 

71 



5.弥生時代住居出土石器観察表

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図Nu PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 董屈

25 凹石 上位 完形 14 2 6 5 3.6 429.4 変安 盤状の円礫。表面に凹み、表裏・両端 ・両側に敲打痕。 279 

26 凹石 上位 完形 10 3 8. 7 3 8 361.4 砂岩 盤状の亜角礫。表面に凹み。 279 

27 磨石 中位 完形 11 2 10 1 4 6 714.9 粗安 盤状の円礫。表裏中央に敲打、器体右側表裏に弱い研磨。 698 279 

28 凹石 下位 完形 12.1 6.2 3 4 343.6 砂岩 表面上部凹み、下半線状痕。裏面敲打・溝、両端敲打。 698 279 

29 敲石 上位 ほぽ完 9.3 7.9 4 4 624.6 粗安 盤状の円礫。表裏 ・左側に敲打痕。 279 

30 多孔 中位 破片 15.0 13.7 10.5 2200.0 砂岩 表裏に凹み。 279 

31 台石 下位 完形 20.1 22.8 4 6 3350.0 粗安 円盤状の円礫。表裏に敲打痕。 279 

c区 185号住居跡出土石器器種組成表

器 種 I尖頭 1ss1打斧 I石鍬 I磨斧 I二次 I微細 I石核 I石棒 I凹石 I敲石 I磨石 I多孔 I台石 I剥片

個数 1 1 13151214171412 8
 

C区 186号住居跡出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図Nu PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重凪

1 ss 中位 完形 8. 7 5.5 I 9 65 8 変安 剥片の右側両面に調整加え刃部形成。 699 279 

2 二次 中位 完形 10. 3 7.2 2.0 116.3 硬泥 剥片の両側下半に調整加え刃部形成。 279 

3 二次 中位 完形 6.2 4.5 2 0 68.2 珪頁 剥片の両面ほぽ全周に調整加え撥形に整形。 699 279 

4 二次 中位 ½ 5.0 5.2 1.3 32.8 硬泥 剃片の右側裏面に調整。下部欠損。 279 

5 ーー，A. 、E 中位 完形 10.4 5.9 2 9 176.9 硬泥 剥片周辺の主に背面側に粗い調整。打斧の未製品か。 279 

C区 186号住居跡出土石器器種組成表

I: :I ss □11l¥!(2ffil| 
C区 187号住居跡出土石器

］゚I:: I巳I口□竺□：M：I鉗l片の側辺両面に：整加え刃部形成。：半欠損。

図NoI PLNo 

279 

C区 192号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図Nu PLNo 
状況 状況 長さ 幅 駆さ 重鼠

1 ss 中位 完形 14. 8 9.5 3 0 412 0 硬泥 横長剥片の端部に浅い調整加え刃部形成。 700 280 

2 ーーグ、h 中位 ½ 7.7 6. 7 3 I 152.7 硬泥 剥片の周辺に粗い調整。打斧の未製品か。上半欠損。 280 

3 -ー,;I、E、 中位 完形 7.8 4.0 1 5 511.2 硬泥 横長剥片の打面側に調整。先端に微細な剥離痕。 280 

4 凹石 中位 完形 13. 0 4.3 3.5 269.9 粗安 棒状の円礫。表裏に凹み各 1個。表面 ・上端に敲打痕。 700 280 

c区 192号住居跡出土石器器種組成表

I : : I ss 1 2次 1微： I l石 I

C区 200号住居跡出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値（cm・g) 

石材名 特 徴 図No. PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量：

1 打斧 中位 完形 12.5 5.4 2 1 150 7 変安 刃部磨耗。 IIb類。 701 280 

2 打斧 中位 完形 12.6 6.9 2 4 241 7 粗安 刃部磨耗。 IIb類。 701 280 

3 打斧 上位 ％ 9.1 6.9 2 9 150 5 デ凝 盤状の円礫周辺に調整。未製品か。刃部欠損し形状不明。 280 

4 打斧 床直 完形 8.9 4.0 1.6 65.0 緑片 II]類。 701 280 

5 石鍬 下位 怜 10.8 8.9 3.1 332.2 チャ 刃部が撥形に広がる。基部 ・刃部一部欠損。 701 280 

6 ーーグ、E 上位 完形 9 8 5 4 1.4 53.9 硬泥 剥片端部に不規則な浅い調整。 280 

7 二次 下位 完形 5.4 7.1 1. 9 44.0 赤珪 剥片の周辺に一部不規則な調整。 280 

8 石核 覆土 完形 9 7 11. 7 4.3 538.4 変玄 盤状の石核で、一部周辺から剥片剥離。 280 ， 石核 上位 完形 5 2 6.3 3.7 81.0 硬泥 厚手の剥片の腹面を打面とし剥片剥離。 280 

10 石核 上位 破片 6.0 4 8 2.4 89.9 硬泥 剥片の両面で周辺から剥片剥離。 280 
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c区 185·186·187·192·200•201·205·207•213号住居跡出土石器

Nu I器種 I悶虐 悶 I長さ［：：直]:;|)重輩 I石材名 特 徴

]: I匹ぢ I：認 I完％形 11: : I l: : I ] ]| :]] : I ::  I :：：間：： ：：：］：：冨：端に敲打痕。 下部欠損。

竺(l

280 

280 

C区 200号住居跡出土石器器種組成表

I芯：I口1斧 1石lfflI二2次 1微： I石4核 1凹1石 1台1石 I

C区 201号住居跡出土石器

No 器種出土 残存 計測値(cm • g) 石材名
特 徴 図Nu PLNu 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重凪

1 二次 下位 完形 8.8 5.9 1 6 75.2 砂岩 剥片周辺の不規則な調整。 281 
2 ＊ 毅土 完形 5 I 2 3 1.1 10 3 硬泥 ＊不明石製品。小型礫の表裏に溝状の切り込み多数。 702 281 
3 石核 下位 完形 10.6 11. 0 5.9 722 9 硬泥 剥片の一端で交互に剥片剥離。 281 

c区 204号住居跡出土石器

]Q 1::I :: I 破悶片い］口円］口：~：|表裏に研磨面。 特 徴 図NuI PLNu 

281 

c区 205号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図No. PLNo 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重氣

1 ss 床下 完形 11. 2 5 3 1 9 llO 1 硬泥 剥片の一側に細かな調整。 281 
2 ss 床直 完形 6.4 8 2 1 9 95 2 硬泥 剥片の一側腹面に調整加え刃部形成。 281 
3 石核 床下 完形 8.0 7.6 2 9 2002 0 硬泥 円盤状。素材剥片の背面側で剥片剃離。 281 
4 石核 床直 完形 6 6 7.7 3.4 190 3 硬泥 剥片端部の背面側で剃片剥離。 281 
5 石核 床直 完形 7 2 6.6 2.6 122.6 硬泥 剃片端部の背面側で剥片剥離。 281 
6 凹石 床下 ほぼ完 12 0 6.6 3.3 295 8 デ凝 表面に 2、裏面に連続する 3個の凹み。表面 ・下端敲打 704 281 
7 磨石 床下 ％ 7 4 7.5 3.5 240.5 粗安 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 下半欠損。 281 

c区 205号住居跡出土石器器種組成表

I : : I ss |石:I l石 1磨石 1

c区 207号住居跡出土石器

N(l 器種
出土 残存 計測値（cm• g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNo 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重凪

1 打斧 下位 ％ 7.5 5.3 1.8 63.8 粗安 基部破片。形状不明。 281 
2 磨斧 下位 ％ 6 0 5.9 3.0 148.8 変玄 末製品の刃部破片。剃離 ・敲打に よる整形途中。 703 281 
3 二次 下位 破片 6.3 5.5 1.9 75.1 硬泥 剥片周辺腹面に調整。 281 
4 二次 床直 ほぼ完 9 7 7.6 1.8 90.9 硬泥 剃片両側上部に不規則な調整。 281 
5 ーーグ、h 下位 完 形 6 8 8.2 3.3 155.9 硬泥 剥片端部の腹面に粗い調整。 281 
6 原石 上位 完形 4.5 3.4 2.8 41 7 変玄 球状の亜円礫。 281 

c区 207号住居跡出土石器器種組成表

I: :I打1斧 1磨／ I二3次□9|
C区 213号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 石材名

特状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 打斧 下位 完形 9.2 4.4 1 8 98 4 変玄 器表面かなり風化。1]]類。

2 打斧 下位 完形 9.3 5 0 1.0 69 8 硬泥 刃部磨耗。III類。

徴

言
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5.弥生時代住居出土石器観察表

c区 224号住居跡出土石器

N(l I器種 Iば点I:: I長さ［：直]:;|)重星 I石材名 特 徴 図NoI PLNo 

1 I台石 I床直 I完 形 I22. 1 I 11. 7 I 1. 2 I 3680. o I ディ I 円盤状の円礫。表面 ・左側に敲打痕。 282 

C区 225号住居跡出土石器

Nu 器種出土 残存 計測値 (cm・ g) 
石材名 特 徴

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

1 二次 床直 破片 5.1 5.3 1. 9 59.1 珪頁 剥片の周辺に調整。上部欠損。 I | 282 

2 敲石 下位 完形 11. 2 7.8 3.3 383.0 凝灰 盤状の円礫。両端に敲打痕。 | | 282 

3 磨石 床直 完形 4 3 3 4 3 2 70.8 粗安 球状の円礫。全面に研磨面。 | 1 282 

C区 227号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm• g) 

石材名 特 徴 図N(l PLN(l 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重星

I ss 中位 完形 9.1 17. 9 3 8 559.0 硬泥 剥片の一側両面に調整加え刃部形成。 706 282 

2 ss 中位 完形 6 6 8.9 1 9 112 5 砂岩 剥片端部に調整加え刃部形成。打面側にも調整。 706 282 

3 ss 下位 ½ 4 7 5 8 0.7 30 3 珪頁 剥片の右側腹面に刃部形成。かなり磨耗。上部欠損。 282 

4 打斧 床直 完形 11. 7 4.5 2.0 131.3 粗安 刃部磨耗を切って再調整。 Ill類。 706 282 

5 打斧 下位 破片 5.3 4.6 1.9 40.4 硬泥 両端欠損。形状不明。 282 

6 打斧 下位 一部欠 9.6 5.6 1. 4 72.3 硬泥 刃部に磨耗、一部欠損。 ［類。 282 

7 石鍬 床直 ％ 13.0 10. 0 3.2 396.0 粗安 刃部が撥形に広がる。刃部磨耗。基部欠損。 706 282 

8 石鍬 下位 ％ 10 1 7.3 2.8 197 4 硬泥 基部破片。 282 ， 二次 下位 完形 10 5 7 3 3 2 271.8 砂岩 剥片の背面周辺に粗い調整。 283 

10 石核 下位 完形 13.2 6 0 5.6 498.3 硬泥 棒状の亜円礫の両端で剥片剥離。 283 

11 敲石 下位 完形 7. 7 7.4 3.3 276.0 流紋 円盤状の円礫。両端・両側に敲打痕。 283 

C区 227号住居跡出土石器器種組成表

I : : I S 3 S I打斧 1四I二次 1竺I敲石 1

C区 231母住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図No PLNa 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 打斧 下位 ½ 6 9 4.7 1. 2 46.0 硬泥 基部欠損。 IIb類。 707 283 

2 磨斧 中位 ％ 9 8 5.2 4.8 365.6 変玄 断面ほぽ円形。刃部欠損。 283 

3 二次 覆土 ½ 5 5 6 6 2 0 61.1 硬泥 剥片の両側に不規則な浅い調整。 283 

4 石核 下位 完形 6.0 7 3 2.6 141. 7 硬泥 両面で求芯状に小型の剥片剥離。 283 

5 敲石 下位 完形 10.7 9. 7 4.2 596 1 粗安 円盤状の円礫。両面・周辺に敲打痕。 283 

6 磨石 床直 ほぼ完 8.9 8.5 3. 7 350.1 変安 円盤状の円礫。表面に弱い研磨面、下端に敲打痕。 707 283 

C区 231号住居跡出土石器器種組成表

I: :ItTl斧1磨1斧［二1次1竺皿I石lfl!<い←I磨1石I

c区 246号住居跡出土石器

NQ 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図NQ PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 石鏃 床直 一部欠 1.6 1 3 0 3 0.4 珪頁 凹基無茎鏃。先端欠損。 708 283 

2 二次 床直 完形 8.6 6.4 2 4 197 9 滑石 ー側に不規則な調整。 283 

3 原石 床下 完形 9.1 14.1 7.9 1090.8 赤珪 盤状の亜角礫。水磨されており河原の転石と思われる。 283 

4 敲石 床直 完形 7 8 8.5 4.8 448.8 ひん 剥片の端部を中心に不規則な調整。 708 283 

c区 246局住居跡出土石器器種組成表

I: :I石ljJ/j_|二1次□門□91敲9|
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c区 224 •225•227·231 ・ 246 · 261 ・ 262·263 •267号住居跡出土石器

C区 261号住居跡出土石器

NQ 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 因Nu PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重姑

1 打斧 中位 完形 9.2 4.4 2.6 123. 0 砂岩 II b類。 709 283 

2 石核 中位 完形 7.8 8.0 4.5 379.4 黒安 盤状の石核。両側 ・下辺両面で剃片剥離。 283 

3 敲石 中位 完形 8 4 7.2 5 3 399.6 粗安 円盤状の円礫。両面 ・ほぽ全周に敲打痕。 283 

4 凹石 床直 完形 12 3 1.0 5 1 958.6 粗安 円盤状の円礫。表面に凹み 1個と敲打痕、裏面に敲打痕。 709 283 

5 原石 床直 完形 2 5 2.3 I 2 9.2 玉髄 表面風化。河原の転石か。

c区 261号住居跡出土石器器種組成表

I: :I打：斧「敗1WJI石1ftI原9I凹9|敲9|
c区 262号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図No PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重屈

1 二次 下位 破片 7.5 5.7 2.9 96 4 硬泥 剥片の端部に一部調整。両側欠損。 283 

2 石核 下位 完形 6. 7 7 2 2.1 32.0 硬泥 小型扁平の円礫の周辺両面で小型の剥片剥離。 283 

3 石核 中位 完形 6.4 7.6 3.6 183.1 粗安 剥片の主に腹面側で剥片剥離。 283 

4 敲石 床直 完形 14. 5 5 9 6.4 991.3 粗安 棒状の円礫。両端に敲打痕。 284 

5 敲石 床直 完形 13 7 5.8 5.0 518.3 粗安 棒状の円礫。両端に敲打痕。 284 

6 敲石 下位 完形 13 0 6 6 3.5 524.2 変安 盤状の円礫。両端に敲打痕。 284 

7 敲石 床直 灼 8 1 8.2 4 6 291.3 粗安 盤状の円礫。上端に敲打痕。下半欠損。 284 

8 磨石 中位 一部欠 12 2 9.3 4 I 638.0 粗安 ほぽ全面研磨、表裏 ・右側に敲打痕。上端欠損。 710 284 

c区 262号住居跡出土石器器種組成表

I: :I二1次1門□91敲4石1磨9I
C区 263号住居跡出土石器

N(l I器種 1悶嘉I:: I長さ［：直]::|g)重虻 1石材名 特 徴 図NuI PLNu 

1 I磨斧 I床直 I完 形 112.51 5.51 2.91 219.91変玄 I未製品。剃離と敲打による整形途中。 284 

c区 267号住居跡出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図No PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重屈

1 石鏃 床直 一部欠 1 8 1 1 0.4 0 3 チャ 凹基無茎鏃。左脚欠損。 711 284 

2 ss 下位 完形 6.8 8.8 3.2 202 2 硬泥 剃片の周辺両面に調整。植物化石含む。 711 284 

3 打斧 下位 % 7.6 4 9 1.5 59.8 硬泥 基部破片。形状不明。 284 

4 二次 下位 完形 5.9 5.8 2.8 75.1 硬泥 剥片の背面左側に不規則な調整。 284 

5 二次 中位 完形 7.6 10.0 2.6 215.4 粗安 器体右側に粗い調整。 284 

6 二次 床直 完形 5.2 5.4 1.5 42.8 硬泥 剥片のほぼ全周に不規則な調整。 284 

7 ーー少、E、 下位 完形 4.8 7 4 1.0 29.7 硬泥 横長剥片のほぽ全周に不規則な調整。 284 

8 二次 下位 完形 4.2 5.6 1.0 30.5 珪頁 横長剥片先端に不規則な調整。 284 ， 石核 下位 完形 8.6 5 4 3.6 149 2 粗安 剥片端部で少数の剥片剥離。 284 

10 原石 中位 ほぽ完 9.8 6 4 2.8 212.2 流紋 盤状の円礫。風化により表面かなり剃落。 284 

11 石棒 床直 ％ 8.4 5.2 3.9 293.4 緑片 石棒破片。全面を敲打によって整形。両端欠損。 711 284 

12 敲石 床直 完形 17.0 7 3 3.6 744 4 変玄 盤状の円礫。両端 ・両側に敲打痕。 284 

13 磨石 床直 完形 12.5 5 4 2.3 211.4 硬泥 表裏 ・両端 ・左側に敲打痕。表裏全面に弱い研磨。 711 284 

14 砥石 下位 一部欠 9.8 10 1 2.9 301.6 砂岩 盤状の亜角礫。表裂に使用面。表面に浅い溝三条。 284 

15 砥石 下位 ¾ 17.8 6 4 4.8 631.8 粗安 棒状の亜円礫。両面に使用面。下部欠損。 284 

16 砥石 下位 完形 9.6 3 3 1. 7 79.6 粗安 盤状の円礫。表裏に弱い使用面。 284 

17 砥石 下位 一部欠 31. 7 15 3 7.8 6900.0 粗安 盤状の円礫。表面に研磨面、裏面に凹み。 284 

C区 267号住居跡出土石器器種組成表

器 種 I石鏃 1ss1打斧 I二次 I微細 I石核 I原石 I石棒 I磨石 I敲石 I砥石 I剥片

個数 I1 5 I 4 I 4 4 I 2 
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5.弥生時代住居出土石器観察表

c区 270号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重砒

1 磨斧 床下 ％ 5.5 5 1 3.1 93.6 

2 二次 床下 完形 9.0 4 9 2.3 73.5 

3 磨石 中位 完形 11. 3 6.9 4.5 602.7 

4 敲石 中位 完形 12.8 10 6 5.2 952.4 

5 敲石 下位 完形 8.6 7.2 4.6 395 1 

6 敲石 下位 完形 9.7 9 4 4.5 558 7 

c区 270号住居跡出土石器器種組成表

I: :I磨1斧「こ2欠［口II磨t5|敲3石|紺Jt|

c区 275号住居跡出土石器

No 器種 出土 残存 計測値 (cm・ g) 

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重絨

1 二次 下位 完形 7.2 5.3 1. 2 29 1 

2 ＊ 下位 一部欠 4.6 I 0 0 3 3 0 

3 敲石 下位 ％ 6.3 8.0 6 7 482 8 

C区 275号住居跡出土石器器種組成表

I: :I : I二1次 1門］丁 ＊板状石製品

C区 277号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重械

1 石鏃 骰土 ％ 1. 7 1 1 0 2 0 3 

2 二次 中位 ½ 6.5 8.9 2 3 125 6 

3 石核 中位 完形 7.3 16.3 5 4 596 1 

4 磨石 中位 完形 16.6 9.1 4 2 988.5 

5 台石 下位 完形 47.0 25.7 12 3 21. 3kg 

c区 277号住居跡出土石器器種組成表

I: :I石1鏃「｝次 1f,&lW!|石:I磨1石[9I
C区 297号住居跡出土石器

石材名

変玄

硬泥

変安

砂岩

粗安

流紋

石材名

硬泥

珪準

粗安

石材名

黒曜

硬泥

硬泥

デイ

変安

No 器種 出土 残存 計測値 (cm・g) 石材名
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重械

I 二次 床直 完形 4 8 6.0 0.5 18.3 

2 二次 床直 完形 4 6 6.4 1.1 33.5 

3 砥石 床直 完形 13 5 6.4 2.7 294.2 

c区 297号住居跡出土石器器種組成表

I : :I二2次 1石9|lill;l石I
c区 300号住居跡出土石器

Na 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 石鏃 床直 一部欠 2 2 1.1 0.5 0.3 

2 打斧 床直 一部欠 10 2 7.1 1.3 122.9 

3 打斧 上位 ½ 7 7 7.8 2.0 191. 3 

4 打斧 毅土 ％ 10 2 4.3 1.8 89.1 

5 打斧 l炉 ％ 6 0 7.9 2.1 100.9 
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硬泥

砂岩

デイ

石材名

黒曜

珪頁

硬泥

硬泥

硬泥

特 徴

刃部破片。刃部先端のみ研磨。

剥片の右側に不規則な浅い調整。

棒状の亜円礫。表面にごく 弱い研磨。磨石の素材か。

盤状の円礫。両端 ・左側に敲打痕。

盤状の円礫。下端に敲打痕。

円盤状の円礫。表裏 ・両端に敲打痕。

特 徴

剥片の両側に不規則な調整。

＊板状石製品。両側を研磨し、表裏未加工。下部欠損。

上端に敲打痕。下半欠損。

特 徴

下部欠損。形状不明。

剥片周辺に一部不規則な調整。

細長い分割礫の両端で剥片剥離。器体右側の稜線磨耗。

盤状の円礫。表裏面に研磨面、裏面に細かな線状痕。

盤状の円礫。表面研磨面。

特 徴

剥片周辺に不規則な調整。

剥片周辺に不規則な調整。

盤状の円礫。表面に研磨面 ・線状痕

特 徴

凹基無茎鏃。左脚欠損。

刃部欠損。 ［類。

両面に磨耗。基部欠損。

刃部欠損。 III類。

破損により形状不明。刃部に裏面に弱い磨耗。

図N(l PLNo 

712 285 

285 

712 285 

285 

285 

285 

図Nu PLN(l 

285 

713 285 

285 

図N(l PLNu 

285 

285 

285 

714 285 

285 

竺 N(l

286 

286 

715 I 286 

図N(l PLNo 

716 286 

716 286 

286 

286 

286 



C区 270·275•277·297·300·303·324号住居跡出土石器

NQ 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 因No PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重址

6 磨斧 裂土 ％ 6 5 4 8 1.5 63 5 変玄 未製品。剥離により整形。基部欠損。 286 

7 二次 上位 完形 5 3 7.8 2.9 2182 0 変安 器体の両側に調整。左側表面に磨耗。 286 

8 石核 上位 完形 8 5 8.3 3.2 273.6 変玄 剥片の両面で求芯状に剥片剥離。 286 ， 敲石 床直 完形 10 1 7.0 5.8 539.6 粗安 盤状の円礫。表面 ・両端に敲打痕。 286 

10 敲石 裂土 完形 12 0 5.1 2.8 303.2 デイ 盤状の亜円礫。 上端に敲打痕。 286 

11 敲石 裂土 ほぽ完 8 7 6.5 3 1 434.3 変質玄 盤状の円礫。ほぼ全周に敲打痕。裏面一部剥落。 286 

12 敲石 P内 完形 14.6 6.4 3 3 441.1 砂岩 盤状の円礫。表面 ・両端に敲打痕。 716 286 

13 敲石 上位 完形 11. 2 4 0 2 9 199 1 流紋 棒状の円礫。裏面下部・両端に敲打痕。 286 

14 敲石 床直 完形 4.9 4 3 3 8 113 1 流紋 球状の円礫。両端に敲打痕。 286 

15 磨石 下位 完形 12. 9 6 2 2 7 330 1 硬泥 盤状の円礫。表裏に研磨面、裏面にわずかの線状痕。 716 286 

16 磨石 下位 完形 13.3 5 7 4 2 500 0 デイ 棒状の円礫。表裏に弱い研磨。両端に敲打痕。 286 

17 砥石 中位 ％ 12.6 8 o I 2. 7 379 5 砂岩 盤状の角礫。表面に研磨面。表裏中央に帯状の敲打痕。 716 286 

C区 300号住居跡出土石器器種組成表

器種 I石鏃 I打斧 I磨斧 I二次 I微細 I石核 I敲石 I磨石 I砥石 I鉗l片
個数 I 1 I 4 3

 
6 I 2 

C区 303号住居跡出土石器

Na 器種
出土 残存 計測値 (cm• g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重址

1 打斧 上位 ％ 10 6 8.0 2 8 174 4 細安 刃部欠損。 IIa類。 286 

2 打斧 中位 ½ 7.0 4 3 1 2 47 0 珪頁 刃部欠損。］II類。 717 286 

3 石鍬 上位 ½ 11. 5 9.2 2 4 269 2 砂岩 刃部がやや広がる。刃部磨耗。 717 286 

4 ーーグ、E 中位 完形 11 3 9 2 2.1 240 7 粗安 剥片の背面左側に調整。 287 

5 二次 上位 完形 13.1 8.8 3.3 326 6 粗安 剥片のほぼ全周に不規則な調整。 287 

6 ーーグ、h 床下 破片 4 9 7 3 4.4 64 9 変安 剥片の周辺に不規則な調整。 287 

7 二次 上位 完形 7 9 9 0 2.3 169.0 硬泥 剃片の一端背面に調整。器表面の磨耗激しい。 287 

8 ーーグ、h 上位 完形 6. 7 11.9 2.9 248.6 硬泥 器体の下辺に連続した調整加え刃部形成。 287 ， 石核 中位 完形 9 2 12 3 6.4 915.8 硬泥 原礫の自然面を打面とし周辺で剥片剥離。 287 

10 石核 中位 完形 9.8 8.9 4.3 439.8 硬泥 剥片の周辺・両面で剥片剥離。 287 

11 原石 上位 完形 8.5 6.2 2 9 173.6 変玄 盤状の亜円礫。 287 

12 凹石 上位 一部欠 24 8 20.1 6.2 4100. 0 粗安 盤状の円礫。表面に大型の凹み。 287 

13 敲石 上位 完形 24 0 6.2 4.0 721. 7 緑片 棒状の亜円礫。両端と表裏の下部に敲打痕。 287 

14 敲石 上位 完形 13.3 7.4 4 2 579 0 変安 盤状の円礫。表裏 ・両端に敲打痕。 287 

15 敲石 床下 完形 10.1 5.7 4 2 294 8 粗安 盤状の円礫。表裏・両端に敲打痕。 287 

16 敲石 床下 完形 11. 4 3.9 3 7 265 3 硬泥 棒状の円礫。表面 ・両端に敲打痕。 287 

17 敲石 中位 ％ 6.6 6 3 3.0 201 0 粗安 盤状の円礫。上端に敲打痕。下半欠損。 287 

18 敲石 上位 完形 14.0 7 5 3 6 459 1 変安 盤状の円礫。下端に敲打と敲打による剥離痕。 287 

19 磨石 中位 完形 4.4 3 5 3.2 56 0 粗安 小型球状の円礫。裏面に弱い研磨、両端に敲打痕。 287 

20 磨石 上位 完形 12 0 7 5 2.6 302.6 変安 盤状の円礫。表面に弱い研磨面。 718 287 

21 石皿 中位 ％ 17.0 16.0 4.5 1827. 8 変閃 盤状の円礫。表面に弱い研磨面・敲打痕。石皿の未製品 718 287 

C区 303号住居跡出土石器器種組成表

: :IオT2斧[9|二7次1邑□1石：I原16|凹1石 1敲6石 1磨2石［］9|り｝片

c区 324号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm• g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNo. 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重品

1 打斧 中位 完形 12. 4 6.6 2 2 206 2 変玄 I類。 719 288 

2 打斧 上位 ％ 9.0 6.9 2 8 144 5 硬泥 基部欠損。 IIa類。 288 

3 打斧 床直 屍 6.7 8.5 2.0 109 7 硬泥 刃部に磨耗。基部欠損。 ［類。 288 

4 打斧 中位 ％ 8.3 5.4 3 1 145.1 粗安 基部破片。剥片の周辺に調整。形状不明。 288 

5 打斧 床直 ％ 12.8 5.5 2.8 183 0 砂準 刃部欠損。 III類。 719 288 

6 磨斧 下位 完形 12.2 5 5 5.6 481.5 変玄 未製品。剥離 ・敲打による整形途中。 288 

7 磨斧 中位 ％ 9.2 5 5 4.0 308.0 変玄 基部破片。一部に剥離 ・敲打痕残す。 288 

8 磨斧 下位 ％ 10 3 6 3 4.2 436.6 変玄 刃部先端のみ研磨。基部欠損。 719 288 ， 磨斧 下位 ％ 8 4 6.7 5.5 545.6 変玄 未製品の刃部破片。剥離 ・敲打によ る整形途中。 719 288 
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5.弥生時代住居出土石器観察表

Nu 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図Na PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重屈

10 二次 上位 完形 3.5 6.5 1. 4 30 1 硬泥 剥片ー側に不規則な調整。 288 

11 二次 下位 ％ 5.2 8 4 3.2 142 3 変玄 剥片の打面側に不規則な調整。 288 

12 二次 上位 完形 8.0 4 7 1 5 54 0 硬泥 器体左側表面に調整。 288 

13 二次 中位 完 形 6 7 3.8 2 7 30.3 硬泥 剃片の一側に細かな調整。 288 

14 二次 上位 灼 5 3 6.1 1. 9 56.6 硬泥 剥片の両側に調整。左下欠損。 288 

15 ーーグ、h 下位 破片 5.0 5.5 I 4 33.6 硬泥 剥片の両側両面に調整。打斧の破損品か。 288 

16 石核 上位 完形 8.7 7 5 4.7 344.0 硬泥 厚手の剥片素材とし、主に端部背面で剥片剥離。 288 

17 石核 中位 完形 7.2 7 7 3.9 268 4 硬泥 厚手の剥片の腹面側で、小型の剥片剥離。 288 

18 石核 下位 完 形 8.2 7 8 3.8 252.2 硬泥 盤状。剥片両面の中心から剥片剥離。 288 

19 石核 下位 完形 8 0 9 2 4.8 297 5 硬泥 盤状の石核。素材剥片の主に背面で剥片剃離。 288 

20 石核 上位 完形 8 5 7.8 4 3 324 5 硬泥 抒子状。打面・作業面を90゚転移しながら剥片剥離。 288 

21 原石 下位 完形 3 9 4.5 2 5 50.3 赤珪 盤状の亜角礫。水磨の痕跡あり河原の転石か。 288 

22 凹石 下位 ％ 8 6 8.3 4.5 463.6 デイ 盤状の円礫。左側を面取り。表裏に凹み。上半欠損。 289 

23 凹石 中位 ほぼ完 15 4 4.9 3 9 373.2 硬泥 表面に凹み ・敲打 ・わずかの線状痕。下端に剥離痕。 719 289 

24 敲石 下位 完形 12.3 4.5 3.0 235.9 流紋 棒状の円礫。両端に敲打痕。下端に敲打による剥離痕。 289 

25 敲石 床直 完形 9.8 5.6 3.9 307.9 粗安 盤状の円礫。表裏 ・両端 ・両側に敲打痕。 289 

26 砥石 中位 完形 20.7 8 6 4.0 1099. 0 変安 表裏面に研磨 ・敲打、表面に線状痕、右側に敲打。 720 289 

27 砥石 中位 完形 15.7 8 0 2 9 403 4 砂岩 盤状の円礫。表裏に研磨面見られるが、表面がより強い 720 289 

28 砥石 床直 灼 9 2 11.0 1 3 170.8 砂岩 盤状の亜角礫。表面に研磨面。 289 

29 砥石 中位 ％ 17.3 11. 6 9 6 225.0 砂岩 棒状の亜角礫。表面 ・両側に使用面。 720 289 

C区 324号住居跡出土石器器種組成表

I: :I打5斧1磨4斧|二:Iifll:6ffiJI石?:I原1石□9]1敲2石［門］

C区 332号住居跡出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値（cm・g) 

石材名 特 徴 図No PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重誠

1 打斧 毅土 ％ 8.5 4. 7 1.5 85 9 硬泥 刃部に磨耗。基部欠損。 III類。 289 

2 二次 上位 完形 6.6 9 0 2 7 120 5 硬泥 剥片端部に不規則な調整。 721 289 

3 敲石 上位 完形 15.5 7.3 4 1 711 1 デイ 盤状の円礫。両端に敲打痕。 289 

4 磨石 上位 完形 12 9 9.1 3 0 531 1 デイ 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 289 

C区 336号住居跡出土石器

NQ 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図No.PLNo 状況 状況 長さ 幡 厚さ 重星

1 楔 覆土 完形 6 2 4 4 1 6 48.8 頁岩 剥片の周辺に調整。 289 

2 ss 疫土 材i 4.7 8.1 1 8 52 5 硬泥 横長剥片の両端に調整。右側欠損。 722 289 

3 ss 下位 ほぽ完 7 3 8.9 1 6 99.2 硬泥 剥片の周辺に調整。表面熱により剥落。 722 289 

4 ss 疫土 一部欠 6.6 8.0 1 6 76.6 硬泥 剥片の一側に調整加え刃部形成。下部欠損。 289 

5 ss 下位 炒 6.3 7.0 2.3 111.6 硬泥 剥片の一側背面に調整加え刃部形成。右側欠損。 289 

6 打斧 下位 完形 8.3 3.7 1.2 42.0 頁岩 小型のIII類。刃部わずかに磨耗。 289 

7 打斧 下位 完形 8.7 4 4 2.0 91.6 輝凝 基部に磨耗。 Ill類。 723 289 

8 打斧 覆土 完形 7.5 4.5 1 8 57 9 硬泥 刃部磨耗、再調整の痕跡。 II]類。 289 ， 打斧 床直 完形 10 4 4.0 1 9 79 3 硬泥 刃部磨耗。 III類。 723 290 

10 打斧 床直 完形 10 8 3.9 1 2 66.3 珪頁 刃部磨耗。 III類。 723 290 

11 打斧 下位 ％ 9.7 4.7 2.2 122.7 砂岩 刃部欠損。 III類。 290 

12 打斧 床直 完形 11.8 5 4 2.4 176.3 変安 II b類。 723 290 

13 打斧 獨土 ％ 8.8 5.2 1.9 89.4 硬泥 基部破片。 III類。 290 

14 打斧 床直 ½ 8.0 5.4 2.3 115 0 変安 刃部破片。 IIb類。 290 

15 打斧 下位 ％ 9 3 4.7 4.0 99 0 硬泥 基部欠損。刃部磨耗。 lII類。 290 

16 打斧 下位 灼 7.4 5.2 1.8 80.2 硬泥 基部破片。 IIb類。 290 

17 打斧 中位 完形 8.3 5 4 2.1 112. 7 頁岩 幅に比して長さ短い。刃部の再調整の結果か。 IIb類。 290 

18 打斧 下位 完形 10.0 5 3 2.1 130.9 硬泥 刃部弱い磨耗。 IIb類。 290 

19 打斧 下位 ½ 7.6 5 0 2.6 94.3 硬泥 基部破片。 III類。 290 

20 打斧 下位 灼 6.7 6.4 3 3 163 2 硬泥 基部破片。形状不明。 290 

21 打斧 覆土 ％ 5.7 4.2 1 7 43.2 細安 基部破片。形状不明。 290 

22 打斧 下位 完形 9.2 5.2 2.0 108.4 珪頁 刃部破損後再調整。 IIa類。 290 
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C区 324・332・336号住居跡出土石器

N(l 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図No. PLN(l 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

23 打斧 下位 ％ 9 6 5 6 2 0 116 1 粗安 基部欠損。 Ila類。 723 290 

24 打斧 中位 完形 9.7 6.8 1.9 143 9 硬泥 上下両端に磨耗。 I類。 290 

25 打斧 毅土 屍 7 6 5.2 2.8 112 8 変安 基部破片。形状不明。 290 

26 打斧 下位 ½ 8.0 6 7 3.2 196.9 細安 刃部破片。形状不明。 290 

27 打斧 投土 完形 7 9 7.5 1.5 60 9 硬泥 小型の IIb類。刃部磨耗。 290 

28 打斧 床直 屍 8 0 4.7 1.6 65 5 硬泥 両端欠損。 III類。 723 290 

29 打斧 下位 ％ 8.7 6.0 3 2 191.5 珪頁 基部欠損。 IIa類。 290 

30 打斧 中位 完形 9.0 6.6 2 3 144. 8 粗安 幅に比して長さ短い。刃部再生の結果か。 Ill類。 290 

31 打斧 下位 完形 9.1 7.0 2 5 206.1 変安 幅に比して長さ短い。刃部再生の結果か。II]類。 290 

32 ーーグ、E 裂土 完形 5.7 6 7 2 7 73.1 硬泥 剥片端部に不規則な浅い調整。 291 

33 二次 覆土 ％ 5.1 6.0 1 1 38.2 硬泥 剥片端部に浅い調幣。端部表面磨耗。上半欠損。 291 

34 ーーグ、E 下位 完形 4 6 5 2 1 2 36 9 粗安 剥片の周辺に不規則な調整。 291 

35 二次 投土 破片 4 2 3 9 1.3 20 7 硬泥 剥片周辺に不規則な調整。 291 

36 二次 匹土 完形 4 8 5.9 1. 7 54.2 硬泥 剥片のほぽ全周に不規則な調整。 291 

37 二次 中位 完形 4 7 5.9 1. 4 41 3 硬泥 剥片の周辺一部に不規則な調整。 291 

38 二次 授土 破片 4 4 4 3 0.9 16 6 細安 剥片の一側に不規則な鋸歯状の調整。 291 

39 二次 下位 破片 4 2 7.0 1.8 54 6 硬泥 剥片の背面周辺に調整。上半欠損。 291 

40 二次 閃土 破片 5 2 7.0 l. 7 77.4 ホル 剥片周辺に不規則な調整。 291 

41 二次 下位 完形 6.6 7.5 2 8 116.3 硬泥 剥片の周辺に不規則な粗い調整。 291 

42 二次 下位 完形 6.9 7.7 3 1 109.2 珪頁 剥片端部腹面側に一部調整。 291 

43 二次 中位 完形 5.7 7.6 2.2 107.3 硬泥 剥片の相対する両側に不規則な調整。 291 

44 二次 覆土 破片 3.8 5 5 1 3 31.3 細安 剥片の周辺に調整。 291 

45 二次 中位 完形 8.9 7.2 2.4 222.6 変玄 偏平な礫の一端に調整。 291 

46 二次 下位 完形 9.3 4 2 1 4 45 8 硬泥 剥片の右側腹面に調整。 291 

47 二次 床直 完形 8.8 10.8 3.5 316 9 硬泥 剥片の一側に細かな調整。 291 

48 二次 床直 一部欠 9 6 4 4 1.1 47 4 粗安 剥片の両側両面に調整。先端一部欠損。 291 

49 二次 下位 破片 9.5 7. 7 3.4 249.2 変安 剥片の端部に調整。上半欠損。 291 

50 二次 下位 完形 11 5 7 5 3.7 325 4 硬泥 剥片の右側に調整。 291 

51 ーー一、人h 下位 ％ 9.3 6.5 1.8 83.7 硬泥 剥片の側辺に調整。表面剥落。 291 

52 二次 閃土 破片 10.0 7.5 3.4 211. 4 硬泥 剥片周辺に不規則な調整。 291 

53 石核 下位 完形 9.6 9.4 5.2 524.9 硬泥 厚手の剥片の腹面打面とし、背面側で剥片剥離。 291 

54 石核 床直 完形 6 4 7.9 3 3 134.9 硬泥 剥片の背面側で剥片剥離。 292 

55 石核 投土 完形 5.1 6.6 4 5 170.1 硬泥 剥片端部で少数の剥片剥離。 292 

56 石核 床直 完形 4.8 7.2 2 8 103.3 硬泥 剥片の背面側で剥片剥離。 292 

57 石核 下位 完形 5.2 7.8 3 4 146.7 硬泥 剥片の一端で交互に剃片剥離。 292 

58 石核 覆土 完形 5.7 7.5 2 6 114.2 硬泥 小型の盤状。両面で周辺から剥片剥離。 292 

59 石核 中位 完形 5.2 7 5 4 9 217 6 硬泥 在子状。打面 ・作業面を90゚転移しながら剥片剥離。 292 

60 石核 床直 完形 7 3 8 2 5.3 346 5 硬泥 厚手の盤状。両面で周辺から剥片剥離。 292 

61 石核 床直 完形 7 5 9 8 7.1 592 3 変玄 不定形。少数の剥片剥離。 292 

62 石核 覆土 完形 7 6 6 4 2.2 133 9 細安 剥片の両面で周辺から小型の剥片剥離。 292 

63 石核 床直 完形 8 1 10.2 6.1 579 3 硬泥 礫の分割面で、周辺から剥片剥離。 292 

64 石核 1炉 完形 8.8 10.8 5.3 372.0 細安 剥片の一端で少数の剥片剥離。 292 

65 石核 疫土 完形 7.7 10.9 4.8 457.0 硬泥 剥片の背面側で剥片剥離。 292 

66 石核 床直 完形 7.8 12.1 7 8 1068. 2 硬泥 荘子状。打面 ・作業面90゚転移。 292 

67 原石 中位 完形 7.6 5.5 2 4 93.9 玉髄 脈状に産出したもの。水磨の痕跡あり。 292 

68 凹石 下位 完形 8.4 7.5 5 0 445.7 溶凝 円盤状の円礫。表裏に凹み。 292 

69 凹石 下位 完形 10.6 7.4 6 0 698.6 粗安 両側面取り。表面に凹みと敲打痕、両端に敲打痕。 723 292 

70 凹石 中位 ½ 7.8 7.8 4 2 300.0 粗安 表面に凹み、果面に研磨 ・敲打痕。下半欠損。 292 

71 凹石 中位 ほぽ完 10 8 9.8 4 0 504.8 変安 円盤状の円礫。表面に凹み 2個、ほぼ全周に敲打痕。 292 

72 凹石 床直 完形 9 7 9.0 4 7 530.2 粗安 表裏に連続する 2個の凹み。器体右側表裏に研磨。 723 292 

73 凹石 下位 ほぽ完 11.3 9.2 5 3 662.8 粗安 盤状の円礫。表裏に凹み、表面研磨。 292 

74 凹石 床直 完形 9.6 9.2 3 4 392.3 粗安 円盤状の円礫。表面に凹み。 293 

75 凹石 下位 完形 10.0 10.0 4 3 410.1 砂岩 盤状の亜角礫。表裏に凹み。 293 

76 凹石 下位 ほぽ完 15.6 12.0 4 5 920.1 砂岩 盤状の角礫。表裏に凹み。 293 

77 凹石 下位 完形 14. 7 8 3 5 0 878 7 粗安 盤状の円礫。表面中央に溝状の凹み ・研磨面。 723 293 

78 敲石 下位 材i 8.3 8 7 3 3 289 4 デイ 盤状の円礫。表裏に敲打痕。下部欠損。 293 

79 敲石 床直 ほぽ完 8.0 7 1 6.3 428 7 粗安 球状の円礫。表裏に敲打痕。 293 

80 敲石 床直 ¼ 11. 2 7 0 3.6 347 4 砂岩 盤状の円礫。表裏・側辺に敲打痕。 293 

81 敲石 下位 ％ 9.3 6 8 4.0 300.1 デイ 盤状の円礫。表裏に敲打痕。下半欠損。 293 

82 磨石 床直 完形 7 1 6.3 5.0 343.9 粗安 棒状の円礫。両側を面取り。表裏に研磨面。 723 293 
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5.弥生時代住居出土石器観察表

NQ 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図No. PLNo 
状況 状況 長さ 幅 匝さ 重絋

83 磨石 床直 完形 8.0 7.2 2.1 177 4 硬泥 円盤状の円礫。表裏に研磨面。周辺に一部剥離痕。 293 

84 磨石 中位 完形 6.0 5.9 4.8 230 3 粗安 球状の円礫。表裏に研磨面。 724 293 

85 磨石 中位 完形 7.5 7.2 2.8 187 9 変安 円盤状の円礫。表裏に弱い研磨、ほぽ全周に敲打痕。 293 

86 磨石 床直 完形 9.0 4.5 1.8 99.6 砂岩 盤状の円礫。表裏に弱い研磨面。小型の砥石か。 724 293 

87 磨石 下位 ½ 12.3 9.7 9.1 1667. 3 変安 棒状の円礫。裏面に研磨面。 293 

88 石皿 床直 %i 10 9 9 2 5 5 613.9 粗安 表裏両面に皿部分あり。 724 293 

89 砥石 中位 ½ 6.9 6 8 2 1 116.9 砂岩 盤状の円礫。表裏に研磨面。下半欠損。 293 

90 砥石 床直 破片 19 0 11 1 4 3 941.1 砂岩 盤状の角礫。表裏に使用面。 293 

91 台石 床直 完形 39 3 31 5 6.0 8750. 0 閃緑 盤状の円礫。裏面に研磨面。 293 

92 炉石 2炉 完形 26 5 10.8 7 3 3350.0 石閃 棒状の円礫。熱により器表面の荒れ激しい。 293 

c区 336号住居跡出土石器器種組成表

器種 I楔 1ss1打斧 I二次 I微細 I石核 I原石 I凹石 I敲石 I磨石 I石皿 I砥石 I台石 I炉石 I剥片

個数 I1 I 4 I 26 I 21 I g I 14 10 I 4 I 6 2
 

c区 338号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm• g) 

石材名 特 徴 図No PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重絨

1 石鏃 覆土 ％ 2.4 1.6 0 3 1 2 黒曜 凹基無茎鏃。先端 ・脚部欠損。 294 

2 石鏃 覆土 一部欠 2.3 2.2 0.5 2 0 黒曜 凹基無茎鏃。脚先端欠損。 294 

3 楔 床直 完形 6 9 4.2 1 6 42.5 珪頁 倒片の主に両側に調整。 725 294 

4 ss 下位 完形 4.5 9.1 1 8 86.4 硬泥 横長剥片の両端に調整。下辺薄く打面側は厚い。 725 294 

5 ss 床直 材i 5.2 9.0 1.0 52 2 硬泥 剥片端部に調整加え刃部形成。 725 294 

6 ss 床直 完形 9.3 4.8 1. 4 73.0 硬泥 縦長剥片の両側に調整。右側薄く左側厚い。 725 294 

7 打斧 下位 完形 12.1 6.1 2.5 168 8 硬泥 未製品。両側に調整。 294 

8 打斧 床下 灼 7 4 4 4 1.9 57 7 硬泥 基部破片。形状不明。 294 ， 打斧 中位 完形 10.3 5 2 2 1 139.9 変玄 刃部磨耗。 IIb類。 725 294 

10 打斧 床下 完形 11.0 4 6 2 1 100.4 粗安 II b類。 725 294 

11 打斧 床直 灼 7 2 7 2 3 2 164.4 硬泥 刃部破片。形状不明。刃部磨耗。 725 294 

12 打斧 下位 ％ 10.1 5.6 2 4 151.6 粗安 刃部欠損。 IIb類。 294 

13 打斧 床下 ほぽ完 9 9 3 8 1 6 52.4 細安 刃部わずかに欠損。 IIb類。 726 294 

14 打斧 下位 完形 9.0 5.5 2 1 89.1 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 294 

15 打斧 下位 ％ 9.6 5.9 2 3 112.9 硬泥 基部欠損。形状不明。刃部かなり磨耗。 294 

16 打斧 床直 灼 8.4 6.9 2.0 103.9 硬泥 基部欠損。形状不明。 294 

17 打斧 床直 完形 9.5 5.9 1. 9 118.6 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 726 294 

18 打斧 疫土 一部欠 8.5 4.2 1.3 50.8 硬泥 刃部一部欠損。小形の IIb類。 294 

19 石鍬 中位 ½ 9 4 8.4 2.3 215 9 砂岩 剥片の周辺に調整加える。 294 

20 二次 床直 完形 9.3 8.1 4.0 283.0 硬泥 剥片の一側に不規則な調整。 294 

21 二次 床下 破片 10 0 6 1 1.6 130 4 硬泥 剥片の両端に調整。両側欠損。 294 

22 二次 覆土 完形 7.2 6.2 2.2 91 6 硬泥 剥片端部にわずかに調整加える。 294 

23 二次 床下 完形 7 7 5 6 1. 7 70.3 砂岩 剥片のほぼ全周に不規則な調整。 294 

24 二次 中位 ％ 5.5 4 5 1 3 34 9 砂岩 剥片の背面両側に不規則な調整。下半欠損。 294 

25 二次 下位 破片 7.3 4 8 0 8 30.9 硬泥 剥片周辺に調整。裏面大きく欠損。打斧の破損品か。 294 

26 二次 床直 破片 5.4 10.6 3 1 149.0 硬泥 剥片の一側背面に調整。下部欠損。 295 

27 石核 覆土 完形 6.9 5.7 2.2 96.6 硬泥 剥片素材とし、背面側で小型の剥片剥離。 295 

28 石核 床直 完形 10.5 6. 7 4.2 309.2 硬泥 盤状の石核。両面で周辺から剃片剥離。 295 

29 石核 床下 完形 8.7 7.4 4.1 296.3 硬泥 剥片の主に腹面側で周辺から剥片剥離。 295 

30 敲石 下位 完形 14 8 6.5 2.8 387.4 変安 盤状の円礫。表裏 ・両端に敲打痕。 295 

31 磨石 覆土 完形 11.3 8.3 4.0 519.6 粗安 盤状の円礫。右側を面取り。表裏に敲打 ・研磨面。 726 295 

32 磨石 P内 ％ 10 1 6 3 2.9 237 6 デイ 盤状の円礫。表面に研磨面。 726 295 

33 多孔 下位 破片 15 1 17.3 10.6 2850 0 粗安 盤状の亜円礫。表に 6、裏に 5個の凹み。表裏に敲打痕 295 

34 砥石 床下 破片 8.3 5 7 1 3 66 9 砂岩 小破片で形状不明。裏面に研磨面。 295 

35 砥石 床下 破片 9.0 10 0 1 7 158.6 砂岩 板状の角礫。裏面に弱い研磨面と溝。 726 295 

36 砥石 中位 完形 27.0 16.4 8.9 4300.0 砂岩 盤状の亜角礫。表面に研磨面、裏面に敲打痕。 295 

C区 338号住居跡出土石器器種組成表

器種 1石鏃 I楔

個数 2

SSI打斧 I石鍬 I二次 I微細 1石核 I敲石 I磨石 1多孔 I砥石 I剥片

3 I 12 8 I 7 I 4 2
 

3 I 12 
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c区 336•338•339·344·345号住居跡出土石器

c区 339号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値（cm・g) 

石材名 特 徴 図Na PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 石鏃 覆土 一部欠 1.3 1 0 0.3 0 2 黒曜 凹基無茎鏃。左脚先端欠損。 727 295 

2 尖頭 覆土 破片 2.7 2 6 0.6 2 2 黒曜 薄手の尖頭器の基部破片。 727 295 

3 石錐 床直 完形 3.4 1 3 0.5 2 1 黒曜 先端かなり幅広。破損によるものか。 727 295 

4 ss 翌土 完 形 6 3 5.1 0.9 29.7 珪頁 剥片の周辺に調整。右側に刃部形成。 295 

5 ss 下位 完形 5 4 10.2 1 2 65.4 硬泥 剥片の両側に調整。下辺に磨耗。 727 295 

6 打斧 床直 ½ 7 1 4.9 2 5 83.7 変安 甚部破片。形状不明。 727 295 

7 打斧 下位 破 片 6 9 5.6 3 1 156.5 硬泥 両端欠損。形状不明。 295 

8 二次 床下 ½ 5 0 2 6 I 2 11 2 黒安 剥片端部に浅い調整。 295 ， 二次 覆土 完形 5.2 6 4 2.2 61 6 珪頁 剥片の周辺に不規則な粗い調整。 295 

10 敲石 覆土 破片 5 5 6 1 6.2 239 5 粗安 下端に敲打痕。 295 

11 磨石 床直 完形 10.9 5 9 2.9 337 7 変安 盤状の亜円礫。表裏に弱い研磨面。 727 295 

12 炉石 床下 完形 27. 9 2 5 6.6 3550.0 変安 盤状の円礫。被熱している。 295 

C区 339号住居跡出土石器器種組成表

器 種 I石錐 I尖頭 I石鏃 ISSI打斧 I二次 I微細 I敲石 I磨石 I炉石 I剥片

個数 I1 2 I 2 I 2 I 6 

C区 344号住居跡出土石器

NQ 器種
出土 残存 計測値（cm・ g) 

石材名 特 徴 図Nu PLN(l 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

1 石鏃 下位 完形 1.9 2.0 0.4 0 4 黒曜 凹基無茎鏃。両側脚部で屈曲。 728 296 

2 石匙 中位 完形 4.0 4 5 0.7 9 0 チャ 横型。両面全面に調整。 728 296 

3 打斧 中位 空 7.8 4 9 1. 2 63 4 変玄 基部欠損。 IIb類。 728 296 

4 打斧 上位 ％ 9.3 4 5 1.6 87 7 粗安 刃部欠損。 ］II類。 296 

5 打斧 下位 完形 13.1 6 7 2.6 217. 6 珪頁 器表面かなり風化。 ］類。 728 296 

6 磨斧 下位 ％ 6.0 5 2 2.7 144.4 変玄 基部欠損。刃部一部欠損。使用による破損か。 728 296 

7 磨斧 上位 ％ 7 1 6 0 3 3 187.1 変玄 研磨弱く両面に敲打痕残す。基部欠損。 728 296 

8 磨斧 中位 完形 11 6 4.8 3 8 250.9 変玄 未製品。剥離・敲打による整形途中。 296 ， 磨斧 下位 完形 11.1 3.5 3.2 224 7 変玄 未製品。剃離 ・敲打による整形途中。 296 

10 二次 上位 完形 5 1 5.1 l 7 39 3 珪頁 剥片の左側に不規則な浅い調整。 296 

11 二次 中位 破片 4.6 5.8 1.1 28.5 硬泥 剃片ー側および折れ面から背面側に調整。 296 

12 二次 覆土 破片 4 9 6.4 1 5 39 6 硬泥 剥片周辺に不規則な調整。上半欠損。 296 

13 二次 覆土 破片 3.9 3. 7 1.1 16.6 硬泥 両端欠損。両側に調整。打斧の破損品か。 296 

14 二次 中位 完 形 6.1 8.1 2.1 95 6 硬泥 剥片の左側に調整。風化激しい。 296 

15 二次 中位 ½ 6.2 6.2 2.0 72.3 硬泥 剥片の下辺腹面に調整。左側欠損。 296 

16 石核 中位 完形 11.1 6 3 4.9 471.6 粗安 剥片端部で剥片剥離。風化激しい。 296 

17 敲石 床直 屍 8.8 7 6 4 6 344.0 デイ 盤状の円礫。表面に敲打痕。 296 

18 磨石 中位 一部欠 12.4 16.3 9 9 3200.0 粗安 盤状の円礫。表面に弱い研磨。右側一部欠損。 296 

19 台石 下位 破片 7.4 13.2 5.9 896.6 砂岩 盤状の円礫。裏面に敲打痕。 296 

20 石核 上位 完形 4 9 1.8 1.6 13 1 黒曜 剥片の折れ面を打面とし、側面で少数の剥片剥離。

c区 344号住居跡出土石器器種組成表

器種 I石鏃 I石匙 I打斧 I磨斧 I二次 I石核 I原石 I敲石 I磨石 I台石

個数 I1 3 I 4 I 6 I 2 

c区 345号住居跡出土石器

No. 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図No PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重星

1 石核 床直 完形 9.4 9.4 3.2 279.6 硬泥 剥片の主に腹面側で求芯状に剥片剥離。 296 

2 石核 床下 完形 6.7 9.8 4.5 324.8 硬泥 賽子状。打面 ・作業面を90゚転移しながら剥片剥離。 296 

3 凹石 下位 ％ 11. 0 6.9 4. 7 538.6 粗安 敲打・研磨で長方形に整形。 表裏凹み ・敲打、両側敲打。 729 296 

4 磨石 下位 ％ 8.1 6.5 4 8 247.8 デイ 両面に研磨、上端に敲打とそれによる剥離痕。 下半欠損。 296 

c区 345母住居跡出土石器器種組成表

I: :I口I石：I凹1石□←I
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5.弥生時代住居出土石器観察表

C区 347号住居跡出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図No PLNo. 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重屈

1 石鏃 下位 一部欠 1.6 1.9 0.3 1.0 黒曜 凹基無茎鏃。先端欠損。 297 

2 ss 床直 完形 3.6 6.9 1. 4 30.5 硬泥 横長剥片端部に調整加え刃部形成。 730 297 

3 打斧 上位 破片 5.5 3.9 1.8 36.1 硬泥 碁部破片。形状不明。 297 

4 打斧 上位 ％ 6.6 4.8 1.6 59.6 粗安 基部破片。形状不明。 297 

5 打斧 下位 完形 12.6 3.3 1. 9 125. 9 黒片 細身の盤状礫の周辺両面に調整。 II]類。 297 

6 打斧 下位 完形 11 6 5.4 1.6 128.7 変玄 刃部磨耗。 IIb類。 730 297 

7 磨斧 上位 材： 8.4 5.4 2.3 157.8 変玄 側面を敲打、表裏わずかに研磨。他は未調整。刃部欠損。 297 

8 磨斧 中位 ％ 6.7 4.2 3.3 118.5 変玄 基部破片。かなり厚手。 731 297 ， 磨斧 上位 ％ 7 4 7 8 3.3 202.6 変玄 未製品の刃部破片。剃離により整形。未研磨。 297 

10 磨斧 下位 屍 8 8 6.8 3.2 356.2 変玄 両側 ・甚部に敲打痕残す。刃部欠損。 297 

11 磨斧 中位 灼 9 0 6 4 2.3 200.3 変玄 未製品の刃部破片。剥離によって整形。未研磨。 297 

12 ーーグ、E 下位 完形 6.6 7.6 1. 7 98.5 粗安 器体の両端両面に調整。大型のピエスエスキーユか。 297 

13 ーーグ、h 下位 ほぽ完 5.2 6.2 1. 4 45.4 砂岩 剥片の背面先端に調整。熱により一部器表面剥落。 297 

14 ーーグ、E 中位 ほぽ完 4 9 7.8 1.5 38.5 珪頁 横長剥片の背面両端に調整。 297 

15 二次 疫土 破片 4 4 4 3 0.9 16.6 硬泥 剥片の周辺に不規則な浅い調整。 297 

16 ーーグ、片 中位 完形 8 7 7 6 2.5 145. 2 硬泥 器体の主に右側～下辺に調整。 297 

17 礫器 中位 完形 8.5 7 8 1. 7 166.9 変玄 扁平な円礫の周辺両面に不規則な調整。 297 

18 石核 上位 完形 13 4 7 1 6.3 706.7 硬泥 分割礫素材。分割面を打面とし剥片剥離。 297 

19 石核 中位 ½ 9.6 5 8 3 3 170 3 硬泥 剥片の背面側で剥片剥離。 297 

20 石核 中位 ％ 9.8 12 7 3 8 753 7 砂岩 盤状の石核。両面で求芯状に剥片剥離。 297 

21 石核 下位 ％ 5 4 5 8 2 5 67 0 硬泥 小型剥片の両面で少数の剥片剥離。 297 

22 凹石 上位 一部欠 13.6 10 2 7 7 1226.8 粗安 盤状の円礫。表面に凹み ・研磨面、両側 ・両端に敲打痕 297 

23 凹石 上位 完形 12. 2 6.9 3 7 431.4 変安 表面に 1、裏面に連続する 2個の凹み。裏面 ・両端敲打。 731 297 

24 凹石 上位 完形 9.2 8 6 3 4 244 2 砂岩 盤状の亜角礫。表裏に凹み。 298 

25 敲石 上位 完形 15.7 8.2 3 5 682.2 変安 盤状の円礫。表面下部 ・裏面上部に敲打痕。 298 

26 敲石 中位 完形 9.2 9.1 6 3 642 9 粗安 円盤状の円礫。両端に敲打痕。 298 

c区 347母住居跡出土石器器種組成表

器 種 I石鏃 1ss1打斧 I磨斧 I二次 I微細 I礫器 I石核 I原石 I凹石 I敲石 I剥片

個数 I 1 4 I 5 I 5 I 2 6
 

3 I 2 I 4 

C区 353号住居跡出土石器

Na 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNo 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重駄

1 ss 床直 屍 3.6 7.4 0 7 23 4 準片 横長剥片の両端に調整。右側欠損。 732 298 

2 ss 下位 完形 6.0 6.0 1 4 63.8 硬泥 剥片の周辺に調整。下辺に弧状の刃部形成。 732 298 

3 打斧 上位 ％ 9.1 6.2 2 0 129.4 硬泥 基部欠損。 IIb類。 298 
4 打斧 下位 完形 9.5 5.5 1 8 92. 7 硬泥 刃部磨耗。 II]類。 732 298 

5 打斧 下位 完形 9.0 5.2 1 7 89.5 粗安 III類。 732 298 

6 打斧 中位 破片 5.0 6.0 3 3 70.1 硬泥 刃部破片。形状不明。刃部磨耗。 298 

7 磨斧 床直 ½ 7 2 4.7 3.1 158.7 変玄 未製品の刃部破片。剥離 ・敲打による整形途中。 732 298 

8 磨斧 下位 ％ 6.7 5.3 2 7 166.8 変玄 刃部破片。刃部先端表面のみ研磨。 732 298 ， 二次 下位 ％ 5.5 4.8 1.8 45.7 硬泥 剥片端部にノッチ状の調整。右側欠損。 298 
10 二次 中位 完形 6 1 4 8 1.8 39.4 硬泥 剥片周辺に不規則な調整。 298 

11 二次 中位 破片 11 2 6.5 2.1 144. 7 硬泥 剥片端部に不規則な調整。左半欠損。 298 

12 ーーグ、ハ、 中位 破片 5 7 4 4 1.1 27.3 頁岩 剥片の周辺に調整。左側欠損。 298 

13 石核 床直 完形 5.5 7 7 3.5 175.1 細安 賽子状。打面 ・作業面90゚転移。 298 

14 石核 中位 完形 9 9 6.6 3.0 240.7 硬泥 剥片の両面で周辺から剥片剥離。 298 
15 石核 床下 完形 7 4 7 8 3.0 176.1 硬泥 剥片の腹面側で小型の剥片剥離。 298 

16 石核 下位 完形 9.1 9 1 5.4 491 9 硬泥 剥片の背面側で周辺から剥片剥離。 298 

17 石核 下位 材i 11. 2 8 3 4.1 491 9 硬泥 剥片の両面で周辺から剥片剥離。左半欠損。 298 

18 石核 床直 完形 9.3 8.5 5.2 494 3 硬泥 不定形。分割礫の一端で少数の剥片剥離。 299 
19 敲石 中位 完形 8.2 5.9 1 8 lll 2 流紋 盤状の扁平な円礫。両端 ・両側に敲打痕。 299 

20 敲石 下位 ½ 7.2 5.6 3.2 167.3 変安 盤状の円礫。表面に敲打痕。上半欠損。 299 
21 敲石 床下 完形 12.0 5.4 2.6 287 9 かん 盤状の円礫。表裏に敲打痕。 299 

22 磨石 中位 完形 8 8 5.5 1.6 85.0 砂岩 盤状の円礫。表面に弱い研磨面。小型の砥石か。 732 299 
23 磨石 上位 ½ 9 1 4.5 4.5 276 8 粗安 棒状の円礫。表面に研磨面。下半欠損。 299 

24 磨石 中位 ½ 11 4 11 7 8.2 1622. 4 砂岩 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。下半欠損。 299 

82 



C区 347・353・354・361号住居跡出土石器

:: I芸I荏I亨□汀竺：三；，tt；1 ：：言：： ：：：口言：よ：：門：り剥落。

C区 353号住居跡出土石器器種組成表

: :I SS | rr4斧 1磨2斧 1二次 1微5m|石::| 3石 1磨石|台t5|鉗□片

C区 354号住居跡出土石器

NQ 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

1 打斧 床下 完形 7.3 3 8 1.5 46 2 硬泥 刃部磨耗。 II]類。

2 打斧 床直 完形 10.3 4 2 2.2 104 9 硬泥 刃部磨耗。 II]類。

3 -ー4、E 上位 完形 8.8 4 8 2.5 72 8 硬泥 剃片端部に不規則な浅い調整。

4 ーー グ、E 床直 破片 3.5 6 6 1.8 45 6 硬泥 剥片端部に不規則な調整。左半欠損。

5 石核 上位 完形 8.9 10.4 5.8 614 1 硬泥 厚手の盤状。表裏で周辺から剥離。

6 石核 上位 % 7.6 11 1 4.4 387 9 粗安 盤状の石核の両面で周辺から剃片剥離。下半欠損。

7 凹石 床直 破片 13. 4 12 3 4.5 571 4 牛砂 盤状の亜円礫。表面に凹み 3個。

8 敲石 床直 完形 10.1 9 0 3.6 513.5 粗安 円盤状の円礫。両端に敲打痕。， 砥石 床直 破片 4.1 1 9 2.0 25 8 砥沢 小型の角柱状。全面に使用面。下部欠損。

C区 354号住居跡出土石器器種組成表

I: :I打2斧1二2欠［口廿［四I凹1石1敲9|砥t5|

c区 361与住居跡出土石器

No・ 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

1 打斧 下位 完形 11 5 5 5 2.4 167.8 硬泥 II b類。

2 打斧 下位 完形 11. 2 5 7 2.6 160.0 硬泥 III類。

3 打斧 中位 一部欠 10 0 6.5 2 3 141. 7 硬泥 II b類。 刃部一部欠損。

4 打斧 上位 ％ 9.6 5 5 2.0 129.4 硬泥 刃部欠損。形状不明。

5 打斧 中位 ％ 8.2 5.5 2.7 88.8 硬泥 刃部破片。形状不明。

6 打斧 中位 ％ 5.2 5 0 1. 2 34.3 珪準 基部破片。形状不明。

8 二次 上位 完形 9.3 8 7 2.3 165.9 硬泥 剥片の先端に不規則な浅い調整。， 二次 覆土 完形 4.0 4.5 1 2 23.4 頁岩 周辺両面に調整加え長方形に整形。

10 二次 下位 完形 6 0 9.0 1 4 61.8 硬泥 剥片のほぽ全周に粗い調整加え三角形に整形。

11 二次 下位 完 形 7.5 4.9 1 3 46.1 頁岩 横長剥片のほぽ全周に不規則な調整。

12 二次 中位 破片 9 8 13.4 2 5 399 1 粗安 剥片の周辺に不規則な調整。両端欠損。裏面上半に磨耗。

13 二次 下位 ％ 5.8 8.5 3 7 127 7 硬泥 器体の左側に不規則な調整。右側欠損。

14 石核 中位 完形 6.7 4.2 2.0 69 6 硬泥 分割礫の一端で少数の剥片剥離。

15 石核 中位 完形 7.0 6.4 3.8 144 2 硬泥 剥片の腹面を打面とし、背面側で少数の剃片剥離。

16 石核 疫土 完形 6.0 7.5 3 5 156.6 粗安 盤状の石核。両面において求芯状に剥片剥離。

17 石核 中位 完形 9.7 5.3 4 0 155 2 硬泥 不定形。不規則に打面転移し剥片剃離。

18 石核 中位 完形 8 0 10.4 8 8 341.3 硬泥 剥片の先端腹面側で小型の剃片剥離。

19 石核 炉内 ½ 7 3 10.0 4 0 295 5 変玄 剥片の背面側で剥片剥離。

20 凹石 中位 完形 10.9 8.7 4.2 594.8 閃緑 盤状の円礫。表面凹み 1個。上端に敲打痕。器表面風化。

21 敲石 中位 完形 14 5 6.5 3 5 443 6 粗安 盤状の円礫。両面・両端に敲打痕。

22 敲石 下位 一部欠 19.1 4.5 3 4 298.0 硬泥 棒状の円礫。両端に敲打痕。

23 磨石 中位 一部欠 15 2 7.5 4 5 840.5 デイ 両端に敲打・剥離痕。表面・右側に研磨。

24 磨石 中位 ％ 10.8 7.4 4 2 391 8 デイ 盤状の円礫。表面に研磨面・敲打痕、上端に敲打痕。

25 磨石 下位 一部欠 12. 9 6.8 4 3 616 5 粗安 両側を面取り、表面に研磨。裏面熱により剥落。

26 磨石 下位 ½ 8.4 8.8 3 2 298 1 粗安 盤状の円礫。裏面・下面に研磨面。上下半欠損。

27 磨石 下位 ½ 9 6 7.5 3 2 367.7 閃緑 盤状の亜円礫。両面に研磨面。下半欠損。

28 磨石 下位 完形 9 5 10.2 1 8 193 8 砂岩 盤状の円礫。表面に弱い研磨面、一部に線状痕。

29 砥石 中位 破片 16 5 6.5 5 4 809.7 砂岩 盤状の角礫。表面に使用面。

* Nu 7は欠番
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5.弥生時代住居出土石器観察表

c区 361号住居跡出土石器器種組成表

I芯：I打6斧I二：I微6$.|石:I凹1石1敲2石1磨6EIml石I

c区 364号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図No PLN(l 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

I 打斧 中位 完形 9.6 5.8 2 2 136 2 砂岩 I類。 735 301 

2 二次 下位 完形 6.2 5.5 1 5 63 7 硬泥 剃片の背面周辺に一部不規則な調整。 301 

3 凹石 下位 破片 JO 7 5.6 3 3 144 0 変安 表面に凹み・敲打・研磨面。裏面欠損。 301 

4 凹石 下位 完形 10. 7 4.5 3 6 242.1 変安 棒状の円礫。表面に凹み、裏面・上端に敲打痕。 735 301 

5 敲石 床直 完形 11 3 5.1 4.1 323.3 粗安 棒状の円礫。下端に敲打痕。 301 

6 磨石 床下 完形 17.3 6.2 4 5 626.1 デイ 棒状の円礫。表裏に弱い研磨面。 301 

c区 364号住居跡出土石器器種組成表

I: :I打1斧□Illti:2WII凹2石1敲□王I

c区 365号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図No PLN(l 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重最

1 打斧 床直 ％ 5 7 3.7 1. 2 21.4 硬泥 基部破片。非常に薄手。 301 

2 石鍬 下位 ½ 9 9 7.6 4.2 407.5 かん 基部欠損。調整粗く、未製品の可能性あり。 736 301 

3 二次 覆土 破片 5 9 3 3 1.1 21.3 硬泥 剥片の一側に連続した細かな調整。 301 

4 磨石 覆土 破片 6.0 5 2 4.2 136.9 デイ 表裏に研磨面。 301 

c区 365号住居跡出土石器器種組成表

I: :I打：□9|二1次1口I磨tj|

DS区 103号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNo. 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 石鏃 覆土 完形 3 7 3.5 1 8 16 3 黒曜 平基無茎鏃。かなり原手で大型。未製品か。 737 301 

2 ss 床直 完 形 6.3 7.9 1 5 62.4 硬泥 剥片の打面～ー側に調整。器体下辺に刃部形成。 737 301 

3 ss 床直 完形 8 2 8.1 1 7 153 3 硬泥 剥片の両側両面に調整。先端裏面に粗い調整。 737 301 

4 ss 覆土 完 形 7.3 3.9 1. 4 36. 7 珪頁 横長剥片の端部に刃部形成。 301 

5 ss 中位 一部欠 14. 7 11 2 2.9 407. 9 硬泥 大型の剥片の両側に刃部形成。 301 

6 打斧 覆土 完形 10.3 4.6 2.2 107.8 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 302 

7 打斧 疫土 完形 10.6 4 9 2.2 141. 9 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 302 

8 打斧 覆土 完形 9.7 4 3 1.5 94.0 変玄 刃部磨耗。 IIb類。 302 ， 打斧 中位 完形 10. 7 5 2 2.0 117.5 細安 刃部磨耗。 III類。 737 302 

10 打斧 中位 完形 10.3 4.3 2.1 89.3 硬泥 II b類。 302 

11 打斧 疫土 完形 9.2 4.3 1 6 70.1 硬泥 刃部磨耗を切って再調整。 III類。 302 

12 打斧 覆土 完形 8.4 4.3 1 6 64.1 硬泥 刃部磨耗。 III類。 302 

13 打斧 下位 完形 8.5 3.9 1 5 59.5 変玄 小形のIIb類。 737 302 

14 打斧 下位 怜 8 3 4.8 3 0 118 5 硬泥 刃部欠損。 IIb類。 302 

15 打斧 床直 完形 8.0 4 8 1. 7 58 7 硬泥 小型のIIb類。 737 302 

16 打斧 投土 ½ 7.1 4 5 2.7 105.0 変玄 刃部欠損。 II]類。 302 

17 打斧 覆土 ％ 8.0 4.5 1.8 71.3 細安 刃部欠損。II]類。 302 

18 打斧 床直 破片 5.0 3 6 1.4 30.5 粗安 基部破片。形状不明。 302 

19 打斧 中位 材i 6.4 4 2 2.8 83.4 硬泥 刃部欠損。 IIb類。 302 

20 打斧 下位 破片 5.0 4.5 1.6 38.4 硬泥 刃部破片。磨耗みられる。 302 

21 打斧 覆土 破片 4.2 3.9 1 2 23.7 硬泥 某部破片。形状不明。 302 

22 打斧 上位 完形 14.3 4.8 2. 7 216.5 粗安 III類。 737 302 

23 打斧 上位 完形 11 7 4.3 2 1 128.0 変安 III類。 302 

24 打斧 下位 完形 12 6 4 2 2.2 133.0 変玄 II]類。 302 

25 打斧 閃土 完形 12.3 5 6 2.2 162 9 硬泥 II b類。 302 
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C区361・364・365,DS区103号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図Nu PLNu 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重絨

26 打斧 裂土 完形 11. 5 5.0 2 4 99 3 硬泥 刃部磨耗を切って再調整。 IIb類。 302 

27 打斧 中位 ¾ 10. 7 5.3 2 4 167 8 硬泥 刃部磨耗。基部欠損。［II類。 302 

28 打斧 覆土 ％ 10.3 5 3 2.5 139.8 硬泥 刃部欠損。 III類。 302 

29 打斧 翌土 完形 9 6 6.2 2.0 123.6 硬泥 刃部磨耗。幅に比して長さ短い。 IIa類。 302 

30 打斧 悶土 ％ 8 9 6 2 2.1 119.8 硬泥 刃部欠損。 IIb類。 303 

31 打斧 床直 ½ 10.3 5.8 2.7 127.6 硬泥 刃部欠損。 IIb類。 303 

32 打斧 中位 免 9 8 6 0 3.1 177.0 砂岩 基部欠損。器表面かなり風化。 IIb類。 303 

33 打斧 中位 材i 7 6 5.3 2 8 122 6 硬泥 基部破片。形状不明。 303 

34 打斧 上位 ％ 7.6 5.1 2 2 91 6 硬泥 刃部欠損。 IIb類。 303 

35 打斧 中位 屍 9 0 6.0 2 8 154 0 硬泥 両端欠損。表製の中央部磨耗。 IIb類。 303 

36 打斧 覆土 ％ 4.5 2.2 2 2 65 2 硬泥 基部破片。形状不明。 303 

37 打斧 床直 ½ 8.5 5.9 1 8 107 7 硬泥 甚部欠損。刃部磨耗。 IIb類。 303 

38 打斧 覆土 ％ 7.2 5.2 1 2 53.6 硬泥 基部欠損。 IIb類。 303 

39 打斧 毅土 ％ 5.5 5 3 2.1 66.7 硬泥 刃部破片。形状不明。磨耗みられる。 303 

40 打斧 中位 完形 7 8 3 8 0.9 23.9 硬泥 打斧の刃部調整剥片の先端に調整。非常に薄手。 IIb類。 303 

41 打斧 床直 ½ 8 7 6 6 2.9 200.1 硬泥 基部欠損。 IIa類。 303 

42 打斧 下位 ．屍 8 1 7 2 2.0 111.6 硬泥 刃部再調整によりノッチ状。基部欠損。 IIb類。 303 

43 磨斧 中位 完形 11 2 3 8 2.2 125.0 変玄 未製品。敲打による整形途中。表面は未加工。 303 

44 磨斧 下位 破片 6 7 6.8 5.0 344. 9 変玄 未製品の刃部破片。剥離 ・敲打による整形途中。 737 303 

45 磨斧 中位 ％ 8 9 4.7 3 0 193 4 変玄 刃部欠損。 303 

46 磨斧 授土 完形 8 9 5.0 2.0 119 6 変玄 未製品。剥離 ・敲打による整形途中。未研磨。 303 

47 二次 覆土 破片 8.9 3.1 1 5 48 4 雲片 剥片周辺に不規則な調整。 303 

48 二次 下位 破片 11. 3 5.0 2.1 114 8 硬泥 剥片周辺に一部調整。 303 

49 二次 中位 破片 10.3 6.9 2 5 150 0 硬泥 剥片の左側腹面に不規則な調整。 303 

50 二次 中位 完形 12.7 8.2 3.0 371 9 硬泥 剥片の周辺に一部不規則な調整。 303 

51 二次 裂土 完形 6.2 3.5 I 2 25.4 珪頁 剥片のほぼ全周に不規則な調整。 304 

52 二次 覆土 破片 4.6 2.6 0 7 10.8 細安 剥片周辺に不規則な調整。 304 

53 二次 覆土 破片 5.8 4 2 1.3 26.1 珪頁 剃片周辺に不規則な調整。上部欠損。 304 

54 二次 下位 完形 6. 7 4.1 1. 7 32.5 珪頁 剥片端部に不規則な調整。 304 

55 二次 習土 ％ 7.1 4.7 1.5 39. 7 硬泥 剥片端部に不規則な調整。右半欠損。 304 

56 二次 疫土 ％ 8 1 3 6 1. 2 30 6 硬泥 剥片両側に不規則な浅い調整。 304 

57 二次 覆土 一部欠 6.8 4.0 1. 4 41 0 硬泥 横長剥片のほぽ全周に調整。右側一部欠損。 304 

58 二次 上位 破片 9 1 4.2 2 2 66 2 硬泥 剥片の腹面周辺に粗い鋸歯状の調整。 304 

59 二次 中位 怜 6 g 6.0 3 6 215 7 硬泥 厚手の剥片両側腹面側に調整。下半欠損。 304 

60 二次 下位 完形 8 8 4.0 1 8 20 0 硬泥 剥片腹面の両側に調整。 304 

61 二次 粒土 完形 9 5 4.4 1 7 58 1 珪頁 剥片両側に不規則な調整。 304 

62 二次 覆土 ％ 7.3 5.2 2 2 61. 7 硬泥 剃片周辺に不規則な調整。下半欠損。 304 

63 二次 覆土 ％ 8.3 5 8 1.8 89.8 硬泥 剥片周辺に不規則な調整。左側欠損。 304 

64 ーーグ、E 覆土 ％ 5.2 5 1 1.1 35.6 珪頁 剃片周辺に調整。右半欠損。 304 

65 二次 覆土 ％ 5.6 5 0 2.0 50.9 硬泥 剥片左側に不規則な調整。下部欠損。 304 

66 二次 覆土 ％ 5.7 5 2 1. 7 48. 7 珪頁 剥片右側に不規則な調整。下部欠損。 304 

67 二次 覆土 完形 7 2 4.3 1 2 37 8 硬泥 横長剥片端部に不規則な調整。 304 

68 二次 下位 完形 8 4 7.0 2 8 146 0 細安 剥片右側に不規則な調整。 304 

69 二次 覆土 完形 7 9 6.4 2 4 122 7 硬泥 剥片の打面部を除く周辺に不規則な調整。 304 

70 二次 覆土 完形 9 4 7.3 2 5 173 1 硬泥 剥片の右側～下端の背面側に不規則な調整。 304 

71 二次 中位 破片 8.0 6 7 2.2 101 4 硬泥 剥片周辺に不規則な調整。 304 

72 二次 中位 完形 6 6 6 3 3.5 141 1 硬泥 剥片端部に一部鋸歯状の調整。 304 

73 二次 覆土 完形 7 2 5 4 1 4 63 6 珪頁 剥片の周辺に不規則な調整。 304 

74 二次 覆土 ％ 10.5 6 4 1 6 116 5 珪頁 剥片の周辺に不規則な調整。左半欠損。 304 

75 二次 覆土 屍 9 5 6 8 2.0 133 6 硬泥 剥片周辺に不規則な調整。 上半欠損。 304 

76 二次 中位 ½ 8 9 6 5 3.4 190.2 硬泥 剥片の両側に一部調整。上半欠損。 304 

77 二次 上位 破片 5 2 5.0 1 3 30.6 硬泥 剥片周辺に不規則な調整。 305 

78 二次 覆土 完形 9.0 6.2 4.1 209.9 硬泥 剥片端部に不規則な調整。 305 

79 二次 覆土 破片 7 1 7.1 2 7 118.5 硬泥 剥片周辺両面に調整。下半 ・左半欠損。 305 

80 二次 覆土 完形 9 1 6.2 2 9 119.0 硬泥 剥片周辺に一部不規則な調整。 305 

81 二次 投土 完形 6 7 6.4 3.3 104.8 硬泥 剥片右側に不規則な調整。 305 

82 二次 P内 屍 7.8 6.8 2 0 96 8 硬泥 剥片左側に不規則な調整。上半欠損。 305 

83 二次 下位 完形 7.8 7 8 3.5 166 6 硬泥 剥片ほぽ全周に不規則な調整。 305 

84 石核 中位 完形 7.7 8 3 5.3 440 7 珪頁 賽子状。打面 ・作業面を90゚ 転移して剥片剥離。 305 

85 石核 中位 %! 8.9 6 1 2.9 150 7 硬泥 剥片の腹面側で周辺から剥片剥離。左半欠損。 305 
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5.弥生時代住居出土石器観察表

No 器種
出土 残存 計測値 (cm• g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNo 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重星

86 石核 投土 完形 3.0 4 8 1.8 24 2 赤珪 礫の片面で周辺から小型の剥片剥離。 305 
87 石核 毅土 完形 8.5 6 0 2.4 138 0 硬泥 剥片の一端背面側で少数の剥片剥離。 305 

88 石核 P内 完形 12.0 6 8 3.2 257.1 細安 剥片の一端で少数の剥片剥離。 305 
89 石核 中位 完形 7.6 6 6 2.6 139 7 硬泥 剥片の両面で一部側辺から剥片剥離。 305 

90 石核 中位 完形 7.3 5 8 3.1 127.4 硬泥 盤状石核の主に片面で周辺から剃片剃離。 305 
91 石核 中位 完形 10.3 7 9 4.1 425 5 硬泥 盤状石核の両面で 3方向から剥片剥離。 305 
92 石核 中位 完形 7.7 7 9 4.0 258.6 硬泥 盤状石核の両面で周辺から剥片剥離。 305 
93 石核 毅土 完形 8.8 7 5 2.1 161 4 硬泥 盤状石核の両面で周辺から剥片剥離。 305 
94 石核 中位 破片 10.1 5 3 2.4 136.1 硬泥 剥片の背面側で周辺から剥片剥離。 305 
95 石核 中位 完形 9.7 6 0 4.2 243.1 硬泥 分割礫の一側面で剃片剃離。 305 

96 石核 中位 完形 10.0 2.4 3 8 262.5 硬泥 剥片の背面側で周辺から剥片剥離。 305 
97 石核 中位 完形 9.1 8.3 3 9 259.2 硬泥 剥片の腹面側で一部側辺から剥片剥離。 305 

98 石核 中位 完形 10.8 9 3 8.8 983.3 硬泥 礫の分割面打面とし周辺で剥片剥離。 306 
99 石核 上位 完形 9.5 9 5 5 2 498.5 細安 盤状石核の両面で周辺から剥片剥離。 306 
100 石核 上位 完形 15 9 7.5 4 6 344.6 硬泥 不定形。剥片の一端で少数の剥片剥離。 306 
101 石核 下位 完形 16 3 14. 0 5 0 1195. 2 変安 盤状礫の主に片面で周辺から剥片剥離。 306 
102 凹石 上位 完形 11.5 10.0 6 6 820.8 粗安 円盤状の円礫。表面に凹み。器表面かなり摩滅。 738 306 
103 敲石 中位 完形 12 2 10.0 5 4 965.1 粗安 盤状の円礫。下端に敲打痕。 306 
104 敲石 中位 完 形 12.3 8.9 4 8 708.6 粗安 盤状の円礫。表面 ・下端に敲打痕。 306 
105 敲石 中位 完形 11 7 4 7 2.3 210.1 変玄 盤状の円礫。両端に敲打痕。 306 
106 敲石 中位 完形 10 0 4.7 2.8 168 3 凝砂 盤状の円礫。両端に敲打痕。 306 
107 敲石 中位 完形 10.7 4 2 3.2 219 6 粗安 棒状の円礫。表面 ・下端に敲打痕。 738 306 
108 敲石 覆土 完形 12.8 6 0 3.5 404 8 粗安 盤状の円礫。表裏・両端に敲打痕。 306 

109 敲石 上位 完形 14. 4 6 2 4.6 636 2 閃緑 棒状の円礫。両端に敲打痕。 306 
110 敲石 中位 完 形 16.1 7 4 6.0 958.1 粗安 棒状の円礫。表面左半に敲打痕、左側に敲打痕。 738 306 
111 敲石 上位 完形 16.1 13 5 9 0 2750.0 粗安 盤状の円礫。両端に敲打痕。 306 
112 敲石 上位 ½ 7.6 5 9 6 0 311.2 粗安 両側面取り 。表面 ・上端に敲打痕。外面の摩滅激しい。 738 306 
113 敲石 中位 完形 12.7 9.9 2.8 481.0 粗安 盤状の円礫。表裏 ・上端を除く周辺に敲打痕。 306 
114 敲石 中位 ½ 8 5 8.3 5 7 438.5 粗安 盤状の円礫。表裏 ・上端に敲打痕。 下半欠損。 306 
115 磨石 疫土 破片 8 7 4.3 1 8 70.9 砂岩 表裏に弱い研磨。 306 
116 磨石 P内 ほぽ完 12.1 9.6 5.1 746.3 粗安 表面に弱い研磨面。右側を面取り。両端に敲打痕。 738 306 
117 磨石 中位 ％ 8.4 7.8 4 7 425.8 変安 盤状の円礫。表裏に研磨面、上端に敲打痕。 739 306 
118 磨石 中位 ½ 9.2 6.9 5.7 415.5 デイ 棒状の円礫。表裏に研磨面、右側面取り。 739 306 
119 石皿 中位 ％ 3 9 27.2 7 6 10.4kg 緑片 皿部分弱い研磨、裏面に大小の凹み。被熱。 738 307 
120 砥石 翌土 完形 7 7 5.3 1.3 65.8 砂岩 小型の盤状礫。周辺両面に調整。両面に使用面。 739 307 
121 砥石 覆土 破片 6 7 3.4 0. 7 14. 7 砂岩 表面に使用面。 307 
122 炉石 炉内 完形 33 6 12.7 7 7 5900.0 変玄 盤状の円礫。 307 

DS区 103号住居跡出土石器器種組成表

: :I石1鏃Iss |[71磨4斧|]:I□□I:?|可|門;|磨4石1石lJIJ1|□9|炉t5|7悶

DS区 109号住居跡出土石器

No 器種
出土 残存 計測値（cm・g) 

石材名 特 徴 図Nu PLNo 状況 状況 長さ 幅 厚さ 重絨

1 楔 覆土 完 形 2.2 1 3 0.6 2 2 黒曜 剥片の背面両側・腹面右側～先端に調整。 740 307 
2 打斧 床下 完形 8.2 4 5 1 6 79.9 硬泥 刃部磨耗。 III類。 740 307 

3 打斧 下位 完形 9.5 4.9 1.6 92.0 珪頁 III類。 740 307 
4 打斧 床下 完形 9 7 4.5 I 8 109.9 緑片 刃部先端磨耗。 ［II類。 740 307 

5 二次 床下 ½ 7.3 7.1 2.1 70.2 硬泥 剥片の右側背面に不規則な調整。 307 
6 二次 下位 完形 7 5 6.9 2 4 102.9 硬泥 剥片のほぽ全周に不規則な調整。 307 
7 石核 下位 完 形 9.0 6.2 3.1 248.3 硬泥 剥片の腹面側ー側で剥片剥離。 307 
8 凹石 床下 完形 9 1 7.3 2.4 191. 2 砂岩 盤状の円礫。表面に凹み 2個、裏面弱い研磨。 740 307 

DS区 109号住居跡出土石器器種組成表

I: :I ? I打3斧「こ2次|戸:I石1ftI凹1石|知Jt|
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DS区 llO号住居跡出土石器

N(l 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

状況 状況 長さ 幅 厚さ 重量

1 ss 覆土 ほぽ完 5 2 9 5 1. 4 68 5 

2 打斧 覆土 完形 8 3 4 2 1. 7 65 2 

3 打斧 床下 完形 9 7 4.3 1.8 69 7 

4 打斧 上位 完形 12 5 5 5 2.7 190 6 

5 石鍬 中位 ％ 10.2 7.8 3.4 327 2 

6 凹石 中位 完形 10 0 11. 2 4.9 491 7 

7 敲石 中位 完形 7 9 3.2 3.0 403.9 

DS区 llO号住居跡出土石器器種組成表

I : : I ss 1打： I石lffl| 2次 1凹t6| 1石 I

DS区 111号住居跡出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値 (cm• g) 

状況 '状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

1 楔 床直 ％ 7.1 4.8 1 9 61.3 

2 ss 床直 完形 7.2 7 1 2 4 126. 9 

3 ss 下位 完形 5.7 9.4 2 3 107.4 

4 ss 床直 完形 5.9 9.6 2 5 154.2 

5 ss 床下 完形 7.9 12.8 3 8 396.2 

6 ss 下位 完形 10.3 9.8 4 2 462.4 

7 ss 床直 完形 10.4 6.0 2.9 124. 9 

8 ss 下位 完形 11.1 5.0 2 4 117. 7 ， 打斧 中位 完形 9.6 4.9 2.2 97.3 

10 打斧 下位 完形 10.5 5.4 2 0 105. 7 

11 打斧 下位 完形 10.0 5.2 2.3 127. 2 

12 打斧 床直 完形 9.9 4.7 2.4 133.8 

13 打斧 下位 完形 10.2 5 1 1 9 87. 7 

14 打斧 下位 完形 11. 0 5.1 1 5 125.8 

15 打斧 下位 完形 10.9 5 3 2 0 143.1 

16 打斧 下位 ほぽ完 10.8 5 1 2 2 138.0 

17 打斧 床下 完形 1.4 5.8 2 5 161.4 

18 打斧 下位 ほぽ完 10.7 4.9 2 2 115.3 

19 打斧 下位 完形 0.5 5.0 2.4 128.6 

20 打斧 下位 完形 9.6 4 7 1 7 110.8 

21 打斧 床直 ％ 7.5 5.2 2. 7 97. 7 

22 打斧 下位 ½ 8.6 4.3 2 0 76.2 

23 打斧 下位 一部欠 10.4 5 2 1 8 97.1 

24 打斧 床直 ％ 10.4 5.2 2 2 138.3 

25 打斧 下位 怜 8.6 5.8 2.4 116.5 

26 打斧 下位 完形 9.5 6 2 1.5 88 0 

27 打斧 床直 ％ 8.5 4.3 2.3 103.6 

28 打斧 下位 ％ 7.6 4 5 2 3 82 6 

29 打斧 下位 ½ 8.0 6.2 1 5 71 0 

30 打斧 下位 ½ 8 8 5.5 3 4 175.5 

31 打斧 下位 完形 8 5 4.9 2.2 100.7 

32 打斧 床直 ½ 7 3 4.6 1.6 56.4 

33 打斧 下位 ％ 8.7 4.7 2.5 91.1 

34 打斧 下位 ％ 7 8 4.7 1. 9 75.7 

35 打斧 床直 完形 9.3 4.5 2.3 118.8 

36 打斧 下位 ¾ 8 5 3.6 1.6 66.0 

37 打斧 床直 完形 14.3 9.5 3.8 480.5 

38 打斧 下位 ％ 12 5 6.1 3.0 234.0 

39 打斧 床直 完形 6.8 5.4 2.2 131.0 

40 打斧 下位 完形 13 5 5.2 3.0 211. 4 

41 打斧 床下 ほぽ完 11 6 5.6 2.8 191.1 

42 打斧 床下 ％ 10 8 4.8 2.2 100.9 

43 打斧 床直 完形 14 0 5.3 3 2 207.4 

DS区 103•109 ・ llO·lll号住居跡出土石器

石材名 特 徴 図No PLN(l 

砂岩 剥片の左側に調整加え刃部形成。 308 

珪頁 風化激しい。 IIb類。 308 

硬泥 刃部磨耗を切って再調整。 II]類。 741 308 

硬泥 刃部裏面右側磨耗。 IIa類。 741 308 

珪頁 刃部破片。器表面風化。 308 

砂岩 盤状の亜角礫。表面に凹み。 308 

変安 盤状の円礫。下端・両側に敲打痕。 308 

石材名 特 徴 図No. PLN(l 

硬泥 剥片の両端両面に調整。右側欠損。 742 308 

粗安 剥片のほぽ全周両面に調整加える。 308 

硬泥 剥片の打面および先端に調整。先端薄く打面側厚い。 742 308 

硬泥 横長剥片の両端に調整。打面側に刃部形成。 742 308 

硬泥 剃片の両側両面に調整。 742 308 

硬泥 剥片の右側に調整加え刃部形成。 308 

硬泥 横長剥片の端部に鋸歯状の調整加え刃部形成。 308 

硬泥 横長剥片の下端に調整加え刃部形成。打面側にも調整。 308 

輝緑 刃部磨耗。 IIb類。 308 

硬泥 刃部わずかに磨耗。 IIb類。 308 

硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 308 

硬泥 刃部磨耗。 III類。 308 

硬泥 II b類。 309 

緑片 刃部磨耗。 IIb類。 309 

硬泥 刃部磨耗。 III類。 742 309 

硬泥 刃部磨耗。韮部わずかに欠損。 III類。 309 

硬泥 II b類。 309 

珪準 刃部磨耗。基部わずかに欠損。 III類。 309 

硬泥 刃部裏面磨耗、表面稜線磨耗。 IIa類。 742 309 

硬泥 円礫の周辺に調整加え整形。表裏に未加工面残す。［I［類。 309 

細安 刃部欠損。 IIb類。 309 

細安 刃部欠損。 IIb類。 309 

硬泥 刃部磨耗、一部欠損。 IIb類。 309 

硬泥 刃部欠損。 IIb類。 309 

硬泥 両端欠損。 IIb類。 309 

珪頁 薄手で幅広。 IIb類。 309 

硬泥 刃部磨耗。基部欠損。 IIb類。 309 

硬泥 基部欠損。 IIb類。 309 

細安 基部欠損。 III類。 309 

細安 刃部欠損。 III類。 309 

変安 刃部磨耗。 IIb類。 309 

珪頁 刃部磨耗。基部欠損。 IIb類。 309 

硬泥 刃部欠損。 IIb類。 309 

硬泥 刃部欠損。表面下部に磨耗。 IIb類。 309 

硬泥 刃部磨耗。［l［類。 309 

珪準 基部欠損。 III類。 309 

硬泥 刃部磨耗を切って再調整。 IIa類。 742 310 

変安 刃部斜めに尖る。基部欠損。 III類。 310 

硬泥 II b類。 310 

硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 742 310 

硬泥 刃部磨耗、一部欠損。 IIb類。 310 

硬泥 刃部欠損。IIb類。 310 

硬泥 扁平な円礫素材。 III類。 743 310 
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5.弥生時代住居出土石器観察表

No 器種
出土 残存 計測値 (cm• g) 

石材名 特 徴 図No PLNo 
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重屈

44 打斧 下位 ％ 9.4 6 0 3 1 182.3 粗安 基部欠損。 Ill類。 310 

45 打斧 覆土 ％ 8.3 5 I 1 4 62 4 硬泥 刃部磨耗。基部欠損。器表面熱により剥落。 IIb類。 310 

46 打斧 床直 ％ 10.9 6 2 3 7 296 8 硬泥 刃部欠損。 IIb類。 310 

47 打斧 覆土 ％ 6.5 4 7 1 8 62 3 硬泥 基部欠損。形状不明。 310 

48 打斧 床直 ％ 6 2 5.1 2 0 77 4 硬泥 刃部磨耗。甚部欠損。形状不明。 310 

49 打斧 床直 完形 7.3 6.4 1 9 80.9 硬泥 非常に寸詰まり。破損後の再調整の結果か。 IIb類。 310 

50 打斧 下位 破片 8.2 5.6 1 6 66.7 珪頁 刃部破片。形状不明。 310 

51 打斧 床直 ％ 6 1 5.7 2 3 100.9 硬泥 刃部磨耗。基部欠損。 IIb類。 310 

52 打斧 中位 ％ 6 0 6.1 3.1 115.3 硬泥 基部欠損。 IIb類。 310 

53 打斧 投土 ％ 5 I 4.7 I. 2 29.8 細安 刃部磨耗。基部欠損。 IIa類。 310 

54 石鍬 下位 ％ 7 3 10 7 2.6 238.5 硬泥 基部破片。熱により器表面大きく剣落。 743 310 

55 石鍬 下位 完形 16 8 11 0 4.1 590.6 硬泥 大型の剥片周辺両面に調整。未製品か。 310 

56 石鍬 下位 ½ 14 1 10. 7 3.0 480.5 粗安 基部欠損。刃部かなり薄手。 743 311 

57 磨斧 床直 ％ 6 9 5.2 3.2 196.7 変玄 基部破片。 743 311 

58 磨斧 下位 ％ 6 9 5 6 3.5 225 7 変玄 刃部破片。表裏に剃離・敲打痕残す。 311 

59 磨斧 床直 ％ 7.7 4 6 2.5 114 5 硬泥 未製品の破損品。剥離・敲打による整形途中。 311 

60 磨斧 覆土 兄 6.9 4 1 2.8 146 2 変玄 末製品。一部に敲打痕みられるが、ほとんど未加工。 311 

61 打斧 床下 完形 9.7 4.1 2 0 126 7 変玄 III類。 743 311 

62 磨斧 下位 ％ 9.9 4.0 3 5 168.3 緑片 未製品の破損品。剃離 ・敲打による整形途中。 311 

63 二次 床直 ほぽ完 5 5 5.6 2.3 62.1 硬泥 剥片周辺に不規則な調整。熱により器表面かなり剃落。 311 

64 ーーグ、E 下位 完形 6 8 5.7 1.1 42.3 硬泥 剥片の先端・打面部に調幣。 311 

65 二次 覆土 ％ 7 1 4.7 2.1 71.1 硬泥 剥片周辺に鋸歯状の調整。下半欠損。 311 

66 二次 下位 ½ 6 9 5.1 2.2 90.0 細安 剥片の左側腹面に調整。下半欠損。 311 

67 二次 下位 完形 7 0 5 2 1.3 34.7 細安 横長剥片の主に打面側腹面に不規則な調整。 311 

68 ーーグ、E、 覆土 完形 6 4 4 2 1.0 32.0 砂岩 剥片端部に不規則な浅い調整。 311 

69 ーーグ、E 覆土 破片 6.3 5 2 2.4 79.0 粗安 剥片の右側に浅い調整。 311 

70 二次 床直 ½ 7.8 6 0 3.6 135.9 硬泥 剥片端部両面に調整。左側欠損。 311 

71 ーーグ、E 床直 完形 8.3 8 5 4 2 168.6 硬泥 剃片端部に不規則な浅い調整。 311 

72 二次 床直 完形 8.3 7 2 3 1 150 5 硬泥 剥片打面部に調整。 311 

73 二次 下位 ％ 6.6 6 2 I 6 50 0 硬泥 剥片端部に不規則な調整。左側欠損。 311 

74 ーーグ、E 床直 ％ 10.0 5 4 3 4 172 3 硬泥 剃片端部両面に不規則な調整。上部欠損。 311 

75 二次 下位 ¾ 9.3 5.0 I 9 80 3 硬泥 剥片の相対する位置に扶り状の調整。石匙の未製品か。 311 

76 ーーグ、E 下位 屍 8.7 5.8 2 2 106.3 硬泥 剥片の両側に調整。両端欠損。 311 

77 ーーグ、E 覆土 完形 9.1 4.6 2 4 71 0 硬泥 剣片の左側に不規則な浅い調整。 311 

78 二次 覆土 破片 5.4 2.7 1 0 18.8 緑片 剥片の両側に調整。両端欠損。 312 

79 ーーグ、E 床直 ％ 7 3 5.0 3 0 103 9 硬泥 剥片の腹面側にノッチ状の調整。左側欠損。 312 

80 二次 下位 完形 8.4 6.9 1 5 89 0 珪頁 剥片の端部に不規則な浅い調整。 312 

81 二次 中位 ％ 9.4 7.6 3 1 236 8 粗安 剥片の周辺に不規則な調整。上部欠損。 312 

82 石核 中位 完形 9 5 7.0 5.8 425 2 硬泥 賽子状。打面 ・作業面を90゚ 転移しながら剥片剥離。 312 

83 石核 下位 完形 10.0 8.0 5.5 382.3 硬泥 剥片の一端腹面側で少数の剥片剥離。 312 

84 石核 中位 完形 8 8 6.9 4.6 280.8 硬泥 剥片の一端両面で少数の剥片剥離。 312 

85 石核 下位 完形 9 7 7.7 4.3 287.6 硬泥 盤状石核の両面周辺から剥片剥離。 312 

86 石核 下位 ½ 8 5 7.4 3.0 193.5 硬泥 剥片の両面で周辺から剥片剥離。上半欠損。 312 

87 石核 下位 完形 8 2 6.0 3.0 160.7 硬泥 盤状石核の両面周辺から剥片剃離。 312 

88 石核 下位 完形 9 0 5.6 4. 2 174.4 硬泥 剥片の周辺から剥片剥離。作業面は一定しない。 312 

89 石核 下位 完形 9.8 5 5 2.2 129.2 硬泥 剥片の打面側で側面から小型の剥片剥離。 312 

90 石核 床直 完形 11. 4 9 5 4.9 517.9 硬泥 剥片の両面で周辺から少数の剥片剥離。 312 

91 石核 床直 完形 8.8 7 0 3.5 243.2 細安 剥片の一端両面で少数の剥片剥離。 312 

92 石核 床直 完形 9.0 6 8 3 6 244.0 硬泥 盤状石核の両面で周辺一部から剥片剥離。 312 

93 石核 床下 完形 7.3 7.5 3 7 216 4 硬泥 剥片の周辺を折り取るように剥片剥離。 312 

94 石核 床直 完形 11. 9 10.1 4 5 666.7 硬泥 盤状礫の一端両面で交互に剥片剥離。 312 

95 石核 床下 完形 13.3 10.1 3 3 466 1 硬泥 盤状礫の両面で周辺から剥片剥離。 312 

96 石核 下位 完形 11 1 8.2 4 1 731 2 硬泥 盤状石核の両面周辺から剥片剥離。 313 

97 石核 下位 完形 9.1 6.9 3.4 210 5 硬泥 剥片の周辺を折り取るように少数の剥片剥離。 313 

98 石核 下位 完形 8 2 5.6 3.7 164.7 硬泥 器体左側表面 ・右側裏面で剥片剥離。 313 

99 石核 床直 完形 7.9 6.9 3.5 189.5 硬泥 剥片端部で少数の剥片剥離。 313 

100 石核 床直 完形 7.8 5.6 2.8 113.0 硬泥 剥片端部背面、打面部腹面側で少数の剥片剥離。 313 

101 石核 床直 完形 11. 5 8.2 5.2 518.3 硬泥 礫の両端で少数の剥片剥離。 313 

102 石核 下位 ％ 12.7 8 3 3.8 328.0 硬泥 剥片の両面で周辺から剥片剥離。左側欠損。 313 

103 石核 床直 完形 11. 2 7.3 3.1 280.4 硬泥 盤状の円礫の表面で周辺から剥片剥離。 313 
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DS区 111 • 112号住居跡出土石器

Nu 器種
出土 残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴
状況 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

104 石核 下位 完形 9.4 7.8 4 7 265 4 硬泥 礫の分割面を作業面とし剥片剃離。

105 石核 下位 完形 7.2 6 6 3 1 122 3 硬泥 剥片の腹面側で少数の剥片剥離。

106 石核 下位 完形 9.2 6 5 3 0 119.2 硬泥 剥片端部で少数の剥片剥離。

107 石核 下位 ½ 7.8 9 9 3 6 326.1 粗安 剃片の両面で周辺から剥片剥離。下半欠損。

108 石核 床直 完形 8.8 6 2 2 7 142. 2 硬泥 剥片の両面で周辺から剥片剥離。

109 石核 床直 完形 9.9 6 8 4.8 324.2 細安 主に表面側で周辺か ら剥片剥離。

110 凹石 床直 完形 18.0 0.7 2.6 398 5 砂岩 表裏に凹み・研磨。右側中央よりやや下に浅い扶り。

Ill 凹石 床直 完形 12.1 6.7 2.9 275.4 流紋 盤状の円礫。表裏に凹み。

112 凹石 下位 ％ 5 9 5.7 3.5 160 3 変安 盤状の円礫。表畏に大きな浅い凹み。上端に敲打痕。

113 敲石 下位 ％ 10 0 6.0 4.2 323 2 粗安 盤状の円礫。表面・両端に敲打痕。煤面剥落。

114 敲石 下位 完形 12. 4 7.2 3.8 421 0 変安 盤状の円礫。表面・両端に敲打痕。

115 敲石 床直 完形 12 8 6.3 3.2 360 7 変玄 盤状の円礫。表裏・両端に敲打痕。

116 敲石 床直 完形 13 7 12.2 4 1 1059.5 砂岩 円盤状の円礫。表裏とほぽ全周に敲打痕。

117 敲石 下位 完形 8.5 7.0 6 2 559.1 粗安 両側を面取り。両端に敲打痕。器表面かなり摩滅。

118 敲石 床直 完形 6.0 5.8 5.4 234.9 粗安 球状の円礫。両端に敲打痕。

119 敲石 床直 完形 5.6 4.9 3 5 130.9 変安 球状の円礫。表面に敲打痕。

120 敲石 床直 破片 5.3 7.6 2 4 113.1 粗安 盤状の円礫。表裂 ・上端に敲打痕。 下部欠損。

121 磨石 下位 完形 13.5 7.3 4 0 619.7 砂岩 両側を面取り。表衷に研磨面・敲打痕。両端に敲打痕。

122 磨石 床直 完形 13.6 6 8 3 3 439.1 デイ 盤状の円礫。表裏研磨。両端面取り、敲打による剥離。

123 磨石 下位 完形 11. 0 9 3 5 4 775 0 粗安 盤状の円礫。表裏に弱い研磨、両端・両側に敲打痕。

124 磨石 下位 完形 18.1 11. 2 3.9 1149 2 デイ 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。

125 炉石 炉内 完形 31.2 8 0 7.1 3360 0 変安 棒状の円礫。表面・左側に敲打痕、右側に弱い研磨。

126 炉石 炉内 完形 33 3 12 9 9.3 5450. 0 変安 盤状の円礫。器表面に一部敲打痕。

DS区 111号住居跡出土石器器種組成表
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DS区 112号住居跡出土石器

：。1:言三：：Iロコ］：｀磨耗。基部欠損。徴

DS区 112号住居跡出土石器器種組成表
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5.弥生時代住居出土石器観察表
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第 3図 弥生時代住居出土石器石材組成グラフ (2)
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6.弥生時代周溝墓 ・土坑出土石器 7．遺構外出土石器観察表

6.弥生時代周溝墓・土坑出土石器

c区 2号周溝墓出土石器

N。I器種 1闊点 1::  I長さ［：直；言 I)重旦 I石材名 特 徴 図NaI PLN(l 

1 I敲石 I ½ I 中 位 I 11. g I 6. 7 I 4. 4 I 384. 4 I ディ I盤状の円礫。表裏に敲打痕。下部欠損。 314 

土坑出土石器

土坑名 I NQ 1器種 1悶孟 Iば兵 I長さ［：｛直1塁］； I)重鍼 I石材名 特 徴 図NuI PLNu 

79 

79 

141 

｀ 
1~ 匹[: Iミ： I子王竺：：益：：：：：：こよる整形途中。 胃

7.遺構外出土石器観察表

No. 器種 出土位置
残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図N(l PLNo. 状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

1 石鏃 C51住 完形 1. 4 1 5 0.3 0.4 黒曜 凹基無茎鏃。 748 315 
2 石鏃 表採 完形 1.6 1. 7 0.4 1 0 黒曜 凹基無茎鏃。 748 315 

3 石鏃 Cs-51 完形 2 1 2.0 0.5 2 0 黒曜 凹基無茎鏃？調整は主に先端と右側のみ。未製品か。 315 
4 石鏃 C221住 完形 1 7 1.3 0.3 0 7 黒曜 凹基無茎鏃。調整は周辺のみで、表裏に素材面残す。 315 
5 石鏃 表採 完形 2 0 1.5 0 4 0.8 チャ 凹基無茎鏃。 748 315 
6 石鏃 Da-49 完形 1. 9 1.8 0 2 0.5 黒曜 凹基無茎鏃。右側上部に屈曲。 315 
7 石鏃 C63住 完形 2.4 1. 4 0 4 0. 7 黒曜 凹基無茎鏃。 748 315 

8 石鏃 C85住 完形 1.8 1 4 0 3 0.4 黒曜 凹基無茎鏃。 748 315 ， 石鏃 Ca-29 一部欠 1.6 1 2 0.4 0.4 黒曜 凹基無茎鏃。左脚欠損。 748 315 
10 石鏃 Cd-29 一部欠 1.8 1 4 0.4 0.6 黒曜 凹基無茎鏃。先端 ・左脚欠損。 315 
1 1 石鏃 C85住 破片 1. 4 1.1 0.2 0.2 黒曜 凹基無茎鏃。脚部破片。 315 
12 石鏃 Cd-29 完形 3.0 1 5 0.4 1.2 黒曜 凹基無茎鏃。 748 315 
13 石鏃 C9溝 完形 2.2 1.2 0.2 0 5 黒曜 凹基無茎鏃。裏面に素材面残す。 315 
14 石鏃 Cl59住 完形 2.4 1. 7 0.2 0.8 黒曜 凹基無茎鏃。 315 
15 石鏃 C63住 完形 2 3 1.3 0.4 0 8 黒曜 平基無茎鏃。 748 315 
16 石鏃 Cl02住 一部欠 2 3 1.4 0.3 0.7 黒曜 凹基無茎鏃。両面下半中央に磨耗。着柄痕か。 315 
17 石鏃 C299住 一部欠 1. 7 0.8 0 2 0 2 赤珪 凹基無茎鏃。表裏に素材面残す。左脚欠損。 315 
18 石鏃 C4溝 一部欠 2 1 1. 4 0.2 0 7 赤珪 凹基無茎鏃。先端欠損。 315 
19 石鏃 C294住 完形 1.3 2.0 0.5 2.8 黒曜 平基無茎鏃。比較的厚手。 315 
20 石鏃 C70住 完形 3 2 2.1 1 0 5 9 チャ 平基無茎鏃。表裏に素材面残す。かなり厚手。 748 315 
21 石鏃 C 157住 完形 3 2 1.3 0.1 2.2 硬泥 凸基有茎鏃。 748 315 
22 石鏃 C316住 一部欠 3.0 2.7 0.4 4.1 チャ 凸基無茎鏃。先端欠損。 315 
23 石鏃 C 158住 ％ 2.1 1.9 0 7 2.2 黒曜 平基無茎鏃。周辺両面に不規則な調整。未製品か。 315 
24 尖頭 表採 完形 4.4 3 3 1.1 14.0 黒安 表裏全周に調整。調整やや粗い。 748 315 
25 ＊ C42住 怜 3.0 1 7 0.5 3.8 滑石 ＊＊状耳飾り。上部に補修孔。孔は表裏から穿孔。 748 315 
26 大珠 C5住 完形 10.6 3.4 2.0 146.9 ひす 上部に表面から穿孔。全面良く研磨し光沢持つ。 748 315 
27 石錐 C310住 完形 5.9 6 6 1. 4 34.5 砂岩 剥片の一端に刃部形成。調整は主に刃部に集中。 748 315 
28 石錐 C296住 完形 4.6 2.1 0.5 5 0 硬泥 小型横長剥片素材。先端は磨耗。 315 
29 石錐 表採 一部欠 2 2 1.8 1.0 3 2 黒曜 主に右側両面に調整。刃部欠損。 748 315 
30 石錐 Ct-53 一部欠 4.2 1.4 1.1 3.6 黒曜 剥片周辺に調整。刃部のみ両面調整。刃部先端欠損。 315 
31 石錐 Dl05住 完形 2 5 0.6 0 5 0.5 黒曜 両側両面に調整。断面三角形状。 315 

32 石錘 表採 完形 6 0 2.8 1 3 32.6 硬泥 ほぼ全面弱い研磨。表裏十字の切込み、断面V字状。 748 315 

33 石錘 C 140住 完形 6.0 2.9 1 2 28. 7 硬泥 表裏上下に切込み、断面台形状。線状痕あり。 748 315 
34 楔 Ct-52 完形 2.0 1. 7 0. 7 2.2 黒曜 剥片の周辺両面に調整。 749 315 

35 楔 C322住 完形 1. 7 1.5 1.5 1.1 黒曜 側辺に細かな調整。両端に使用時の剥離痕。 315 
36 楔 Cf-29 完形 1. 9 1.6 0.5 1.6 黒曜 両端に使用時の剥離痕。 315 
37 楔 C48住 完形 2.2 1. 7 1.1 3.8 黒曜 両端に使用時の剥離痕。 315 
38 楔 C63住 完形 2.5 1. 9 0.7 2.9 黒曜 横長剥片の両側腹面に調整。 749 315 
39 楔 表採 完形 2.6 1. 9 0.6 3 2 黒曜 剥片の周辺に不規則な調整。両端に使用時の剥離痕。 315 

40 楔 Ct-48 完形 2 3 1.4 0.7 2.0 黒曜 両端に使用時の剥離痕。 315 
41 楔 Ct-48 完形 2.4 1.4 0.7 1 7 黒曜 両端に使用時の剥離痕。 315 
42 楔 D96住 完形 2 1 1.5 0 6 1 5 黒曜 右側腹面に調整。両端に剥離痕。 315 
43 楔 表採 完形 2.2 1.6 0 8 2.0 黒曜 両極打撃による剥片素材。側辺に一部調整。 315 
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C区2号周溝墓，土坑，遺構外出土石器

Nu 器種 出上位置
残存 計測値 (cm・ g) 

石材名 特 徴 図No PLN(l 
状況 長さ 幅 厚さ 重鼠

44 楔 C 120住 完形 2 0 1.3 0.4 1. 2 黒曜 側辺一部に調整。両端に使用時の剥離痕。 315 

45 楔 C282住 完形 1. 7 1.6 0 6 1. 7 黒曜 剥片の一側に細かな調整。両端に使用時の剥離痕。 315 

46 楔 表採 完形 1.5 1.1 0.5 0.9 黒曜 一部側辺に細かな調整。両端に使用時の剥離痕。 315 

47 楔 Cg-51 完形 1.3 1 2 0 4 0.5 黒曜 主に剥片端部両面に調整。 749 315 

48 楔 表採 完形 1. 7 1 1 0.5 0 9 黒曜 一部側辺に細かな調整。両端に使用時の剥離痕。 315 

49 楔 Cg-51 完形 1.8 1 0 0.4 0 6 黒曜 両端に両極打撃時の剥離痕。 749 315 

50 楔 表採 完形 2.4 0 9 0.5 1 1 黒曜 両極打撃による剥片素材。両端に一部調整。 315 

51 石匙 C69住 完形 6.1 1. 7 0.6 5 7 チャ 剥片の周辺背面に調整。つまみ部のみ裏面にも調整。 749 316 

52 石匙 表採 完形 5 4 2 3 1.1 12.5 チャ 縦長剥片の周辺両面に調整。腹面の調整は不規則。 749 316 

53 石匙 Cb-32 完形 3 3 2 0 0.7 3.3 黒曜 剥片周辺に調整。裏面つまみ部と左側にのみ調整。 749 316 

54 石匙 C51住 ½ 3 5 3.4 0.6 4.7 珪頁 両側欠損。形状不明。 749 316 

55 石匙 C49住 一部欠 3 0 S.3 0.8 13.1 チャ 横型。主に背面周辺に調整。つまみ欠損。 749 316 

56 石匙 Ca-30 ％ 4 1 5.4 0 8 13.3 硬頁 剥片端部背面に調整加え刃部形成。つまみ表裏調整。 749 316 

57 石匙 C358住 完形 10.6 9.8 4.0 319.5 硬泥 全周両面に粗い調整。かなり厚手。 749 316 

58 ss C323住 完形 10.1 3.5 0 9 45.6 頁岩 右側に薄い刃部形成。左側にも調整加えるが厚手。 316 

59 ss 表採 完形 2.4 1.3 0 7 1.5 黒曜 剥片の背面左側と腹面左側に調整。 749 316 

60 ss Cr-45 完形 7.2 7. 7 1 7 104.5 硬泥 剥片のほぽ全周表暴に調整。 316 

61 ss Cc-30 完形 6.2 9 4 3.0 107.2 珪頁 剥片の主に背面側に調整。下辺薄く左側辺は急角度。 316 

62 ss C337住 完形 4.7 8 9 1 4 66.1 珪準 剥片の周辺両面に調整加え半円形に整形。 316 

63 ss D99住 完形 10.9 5 3 1. 2 82.5 硬泥 横長剥片素材。 749 316 

64 ss 表採 完形 9.3 4 8 1.5 73 0 珪頁 剥片の両端に調整。先端に薄い刃部作出。 316 

65 ss 表採 完形 4.6 12 4 2.0 124 0 硬泥 器体下辺に薄い刃部形成。上辺かなり厚手。 749 316 

66 二次 C242住 完形 4.9 4.0 1.3 19 7 珪頁 剥片の周辺両面に調整。表面下部以外の調整は粗い。 749 316 

67 打斧 C 144住 完形 10.8 7.3 2.9 222 8 硬泥 先端磨耗。 ［類。 316 

68 打斧 C257住 完形 10.7 7. 4 2.9 238 1 硬泥 両端および扶り部に磨耗。 1類。 316 

69 打斧 Cr-47 完形 10.4 7.0 3.0 193.8 硬泥 扁平な礫を素材とし、表畏に自然面残す。 1類。 316 

70 打斧 C40住 完形 8.1 6.2 2.3 109.2 硬泥 刃部磨耗。基部上面は自然面残す。 ］類。 316 

71 打斧 表採 ほぽ完 10 9 7.6 3.0 224.0 硬泥 両端・扶り部に磨耗。 ］類。 316 

72 打斧 C331住 完形 10. 2 6.9 2.6 207.4 硬泥 器表面風化激しく使用の痕跡不明。 ［類。 316 

73 打斧 C358住 完形 11.6 8.7 3.8 318.5 硬泥 扶り部分稜線潰れ。 ［類。 316 

74 打斧 C289住 完形 10.2 6.5 1 7 161.3 緑片 表面に自然面残す。 I類。 316 

75 打斧 C287住 完形 11.8 6.1 3.6 272.8 硬泥 両端磨耗。 ］類。 750 317 

76 打斧 C299住 一部欠 11 2 7.0 2 2 171.1 硬泥 刃部欠損。 ］類。 317 

77 打斧 C 151住 完形 11 8 8.9 2.2 289.9 硬泥 両端に磨耗。［類。 317 

78 打斧 表採 完形 15.1 10.8 4 1 592.8 硬泥 I類。 750 317 

79 打斧 Co-48 完形 14.9 7.3 3 4 429 3 砂岩 薄手の礫を素材とする。 1類。 750 317 

80 打斧 表採 完形 8.9 5.9 2.9 153.1 硬泥 両端再調整により短くなっている。 I類。 317 

81 打斧 C352住 完形 14.3 8 4 1. 7 265 9 雲片 刃部かなり斜め。再調整の結果か。 I類。 317 

82 打斧 C284住 完形 10.3 6.2 1.9 132.0 変玄 両側ほぽ中央に浅い扶り。他はほぽ末加工。 I類。 317 

83 打斧 C351住 完形 10.0 4 5 2.3 101.1 変玄 盤状の円礫素材。先端磨耗。 IIa類。 317 

84 打斧 Cl27住 完形 10.2 4 6 1. 9 73.0 硬泥 刃部磨耗。 IIa類。 317 

85 打斧 C63住 完形 14 2 7.8 3 1 289.3 硬泥 基部は一部敲打により整形。 IIa類。 317 

86 打斧 C 177住 完形 10.2 6.2 1. 9 128.8 硬泥 刃部磨耗。 IIa類。 317 

87 打斧 表採 一部欠 9 6 4.9 2.3 107. 7 硬泥 刃部磨耗、基部一部欠損。 IIa類。 317 

88 打斧 C!30住 完形 10 9 7.0 2.4 151.2 硬泥 刃部薄い。 IIa類。 317 

89 打斧 Cs-52 完形 9 8 6.0 2.0 136.0 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 317 

90 打斧 D104住 完形 11 6 5.2 3.4 168.8 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 750 317 

91 打斧 D97住 完形 12. 7 6.0 2.2 169.9 硬泥 刃部磨耗。 IIa類。 317 

92 打斧 D104住 完形 11.1 5.2 2.1 122. 4 硬泥 II b類。 750 317 

93 打斧 Ct-43 ほぼ完 10 7 5.7 2.1 127.3 硬泥 刃部磨耗を切って再調整。 IIa類。 750 317 

94 打斧 Cl55住 完形 10.8 5.9 3.2 187.9 粗安 刃部磨耗。 IIb類。 318 

95 打斧 C320住 一部欠 9.6 6.3 2.9 140.1 硬泥 熱により器表面かなり剥落。 Ila類。 318 

96 打斧 Ch-50 一部欠 9.3 5.2 1.2 80.1 細安 刃部磨耗。基部わずかに欠損。 IIb類。 318 

97 打斧 Cs-4~ 完形 9.8 5.1 2 0 101. 9 硬泥 調整の頻度低く素材の形状残す。刃部磨耗。 IIa類。 318 

98 打斧 Cd-32 完形 10.5 5.5 3 5 196 3 硬泥 刃部磨耗、一部再調整。 IIb類。 318 

99 打斧 C318住 ほぼ完 9.6 4.8 1 7 80 1 硬泥 刃部に弱い磨耗。熱により基部裏面剥落。 IIb類。 318 

100 打斧 D100住 完形 9.9 4.2 1 5 54 4 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 318 

101 打斧 Cs-41 完形 12.4 5.8 2.0 153 1 硬泥 刃部先端磨耗。 IIa類。 750 318 

102 打斧 C356住 完形 11. 3 4.9 1. 5 73 9 粗安 刃部先端磨耗。 IIb類。 318 

103 打斧 Ct-48 完形 10.8 3 9 0.9 59.2 緑片 刃部表面磨耗、裏面は再調整。 IIb類。 318 
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7.遺構外出土石器観察表

Nn 器種 出土位置
残存 計測値 (cm・g) 

石材名 特 徴 図No PLNu 状況 長さ 幅 厚さ 重量

104 打斧 Cl47住 完形 10 7 5 4 2.3 127. 2 硬泥 先端磨耗。表面一部熱により剥落。 IIb類。 318 
105 打斧 C265住 一部欠 8 8 4. 7 2.4 98.6 硬泥 基部欠損。器表面一部剥落。 IIb類。 318 
106 打斧 Cs-48 完形 9 3 4.5 1 7 75. 7 変玄 表面に自然面。 IIb類。 318 
107 打斧 Cl54住 完形 10.4 6.8 3 7 248. 7 硬泥 表面に自然面、先端稜線泊れ。 IIb類。 318 
108 打斧 Cl31住 完形 9.2 3.8 1 8 60 6 硬泥 小型の IIb類。器表面風化激しい。 318 
109 打斧 C337住 一部欠 12.1 6.1 2 6 209.0 粗安 刃部磨耗。基部わずかに欠損。 IIb類。 318 
llO 打斧 Cj-46 完形 9.6 5.0 1 2 67 2 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 318 
lll 打斧 094住 完形 10. 4 4.9 1. 9 109. 7 硬泥 II b類。 318 
112 打斧 0100住 完形 11. 6 5.3 1. 9 80 3 珪頁 刃部磨耗。 IIb類。 318 
113 打斧 Cl29住 一部欠 11. 6 6 8 1. 7 174.4 変玄 刃部磨耗。基部一部欠損。 IIb類。 318 
114 打斧 Ct-48 完形 11. 3 5 7 2.5 194.1 珪頁 刃部および基部裏面磨耗。 IIb類。 318 
115 打斧 D101住 一部欠 9.6 5 3 1. 7 97 6 粗安 刃部磨耗。基部わずかに欠損。 IIb類。 318 
116 打斧 表採 完形 10.8 5 3 2.4 154 4 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 318 
117 打斧 C313住 ％ 7 8 5.3 2.0 109.4 硬泥 先端に磨耗、基部欠損。 IIb類。 318 
118 打斧 D101住 完形 9 5 4 2 1.9 84.2 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 750 319 
119 打斧 D108住 一部欠 10 2 5.2 2.0 95.1 硬泥 刃部一部欠損。 IIb類。 750 319 
120 打斧 Dl05住 完形 10 1 4.8 2 2 98.2 変安 刃部磨耗。 IIb類。 751 319 
121 打斧 Dl06住 完形 8 8 4.7 1 8 81.8 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 751 319 
122 打斧 表採 完形 11. 8 5.6 2 0 144 6 硬泥 刃部わずかに磨耗。 IIb類。 319 
123 打斧 C7住 完形 9.9 4. 4 1 4 65 0 粗安 刃部磨耗。 IIb類。 319 
124 打斧 表採 ほぼ完 10.3 4.9 1.1 98 7 粗安 器表面風化。 IIb類。 319 
125 打斧 C333住 完形 9.9 4 6 1. 9 105 0 粗安 表面に自然面残す。先端弱い磨耗。 IIb類。 319 
126 打斧 表採 ほぽ完 12.5 5 6 2.8 213 2 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 319 
127 打斧 Co-50 完形 10.0 5 0 1.8 116 5 硬泥 器表面かなり風化。 IIb類。 319 
128 打斧 Co-50 完形 9 3 4 0 2.2 89.1 硬泥 刃部磨耗を切って再調整。 IIb類。 319 
129 打斧 Cs-48 完形 10 9 5 2 2.4 135.2 硬泥 刃部磨耗。表面に自然面。 IIb類。 319 
130 打斧 Cg-44 一部欠 11 2 5.3 2.0 125.1 硬泥 刃部磨耗。基部わずかに欠損。 IIb類。 319 
131 打斧 Cj-46 完形 8 8 4.6 I 7 76.9 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 319 
132 打斧 Ct-48 一部欠 4 4 4.2 2.4 112.1 硬泥 調整主に右側のみ。素材形状残す。刃部欠損。 IIb類。 319 

133 打斧 Ct-46 完形 9 5 4.1 1. 5 70.4 粗安 刃部磨耗。 IIb類。 319 
134 打斧 表採 完形 9 5 4.8 1.6 84.2 細安 刃部磨耗。 IIa類。 319 
135 打斧 Da-42 完形 9.6 5.1 1. g 78.5 硬泥 刃部わずかに磨耗。 IIb類。 319 
136 打斧 C329住 完形 7.6 4.4 1 4 53.7 硬泥 小形のIIb類。 319 
137 打斧 Cs-51 完形 10.2 4.2 2 5 116. 7 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 319 
138 打斧 C284住 完形 10.5 5.2 2 5 169.9 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 751 319 
139 打斧 表採 一部欠 12.6 5.8 2 8 223.5 粗安 刃部磨耗、基部一部欠損。 Ila類。 319 
140 打斧 Da-46 完形 9.1 5.0 1 4 99 3 緑片 刃部再調整により斜状。 IIb類。 319 
141 打斧 C316住 完形 8.7 4.5 1 2 65 0 砂岩 剥片素材。小型・薄塑。 IIb類。 319 
142 打斧 表採 完形 9.5 4 8 1. 7 97 9 細安 II b類。 320 
143 打斧 Ct-48 完形 7 9 3 4 1.3 39.1 硬泥 小形の IIb類。素材剥片の主に両側に調整。 320 
144 打斧 表採 完形 9 5 4 2 1. 9 72 5 粗安 II b類。 320 
145 打斧 Cb-34 完形 9 7 4 4 2.1 88.9 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 320 
146 打斧 表採 完形 9.7 4.2 1.8 69.6 細安 刃部磨耗。 IIb類。 320 
147 打斧 表採 一部欠 11.2 5.2 2.6 164.4 硬泥 刃部磨耗。基部一部欠損。 IIb類。 320 
148 打斧 表採 完形 9.9 4.8 1.9 101.0 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 320 
149 打斧 C289住 完形 10.8 4.1 1 9 95.9 硬泥 先端に磨耗。一部磨耗切る調整。 IIb類。 320 
150 打斧 Dc~43 完形 14.2 6.2 3 0 326.5 変輝 盤状の円礫素材。刃部表面磨耗激しい。 IIb類。 320 
151 打斧 C331住 完形 10.4 4.6 2 1 101.5 硬泥 刃部磨耗。 III類。 320 
152 打斧 C351住 完形 7.6 3.8 1 2 41.5 珪頁 表面に自然面。小形。 IIb類。 320 
153 打斧 C296住 完形 7.8 3.9 2.0 71 4 硬泥 小形のIII類。 320 
154 打斧 D98住 完形 6 3 3 1 1.3 23 7 硬泥 小形の IIb類。撥形。横長剥片素材。 751 320 
155 打斧 Cr-47 完形 7 3 3.7 2.0 55.2 硬泥 小形IIb類。撥形。 320 
156 打斧 Db-45 完形 10 0 4 4 1. 9 99 7 珪頁 Ill類。 320 
157 打斧 C315住 完形 9.3 4.0 1.3 69.5 硬泥 横長剥片素材。小型・薄型。 III類。 320 
158 打斧 C349住 完形 10.2 4.0 1.8 76.1 硬泥 基部に磨耗。刃部は再調整。 III類。 320 
159 打斧 C359住 ほぽ完 9.1 4.3 1 4 73.3 珪頁 先端磨耗。裏面熱により一部剥落。 IIb類。 320 
160 打斧 C315住 完形 8.1 3.7 1 5 55.4 硬泥 縦長剥片素材。表面先端磨耗。表面に自然面。[J[類。 320 
161 打斧 D104住 完形 9.6 4.2 2.3 81.2 硬泥 刃部磨耗。 IIb類。 320 
162 打斧 Cb-32 完形 10.8 6.2 3.2 208.7 硬泥 刃部は片刃状。 II]類。 320 
163 打斧 Da-41 完形 12 3 4 7 2 2 141 1 硬泥 III類。 320 
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N(l 器種 出土位置
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164 打斧 Cr-52 完形 9.8 5 2 1. 7 102 7 砂岩 III類。 320 

165 打斧 Cl59住 完形 8.8 3.9 1. 7 55.2 硬泥 器表面かなり風化。 II]類。 320 

166 打斧 C216住 完形 7.5 3 6 1. 7 48 0 硬泥 刃部磨耗。 II]類。 320 

167 打斧 C337住 完形 10.0 4.5 2.5 81.6 硬泥 先端稜線潰れ。 IIb類。 320 

168 打斧 C 155住 完形 9.2 4 2 1. 9 104 5 粗安 刃部磨耗。 Ill類。 320 

169 打斧 Ct-48 完形 9 7 3.9 1.8 79.7 変玄 刃部表面磨耗、裏面は再調整。 III類。 320 

170 打斧 Cq-49 完形 14 3 5.6 2.8 222.8 硬泥 刃部磨耗。 Ill類。 321 

171 打斧 Cs-48 完形 12 3 4.2 1 6 125.1 緑片 素材剥片の周辺に調整。 II]類。 321 

172 打斧 Cr-51 完形 11 5 4.0 1 8 89.0 硬泥 使用の痕跡無し。 1]]類。 321 

173 打斧 Dl06住 ほぽ完 13 8 5.9 2 9 249.5 硬泥 刃部磨耗。 lll類。 751 321 

174 打斧 Ct-48 完形 9 8 5.1 1 9 123.9 硬泥 刃部磨耗。表面に自然面残す。 III類。 321 

175 打斧 C302住 完形 9 8 4.6 1 7 110.1 角閃 表面右側に敲打による調整みられる。 III類。 321 

176 打斧 C316住 完形 11.5 4.8 2.6 199.2 硬泥 表面に自然面大きく残す。表面先端磨耗。 III類。 321 

177 打斧 Cl27住 完形 10. 9 4 9 2.9 120 8 硬泥 刃部厚く、基部薄い。 III類。 321 

178 打斧 Cs-52 完形 9.4 5. 7 1.9 142.8 珪頁 器表面風化激しい。 II]類。 321 

179 打斧 Cp-51 完形 12.5 5.1 3.0 216 0 硬泥 刃部磨耗。基部にも磨耗あり。 III類。 751 321 

180 打斧 D100住 完形 11. 2 5.3 2.1 156.0 細安 刃部一部磨耗。 II]類。 751 321 

181 打斧 C337住 完形 11. 2 4.2 2.2 119 7 デイ 刃部磨耗。 III類。 321 

182 打斧 C306住 完形 12.3 5.8 2.6 223. 9 硬泥 II]類。 751 321 

183 打斧 C352住 完形 10.9 4 5 2.0 100 1 珪頁 刃部再調整施す。 II]類。 321 

184 打斧 Cl46住 完形 12.2 4 9 1. 9 145. 2 変玄 表面に自然面残す。 III類。 321 

185 打斧 C359住 完形 11. 8 4 3 2.4 77 5 硬泥 打斧の調整剥片に加工加えたもの。 III類。 321 

186 打斧 C337住 完形 11.1 4 2 1. 9 101. 0 硬泥 III類。 321 

187 打斧 C311住 完形 10.7 4.6 1. 9 114 3 粗安 刃部磨耗。 II]類。 321 

188 打斧 Da-41 完形 11. 3 4 6 1. 9 97.3 珪頁 刃部先端わずかに磨耗。 II]類。 321 

189 打斧 C280住 完形 11. 0 3.8 1.5 77 7 細安 刃部磨耗。 II]類。 321 

190 打斧 D101住 ¾ 13.8 5 3 2.6 189 6 粗安 左側欠損。形状不明。 322 

191 打斧 C321住 完形 15.5 7.0 4.0 454.6 粗安 刃部磨耗。 II]類。 322 

192 打斧 C326住 完形 15. 4 7.5 3 6 624.5 変玄 側縁一部敲打により整形。基部先端に磨耗。 III類。 751 322 

193 石鍬 Cll9住 完形 17. 7 7.1 3 6 301.3 硬泥 両側中央に扶り。刃部磨耗。 751 322 

194 石鍬 C 183住 ％ 14 4 11.0 2.2 479.1 緑片 刃部が撥形に広がる。基部欠損。 752 322 

195 石鍬 C266住 材i 11 7 10.0 3 6 429.4 粗安 刃部先端磨耗著しい。基部欠損。 322 

196 石鍬 D100住 ％ 13 0 9.6 1.4 261.0 雲片 調整は周辺のみ。かなり薄手。某部欠損。 752 322 

197 石鍬 C276住 材i 10 9 9.2 4 0 397.1 硬泥 刃部がうちわ状に広がる。基部欠損。 322 

198 磨斧 C235住 完形 10 9 5.8 3 5 398. 7 珪頁 全面丁寧に研磨。刃部使用によりかなり磨耗。 752 322 

199 磨斧 Cr~49 完形 26.7 9.4 5 1 2025.0 変玄 非常に大型。表裏に剥離痕残す。 752 322 

200 磨斧 C 130住 一部欠 3 7 2.0 1 0 14.2 黒曜 非常に小型。全面丁寧に研磨。基部欠損。 752 322 

201 磨斧 Cl55住 材i 9 9 6.0 4 1 398.4 変玄 表面に敲打痕残す。刃部欠損。 322 

202 磨斧 C276住 ％ 9 7 4.9 3.7 270.0 変玄 断面はかなり円に近い。両端欠損。 752 322 

203 磨斧 Da-48 ％ 7.7 4.1 2.9 165 4 変玄 基部破片。器表面かなり風化。 322 

204 磨斧 Cp-51 完形 9 7 4.9 2.6 188 8 変安 研磨後刃部剥離により再調整。刃部表面に磨耗。 752 322 

205 磨斧 C214住 ％ 8.7 4.9 2.8 194.9 変玄 未製品の基部破片。剥離 ・敲打による整形途中。 323 

206 磨斧 C 127住 ½ 11. 8 7 6 5.0 657.0 変玄 未製品。剥離と敲打により整形。刃部欠損。 323 

207 磨斧 Cl31住 ½ 11.9 7.6 5.7 828.5 変玄 基部破片。研磨全面におよばず敲打 ・剥離痕残す。 323 

208 磨斧 Ct-48 完形 8.6 4 5 2.0 129.9 変玄 剥離により整形。未研磨。 323 

209 磨斧 DlOl住 灼 6.0 3 8 2.3 83 7 変玄 全面丁寧に研磨。刃部欠損。 752 323 

210 磨斧 C 156住 ％ 10 9 5.9 2.9 345 7 変玄 基部破片。一部剥離痕残す。 323 

211 磨斧 Co-50 % 8.4 6.3 3.1 293 7 変玄 刃部に使用時の刃こぽれ。器表面風化。基部欠損。 753 323 

212 磨斧 C318住 ％ 12.4 8.4 4 4 679 8 変玄 未製品。剥離によって整形。末研磨。 323 

213 磨斧 Cl58住 ½ 9 7 5.2 3.7 273 7 粗安 基部破片。器表面の風化激しい。 323 

214 磨斧 D106住 ％ 4.4 3.6 1. 7 41 4 変玄 全面丁寧に研磨。基部欠損。 753 323 

215 磨斧 C35住 ½ 7 8 5.8 4.0 250 1 変玄 刃部破片。先端に使用による刃こぼれ。器表面風化。 323 

216 磨斧 Ct-48 ％ 9.4 7.5 3.6 417 5 変は 剥離・敲打により整形。未研磨。基部欠損。 323 

217 磨斧 Cl03土 ％ 8 9 6.4 4.5 389 8 変玄 表裏に剥離痕残る。基部欠損。 753 323 

218 磨斧 C318住 屍 8.1 6.9 5.2 394 1 変玄 未製品の刃部破片。剥離と敲打により整形。未研磨。 323 

219 磨斧 C357住 ％ 10 2 5.5 3.7 259 0 変玄 末製品の刃部破片。剥離 ・敲打による整形途中。 323 

220 磨斧 C58住 ％ 10.5 6.1 2.5 229 5 緑片 未製品の刃部破片。剥離による整形途中。 323 

221 磨斧 Ch-44 完形 8.8 3.8 2.4 121.5 変玄 表裏に剥離 ・敲打痕残す。 323 

222 磨石 C322住 完形 11.5 8.2 6.6 925.3 変安 棒状の亜円礫。下面に強い研磨。上面にも研磨。 753 323 

223 石棒 Cll9住 破片 13.3 8 0 4.7 591.0 緑片 頭部破片。敲打 ・研磨により整形。 753 323 
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224 凹石 Cl住 ％ 7.9 7.4 2 9 162.5 デイ 円盤状の円礫。表面に凹み。裏面欠損。 324 
225 凹石 C242住 完形 10.4 9.2 4 3 605.7 粗安 表裏に凹み 2個。両側に敲打痕。 324 
226 凹石 D106住 完形 9.9 9.5 5 2 556.2 砂岩 円盤状の円礫。表裏に凹み各 1個。 753 324 
227 凹石 C333住 ％ 8.6 7.4 5 I 387.2 粗安 円盤状の円礫。表面に凹み。裏面欠損。 324 
228 凹石 表採 完形 9 3 7 1 4.4 457 2 粗安 表面凹み 2個、裏面敲打痕。表裏に弱い研磨面。 324 
229 凹石 表採 ％ 10 8 8 8 3 0 302 4 砂岩 表面に凹み。裏面欠損。 324 
230 凹石 C45住 完形 11 4 7 2 5.7 635 0 砂岩 盤状の円礫。表面に浅い凹み 2個。 324 
231 凹石 C35住 完形 9 8 7 3 3 8 339 4 砂岩 盤状の円礫。表裏に凹み ・敲打痕。 324 
232 凹石 C63住 一部欠 10 6 6 7 3 7 297 4 粗安 表面に凹み 1個。表裏に敲打痕。 324 
233 凹石 C256住 完形 II 8 6 7 4.8 524 7 閃緑 盤状の円礫。表面浅い凹み 2個、裏面・両端敲打痕。 324 
234 凹石 C 127住 完形 13 8 7 5 3.5 531 5 変安 盤状の円礫。表面に凹み 1個、両側に敲打痕。 324 
235 凹石 C256住 一部欠 13 9 6 0 4.5 417 3 泥岩 棒状の円礫。表裏に凹み各 1個。 324 
236 凹石 C351住 ％ 12. 3 5 4 3 7 306 1 粗安 両側面取り。表面浅い凹み 2個。表裂研磨。裏面欠。 324 
237 凹石 Ct-51・52 完形 10 7 6 3 5 3 427 0 泥岩 棒状の円礫。表面に浅い凹み。下端に敲打痕。 324 
238 凹石 C307住 完形 12.0 5 4 3.0 254.4 粗安 盤状の円礫。表面に凹み。両端に敲打痕。 324 
239 凹石 CJ9住 完形 12.7 5 1 4.5 352.5 デイ 表裏に凹み各 2個。両端に敲打痕。 324 
240 凹石 Cl27住 完形 12.6 8.0 4.3 511.0 変安 盤状の円礫。表面に凹み 1個、両側に敲打痕。 324 
241 凹石 C253住 完形 15.5 7.3 4.1 673.4 流紋 表面 2、裏面 1個の凹み。上面 ・左側敲打。 753 324 
242 凹石 C 195住 完形 14.4 8.3 5.0 762.8 変安 表面に凹み。表裏に敲打・弱い研磨。 324 
243 凹石 C327住 ％ 9.9 6.6 3.9 341.4 デイ 両側面取り。表裏敲打 ・研磨、表面凹み。上端敲打。 754 324 
244 凹石 C 119住 ％ 15.1 7.3 5 9 907.2 変安 棒状の円礫。表面に凹み 3個。下端欠損。 324 
245 凹石 Cl住 完形 13.6 9.5 3 5 692.8 粗安 盤状の円礫。表裏に凹み。右側面取り。 324 
246 凹石 C266住 一部欠 14.8 8.0 6 1 1097 8 粗安 両側面取り、表面に浅い凹み、ごく弱い研磨。 754 324 
247 凹石 C67住 ％ 9 9 7.3 3 6 328.3 砂岩 盤状の円礫。表面に凹み。裏面欠損。 324 
248 凹石 C253住 免 12 8 6 8 4 6 498 0 流紋 表面凹み ・研磨、裏 ・両側 ・両端敲打。裏面に研磨。 324 
249 凹石 Cl2住 完形 9 9 9 7 3 1 408.3 砂岩 盤状の角礫。表裏に凹み。 324 
250 凹石 C318住 完形 14 5 9 4 4.2 634.4 粗安 盤状の円礫。表面凹み 2個。裏面 ・両端 ・両側敲打。 324 
251 凹石 C337住 完形 13 6 8.1 2 5 286 7 砂岩 盤状の亜角礫。表裏に凹み。 324 
252 凹石 DlOl住 完形 17.2 11.3 7 2 1907 3 デイ 盤状の円礫。表面に凹み ・両端に敲打痕。 324 
253 敲石 C 158住 完形 21.5 8.5 5.4 1361 8 変安 盤状の円礫。表面 ・両端 ・左側に敲打痕。 324 
254 敲石 C248住 完形 10 7 4 2 3 8 252 7 ひん 棒状の円礫。両端に敲打痕。 325 
255 敲石 C248住 完形 10.3 5.0 3.6 272 7 粗安 棒状の円礫。表裏 ・両端に敲打痕。 325 
256 敲石 C304住 完形 11 7 5 6 2 7 276 1 デイ 盤状の円礫。表裏中央 ・両端に敲打痕。 325 
257 敲石 表採 完形 14 8 6 3 2 3 422 3 変玄 盤状の円礫。両端 ・両側に敲打痕。 325 
258 敲石 C329住 完形 11 7 6 5 4 8 516.1 粗安 棒状の円礫。両端に敲打痕。 325 
259 敲石 C325住 完形 12 0 5 6 3 2 310 0 デイ 盤状の円礫。表裏中央 ・両端に敲打痕。 325 
260 敲石 C322住 完形 10 3 6 7 4 9 401.3 粗安 盤状の円礫。両端に敲打痕。 325 
261 敲石 C337住 完形 10 6 5 6 4 5 461 6 粗安 棒状の円礫。両端に敲打痕。 325 
262 敲石 C43住 完形 10 8 6.3 4.0 396.0 変玄 盤状の円礫。表面 ・下端に敲打痕。 325 
263 敲石 C 158住 完形 11.0 5 2 3.6 315 5 デイ 盤状の円礫。下端に敲打痕。 325 
264 敲石 C305住 完形 12. 7 7.9 4.0 591 8 粗安 盤状の円礫。表裏中央部に敲打痕。 325 
265 敲石 C318住 完形 11 3 6.5 3 2 354 5 粗安 盤状の円礫。右側下半から下端に敲打痕。 325 
266 敲石 C337住 完形 13.1 5 4 2.7 324 5 緑片 盤状の円礫。両端 ・両側に敲打痕。 325 
267 敲石 C220住 完形 13 7 3 0 4 3 485 9 変玄 棒状の円礫。表裏 ・両端に敲打、下端に剥離痕。 325 
268 敲石 C43住 完形 13 3 6.0 4 4 483 6 デ凝 盤状の円礫。両端に敲打痕。 325 
269 敲石 C98住 完形 15.8 7 5 4.8 786 2 粗安 盤状の円礫。表面 ・両側の中央と両端に敲打痕。 325 
270 敲石 C251住 完形 15.4 6 9 4.3 693 2 粗安 棒状の円礫。両端 ・右側に敲打痕。 325 
271 敲石 C258住 完形 15. 9 6 3 3.8 619.1 閃緑 棒状の亜円礫。両端に敲打による剥離痕。 325 
272 敲石 C322住 完形 15.2 8 3 4.2 719.0 粗安 盤状の円礫。表裏両端に敲打痕。 325 
273 敲石 C352住 完形 18.2 7 3 3.9 738.0 粗安 盤状の円礫。両端敲打、表面一部研磨と擦痕あり。 325 
274 敲石 C296住 完形 13.0 4 7 5.4 490.2 変安 棒状の円礫。表裏・両端に敲打痕。 325 
275 敲石 Cll住 完形 12.6 7 l 6.1 836.0 粗安 棒状の円礫。両端に敲打痕。 325 
276 敲石 Ct-44 完形 12. 4 8 3 2.5 330.8 変安 盤状の円礫。表裏とほぽ全周に敲打痕。 325 
277 敲石 C243住 完形 12.2 8.3 5.2 731.5 粗安 盤状の円礫。両端 ・両側に敲打痕。 325 
278 敲石 Cl37住 完形 15.9 9.3 3.9 1028.0 変玄 両側に敲打、裏面右側に敲打による剣離痕。 325 
279 敲石 C256住 完形 11 0 9.6 5.2 1148. 3 デイ 盤状の円礫。両端 ・両側に敲打痕。 325 
280 敲石 C98住 完形 15.7 8.2 5.1 915.5 粗安 盤状の円礫。表面 ・両端に敲打痕。 325 
281 敲石 C305住 完形 15.2 8.9 3.8 794.5 硬泥 盤状の円礫。両端に敲打による剥離痕。 325 
282 敲石 C337住 完形 12.3 8.6 5.0 679.0 粗安 盤状の円礫。両端 ・両側に敲打痕。 325 
283 敲石 C35住 完形 13.9 7.7 4 0 711.5 粗安 盤状の円礫。両端に敲打痕。 325 
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284 敲石 C337住 ほぽ完 9.6 7.0 3.6 335.3 粗安 両側を面取り。表裏・両端に敲打痕。 325 

285 敲石 C337住 完形 11. 2 8.3 4.3 928.9 粗安 円盤状の円礫。ほぽ全周に敲打痕。 325 

286 敲石 C243住 完形 18. 7 5.4 3.9 530.5 変玄 棒状の円礫。両端に敲打痕。 325 

287 敲石 C 133住 完形 9.3 5.7 10.2 124. 8 変玄 薄い盤状の円礫。下端に敲打による剥離痕。 326 

288 敲石 C343住 ほぽ完 13. 7 7.4 4 2 587.5 変安 盤状の円礫。両端に敲打痕。 326 

289 敲石 C333住 完形 12. 2 7.8 3 9 614.4 蛇紋 盤状の円礫。表面・両端・両側に敲打痕。 326 

290 敲石 C 158住 完形 10.8 9.7 4 4 644.0 砂岩 円盤上の円礫。両面およびほぽ全周に敲打痕。 326 

291 敲石 C289住 完形 14.3 8.1 4 3 698 2 変安 盤状円礫。表裏下面に敲打による剥離痕。 326 

292 敲石 C67住 完形 15.6 9 1 3 4 614 5 変玄 盤状の円礫。両端・両側に敲打による剥離痕。 326 

293 敲石 C220住 完形 14.0 7 3 3.7 466.7 デイ 盤状の円礫。表裏・下端に敲打痕。 326 

294 敲石 C238住 完形 20.2 6.5 6 I 1215 0 粗安 棒状の円礫。両端に敲打痕。 326 

295 敲石 C357住 完形 14. 4 8 3 7.4 1535. 2 砂岩 棒状の亜円礫。両端に敲打痕。 326 

296 磨石 Da-42 完形 5. 7 5 8 4.4 194 7 流紋 円盤状の円礫。ほぽ全面に弱い研磨。 326 

297 磨石 Cj-47 完形 6 0 6 1 5.0 254 4 粗安 球状の円礫。表面全面に弱い研磨。 326 

298 磨石 Da-42 完形 5.7 2.1 1.4 30 1 硬泥 盤状の円礫。表裏に弱い研磨・線状痕。 326 

299 磨石 C7住 完形 7 9 5 7 1.9 94.0 砂岩 盤状の円礫。表裏に研磨面。 326 

300 磨石 C311住 完形 8 7 7.7 3.6 309.0 粗安 円盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 326 

301 磨石 C318住 完形 7 5 5 1 1. 7 81.1 変安 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 326 

302 磨石 C356住 一部欠 11 2 7 7 4.3 501.7 砥沢 盤状の円礫。表裏・右側に研磨面。擦痕あり。 754 326 

303 磨石 Dl07住 完形 9.3 8 0 3.2 329.6 粗安 円盤状の円礫。表裏弱い研磨・敲打、ほぼ全周敲打。 326 

304 磨石 Dl06住 完形 10 9 9.4 5.4 636.7 粗安 円盤状の円礫。表面研磨、上端敲打。かなり摩滅。 754 326 

305 磨石 Cs-48 完形 10.0 9.5 4.5 591.4 凝砂 円盤状の円礫。表裏に研磨面。 326 

306 磨石 C337住 一部欠 9 3 7.8 3.8 365.8 デイ 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。 326 

307 磨石 C321住 完形 11 9 10.1 3.1 511.2 デイ 円盤状の円礫。表面弱い研磨。上面～右側敲打痕。 326 

308 磨石 Cd-31 完形 14 1 5.9 3.3 420.1 粗安 盤状の円礫。表裏に敲打・研磨面。 754 326 

309 磨石 DlOO住 完形 10 2 8 6 6.1 802.1 粗安 表裏に研磨面。右側を面取り。 754 326 

310 磨石 D99住 完形 9.5 7. 2 4.6 396.0 粗安 右側面取り、表裏に研磨面。 755 326 

311 磨石 C256住 完形 9 7 8.4 3.9 423.6 デ イ 円盤状の円礫。表裏に弱い研磨面。両端に敲打痕。 326 

312 磨石 Dl04住 完形 12 1 7 5 3.8 421.5 変安 盤状の円礫。表面研磨。両端に敲打痕。 326 

313 磨石 C256住 完形 13 4 9.3 8.9 1353.1 デイ 棒状の円礫。表面に研磨面。 326 

314 磨石 C243住 完形 15.3 9.1 5.0 826.9 砂岩 盤状の円礫。表裏に弱い研磨面。 326 

315 磨石 C337住 ほぽ完 12 7 6.5 6 0 809.3 粗安 棒状の円礫。表面に研磨面、両端に敲打痕。 326 

316 磨石 C43住 完形 13. 9 5.3 5.3 536.5 デイ 棒状の円礫。表裏に研磨面。 326 

317 磨石 C289住 完形 12 3 6.6 5.3 649.4 粗安 右側を面取り。表裏に研磨面。 327 

318 磨石 C 133住 完形 6 2 2.7 1. 9 34.2 細安 棒状の円礫ほぼ全面に弱い研磨、 一部擦痕。 327 

319 磨石 C 159住 完形 10 1 4.3 2.3 129.5 流紋 盤状の円礫。表面に研磨面。下端に弱い敲打痕。 755 327 

320 磨石 C248住 完形 10 6 4.5 3.4 216. 9 デイ 棒状の円礫。表裏に弱い研磨。 327 

321 磨石 C318住 完形 12.5 3.1 1 9 121 1 珪頁 棒状の円礫。ほぽ全面に弱い研磨。 327 

322 磨石 C242住 完形 12. 2 6.6 4 9 528.9 砂岩 表面に弱い研磨。 327 

323 磨石 C330住 完形 10.1 6.2 3.1 401 3 粗安 両側面取り。表裏に研磨、裏面・両端に敲打痕。 327 

324 磨石 Cs-51 完形 10.8 7.0 4 5 672 7 粗安 隅丸の直方体に整形後ほぼ全面研磨。表裏特に強い。 755 327 

325 磨石 Cl住 ほぽ完 16. 2 10.8 4 9 1142. 7 デイ 盤状の円礫。表裏に弱い研磨。表面・下面に敲打痕。 327 

326 磨石 C298住 完形 5.5 7.1 3.9 793.8 変は 表裏弱い研磨・敲打、左側敲打、右側扶り。 327 

327 磨石 C311住 完形 11. 6 8 0 5.7 1101.0 デイ 円盤状の円礫。表裏に弱い研磨。ほぽ全周に敲打痕。 327 

328 石皿 D97住 灼 13.7 15.3 5.2 1506 3 緑片 裏面に大小の凹み。 755 327 

329 石皿 C358住 ％ 19.5 21. 7 8 9 3950 0 変安 皿部分に研磨面。側縁全て欠損。 755 327 

330 石皿 C337住 ½ 20.4 12. 2 4.1 1264 4 砂岩 板状亜円礫の片面に浅い皿部分形成。内面全面研磨。 755 327 

331 石皿 C337住 ¼ 14. 2 15.0 7 1 1824 9 粗安 内面中央使用による磨耗顕著。裏面ほとんど剥落。 755 327 

332 石皿 C69住 ％ 19.2 27.3 10 0 6550 0 緑片 盤状の円礫。表面に皿状の凹み。 756 327 

333 多孔 C284住 完形 21.0 24.4 6.3 4900.0 角安 円盤状の円礫。表面に 2、裏面に 1個の凹み。 328 

334 多孔 C 103土 破片 9.3 7.0 2 2 240 6 緑変 表面に凹み。破損により形状不明。 756 328 

335 砥石 C241住 破片 10 8 9.9 2.0 305 6 粗安 表面に細い数条の溝。石鍬破損品の転用か。 756 328 

336 砥石 Cl住 完形 11. 9 9.7 4.1 637 4 デイ 盤状の円礫。表裏に研磨面、中央浅い溝状にくぽむ。 756 328 

337 砥石 C242住 完形 13 7 6.3 4 3 461 1 デイ 棒状の円礫。表裏に研磨・線状痕。表面より強い。 756 328 

338 砥石 C296住 ％ 11.3 6.9 6.0 647.8 砂岩 棒状の亜角礫。左側・表面に研磨面。 756 328 

339 砥石 C103土 破片 19 4 13.2 9 6 3500.0 粗安 盤状の円礫。表面に研磨・線状痕。両端・裏面欠損。 757 328 

340 砥石 C316住 完形 17.0 20.2 2 4 944.6 砂岩 表面に研磨面。斜めに 2本の浅い溝状の凹み。 757 328 

341 砥石 C320住 完形 26.2 14.0 3 9 1682 7 凝砂 盤状の角礫。表裏に研磨面。 757 328 
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